
雪の住処35年の言己録

日本ヒマラヤ協会
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■カンチエンジユンガ主峰(KangchenjungM8,586m)南西面
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いずれもABC(7,300m)から頂上を行く隊員（○印内）を撮影

■ヤルン・カン(YalungKang8,505m)南東面
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▼当時のパンフレット

第1回ヒマラヤの旅(1968.10)点描

東洋の神秘・世界の屋 根
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▼カトマンズ事務所オーフ°ン(S44.10)
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▲ガンジャ・ラ5.030m地点にて

後列左から佐藤池田、4人おいて伊藤前列

左から1人おいて稲田、4人おいて熊谷

▼チャンドラコットにて左から佐々木、三原、吉
田
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柴田会長とセルチャン氏

（左上2枚の写真は第7回ヒマラヤの旅のパー

ティのもの1972.1）
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▲インドラ・マン・セルチャン氏歓迎会（1969年5月31日・名古屋にて）

▼キラン・マン・セルチヤン君サヨナラ・パーティ（1971年7月4日名古屋）



▲ナンダ・カート(NandKhat6,611m)1981年秋7名 |ndia
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▼ナンガ・パルバット(NangaParbat8,126m)南面1984年夏4名

▲ミニヤ・コンカ(MinyaKonka7,556m)北西1994年秋4名
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▼クラウン(Crown7,295m)南東面1990年秋2名1992年秋1名 China
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▼クン(Kun7,077m)南面1982年夏1名 |ndia

▲マナスル(Manaslu8,163m)北東面1982年冬1名 Nepal
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▲ランタン・リ(LantangRi7,205m)1981年10月10日、山田昇ら3名が初登頂 Nepal



▼インド、マモストン・カンリ(MamostongKangri7,526m)1984.9.13山田昇ら3名が初登頂|ndia
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7，000m峰初登頂

▲中国、チョー・アウイ(CyoAui7,354m)1986.10.12志小田美弘ら4名が初登頂 China



▼中国、力ルジヤン(Karejiang7,216m)1986,10,14新郷信廣ら3名が初登頂China
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栄光 の山々

▲中国、ギャラ･ペリ(GyalaPeri7,294m)1986,10.31尾形好雄ら3名が初登頂 China



▼中国、ラプチェ・カン(LabucheKang7,367m)1987.10.26須藤圭一ら8名が初登頂 China

7,⑪00m峰初登頂

▲インド、リモ｜峰(Rimol7,385m)1988.7.28尾形好雄、吉田憲司、サマンラが初登頂 |ndia



▼インド、ピラミッド・ピーク(PyramidPeak7,123m)1993,4,24岩崎洋ら5名初登頂
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▲19778インド、ジョギング ル・シン氏を迎えて札幌「ヒマラヤの夕べ」を終えて
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流交

ネパール

▲ネパール、S.R・シャルマ氏を囲んで（前列左から加藤保男、清水清

二、八木原圀明、菊地薫、角田不二、後列左から尾形好雄坂下直枝、

シャルマ、稲田定菫、山森欣一、ランジャン（1979.8）東京にて

▼カンジェラルワ登山隊員と

サーダーのチョタレ

（カトマンズにて19735）
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▲UIAAEII立50周年記念大会がカトマンズで開

催され、ホストのNMAから招待されて、稲田、

菊地が参加した｡(1982.10)

▼カンチェンジュンガ学術班BCにて

左から五百沢、松岡、谷本、小林（1981.5）
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交流’交 流

イ ンド

|MF総裁H,C.サリーン氏惨

を招請。（左、A1小野部長、

サリーン氏、柴田会長、稲田

専務理事）東京.1981.8

▼ガンジー首相と稲田定重

（ニューデリー、1983.8）
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▲ITBPフカム・シン氏（左）と

小島守夫（栃木.19851）
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流父

中 国
CMA副主席・史占春氏と修

稲田定菫（北京・1984.10）
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▲ラプチェ・カン議定書を交換するチベット登山

協会ローサン・ダワ氏(右)と遠藤登(1986.12）
▲HAJとチベット登山協会が合同でナムチャ・バ

ルワに登山することを許可したと、櫻内義雄議員

に報告したCMA史占春氏(左)と許競氏(右)。

先生にお礼の酒を注ぐ．山森（東京.1986.8）
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▲二列目中央右は現日中協会白西紳一郎理事長。右端立っているのは李致新現C

MA常務副主席。三列目左から2人目、李豪傑現CMA交流部副部長
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パキスタン

ブータン
パキスタン観光省、ムニュールデン氏し

を囲んで（京都、1984.2）

▼ムニュール・デン氏と新貝勲氏

（福岡、1984.2）

#
▲パキスタン･アルパインクラブ、ミザール会長

と 稲 田 定 菫 （ 東 京 、 1 9 8 4 . 1 0 )

■■

qブータンから登山研修生2人を受け入れ、積雪期登山の研修を八ケ岳など

で実施した。（2人ずつ、2回受入れ）（1983.11）
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▼恒例の合同壮行会（1986年インド女性合同隊）
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▼インド・ヒマラヤ会議（1989.1.8） ▼ネパール・ヒマラヤ研究会（1979.8.14）

各地で研究･研修･集会を開催

▼ブータン研究会（19833.1） ▼カラコルム研究会（1984.213）

一

一
船

一
一

ｶﾗｺﾙﾑ研究会

L

ー

二
一

▲高所登山事故と環境対策研修会（1994.4.3）▲中国登山研究会（1986.3.2）



▼日本ヒマラヤ会議・仙台(1980.76) ▼地域集会・長崎（1981.12.7）
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▼山田昇がマナリ登山学校で講演（1986.9）▼稲田定菫がインド､HMTMで講演(1991.9.21)
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▼通常会員総会の模様（1992.5.30）▼山森欣一が韓国釜山で講演（1996.6.1）
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▼中国登山協会、李致新常務副主席から、HAJ

創立35周年祝賀の楯を戴く山森欣一理事長（20

02.8.25北京にて）
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▲ラサで開催された「ヒマラヤ登山国際会議」には、

中国、パキスタン、ネパール、韓国と日本から山

森欣一が招待され出席した。（ラサにて、1996.5.23）

1960年、1975年の中国チョモランマ登頂者が集合

した。
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▲中国、チベット登山協会、登山隊元幹部（左から高諜興、洛桑達瓦、成天亮、ドジブ(2002.724ラサ）



▼新事務所での東京集会 ▼ルームには各登山隊の記念隊旗が

▼ナンガ・パルバットBC訪問の家族(1985.7) ▼近喰組の工場でスノーバ を制作（1984夏）
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愚ﾖ立開℃
日本ヒマラヤ協会（英文略称HAJ)は、昭和42年(1967年)10月の創立以来、広大なヒ

マラヤ地域（ネパール、インド、パキスタン、アフガニスタン、旧ソ連、中国、ブータン）

を舞台に登山・踏査・川下りなどの野外活動を展開すると共に、自然科学・人文科学につい

ても調査・研究・実践し、35年を迎えることができました。

35年の間には、未踏峰・未踏査地域をめざした隊、高所の困難な課題を求めた隊、豊かで

楽しい旅に夢を実らせた隊など、それぞれの時代にあった活動を続けた結果、2800余名とい

う多くの人々がHAJの旗の下に集い、魅惑的なヒマラヤの山野での活動に参加した会員の

数も実に146隊延べ983名という多きにのぼり、ヒマラヤ登山の大衆化の一翼を担う結果とな

りました。

ヒマラヤを舞台にした登山・踏査に代表される野外活動には、「高所」なるが故の様々な

困難な問題が潜んでいました。そのような実践の妨げになる問題を解決するために、HAJ

の主催による研究・研修会が全国各地で続々と開かれ、一般に公開され好評を博して参りま

した。その中には「インド・ヒマラヤ会議」のように、23年の長きに渡って開かれているも

のもあります。

しかしながらこのような地道な研蹟や努力を積み重ねているにもかかわらず、雪崩などの

原因により、本会派遣の登山でも20名がヒマラヤの山々に眠るという誠に残念な事故も起き

ております。今更ながらにヒマラヤの大自然のもつ破壊力の物凄さを思い知らされると同時

に、これらの事故の原因を探り次の活動の戒めに繋げるべく努力しているところであります。

ヒマラヤ地域の地理的な位置が、国際社会の複雑な対立構造の中で微妙であった時代には、

登山・踏査を実践するためには、より正確な情報が求められておりました。HAJでは、こ

れらのニーズに応えるべく、ネパール、インド、ブータン、パキスタン、中国各政府の登山

担当責任者を招請し、全国各地で研究会を開催し一般に公開して参りました。また、これら

の機会を通して、ヒマラヤ諸国との交流を積極的に進めて参りました。また、時代の要請と

して「山岳環境の汚染防止」につきましてもヒマラヤ地域の実践的な提言をはじめとして、

積極的に情報を提供し関係団体と協力して啓蒙活動を展開しておるところであります。

－4－



これら登山・踏査などの野外活動の結果につきましては、その都度報告書としてまとめら

れ希望者が自由に手にすることができるようになっておりますし、研究・研修会等の資料に

つきましてもまとめられ、特に、中国、ネパールにつきましては個別に手引書としてまとめ、

ヒマラヤをめざす登山者の参考書ともなっております。さらに、このような野外活動や研究・

研修、交流活動やヒマラヤ地域の情報は、毎月定期刊行しております機関誌「ヒマラヤ」誌

上にて逐一報告され、会員内外に提供されております。その「ヒマラヤ」も371号を数える

ことができました。

このようにHAJが無事35年を迎えることができましたのも、会の草創期を作り上げた柴

田元会長や沖元専務理事をはじめとする、歴代役員の皆様の弛まぬ尽力があったればこそで

ありますし、何よりもその役員を支え続けた2800余名の会員が、HAJの旗の下に集ってい

ただいた結果であります。そして、HAJの活動に物心両面からご支援いただいた各界の皆

様、ヒマラヤ諸国の関係の皆様に厚く御礼を申し上げます。

今後とも、ヒマラヤ地域での活動を続け、微力ではありますが登山界の発展と国際交流の

進展に寄与すべく努力する所存でありますので、ご支援。ご鞭燵の程宜しくお願い申し上げ

ます。
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第1部

35年のあゆみ



HAJの30年

前 理事長稲田定重

草 創

手元に小さな「ヒマラヤ通信」がある。第1号

の巻頭は、柴田金之助会長の「協会の意図するも

の」で飾られている。「私は登山家ではありませ

んが、1963年にヒマラヤを訪れて以来、その美し

さにうたれ、このヒマラヤを多くの人々に是非見

せてあげたいものだと考えるようになりました。・・

・・日本ヒマラヤ山岳協会は低廉な費用で共にヒ

マラヤの旅を楽しみ、登山、学術、芸術などの諸

分野で調査、研究、鑑賞を進めて行こうとする人々

の集まりで、ヒマラヤを知ることによって、ヒマ

ラヤの国々と日本との友好親善の架け橋となるこ

とも大きな目的として設立いたしました｡．・・・

多くの方々が協会の意図するものに賛同していた

だき、ぜひ“世界の屋根”ヒマラヤを研究し、眺

め、登り、そして、深い感動をいだいていただき

たいと思います」

柴田会長のこの素朴な、そして、新鮮な考えか

たに共鳴して協会を興したのは、名古屋を中心と

する沖允人氏ら有志であった。設立の1967年は、

ベトナム反戦の急激な高まり、中国文化大革命、

そして国内では美濃部都政の誕生などに揺れてい

た年であった。

登山界では、10年ほど前から屏風岩・谷川岳な

ど困難な岩壁の積雪期登翠が行われ、その黄金時

代が一段落していた。56年のマナスル初登頂には

じまって、58年の深田久弥氏らのジュガールヒマ

ラヤ遠征、そして、ヒマルチュリ、ビッグホワイ

ト．ピークと続いたネパール・ヒマラヤの隆盛が

65年からのネパール登山禁止で挫折していた。し

かし、ヒマラヤの情熱は67年からのヒンズー・ク

シュヘのラッシュとなり、10余隊がパイオニアの

－8－

領域が濃厚な地域で目ざましい成果を上げつつ

あった。

65年にダウラ・ヒマールに遠征した沖氏ら協会

設立の中心メンバーが掲げたのは「みんなのヒマ

ラヤ」というモットーであった。67年10月に沖氏

宅を事務局として発足した。「日本ヒマラヤ山岳

協会=HAAJ=HimalayanAlpineAssociation

ofJapan」は翌年4月に会報「ヒマラヤ通信」

第1号を発行している。会報1号には、エベレス

ト山麓ナムチェ・バザールヘのホテル・飛行場の

建設計画をネパール政府に提出したこと、第1回

ヒマラヤの旅の募集などが収められている「ヒマ

ラヤの旅」の第1回は当時としては画期的な24名

の会員が参加し、新鮮な感動は、後々の精力的な

活動、会員相互の連帯感の基礎となっていった。

羽田を飛び立つエア・インディアのエンジンの轟

音を聞きながら柴田会長は、眼をつぶって旅の無

事を祈っていた。

ヒマラヤをみじかに引き寄せる原動力となった

「ヒマラヤの旅」はその後連年実施され、創立5

周年を記念した71年90名が参加した大ツアーで頂

点を迎えることになる。そして、ヒマラヤ・トレッ

キングの一般化にともない次第に参加者は衰退し、

会員の関心は多様な変化を見せ、協会の活動領域

は、地域的にはヒマラヤ全域・高地アジアの一部

へと拡大し、旅から登山までの広いフィールドへ

と志向して行くことになる。

協会がヒマラヤ・トレッキングの分野で多くの

情報を蓄積し、国内での一定のポジションを獲得

したことは、72年10月発行の「岩と雪」27号での

トレッキング特集を会員が担当執筆したことでも

わかる。

しかし、この成果は登山界においては「トレッ



キング団体としてのHAAJ」という認識を植え

つけ、後にはじまる登山遠征において障害をもた

らすことにもつながった。けれど、文字通り雲の

上の存在、一部の先鋭登山者の領域と思われてい

たヒマラヤを、ひとり登山に限定されずに多くの

人にとっての希望、現実へと誘導した業績は、わ

が国のヒマラヤへの歩みを語る上で断固として光

り輝くものであると自負できよう。

71年6月まで発行されたB6判の「ヒマラヤ通

信」には、すべてが開拓であった草創の時期の苦

しみや感激、喜びが詰まっている。その新鮮さが

今、痛いようにさえ感じられる。

展開

HAAJとして最初にヒマラヤの頂上をめざし

たのは、橋本広隊長らの69年ヒンズー・クシュ踏

査隊であった。第2回ヒマラヤの旅ということで

派遣された隊は、アフガニスタンのキンジャン|｣_｜

群の4千メートル峰4座に登頂した。

また、自分の所属する組織での遠征参加の経験

を持つ会員も次第に増加し、71年からのネパール

ヒマラヤ登山禁止解除の動きもあって、会員の中

では登山遠征の機運が大きな盛り上がりを見せて

きた。特に、地方の会員にとっては、ヒマラヤ情

報を吸収し、人的ネットワークをつくるだけでな

く所属組織では実現しにくい遠征を協会の場に期

待するという動きも出てきていた。

創立5周年をまじかにひかえた71年、柴田会長

は「協会の体質改善」をとなえ、機関誌上で、総

合的なヒマラヤの紹介・研究に加えて入域困難な

地域への調査隊の派遣や登山隊の送り出しを今後

の課題とし、専門的研究グループの発足を提唱し

た。既に以前から地域研究の有志活動が始まって

はいたが、これが組織化され、71年にはブータン

研究会、ラダック研究会が発足した。

これらの研究会は、具体的な人域をめざして基

礎的調査から入って行くもので、従来の「旅」と

いう他者依存と異なり、自らが開拓者となり、自

分たちのヒマラヤを創って行くという点において

創立以来の組織の進化、会員の成長をシンボライ

ズするものであったといえよう。
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いまでこそカネとヒマさえあれば自由に行ける

これらの地域は、当時、固く門戸を閉ざしており、

この扉を押し開けることは至難の業であったので

ある。それだけに全てが新鮮であり、新聞が伝え

る国際情勢の小さな動きにさえ目を配り、あらゆ

るコネクションを動員してバリヤーにチャレンジ

する喜びがあり、パイオニアとしての感動を味わ

うことが出来たのは素晴らしいことであった。

そして、いずれの研究グループも後年、見事に

目的を達成して行くことになる。

特に、空昌昭氏を中心とするラダック研究会の

精力的な活動が切り開いた73年のラダック初入域

は特筆されるべきものであり、後のカシミール．

ラダック地域での連続する遠征への道を開くもの

でもあった。また、登山を志す会員と共に、広く

地域のさまざまな分野に関心を持つ会員が一つの

グループ・の中に共存して行ったことは、後の協会

の登山遠征隊の特性をつくることに大きく貢献し

十手上二参｝-．気
ノーL－Iコヘーノ○

71年に最初の集まりを持った東北ヒマラヤ研究

会は、「地方のヒマラヤ」の典型であった。彼ら

にとってHAAJこそヒマラヤへの希望であり新

しい地平を切り開くものとしての存在そのもので

あった。研究会の中で東北を中心とした会員たち

は貧るように情報に接し、いわゆる中央から来た

先覚者、経験者たちと語り、同じ思いを持つ同志

たちとのネットワークを急速に築いて行ったので

ある。明け方まで時間を惜しむように語りあい登

山に限定しない広い視野でのテーマでのデスカッ

ションや講義のレベルは高いものがあった。この

研究会は、各県会員の持ち回りによる献身的な努

力で回を重ねるほどに多くの人々を集め、東北と

いうエリアを越え、HAAJ会員のワクを越えて

全国的広がりを見せて行くことになる。

そして、研究会の報告書は、やがて「ヒマラヤ

研究シリーズ」へと発展し、参加者は、協会の登

山遠征や運営の中核として成長して行った。

現在、協会が日本のヒマラヤに関する情報セン

ターとして揺るぎない地位を確保していることは

自他ともに認めるところであるが、この基礎は既

に60年代の終わりには萌芽していた。札I幌の阿部

淳氏による「高山病ノート」は、地道な研究と組



幟活動を積み上げながら北海道地区をリードし、

協会前半の運営を支えるその後の氏を予感させる

ものであり、また、協会の多彩な「ヒマラヤ学」

のはしりでもあった｡70年末から54回にわたり機

関誌上に連載された「ヒマラヤ学入門」は、ヒマ

ラヤの広大さ、奥深さをあらためて認識させ、行

動の基礎を形成してくれた。

「学」は驚くほど多彩にわたっている。なかに

は“お金を盗まれないために”というようなこと

まで含まれており、異文化の中で行動するための

ノウハウがぎっしりと詰め込まれている。それは、

会員が蓄積し、協会が獲得してきた豊かさとも言

えるものであった。

会員それぞれには、誇るべき「学｣、伝えたい

｢学」があることを再認識させられる。

ヒマラヤ学と銘打たなくとも会員の体験や行動

そのものが「学」であった時代、それを共有しよ

うと積極的に協会がヨコのつながりを創って行っ

た時代、それぞれの学に学び個々の豊かさを創る

べく真剣になったダイナミックなときを持てたこ

とは、率直に誇りにしてよい歴史である。

地域的には、初期のネパール・ヒマラヤから拡

大して、インド亜大陸全域への傾倒が進んだ。特

に1年間インドに留学しながらインド・ヒマラヤ

を広範囲に動き、実戦的な情報を絶えず発信し続

けた沖氏の存在は記憶されるべきである。

そして、ヒマラヤ学は「遠征学」として、戦略

や戦術の実践論として発展して行った。

しかし、頂上をめざす動きは少なからぬ初期会

員の期待を減殺するものでもあった。

創立以来の協会の基盤を築き、会員のきずなを

養ってきたものに「集会」がある。全国各地の山

麓や街なかで持たれた集会は肩のこらない雰囲気

が濃厚にあり、会員にとって楽しいものであった。

誰もが参加でき、自由に発言し、互いに知りえた

ことを喜びあう場であったと言えよう。

その集会の場は、次第に目的化され、実践を前

提とした過程の!|｣に組み込まれ、せわしないもの

となって行く。いずれの組織にとっても見られる

会員意識の分化は協会にとっても例外ではなく、

これをよしとしない会員の乖離が次第に多くなっ

て行った。
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一方ではHAAJの体質変化に呼応して、自ら

のヒマラヤ登lllの実現を夢見る多くの人間が結集

しはじめていた。東北にヒマラヤ研究会のメンバー

が主体となって設立した「小遠征研究グループ」

の活動が始まったのは72年である。

タテ社会の論理を否定し、広域のヨコ連携によ

るライトな登山をめざす論理が熱をもって展開さ

れ「Expedition研究グループ°」へと拡大脱皮し、

協会の体質を根本から変える巨大な力へと成長す

るのに長い時間は必要としなかった。

このような「高みへの序曲」とも言える動向の

中で、カンジエラルワ(6,612m)遠征が最初の

本格的遠征として登場してきた。

トレッキングから脱皮し、研究を深め、真剣な

広範なヒマラヤをめざしつつあったHAAJでは

あるが、登山界一般の受け止め方はそれらの努力

を正当には評価していなかった。或いは、殊更に

評価しようとしない動きが存在していたと言える。

その実態が表面化したのはカンジェラルワ遠征に

からむ東京都山岳連盟加入問題であった。

ネパール・ヒマラヤ遠征を実施するには日本山

岳協会の推薦状が必要であり、そのためには傘下

の都道府県山岳連盟に加入することが不可欠であっ

た。近い将来東京事務所を開設し、会員数も最も

多い東京都を活動の本拠として都岳連に加入する

ことが将来の活動基盤をつくるにふさわしいもの

としての加盟申請は厚い壁に阻まれた。北海道の

登山者をなぜ東京が推薦しなければならないのか

という問題がこれに輪をかけてもいた。

しかし、理解ある人々ははHAAJの努力をき

ちんと見つめていた。小島六郎氏らはその一人で

あった。難航した加入問題は決着し、次代への夢

を担ったカンジェラルヮは北海道グループ°の徴密

な研究と高い技術を発揮し、73年、未踏峰の頂上

に初めて協会の旗をひるがえした。

カンジェラルワの成功が登山をめざす会員に与

えた希望は極めて大きいものがあった。いわゆる

EXp研を中心とする遠征の動きは具体的目標を

持って加速され、その中で協会の将来像も激しく

論議された。論議は急進的過ぎるきらいさえあり

時に初期会員との隔絶を招いた。会員の交代現象

が発生しはじめたのはこの頃からであるが、会員



の絶対数は着実に増加して行った。

早くから設置したカトマンズ連絡所はランジャ

ン氏特有の人柄もあって多くの会員に利用され、

会員に限らず日本隊やトレッカーのネパールでの

オアシスのような存在を果してきた。次いで設け

たのがデリー事務所である。70年代に入ってイン

ド登山界との接触を深めてくるなかでインドヒマ

ラヤの比重は活動の中で大きく高まって行き、そ

の中で現地事務所の設置にまで発展した。生活設

備も整えた郊外のアパートは装備のデポ場所とも

なり便宜を受けた会員は多い。カシミールのスリ

ナガールには協会の土地を確保して山小屋設置の

話さえ具体化し、実地検分まで行われたが建設に

はいたらなかった。

このように現地事務所まで置こうというエネル

ギーは、現地との結びつきを深め、ヒマラヤ諸国

を会員のみじかな存在、親しみある国とすること

に大いに役立ったものである。だが、これらの事

務所も現地関係者の死亡や情勢変化によってその

後閉鎖された。

70年代前半、創立10周年を控えたHAAJは、

｢みんなのヒマラヤ」というモットーにおいてトー

タルな意味での頂点を迎えていたと言えよう。創

立に携わった人間たちの夢は見事に開花したと言っ

て過言ではない。

高みへの序曲

頂上をめざす環境が次第に整えられ、研究の場

での討議や理論が深まるにつれ、実践への機運が

熟してきたことを多くの会員が感じていた。

カンジェラルヮはその引きがねとなり、また登

山界にはHAAJの実績がようやく浸透しつつあっ

た。HAAJのかなりの会員が地方の海外登山関

係で主要な役割を担うようになっていたのも幸い

していたと言えるし、70年代当初から頻繁に開催

されるようになった各地の「ヒマラヤ集会」が会

員外まで引きつけてきたことも大きい。

東北ヒマラヤ研究会は、名称を東日本ヒマラヤ

研究会へと拡大発展し、全国的規模を持つように

なっていた。

74年ラムジュン・ヒマール遠征は正に協会の特
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性を発揮してつくられた本格的広域チームであり、

その思想は、後年展開される遠征の原型をなすも

のであり、登山界全体においても高いレベルでリー

ドし得るまでに成長していた。

74年秋に発行された「Expedition-I」は、頂

上をめざす者たちの深い思索、革新の気にあふれ、

｢残るは実践」という闘志に満ちていた。

ラムジュン・ヒマールは山倉隊長のもとに見事

に新ルートからの登頂に成功し、75年の準備を進

める者たちに大きな自信をもたらした。

75年ヌン(7,135m)遠征は、協会にとって一

つの試練であった。遠征実現までの許可渉外のク

リヤー、日印合同となった隊の運営、困難なイン

ド通関への対応など、HAAJが初めて直面する

多くの問題を処理しながら進められた西郡光昭氏

は、隊長としてボンベイにおいて実に足掛け3月

の長い期間をひたすら隊貨の通関のために費やし

たのだった。

ヌン登頂は成らなかったが、メンバーの中から

将来の協会を担う人間たちが現れることになる。

一方、開かれたばかりのナンダ・デヴィ|｣_|群に

向かった清水澄氏を隊長とするガルワール・ヒマ

ラヤ隊は、数々の幸運に恵まれ、予期以上の成果

を上げることが出来た。6,992m峰はリシ・パハー

ル、7,000mに高い無名峰はサーブ・ミナールと

命名され、他に6千ml座の初登頂をなし遂げた。

かくして74年から75年にかけての登山遠征の成

果はめざましいものがあり、登山遠征を恒常的に

組織し、活動の大きな柱として定着させ得る自信

を植えつけ、外部に認識させたと言える。

一方、機関誌「ヒマラヤ」は、75年4月から毎

月発行となり、編集体制も強化し、新たな編集方

針のもとにスタートした。

76年1月からは東京事務所もオープンした。各

地のヒマラヤ集会や機関誌上での情報も遠征隊が

もたらした成果を加えて充実したものとなり、会

運営のバランスから見れば最も均衡した時期であっ

たと言える。

研究会活動も新たに発足したチベット研究会、

ワハン研究会、東部ヒマラヤ研究会等を加えて全

ヒマラヤをカバーするに至り、全国各地で会員の

コミュニケーションは深化して行った。これらの



研究会はそれぞれに机上の論だけではなく実践目

標を掲げ、未踏査の地域をめざしてあらゆるって

を求めての渉外活動を一方に伴っていた。

ワハン研究会は、東海の有志を中心に組織され、

76年のバダクシャン遠征を実現させたが、ワハン

回廊への夢はかなわなかった。

東部ヒマラヤ研究会は、藤井毅氏の精力的なアッ

サム、アルナチャルヘの傾倒を基盤とし、ブラマ

プトラの奥、ビルマ国境までの踏査を実現させる

にいたった。

この時期のHAAJの活動はインドにおいて当

局の関心を引くまでに活発となり、インド登山界

の多くの人々と人脈を形成し、後の合同遠征の基

礎を築いて行った。

また、国内においてはインド・ヒマラヤに関し

て他の追|粒を許さない膨大な情報とノウハウを蓄

積し、登山界での権威を確立していた。

遠征が恒常的に実施される情勢にどう対応する

かが組織としての課題に上がってきた。登山隊の

性格から1)HAAJ直轄の隊2)HAAJの

名で派遣するが資金等に隊自身が責任を持つ隊、

3）後援する隊に分け、これを略称「ヒマラ

ヤ委員会」が統括することに整理された。しかし、

実質的には各隊とその推進グループの主導のもと

に実施されて行った。

73年から76年にかけてのHAAJの活動は本格

的なヒマラヤ高峰登山が組織活動の中で定着する

序曲であった。間もなく創立10周年を迎えようと

していた。

転機

10周年は、特別の行事をすることもなかったが、

来るべき15周年に向けて協会のありかたを真剣に

考えようとする動きが急になってきた。

それは、15周年記念事業として提案された「H

&S作戦＝ヒマラヤとシルクロード大作戦」を直

接の契機とした。背景には登山への関心の高まり

と傾斜、一方におけるHAAJのモットーである

｢みんなのヒマラヤ」が衰退することの危‘倶があっ

た。会員の少なからぬ部分、特に初期からの会員

に登山への過度の傾斜、専門化を憂える声があっ
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た。“ヒマラヤへの関心”という共通項でのゆる

やかな、肩の凝らない集まりというイメージが少

しずつ変質してきていたのてある。

H&Sは、前記のような背景を踏まえ、会員の

多様なニーズを大きなフレームに統合し、個々が

持つ多面的な能力を結集し、創立以来の蓄積を総

動員しようという極めて壮大な事業であった。

8千メートル峰のライトエクスペディション、

中国からトルコまでのユーラシア全域にわたる踏

査活動、各国での登山活勤等々、足あけ3年、参

加者180余名を予定していた。

準備委員会が儲けられ、機関誌には、H&S計

画のページが突設され、計画のラフフ。ランが提案

され、各種の集会で盛んに検討された。

76年に提案されたH&Sう°ランであるが、75年

春には「HAAJとは何か」という提案が機関誌

上で稲田によりなされていた。それは10周年をひ

かえての組織整備、活動のあり方、将来像などを

現状を踏まえて提起し、8千メートル峰遠征や大

型ツアーなどの記念事業、会員拡大の方向や法人

化等を提案していた。

結果的にはH&Sプランは、総合事業として統

括され、体系的に進められるにはいたらなかった。

しかし、計画検討の過程で会員へのアンケートが

実施され、それぞれが何をHAAJに求めている

かを把握する努力がなされた。

また、計画を契機として「HAAJを考える」

というテーマでひじょうに多面的な提案や問題点

の指摘、夢が機関誌のなかで連続的に掲載され、

それをもとに各研究会や集会で会員の討論が花咲

いたことは、極めて有意義なことであった。

今、H&S計画の内容をふりかえると、当時は

全く破天荒で無謀とも認識されていた多彩な計画

のほとんどがその後の活動の歴史の中で実現され

ていることに驚く。

「志あれば、事ついに成る」ということわざが

あるが、意思と夢の大切さをいまさらながらに感

ずるのである。そして、夢を実現させる主体とし

ての人間の可能性の素晴らしさに脱|帽してしまう。

H&S計画は2年間にわたり検討され、多くの

ものを生み出し、HAAJの将来の方向を決した

と言って過言でない。その意味では大きな10周年



記念事業であった。

特に、76年4月4日の総会で、会の名称を「日

本ヒマラヤ協会」と改め「山岳」を外し、より広

範囲なヒマラヤでの活動に取組み、また、多くの

会員を結集しようとすることが決定された上で取

り組んだH&Sだけに、本懐の歴史に永く記憶さ

れるべきものである。

組織改編の大きな目玉として取り組まれた本会

の法人化は、文部省当局との度重なる折衝にもか

かわらず実現にはいたらなかった。あらためて登

山界のありかた、そこに流れる旧態依然とした体

質を痛感させられたものであった。

なお、78年度通常総会は、法人化の準備もあっ

て、社団法人設立総会も兼ねて10月末に行われた。

事務所を長年お世話になった名古屋の沖氏宅から

東京の山森欣一氏宅に移し、役員体制も専務理事

など大幅な入替えが行われた。

これもまた、本会の大きな転機であった。

執行体制の改編とともに、協会全体の組織の見

直しが行われ、高所登山委員会、野外活動委員会

等理事担当制による八つの専門委員会体制、会員

の自主的研究グループとして八つの専門研究会の

認定などがなされた。

ヒマラヤ登山学校もH&S検討の中で事業化し

たものである。高峰登山の基礎を学び、それぞれ

の実践に結びつけ、本会の特性を発揮して多くの

人間にヒマラヤ登山という素晴らしい体験を提供

しようとするものであった。

実質的な第1回は、カシミールのヌン(7,135)

で78年夏に実施され、成功をおさめ、また第2回

のガルヮール・ヒマラヤ隊も見事な成果をもたら

した。その後も各山域で登山学校は継続され、登

山学校を経験した者は57名に上り、80年代HAJ

の登山の中核となり、また、それぞれの地域や組

織でヒマラヤへの輪を広げていった。

登山学校は、いわゆる公募登山隊とは全くこと

なるものであった。計画の当初から参画し、遠征

のノウハウ、高所登山の技術をそれぞれの責任分

担の中で学び、仲間がつくられて行くシステムは

独立行動の出来る個人をつくり出し、組織の永続

性をめざすものであった。

78年はまた、カラコルムヘ最初のHAJ隊が派
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遣された年でもあった。西郡光昭氏を隊長とする

バトゥーラⅢ峰（7,729）隊の成立の背景には壮

大な計画が秘められていた。Expedition研究会

はラムジュン・ヒマールに続く二つの遠征を成功

させた後、やがては超高峰への登山を展望してい

た。そして、カンチェンジュンガ縦走という破天

荒とも言える計画が熱をもって語られ、その前哨

戦として、バトゥーラⅢ峰がプレ・カンチェンジュ

ンガ遠征として登場してきた。

未踏の高峰であったⅢ峰が見事初登頂をおさめ

たことは、カンチェンジュンガへの夢を大きく引

き寄せたものであった。

79年11月には、高田馬場に待望の独立事務所を

持つことができた。悲願であった「ルーム」を獲

得したことは、活動の質を大きく変えることにも

つながり、専従職員体制が敷かれたHAJは80年

代へ向けて、大きく飛翔することになる。東日本

ヒマラヤ会議は日本ヒマラヤ会議と改称しその第

1回が山形で持たれた。

カンチェンジュンガ

80年3月に機関誌「ヒマラヤ」は100号を迎え

た。記念の座談会の中で登山界のリーダーたちは、

HAJの飛躍を率直に評価すると共に、日本登山

界に生まれたユニークな組織とその活動方法に期

待を寄せると同時に、非常な興味をもって見てい

たことがうかがわれる。

創立以来掲げられてきた「みんなのヒマラヤ」

の歴史をうけ「創造するヒマラヤ」へと転換した

HAJだが、財政能力と事業、運営方式のギャッ

プに執行部は常に苦しむ日が続いた。この悩みは

今にいたるも解消されていない。財政難は、カン

チェンジュンガ遠征で頂点に達したが、計画には

いささかのためらいもなかったのは、驚異でもあっ

た。

カンチェンジュンガは、オールラウンドにヒマ

ラヤに関わり、高所登山をその一方の柱とするH

AJの将来像にとってどうしても越えねばならな

い課題として認識された。

組織にとって最初の8千メートル峰でありなが

ら何故に超高峰、それも当時の世界登山界に類を



見ない「縦走」という困難極まる課題を設定した

のか、計画成立までの経緯をいま分析しても確た

る答えは見つけられないのである。

夢とかロマンとかいうものに、客観性とか必然

性とかの理性はないのかもしれない。カンチェン

ジュンガはそれでこそ芽生えることが出来たテー

マであったと言えよう。

しかし、ひとたび設定された目標はすさまじい

魅力で人間を引きつけ、行動に駆り立てるもので

ある。それが巨大であるほどに狂気ともいえる情

熱が注がれる。カンチェンジュンガは正にそれで

あった。

80年の偵察に続いて、81年の本隊は4名の学術

隊を加え総勢26名の巨大な隊となった。文字通り

HAJの持つ戦力を傾注した遠征であり多くの会

員の支援を受けて実現した隊であった。隊は、ヤ

ルン・カンと主峰の二つの超高峰に同日に10名の

隊員が登頂に成功したが、主目的である縦走は成

らなかった。

しかし、この遠征に参加し、8,000mを経験し

た隊員たちはこの後、現在にまでいたるHAJの

活動のI|-'核となっており、特に、80年代以降連続

的に実施される遠征のリーダーシップをとるにい

たる。

形として大遠征となり、登山界の主流となりつ

つあった新しいヒマラヤの登り方から見れば画期

的に評価されるものではなかったが、送りだした

組織にとってはあらゆる意味でエポックメーキン

グな歴史を刻んだのである。

カンチェンジュンガは創立以来の頂点であると

同時に、高みへの新たな出発点でもあった。

痛恨のナンダ・カート

カンチェンジュンガが終わると同時に冬期エベ

レストの計画が浮上した。

エベレストはその絶対高度なるがゆえに常に目

標たり得る魅力を保持している。しかも冬のエベ

レストは何にもまして極限の課題である。

カンチェンジュンガは登頂こそしたものの目的

である縦走を成功させるには至らなかった。隊員

と送りだした側には不完全燃焼があった。しかも、
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不完全燃焼ながらHAJが保有する戦力は頂点を

極めていた。

組織として多分、これまでのパワーと情熱を結

集出来る日が再び訪れてくるのはないのではない

かと思われた。かくて、冬期エベレストは必然の

テーマと受け止めた。カンチェンジュンガのメン

バーたちも燃えた。

ルートはより困難な西稜に設定した。すべてを

l賭けて挑戦するにふさわしいルートであった。

早急な資金対策がとられ、そのメドが完全につ

いた数日後の10月上旬、全く思いもかけない驚天

動地の知らせがインド・ヒマラヤから飛び込んで

きたのである。ガルワール・ヒマラヤ、ナンダ・

カートにおけるHAJ隊のアクシデントである。

HAJ創立以来の最初の遭難、しかも7名という

大量遭難であった。高所登山委員会では、続発す

るヒマラヤの遭難を分析し、機関誌において特集

を組んだ直後のことであった。

遭難の知らせを受けて捜索隊の派遣が決定され

国外にあってエベレストに備えていた隊員は緊急

にデリーに招集され、同時に冬期エベレストは無

念の涙をのんで放棄された。

捜索隊は、冬迫る高所で超人的な捜索を行った

が7名の命は再び帰ることはなかった。

避難対策は数カ月にわたり、厳しい対応を迫ら

れた。何よりも初めて友を失うという哀しみにう

ちひしがれた。運命のあまりの非情さをかみしめ

た81年であった。

ナンダ・カートは、高所登山に取り組むことの

厳しさ、2度と悲劇を繰り返すまいという確認を

痛いほどに認識させた。

しかし、遭難事故はナンダ・カートの翌年もH

AJ隊を襲うことになり、その後も繰り返し悲劇

は発生した。

原因の徹底した分析、防止への真剣な努力がな

されつつも根絶は、いまもってかなわない。

ヒマラヤの巨大さ、人間の弱さを噛みしめる。

国外ネットワーク

協会は、発足当初からヒマラヤの各国と交流を

持ってきた。創立者の柴田金之助氏は、協会が出



来る前からネパールの若者を招請し、日本の大学

で学ばせていた。

発足の初期はネパール・ヒマラヤを主たる活動

対象とした関係から、ネパールとの交流がほとん

どであった。タカリーの実力者インドラ・マン・

セルチャン氏とは、息子のキラン君ともどもネパー

ルに行く会員がお世話になったところである。

柴田氏の招請で日本の大学を卒業したランジャ

ン氏は、カトマンズに低廉で親しみ易いホテルの

エクスプレス・ハウスを開き、会員だけでなく日

本の登山家やトレッカーのオアシスとなった。

ランジャン氏のネパールにおける人脈や働きか

けにより、主管の観光省や登山界、他に協会のコ

ネクションが拡大された面もある。カンチェンジュ

ンガ遠征の前後にネパールに滞在し、HAJの国

外渉外要員ともいうべき役割をつとめ、極めて困

難な接衝をこなした菊地薫氏の努力を素晴らしい

ものがあった。菊地氏にはHAJだけでなく多く

の日本隊がお世話になったはずであり、記憶され

るべき人である。

ネパール観光省登山局長S.R・シャルマ氏を

招請したのが79年であり、氏はこのあと81年にも

HAJの招請で日本を訪れた。氏にはカンチェン

ジュンガ遠征やのちのムスタン遠征で多大なお世

話になったが、ちょうどネパール政府においても

登山・観光振興の新たな検討が行われていた時期

であった。HAJとしては、外国人、登る側の立

場から出来るかぎりの資料提供を行った。

インドとの最初の結びつきにも柴田氏の人脈が

あったが「ヒマラヤの旅」をとおしてのエア・イ

ンディアのコネクションは、インド登山界との関

係を開拓した。

インド登山界で活躍したM.S.コーリ氏やジョ

ギンダール・シン氏は共にエア・インディアのス

タッフであり、彼らをとおしてインド・ヒマラヤ

に関する多くの知見がもたらされ、また、何度か

の来日をとおして多くの会員がインド・ヒマラヤ

に親しみを持つようになっていった。

インドとの交流過程で最も重要な役割を果たし

たのは沖允人氏であった。

氏のずば抜けた渉外力、広く豊かなセンス、徴

密な行動力が開拓したネットワークは驚くほど広
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範な分野にわたり、登山界に止まらなかった。こ

の広いネットワークは全員にオープンされ、協会

と会員の活動にはかりしれない力となったのであ

る｡75年の日印合同ヌン遠征は、その人脈の中か

ら誕生した。

氏の人脈を引き継ぎ、発展させた基盤の上に立っ

て、80年代中期からの日印合|司による未踏の巨峰

への遠征が実現されていった。

ナンダ・カートの大遭難は、HAJが遭遇した

最大の哀しみではあったが、インド側との新たな

交流の拡大ももたらしてくれた。

遭難に際していち早く出動してくれたのインド

チベット国境警察(I・T.B.P)は、インド

登山界の雄であり、外国人には閉ざされていた山

域でもめざましい登山活動を展開していた。

ITBPとの結びつき、信頼関係は、中心的存在

のフカム・シン氏を軸として深化し、84年からの

連続する入域困難な地域での未踏峰への合同遠征

を実現させて行った。

その頂点は、91年のシッキム側からのカンチェ

ンジュンガ合同遠征であった。

一連の日印交流の基礎にあったのは、インド登

山財団(IMF)総裁のH.C.サリーン氏であっ

た。

81年に本会の招請で来日した氏は、豊かな外交

センスを持ち、インド各界に大きな信頼を有する

人物で、HAJの活動をあたたかく見守り、庇護

し、アドヴァイスを与えてくれたことを感謝した

い。

30年の歴史の中でインドでHAJがお世話になっ

た人々の数は膨大であり、いちいち名を記すのが

困難なほどであるが、80年当初までの特に記憶す

べき人のみを記した。

ブータン、中国、その他に関しては、歴史の中

でふれて行く。

未踏を求めて

みんなのヒマラヤの時代からHAJが一貫して

追求してきたものに「未踏」へのチャレンジがあ

る。未踏は、山だけではなく、地域、分野、方法

など、前人の足跡のないところに行動のロマンを



求めてきたのである。

初期は「ヒマラヤの旅」の一般化から始まり、

次いで未踏の地域へと踏み出して行った。

その主要なものを上げるだけでも、ラダック、

ブータン、アッサム、アルナチャル、シッキム、

ムスタン、西南中国と北西中国の広範な地域があ

り更に後年には、未踏峰への挑戦と併せた多くの

外国人立ち入り制限区域への人域がある。

これら、入域困難な地域への踏査や登山を可能

にした基盤には、綿密な地域研究が存在した。

HAJの各地域研究会が果たした役割は極めて大

きなものがある。

地域研究は、単に研究に止まらず入域と実践行

動を常に伴っていたところに力の源泉があった。

この伝統は、登山隊にも引き継がれ、各登山隊は

高いレベルの地域研究を引っ掲げていたところに

HAJ隊の特性があった。研究と行動の両輪がか

み合って進んできたこと、それを可能にする広い

人材を擁してきてところにHAJの強みがあった

と言えよう。

機関誌90号から128号まで連載されてきた「未

踏への誘い」は、インド・ヒマラヤとカラコルム

の未踏峰と未踏査の地域を網羅した。

既に開拓の黄金時代は遠く過ぎたとはいえ、広

大なヒマラヤにはまだまだ夢が残されていること

を紹介するとともに、HAJの80年代中期からの

連続する未踏峰への挑戦の予告でもあった。

ブータン、ラダックヘの初入域は、地域研究会

が上げた大きな業績であるが、入域にとどまらず

次の段階では、更に奥地へ、そして登山許可の取

得へと進んだ。

ブータンのジチュ・ダケの初登筆、最高峰ガン

カル・プンスムヘの度重なるチャレンジ、東部カ

ラコルムでのめざましい7千メートル峰の初登頂

は、全く未踏のロマンから生まれた成果である。

東部カラコルムの雄サセル・カンリ、ヤル・ツァ

ンポ大湾曲部のナムチャ・バルヮ、ギャラ・ペリ、

ブータンのガンカル・プンスムの存在がさまざま

な場で熱気をもって語られ、遙かな夢として登山

を志す会員たちを引っ張って行ったのである。

HAJは、ヒマラヤへは遅れて参入したが、独

自の努力により、「未踏の最後の輝き」をつくり
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あげたと言えよう。

ネパールのムスタンヘのチャレンジも記憶され

る出来事である。ムスタンは皆が憧れる一つの象

徴ともいえるものだった。ムスタン王やネパール

王室関係をはじめとするさまざまな関係への強力

な働きかけは、ブリクティ・サイルの初登頂となっ

て結実し、夕．モダール・ヒマールの知られざるパ

ノラマを世に紹介した。

80年に始まったインド・ヒマラヤ会議は、HA

Jのインドに於ける活動と情報集積を象徴するも

のである。

この会議は、インド・ヒマラヤに関する最も権

威あるインフォメーションの場として現在も継続

され、インドへ出掛ける日本隊にとっては必ず参

加しなければならないまでに成長している。

この会議を支えてきた基礎には、地道な地域研

究と旺盛な、連続するインド・ヒマラヤでの登山

活動と、引き継がれ、フォローアップされてきた

人脈が存在する。

中国への展開

中国が登山者に門戸を開きはじめたのは79年か

らであるが、HAJが実際にアプローチしたのは

82年からである。中国領ヒマラヤへは、日本山岳

会をはじとする日本隊が活動しはじめていたがH

AJは、ネパール、インドへの傾注が続いており、

地域研究の段階にあった。

82年カトマンズのUIAA総会での中国登山協

会代表団との接触が最初である。

そして、83年に稲田、山森が北京へ飛んだのを

契機として本格的な展開が始まる。

中国登山協会との協議は以後、堰を切ったよう

に集中的に行われ、スークーニャン山群への隊の

派遣を皮切りに全域、特に西南中国とチベットへ

の派遣が現在まで連続している。

最大の目標は、未踏の最高峰であったナムチャ．

バルワにあった。

ナムチャ・バルヮをめぐって中国側への潭身の

渉外が行われ、将来の合同登山をめざして岩登り

の技術コーチまで派遣されたが、挑戦の機会はつ

いに訪れなかった。



しかし、ナムチャ・バルワの存在が中国での活

動の大きな牽引力となり、ナムチャ・バルワの未

踏が消滅してからも変わらぬ活動を連続する基盤

をつくったことは、この巨峰へのこだわりが無駄

ではなかったことを示している。

80年代の中国領ヒマラヤにはまだ、パイオニア・

ワークの余地が十分に残されていたのは幸運であっ

た。

その中でも、クラウンはナムチャ・バルワに次

ぐ魅力を持ち、また、HAJの渉外が生み出した

珠玉の名峰といえよう。

しかし、85年から92年にわたる3回のトライに

は成功するに至らず、この山に情熱を燃やし続け

た3名の命さえ失われたことは何としても悔やま

れることである。

チベットに未踏の7千メートル峰が幾つも残さ

れていたことは幸運であり、われわれはヒマラヤ

黄金の時代の最後の残照を経験することが出来た。

特に、86年、グレート・ベンドの名峰ギャラ・ぺ

りの初登頂の栄誉を担うことができたのは記念す

べきことであった。

86年から87年は、正に怒濤の活動が展開され、

カルジャン、チョウ・アウイ、ラプチェ・カンと

続いた7,000m峰初登頂は、正に奇跡ともいえる

幸運であり、この後、同様の成果を上げた東部ヒ

マラヤの7,000m峰の初登頂と合わせて日本のヒ

マラヤ登山において永く記録されるべきエポック

であると言えよう。

7,000mのピーク・ハンティングの後を次いだ

のが西南中国を中心とした6,000mの未踏へのチャ

レンジである。

既に、中国との接触の初期から横断山脈を主と

する魅力的な山への度重なる渉外は中国側も驚き

の目で見ていた。

84年の雲南のユイロンがその最初であり、86年

から本格化した。特に、アプローチが比較的至便

であり、短期間で登れる四川の山々は、多くの会

員にとってヒマラヤ登山への入門の場を提供して

くれた。

この地域への登山は以後、現在まで継続され、

更に新しい地域と目標が限りなく広がりつつある。

特筆されることは、この地域の研究が個人のしっ
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ような興味と努力によって成されていることであ

る。山森欣一氏による地域研究は、自らの実践を

踏まえて最大の情報を提供し、また、多くの会員

たちを西南中国・チベット地域の登山に組織して

おり、HAJのロマンを継承し、登山界へ刺激を

与え続けている。

以上の実践行動は、山と地域に関して大きな研

究・情報の蓄積をもちらし、83年の中国登山研究

会を最初としての一連の研究会の開催や「中国登

山の手引き」等をとおして広く公開されてきたと

ころである。また、これまでの集大成としての地

域クロニクルが編まれている。

日印合同遠征

HAJとインドとのきずなは、初期のネットワー

ク椛築を経たのち、インド・ヒマラヤでのトレッ

キングの開拓となり、入城困難な地域への初人域

から登山の時代へと発展してきた。

インド・ヒマラヤは規制が多く、一部を除き7

千メートル峰の大半は、単独隊では許可取得が困

難な情勢にあった。この事情は基本的に今も変わ

らない。

特に、HAJが伝統としてきた未踏I峰主義は、

インド・ヒマラヤでは困難な壁が存在していた。

魅力的な高I峰のほとんどは、北の国境に引かれた

インナーラインの彼方にあり、外国人の立ち入り

を厳しく制限していたのである。

このインナーラインのバリヤーを突破するため

の精力的な活動は70年代前期から続けられてきた

合同遠征の最初は75年のヌン遠征であったが、こ

れはジャム＆カシミール州とのジョイントであり、

中央レベルではなかった。

前述のように、80年に始まったインド・ヒマラ

ヤ会議は、インド登山に取り組むHAJの積極的

な姿勢の具現化であり、インド登山財団(IMF)

とのより強い接触をもたらす契機となった。81年

にIMF総裁のH.C.サリーン氏がHAJの招

請で来日されたことは、のちの連携への基礎になっ

た。

サセル・カンリヘの夢に始まった東部カラコル

ムヘの憧れは、サリーン氏をはじめとするIMF



の強力に助けられ、10余年の歳月を要してこの地

域に未踏の最高峰マモストン・カンリヘと結実し

た。

インド陸軍を主体とするインド側とHAJの最

初の本格的合同登山はマモストン．カンリの初登

頂をもってはじまった。

この遠征で日本側リーダーをつとめた尾形好雄

氏は、このあと連続して行われた日印合同隊の中

核となって活躍した。

翌年は、念願のサセル・カンリⅡ峰が、インド

チベット国境警察(ITBP)との合同により登

られた。最初にサセル・カンリヘの夢を提唱した

沖氏が隊長をつとめたのは幸いであった。

インド側隊長のフカム・シン氏は、この遠征以

後引き続き日印合同の主役となっていった。88年

のリモも合同隊により初登頂の栄誉に輝いた。

このようにして養われた両国のジョイントの成

果が結集されたのが91年のカンチェンジュンガで

ある。シッキム側からのトライは、70年代後期か

らの13年にわたる念願であった。

合同隊は、困難な北東支稜からの登頂に成功し

たが一人のインド隊員の命が失われたことは極め

て残念であった。

日印合同遠征は、ピラミッド・ピーク、サラス

ワティと続けられ、また、登山だけでなくプラマ

プトラ川の中印国境からのラフティングも実施さ

れた｡HAJにとって日印合同は歴史に残る成果

を_上げたが、インド登[|｣界にとっても一つの時代

を画したと思われる。遠征に参加した隊員を中心

にエベレスト、他においてインド隊の活躍が見ら

れた。

力ラコルムの光と影

カラコルム･ヒンズー・クシュ山域におけるH

AJの活動は、他の地域に比べればずっと少ない。

78年のバトゥーラⅢ峰の後にこの地域に入るのは

84年まで待たねばならなかった。

そして、84年ナンガ・パルバットは、たとえよ

うもない悲劇をもたらした。

最も困難といわれるルパール壁に挑んだ角田不

二氏ら4名は、壁から帰ることがなかった。
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飛田和夫氏の情熱が実現した85年K2は見事に

成功をおさめ、氏を中心にカラコルムヘのトライ

が続いて今に至っている。

帰らざる人々

1967年の創立から30年、この歴史の中で2千6

百名の会員が協会の名簿に名を連ねた。それぞれ

の会員が、それぞれの歴史を協会史に刻み、また、

自分史を創造り、大いなる喜びをヒマラヤからい

ただいてきたと言えよう。

しかし、20名の人間たちは、ヒマラヤから帰っ

てきていない。

既に記したように、最初のヒマラヤでの死は81

年ナンダ・カートからもたらされた。7名という

ヒマラヤ登|｣_|史上稀に見る悲劇であった。

その後も哀しみは幾度も繰り返された。

ナンガ・パルバットでの4名の死、クラウンでの

二人、ミニヤ・コンカでの4人をはじめとし、30

年間で7隊20名、登山に参加した者の3%の会員

の命が失われていることに悟然とする。

そして、帰らざる者たちの多くはHAJのさま

ざまな活動の中核となって歴史を支えてきた素晴

らしい人間たちだった。

それぞれの事故は、機関誌上や報告書などで分

析され、2度と繰り返すまいとの努力が尽くされ

てきた。しかし、巨大なヒマラヤに対して人間の

力や考えは余りにも小さい。

ストップ・ザ・アクシデントをスローガンとし

ての研究や対策にもかかわらず、ヒマラヤに向か

う限り、この命題に直面して行かねばならないだ

ろう｡30年を迎えるにあたり、帰らざる人々をあ

らためて想起し、その冥福を祈り、功績に感謝を

捧げるものである。

終わりに

正しく歴史をふりかえり、歩みを記すことはほ

とんど不可能である。

「評価は歴史によって下される」といわれるが、

正しい言葉ではないような気がする。

ましてHAJという任意の団体が歩んだ歴史を



評{1liし、総括するなどということは大きな意味は

持たない。

30年の足跡を振り返りながら強く感ずるのは組

織に反映し、これを動かす個人のエネルギーであ

る。それぞれの時をそれぞれの人間たちが担って

きた。HAJという組織は、個人史をつくる郷台

としては、他の組織より柔軟に機能してきたと言

える。この特性を失うことなく年輪を重ねて行き

たいものである。

多くのことを書き漏らした気がする。30年史の

中でそれぞれ感慨で振り返っていただきたい。
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それからの5年

理事長山森欣一

創立30周年に当たり当時理事長であった稲田定重氏（現顧問）が、30周年に至るHAJの歴史の概要を

12項目に区分整理し報告している。この報告は徴密な分析と執行側の当事者としての思い入れも織り混ぜ

て、HAJの30年の歴史の骨格をほぼ伝えている。従って新しい会員のためにもこの報告を本誌にも再掲

載したのである。

私はその30周年に当たって「回想・高田馬場15年」と題して、HAJとして初めて専従員を置いて開設

した高田馬場のルームを中心とした「人」に照準を合わせて、HAJの一時代を報告した。

この項は、HAJの35年の歴史をまとめることであるが、30年以降際立った変化もないことから、ここ

では「回想・高田馬場15年」風に、「人」に照準を合わせて、1995年以降について記すこととした。

1995年

1月28日、東京湾上の屋形船を貸し切って13年

間の専従生活から離れた尾形好雄君の労う会が奥

様同席で、全国各地から参集した仲間によって執

り行われた。

4月10日、札'幌で昨年ミニヤ・コンカで行方不

明となったHAJ隊福澤卓也、渡辺靖之、鈴木洋

介、工藤潤二4君の追悼会がHAJと北海道大学

WV部の合同で執り行なわれ、WV部OBであり

HAJ理事の大内君の大変な努力で無事終えるこ

とが出来た。

5月中旬にはその4隊員のご母堂を中国、四川

省の成都に案内し、市内の文殊院にて4君の供養

が30名の僧参列のもと執り行なわれた。この間ご

母堂たちは峨眉山を訪れ遠くミニヤ・コンカを望

み隊員の冥福を祈り別れを告げた。私はその間ラ

サに飛び「ヒマラヤ登山国際シンポジウム」に参

加した。

6月には飛田和夫君が4名でカラコルムの難峰、

キンヤン・キッシュに挑戦したが登れなかった。

この隊には91年のヌンからHAJの登山隊に参加

して登頂した田村正勝氏も参加した。田村氏はヒ

マラヤ見参に一足遅れたが、92年ムスターグ・ア

ダ＆クラウン、93年ブロード・ピーク登頂、94年
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ムスターグ・アダ登頂、98年ニンチン・カンサ西

稜初登翠と、その後も毎年のようにヒマラヤに挑

戦している。大変な努力家である。

私は12月、韓国のヒマラヤン・クラブの呉仁換

氏に招かれて大阪の大西保氏とソウルで開かれた

同会の晩餐会に出席した。当日はHAJの古い会

員であり韓国ヒマラヤ登山の草分けでもある朴鉄

岩氏にお目にかかり懇談した。大西氏は大阪山の

会の重鎮であり、一時はカトマンズクラブを中心

にネパールで活躍されていたが、阪神大震災を切っ

掛けに住吉仙也氏の紹介でHAJに入会。特にネ

パールや韓国の岳人との交流が深く、様々な情報

を提供して戴いている。

この年の総会で年会費を13年振りに改定、8千

円に増額した。

1996年

1月27I=1､17回目を迎えた「インド・ヒマラヤ

会議」を群馬県山岳連盟と共催。前橋市で泊まり

込みで行った。この時は八木原君が前橋市長選挙

に立候補中であり会議終了後に地元岳人主催の決

起大会に参加した。その席上でかってHAJの東

京事務所を引き受けて戴いていた近藤龍良氏に再

会した。



3月にはITBPを退官されたフカム・シン氏、

94年ルンポ・カンリ登山隊の連絡官であった顔安

金副主席を団長とする中国登山協会代表団の歓迎

会が続いた。

4月23日、遠藤会長が勤務先を退職されたこと

を労い、酒井國光理事が山と渓谷社のシリーズ物

｢春山」を出版されたことを祝って合同の会を開

催した。

同月には、山岳4団体が取り組んできた「プラ

スチック製登山靴突然破壊シンポジウム」を開催。

また、94年ミニヤ・コンカ登山隊の登山と遭難の

記録を出版した。

5月には、大西氏の紹介で韓国、釜山で開催さ

れた「第2回日韓岳人シンポジウム」に私が出席

し、韓国岳人にテイクイン、テイクアウト運動の

実践について実演を交えて講義した。このテキス

トは大西氏の努力によって、ハングルで韓国岳人

に配布された。

同月には、中川君がHAJ所属として都岳連常

務理事となり海外委員長に就任した。

この年の登山隊派遣はムスターグ・アダ1隊と

寂しいものであったが、その登山隊は7月に中川

君が率いて登頂に成功。この登山隊には北海道の

佐藤英樹君、兵庫の石川龍彦君、群馬の品川幸彦

君らが参加した。佐藤君は、北海道を代表する登

鑿グループの札幌登翠倶楽部の猛者である。少々

荒っぽい風情の持ち主ではあるが善人である。そ

の後もチョム・カンリ、ヤンラ・カンリに参加し

て実力をいかんなく発揮している。石川君は教師

からの脱サラ組で教師時代の謹憤を晴らすように

ニンチン・カンサ、チョム・カンリに参加し、ハ

ン・テングリ、アコンカグアと漂泊し、奈良から

東京集会に通う。品川君は旧ソ連の七千メートル

I峰5座を総ナメにし、普通の遠征をしたいと門を

叩いてきた。これが切っ掛けでその後は群馬勢と

なりGI、GⅡと連続登頂に成功したものの、昨

年星野龍史君と共にダウラギリIで行方不明となっ

てしまった。

私は、8月と9月に2度チベットに通った。ナ

ムチャ・バルワの件で暫く疎遠となっていたチベッ

トとの関係を戻さなければ、HAJの舞台が狭く

なる。そんな思いがあった。なによりもサマー．
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キャンプの舞台を見つけなければならなかった。

もちろんチベットにはHAJが目指す未知・未踏

のExpeditionの舞台が豊富にある。8月は合同登

山の渉外を兼ねてラサに行き、ニンチン・カンサ

とクーラ・カンリの観察を行い、ニンチン・カン

サをサマー・キャンプの候補とした。9月には再

びラサに飛び合同登山の候補地のヤンラ・カンリ

の偵察を実施した。しかし、言葉の障害と雨と時

間切れで効果は上がらなかった。だが、チベット

側の様子が分かったのは収穫であった。

機関誌「ヒマラヤ」が300号を迎えた。内容は、

1979年、1988年に続いて本年実施したアンケート

調査の結果特集である｡300号の表紙写真は、H

AJが1982年春にネパール、ムスタンに派遣した

登山隊が頂上付近から撮影した写真を使用した。

ヒムルン・ヒマール、無名峰、ネムジュン、ギャ

ジカン、マナスル、P29と雄峰の連なる景観は壮

観である。当時、登山隊はブリクティ・サイルを

めざしたが、その山群の最高峰に初登頂した。そ

の後、登山隊が初登頂した山は、ハムジュンガー

ル・ヒマール(6,795m)であり、ネパール政府

のブリクティ・サイルではないことが判明した。

11月下旬に、中国登山協会代表団（ローサン・

ダヮ団長ら6名）を東京湾・屋形船で歓迎した。

1997年

正月早々発売された朝日現代用語「知恵蔵」の

スポーツ表紙裏に「日本人のヒマラヤ登山」と題

し、グラフ・図などで解説した。

私は、3月末からチベット登山協会との2度目

の合同登山をクーラ・カンリⅡ峰で行った。残念

ながら登頂は出来なかった。この隊の畠ll隊長は樋

上嘉秀君、登翠隊長は宮崎久夫君であった。樋上

君は93年のHAJムスターグ・アダからヒマラヤ

登山に開眼、10年連続してヒマラヤへ通うと誓い、

それを実践している｡94年はユイチュ、95年ヌン

と酒井隊長の下に参加。97年以降は私とカバン、

ナムナニ、ターラ・リ、ヤンラ・カンリ、ニンチ

ン・カンサと付き合ってくれ、副隊長としていつ

も私のいたらないところをカバーしてくれている。

宮崎君は尾形君の雪と岩の会の後輩で、日常的に

ルームの主として若手を教育してくれている。仕



事柄飲酒が進み過ぎるのがいささか心配である。

7月には新しいサマー・キャンプの舞台となる

ニンチン・カンサに隊を送り出した。隊長は天城

敞彦君にお願いした。副隊長をお願いした関根氏

が都合で参力ll出来なくなり、登翠隊長の志小田美

弘君を中心にまとまってくれたが、なんと言って

も経験豊かな飛田君のサポートで乗り切った。古

典的過ぎるくらいの常識であるリーダーとメンバー

の関係を参加した隊員も、気を撰んだ送り出し側

も分かってくれただろうか。

もう一隊、北海道の女性だけのグループ。「ラリー

グラス」のメンバーがHAJ隊としてムスターグ・

アダに出発した。隊長は85年ムーシュ・ムスター

グ、87年ヌン、94年ユイシュとHAJが派遣した

女性隊のメンバーだった市川春代さん。冊I隊長は

93年ニルカンタ遭難事故が切っ掛けで入会した辻

野治子さん。登頂には成功したもののラリーグラ

スとしては試練だったようだ。私は暫く続いたム

スターグ・アダのサマー・キャンプを一時｢'1断す

るために、カシュガルにデポしてある荷物の整理

のためウルムチ～カシュガルを訪問し、帰途アル

タイ登山の渉外を行った。

9月には、ネパールからの要請で、ポカラに建

設予定の「国際山岳博物館」の建設資金協力につ

いて山岳4団体十日本ネパール協会、HAT-J

と6団体で協議会を設立。資金協力について協議

を重ねた。不安だらけの出発であった。

この年、年会費を1万円でお願いすることにし

た。

こうして10月1日、HAJ創立30周年記念日を

むかえた。これを記念して翌98年1月に記念講演

会、祝賀会を挙行することになり、それに合わせ

て30周年記念誌を発行することになり、超過密の

カイ｣事に打ち込むことになった。

1998年

1月25日に待望久しかった「創立30周年記念式

典・講演会＆祝賀会」を開催した。式典では遠藤

会長の挨拶に引き続き稲田理事長による30年の歩

みが紹介され、飛び入りで柴田前会長が創立時の

エピソードを披露された。講演会は名塚秀二君、

汪鉄銘中国苔||｣協会副主席、ハリシュ・カパディ
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アHJ編集長(IMF副総裁)、神原達氏（ハル

カ．グルン元ネパール観光大臣の代理）を迎え、

科学技術館で240名（無料）が出席して盛大に行

われた。これまでお世話になった団体・個人に感

謝を込めて記念の盾を贈呈した。夜は、会場を九

段会館に移して祝賀会。遠藤会長の挨拶、坂口三

郎日山協会長らから祝辞を戴き、白石紳一郎日中

協会事務局長の乾杯のご発声で270名が出席して

こちらも盛大に終了することが出来た。参加者に

は創立30周年記念誌「雪の住処30年の記録」が配

布された。

5月には遠藤登会長の強い辞意を受けて、酒井

國光氏に会長に就任して戴いた。この月には野沢

井歩君が奮闘して「ネパール登山の手引き」を刊

行した。野沢井君は92年のヌンに参加して以来、

HAJと所属するバーバリアンクラブを舞台に毎

年ヒマラヤ登山を続け、東京都山岳連盟海外委員

長の重責も果たしている。

夏のサマー・キャンプは関根氏率いるニンチン･

カンサ隊が西稜に新ルートを開いて気を吐いた。

ミニヤ．コンカlll群のラモ・シェに酒井隊長以下

が挑戦したが、悪天候や氷河の状態が悪く残念な

がら登頂は出来なかった。

私は10月に慌ただしくカバンとヤンラ・カンリ

の偵察に行った。メンバーは樋上君と太田康夫君。

気心の知り合った仲なので短い期間ながら要領良

く成果を上げることができた。

1999年

2月の「第7回中国登山研究会」は、中国登

山協会代表団（団長：張江援交流部部長、楊世涛、

趙建軍両交流部副部長）を講師に招いた。私は、

その後代表団を案内して、北海道、宮城を回った。

両地域からチョモランマ登山隊が派遣されるため、

その協議も兼ねていた。

私は、4月下旬から渉外のため北京、成都、ウ

ルムチを連れ合い同伴で回った。同時期寺沢さん

にはパキスタンで開催された「国際山岳観光会調

に参加して歎く。

5月には稲田氏が理事長を辞し、私はその職を

引き継ぐことになった。

7ﾉjには本会が呼び掛けて、日山協、労山、』



ACとの「登山4団体三役懇談会」を開催。毎年

この時期に開催することで合意した。

サマー・キャンプは、関根隊長がひきいたチョ

ム・カンリは第三登に成功。原動力になったのは

川崎浩史君。東洋大学隊でK2の8,000mライン

を経験し、97年のニンチン・カンサ隊にも参加し

た。体も態度もデカイが芯のある男である。アル

タイの最高峰を中国側から登頂しようと酒井隊長

以下ヴェテランが頑張ったが、初期の手配ミスが

崇り、時間切れで登頂は出来なかった。

私は、昨年偵察したカバンと岩崎洋君が狙うナ

ムナニ新ルートの二つの隊をまとめて2ヶ月間を

チベットで過ごした。副隊長は1991年ミニヤ・コ

ンカ隊の松舘正義君。これにいつもの樋上嘉秀君。

私を入れたこの3人は同じ猿年で連れ合いも3人

共「犬年」犬猿の仲なのである｡2001年にはこの

3組で「桃玄常」という飲み会を結成した。カバ

ンには1978年HAJバトゥラⅢ初登頂者の伊東満

君が参加した。相変わらずメリハリの効いた態度

で若者に受けていた。山は若手が頑張ったがクレ

バスに阻まれて断念。伊東君は帰国し、残る6名

でナムナニに向かう。私が15年前に偵察した北カ

ンテをアルパイン・スタイルで登ろうという野心

的な試みである。勿論、松舘、樋上には無理なの

で最初からこの二人用に6,902mのグナ・ラとい

う未踏峰を用意しておいた。結局若手の3人も偵

察との名目で合流し、1日で往復してしまった。

帰国寸前にHAJ事務局の資料で初登頂は幻とな

り第二登となった。一方、ナムナニは北カンテ検

の雪壁を登翠し3ビバークで登頂。西面通常ルー

トを下降するという立派な内容で成功した。そし

て冬の到来する直前のカイラス周遊を行った。カ

イラスを離れた11月1日は、私がHAJに専従し

て20年目であった。今は昔、メンバーの中にそれ

を知っている者はいなかった。

カイラスからネパールに出た岩崎君にはインド

で開催された「ミレニアム・ミート」に参加して

貰った。

12月l1日に「華甲望年会」をかんぽヘルスプラ

ザ東京で開催。これはHAJの歴史も30年を超え

て還暦を迎える方が多くなったので、一同でお祝

いし、合わせて登山報告を行う｡89名が集い3名

の、

－乙O－

を祝った。

2000年

2月に本会の呼び掛けで「登山4団体」共同に

よる「ヒマラヤ登山者アンケート調査」の実施を

決定。6～7月に実施した。

7月には本会幹事で「登山4団体三役懇談会」

を開催。

サマー・キャンプは、初めてパキスタンを舞台

にした。山はスパンティーク。これは、7,500m

級の山を対象としたサマー・キャンプをパキスタ

ンでも実施したいが、そのための準備期間として

の意味合いが込められていた。岩崎君隊長の下に、

鈴木正典君、高橋敏雄君ら実力者が岩崎君を助け

女性2名を含めた全員が登頂した。スパンティー

クは白川義員氏の「世界百名山」を選考するとき、

当時委員だった広島三朗、原田達也のカラコルム

通によって強力に推薦された名峰である。

私は、13年来の夢がかなって東チベットの「若

尼峰」に登山することになった。ところがこの年

の夏、チベットは大雨であった。道路決壊でアプ

ローチは使えない。やむを得ず目標を「ターラ・

リ」に変えた。チベットに入る前から風邪を引き、

私は登山基地ロザで15日間入院。この間、登山は

樋上君と野沢井君が連携して実施。目標のターラ・

リは登れなかったが、連峰の2つの峰に初登頂す

ることが出来た。

私と野沢井君は、スパンティークを終えてネパー

ルから回ってきた岩崎、鈴木両君とラサで落ち合

い再びモンダ・ラを越えてクー・カンリIに向かっ

た。南面からアルパイン・スタイルで登ろうとい

う計画であったが、大雨でアブ。ローチが駄目。北

面からトライしたが雪崩の危険があり断念した。

私は、岩崎君と馬を並べてブータン国境へ行った。

素晴らしい天候の下に国境の白い山々が屏風のよ

うに連なっていた。初撮影と喜んだが、その後、

福岡大学のニンチン・カンサの報告書に頂上付近

から撮影されたと思われるショットに国境の山々

が写っていた。

12月は「華甲望年会」である。本年は特別「喜

寿」の古原和美顧問もお祝いした。古原顧問は、

深田久弥氏らとジュガール山群を探査、1964年の

長野山協のギャチュン・カンの隊長でもあり、我



が国ヒマラヤ登山の先達である。また、医師とし

て「日本登山医学研究会」の重鎮でもある。華甲

対象者5名も加え66名でお祝いした。

年の暮れになって本会常務理事であった角田不

二君の遺稿追悼集がご母堂の手で発刊された。私

が依頼されて編集を担当したが、印刷の段|偕で不

具合が生じて一時は断念の兆しもあっただけに、

日の目を見てホッとした。

2001年

1月、本会の呼び掛けで「登山4団体山岳保険・

共済懇談会」を開催した。これは、各団体が実行

している登山者向けの保険・共済のシステムや現

状について披露しあい、大同団結の糸口を模索し

ようとするもの。本会は独自なものを持っていな

いので司会進行に回った。日山協と分離実施して

いる都岳連にも参加して貰った。

サマー・キャンプは、ニンチン・カンサ西稜に

酒井隊長に野沢井君がサポートして6名で実施。

この隊には98年隊に参加しながら高山病のためラ

サから帰国した日南長二郎君が再び参加した。残

念ながら登頂出来なかったが、広島から富士山に

何回も通って努力した。悔いはなかったろう。野

沢井君に激励叱畦されて登頂した宮川真一、斎藤

正朗両君はヒマラヤ初登山であった。紅一点の志

村真由美さんは、その後もHAJ事務局に足を運

んで雑務を手伝ってくれている。

私は、秋に念願のヤンラ・カンリに行った。高

齢者登山隊になってしまったが、アプローチで橋

を架けたり、ポーター道を探したりと、登山本番

も楽しかった。ルートは雪主体で技術的にはさほ

ど難しくはなく、佐藤英樹君、太田康夫君、萬徳

清孝君らがその雪をだまし編し登ったが、国境稜

線に這い上がって終わった。充実した登山だった

ろうが、ポーラーメソッドに慣れていない隊員も

いたようだ。私は91年以来の3,350mという低地

のBCと久し振りに雇ったコックに毎食大盛りの

カレーを出されて7kgしか痩せられなかった。

12月の華甲望年会は手違いで会場を変えたが、

4名の該当者を59名で祝った。

2002年

－24－

1月、今年が国連が定めた「国際山岳年」とい

うことで昨年秋から山岳有識者が懇談していたが、

「登山4団体」+HAT-J+学者で「国際山岳

年日本委員会」を設立した。国際山岳年1年限り

の機関である。

2月、本年はHAJ創立35周年に当たるので

「35周年記念行事」を開催する旨、役員へ提案す

る。

伝説のヒマラヤニスト「クルト・ディームベル

ガ－」が日山協の招待で来日。

3月、故・高橋照さんの遺稿が持ち込まれる。

照さんは1982年頃からHAJに頻繁に出入りして

いた関係もあり、この遺稿を「ヒマラヤ」誌上で

連載すべく家族に了解を得る。

4月、HAJ主催の恒例の「高所登山事故と

環境対策研修会」を中止した。折しも、国際山岳

年日本委員会の主催によるフォーラムが東京で開

催される日であった。

5月、HAJ総会。野沢井君に專務理事に就任

して貰う。その他、若手の理事に常務理事として

当事者意識を持って運営に参加してもらうことに

する。

6月、岩崎、田辺治、野沢井、後藤文明の若手

がガッシャーフルムIからチョゴリザをアルパイ

ン・スタイルで登るべく出掛けた。悪天候待ちで

苦労したがGIの登頂に成功したものの、岩崎、

後藤は帰路ビバークとなり、これがたたったのか、

後藤君が脳に障害を受けヘリコプターでスカルド

ヘ戻り、帰国して入院リハビリに励む結果となっ

た。このためチョゴリザは取り止めた。

7月、私は高齢隊を率いてサマー・キャンプで

ニンチン・カンサヘ行った｡98年HAJ隊が開拓

した西稜は素晴らしいルートであった。高齢隊の

ため中国では初めて高所協力員を雇用したが、い

かんせん隊員のパワー不足で6,700mで断念した。

こうして秋には創立35周年を迎えることになっ

た。私がHAJ事務局に専従して丁度満23年とな

る。あっと云う間のような気もするがそれなりに

長い時が過ぎたのかも知れない。夢の途中でやむ

なく黄泉の住人となった仲間の顔が次から次へと

浮かんでくる。



＝特別企画＝日本ヒマラヤ協会の30年座談会

回想、そして未来

横断的組織が築き上げたもの

日時

出席者

東京、HAJ事務所

阿部淳

沖允人

稲田定重

山森欣一

八木原圀明

中川裕

川崎博写真

二［山と渓谷752号(1998年3月号)から転載］二

名古屋で産声をあげた日本ヒマラヤ山岳協会の創立メンバーらが掲げたモットーは「みんなのヒマラヤ｣。

トレッキングに続く高峰登山の隆盛のなかで、やがてその精神は「創造するヒマラヤ」として引き継がれ

ていく。運営面や登翠活動を通じてそれぞれの時代をリードしてきた6人の方々が、創立の気運と現在、

そして将来を語る。

｢みんなのヒマラヤ」から

｢創造するヒマラヤ」へ

山森本日は日本ヒマラヤ協会(HAJ)の30年

を振り返るということで、各時代を担われた方々

に集まっていただきましたが、まず、協会とかか

わったきっかけをお話しいただければと思います。

それでは沖さんから。

沖6年くらい前まで名古屋に住んでいたんです

が、現在顧問をされている柴田金之助さんから、

｢いろんな人にヒマラヤの良さを伝えよう」とい

うことで話がありまして、近くに住むヒマラヤ登

山経験者らが集まってスタートしたわけです。

｢それじゃあヒマラヤを見るツアーを考えよう」

と、当分は登山よりも、ヒマラヤを見るためのグ

ループを組織しました。

阿部まだHAJができる前ですが、あるスポー

－9月－
空 U

シ紙で、柴田さんがネパールの要人と交流し、ネ

パール語も勉強しているという記事を見たんです。

さっそく「辞書はどこで手に入れたのか」という

ことをたずねたんです。そのとき、「ちょうど会

を作ろうと思っているので、もしよかったら入ら

ないか」との誘いを受けた。それがきっかけです

が、辞耆のことはわかりませんでした。

稲田私は東北のほうでこつこつと山をやってい

まして、1968年ごろですが、ちようと福島県岳連

で海外登山をやろうという機運が盛り上がってい

たんです。海外委員などを仰せつかって走り回っ

ておったんで、ヒマラヤの生の情報をどこで集め

たらいいのかということでいろいろ悩みました。

そのときヒマラヤ山岳協会の存在を知りまして、

ここにいらっしゃる沖さんに「あれを教えてくれ、

これを教えてくれ」と盛んに手紙を出したわけで

す。そのうち沖さんのほうから「会員にならない



か」と誘われたのがそもそもです。

山森じゃあ私ですが。入会したのはたぶん73年

だったと思うんですね。あのころは沖さんがあち

こちに、勧誘のために機関誌の『ヒマラヤ』を送

られていたんです。ちょうど「ヒマラヤに行きた

いな」と思っていたものですから入会しました。

機関誌を読んで勉強しようというのがきっかけで

した。

八木原私は74年夏、カトマンズでカンパ紛争に

巻き込まれていたラムジュン隊といっしょになり、

翌年、稲田さんから青森でのヒマラヤ研究会に誘

われた。ダウラギリⅣ峰に登り、ダウラI峰南東

稜計画中に「カンチェンジュンガ縦走計画に参加

しないか」という話になり、登頂者の山田昇や鈴

木茂と入って、本格的にHAJと関わったわけで

す。

中川81年に明治大学の駿台山岳部でガンガプル

ナをやったんです。そのときの登翠リーダーが角

田不二という人で、『ヒマラヤ」の編集長をやっ

ていました。そのかかわりで81年のカンチの梱包

を手伝いにいったのが最初です。会員になったの

は83年だったと思います。そのあと、ナンガ．パ

ルバットに行こうと準備していたんですが、怪我

で駄目になりました。しばらく間があいて88年ぐ

らいから出入りしています。

山森歴史をひとつひとつたどるには膨大な時間

が必要です。皆さんもおわかりだと思うでんすが、

言うなれば「名古屋時代」と、それから東京へ来

て「遠征華やかなりし時代｣、「少しずつ下降線を

たどっていく時代」とに分かれると思うんですね。

稲田さんも30周年記念誌にまとめていらっしゃい

ますが、発足当時の様子を聞かせてください。

沖そのころはまだ「トレッキング」という言葉

もなく、とにかくヒマラヤを見にいく旅をやろう

ということでした。1回目のときは新聞にもあま

り載りませんでしたけれども、計画を知った人た

ちからすごい反響がありました。その後も参加す

る人が少しずつ増えていき、ずっと続けようと。

ただ、柴田会長以外は山好きな人が多いものです

からなんとなくもの足りないんです。ツアーだけ

では。会名も初めは「山岳」というのが入ってい

たわけですけれども、名前とは裏腹に山はほとん

－26－

ど行ってなかったですね。

そのあと、ぜひ登りたいという人がどんどん出

てきて、ツアーのほうもそのころになると旅行社

が参入してきたんですね。結局、競合することに

なり、ツアーの実施からは撤退したんです。

山森今回の記念誌にもそれぞれの時代を表現す

る記事を掲載させてもらいました。その当時に害

かれたものをそのまま皆さんに見ていただくのが

いいのではないかと。

そのなかに5周年の座談会で「ヒマラヤの旅を

終えて」というのがあるんです。第7回の九十何

人いった企画が終わったあと、72年の3月に沖さ

んの司会でやられているんですね。

じつは記念誌にこれを載せることには反対もあっ

たんです。会長が非常に刺激的なことを書かれて

いるということで。それは「ヒマラヤ協会が推薦

状を出せる団体になればいいんじゃないか」とい

うようなHAJの勢力拡大の話でした。

沖たしかに柴田会長はそうとう型破りなかたで

したね。陶器屋さんでインドにも技術援助をして

いました。お金がもらえるわけですが持ち出せな

い。それで何か現地のために事業をやろうとして

ネパールに飛行場を造る計画もした。かなり奇想

天外なところがありましたね。

阿部ええ、壮大なロマンをもっていました。

山森協会のユニークさとしてよく言われるのが、

日本の登山界は岳連でも縦形式の仕組みなのに、

ヒマラヤ協会はいうなれば「枇断的な組織」だ。

どうしてこんなことができたのか、どうしてそれ

が存続できたのかということです。初期のころか

らそういうつながりを意識されたということはあ

るんですか？

沖あまり意識はしなかったんですけれどね。僕

は名古屋の中京山岳会という古い山岳会の会員で

すが、よその会の人と山行に行くとクビになると

いうくらい純粋培養でやっていたわけです。それ

で協会を作るんだったら、そういうセクショナリ

ズムは廃止したいと。そういう横断的にやろうと

いう気持ちは柴田会長ももっていたし、ほとんど

の人がそう考えていました。

それと、ツアーを企画しても、ある程度人数が

集まらないと費用の面で大変だということで、集
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客のための集会もやらなければいかんと。ただ、

それだけではもの足りないのでどなたか講師をお

願いして基調講演みたいなことをやっていただき

ました。初めのうちは人集めのためにやろうとい

うことが多かったんです。そのあたりで「商売で

やっているんじゃないか」というような批判もか

なりありましたね。

阿部たしかに最初は「ヒマラヤの旅」が続きま

したよね。だけど実際に、当時はまだ簡単には行

けない時代でした。しょうがないから旅に加わり、

その機会を利用して小さいピークに登る。実際に

第1回目でもトゥインズの登山計画がだめになっ

た人や、近い将来に実現しようとして加わった人

などが多かった。

稲田私らもそうだった。トレッキングに行くと

いう感覚はまったくなかったです。「山に登りに

いく」と。とにかく少しでも高いところにという

ことで、ギリギリの行動日数にしてとにかく登る。

で、帰ってきたら報告書を出して。というように、

ひとつの小さなエクスペディションと考えていま

した。

山森機関誌『ヒマラヤ」が果たした役割も大き

いわけです。最初のころは何に重点をおいて編集

されていたんですか？

沖初めのころはヒマラヤの旅をPRしようと。

それと何かシリーズものでヒマラヤに関するもの

を載せようということでした。機関誌は厚いもの

も薄いのもありましたし、内容はバラエティには

富んでいたんですけれども、ポリシーというもの

はあまりなかった。

稲田その後、どういうスタイルにしようかと私

と角田君で話し合って、最初には「人」ですか、

それから連載ものというようにパターンを決めた

んです。非常に編集もやりやすかったんですけれ

ども、今考えますと、おもしろくなくなったとい

うことはあるんでしょうね。「自由さ、楽しさ」

みたいなものが減ってきたというか。

阿部会としての方向性ははっきり見えてきたと

いうこともあるのかと思いますね。

山森そうですね。あきらかに登山に焦点を合わ

せて、会自体がどんどんそっちにひっぱられていっ

ていますから、必要なものがどんどん集積される
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ことによって、今につながる基礎になったとも言

えると思います。

稲田やはり協会の体質が微妙に変わってきたと

思うんですよ。沖さんたちがやっていた時代は、

とにかくみんなで集まって、クラブ的な性格があ

りました。機関誌がああいうようなパターンになっ

てきたというのは、組織論を重視してきたという

ことです。

山森前半の時代は「みんなのヒマラヤ」という

モットーで表現されていたんですが、稲田さんが

專務理事になられて「創造するヒマラヤ」という

ようなモットーを提示しました。稲田さんは東京

へ事務所が移る前から会の運営にタッチされてい

たと思うんですが。

稲田あまりにもいろんなことが多すぎてひと口

に語れないんですが、印象に残ることと言えば、

ひとつは山森氏との出会いですかね。それがその

後の80年代のHAJというものを作り上げていっ

た。

高田馬場に事務所をもったということ。これも

非常にうれしかったですね。それまで借家住まい

をしていたのが一戸建ての家をようやく手に入れ

たという感じで。そのへんに捨ててある布団まで

拾ってきて、みんなが泊まれるようにしたり、家

に古い布団があるからなんてそれを持ち寄ったり

とか･事務所をもつことのインパクトは想像以上

のものがあったと思います。文字どおりの「梁山

泊」でしたね。みんな泊まってましたし。

あとは81年のカンチェンジュンガまで非常な勢

いでやってきて、カンチェンジュンガでさらにパ

ワーを盛り上げて、その勢いでがむしゃらに走っ

た。あっというまに過ぎた全力疾走という印象で

すね。

山森行動の幅はカンチェンジュンガをきっかけ

にして、たぶんぐっと広がったと思うんです。そ

のなかのひとつに国際交流という面がある。外国

のお客さんをどんどん招いて研究会を開くという

こともやっていたんです。東京以外では北海道が

活発で、定期的に集会が開かれていた。阿部さん

がその中心的な役割を果たしていらしたわけです

ね。

阿部北海道の特色かもしれませんけれど、遠征



に関しては非常に遅れていました。北大あたりは

早かったんですけれども、そのあとかなり停滞し

ていまして、社会人団体もさほど積極的ではあり

ませんでした。けれど、行きたい人間だけはたく

さんいて、ポテンシャルは高かったんです。

山森海外からのお客さんを迎えるにも、みんな

若かったものですからなんとなく気おくれがする

というか、相手に対しても「こんな若造が相手じゃ

申し訳ないんじゃないか」というような気持ちも

ありました。81年の日本ヒマラヤ会議にインドか

らサリーンさんを迎えたときは、稲田さんも私も

30代後半から40代の頭くらいですから。

稲田けつきよく「交流」というんですかね。あ

れを始めたのはあまり純粋なものでもなく、「未

踏の地域とか未踏峰とかにどんどん入っていきた

い」と。それをやるためにはやはりある程度のス

テータスと言うんですか、その国とこちらとの関

係を築いていきたいということがありましたから。

伝統的山岳会ならそれなりのつながりもあるが、

こちらとしてはこれから。向こうが「トップ°ダウ

ン」というのだったら、こちらは肩書きにとらわ

れず、「ボトムアップ方式」でやっていこうとい

うことですね。ただ招いた人たちには、一様にい

い印象をもっていただいたと思います。それなり

の懸命なもてなしをしました。

沖日本に来た有名な人はたくさんいますけれど、

だいたいは正式外交ルートで来た。HAJはそう

じゃなくて、まあ「草の根外交」というか、とに

かくこの入ならという人を引っ張ってくる。それ

こそ今ぐらいの歳でしたらサリーンさんが来ても

驚かないけれども、当時はそうとうに格が違った

わけですよ。

阿部まあHAJなりのプロトコルというか、外

交儀礼みたいなのはありましたね。HAJ自体の

なかにソフトな中身のあるプロトコルが。

山森そうしてヒマラヤ協会がだんだん活動を広

げてみんなが注目するようになり、非難や偏見の

目で見られることもありました。そういうときに

八木原さんのように、地方でどんどんやっている

人が入ってくれたんで、非常によかったと思って

いるんです。今もその延長線にあるわけでですが。

八木原私は群馬を基礎としてずっとやってきた
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んですけれども、ただ「群馬、群馬」と言ったっ

て限界があるわけで、「外へ出ないと駄目だぞ｣、

｢群馬のお山の大将になってしまったらおしまい

だぞ」というのがありましてね。うまい具合にH

AJのおかげで、黄河源流やブラマプトラ河川下

りなどいい思いをさせてもらったというのもあり
÷－ｷ－

よ90

協会が求められているもの

そして次の時代への構想

山森沖さんから教わったことで私が今でも印象

に残っているのは「遠征は報告文集を出して終わ

るんだ」ということです。報告書を出して、情報

が集まって、みなさんに公開して、ということで、

けつきよく自分たちは意識していないんだけれど

も、「ヒマラヤ協会ってすごい」という印象が培

われた。

そのツケが90年代になって出てくるわけですね。

活動が高峰登山の基礎を学ぶ「サマーキャンプ」

を中心にしたものになり、外からは情報提供だけ

を期待されるようになった。

中川ヒマラヤ協会がいろいろと言われていた時

代があったようですけれども、今のヒマラヤ協会

というのは情報の宝庫という意味で非常に高い位

置にある。なかにいると問い合わせに応じるのに

ほんとうにアップ。アップというか。サマーキャン

プというのを主体にやっていくのもひとつの根幹

なんでしょうけれども、80年代のような山登りの

実践との両立も必要でしょうし。

それと、今、ヒマラヤについての情報というの

はほとんどヒマラヤ協会から発信されているとい

うのが現状です。情報提供というものに僕らがど

こまで対応していけばいいのかということ。デー

タを培っていくためにはお金も必要ですので、ど

のようなかたちでデータの蓄積を実現させていく

のか、ということも考えないといけないんじゃな

いかなと思っています。

稲田たしかに情報の質というのは変わってきて

いる気がします。沖さんや僕の時代を考えますと、

ヒマラヤに関するゼネラルなものというんでしょ

うか、いわゆる基礎的なこと。よく機関誌に掲載

された「ヒマラヤ学」的な情報が求められていた



と思うんです。次の段階で「遠征論｣、「戦略論」

みたいなものに変わってきて。そして今は非常に

テクニカルな情報、あるいは専門的な情報という

んですかね、とくにデータ的なものになっている。

山森たしかにほかに情報がないんですね。蓄積

されたものがない。ヒマラヤ協会が求められてい

るんだけれども、それは協会自身のためにやって

いるのであって、人さまのためにやっているんじゃ

ないという意識もあるんですよ。ところが、この

小さな団体に期待が寄せられているというのが現

状です。

また、情報を出すのは簡単だけれど、どこへ行

き、どういう山登りをしようとするのかがわから

ない。まずそこを押さえないと情報管理はできま

せん。そのためには日山協とか労山とかJAC

（日本山岳会）とかヒマラヤ協会だとか、個別の

ことを言っている時代ではない。自分たちの組織

から人材を派遣するなり、知恵を出しあってしっ

かりとした情報管理の機構を作るべきだと思って

います。

沖以前は日本はかなり受け身だった。いろんな

情報があってそれを勉強していく、と。だけど10

年くらい前から発信基地にならざるを得ない状況

なんですよね。

もうひとつ。今は日本百名山のツアーというの

がいろいろありますよね。ヒマラヤもそういう時

代になると思うんです。それはそれでパックを作

ればいいんですよ。プモ・リだといくらで、どの

くらいで行けるとかね。いつも八木原さんみたい

に死にもの狂いで登らなきゃいかんというわけじゃ

ないと｣IL!うんです。

山森そうなると安全面への配慮というものが重

要になってくる。ところが、日本の社会そものに

自己責任という概念が確立していないんです。こ

ういう考え方をせめて登山界のなかから発信して

いかなくちゃいけない。ヒマラヤ協会としては、

遠征をやるときに必ずそういうことはやっている

んですけれども、ほかにも広げていきたい。

稲田今の情報に関連してのことですけれども、

これをと､う取り扱うかということが、HAJの将

来の〃向と非常に関わってくるんじゃないかとい

う気がするんですよね。今のまま要請に||旧応して
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懸命に発信しようということでやっていると、社

会的なヒマラヤ協会の存在意識というものは果た

せるんでしょうが、こちらのほうの情報管理、運

営管理というのがダウンしていくような気がする

んです。

阿部将来へ向けての地盤点検をし、だんだん確

立していくといいと思いますね。HAJのよい点

は人間のネットワークというものが、きちっと続

いてきているということです。これから中川さん

みたいな若い人の時代ですけれども、HAJのD

NAというか、そういういいところを引き継いで、

若い人を育てていってほしい。これからは好みも、

人も、登山もいっそう多様化してきますから、そ

のなかでネットワークをllみながら続いていって

ほしいと思います。

八木原私の場合はHAJと関わりながら、群馬

岳連があり、今は日山協にも関わっているわけで

す。そうしたら立場から、ここしばらくは登山界

全体にかかわることをまとめやすい時期なんです

よ。情報の問題も、ひっくるめてやらないと大き

な力にならないということを、ここのところ感じ

ていて。とにかくおたがいが「おらが、おらが」

を言わないようなかたちでやっていくようにしな

いと。

中川今、阿部さんもおっしゃっていたように、

多様化していくということもあって、リードして

いくのがすごくむずかしい気がするんです。実際

にひっぱっていく人をと､う確保するのか、どう運

営していくのかということです。情報を集めるの

もそうした人たちがいないとできませんし、その

あたりが課題だと思います。

沖次の課迩といえば数年前に阿部さんと結託し

て「シルバー・ヒマラヤ・プラン」というのを考

えていたんですよね。私たちがもういちどヒマラ

ヤと関われるかどうかわからないけれども、やは

りヒマラヤの見えるところに住みたい。できたら、

そこで死にたいと思っていたわけです。そこでグ

ループ化して住めるようなところを作ろうかなと

いう夢があって、ちょっとやりかけたんですけれ

と､、なかなかうまくいかなかった。まあ将来の夢

ですね。だんだん会員も高齢化していく、だけど、

ヒマラヤは捨てきれないという人が多いと思うん



です。

山森われわれ現役としては、さきほど言いまし

たような情報管理の問題と、もうひとつは登山共

済の問題があるんですね。これは人がたくさんい

ればいるほど安くできるわけです。八木原さんも

言いましたけれどもヒマラヤ協会に対する期待が

高まっているなかで、協会がショックアブソーバー

のようなたちにあるんです。私たちがすばらしい

と思って続けている登山が次の世代に引き継がれ

ていけるように、各団体が結集してだれもがいつ

でも入れるような共済となれば、登山界の進展に

つながるのではないかと思っています。

(98年1月26日、日本ヒマラヤ協会にて収録）
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「みんなのヒマラヤ｣を掲げ、

1967年に産声をあげたHAJは

今では日本を代表するヒマラヤの

研究･宴践団体となった。

その30年の歴史を振り返って

専務理事の山森欣一さんが熱く

｢創造するヒマラヤ｣について贈る。

21世紀の日本の登山界は･･･。

全
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造するヒマラヤを

ヒマラヤの多くo蕊を飾ったHAJの旗
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素朴で新鮮な感動から

－日本ヒマラヤ協会（以下HAJ)、30周年お

めでとうございます。今や日本の海外登山をリー

ドする一大組織となりましたが、まず創立の頃の

話から聞かせてください。

山森初代会長となった岐阜の柴田金之助さんが、

陶器の会社を経営されていてインドに行くことが

多く、その帰りにヒマラヤを見て山岳美に感動し

たんです。一九六三年です。柴田会長は登山家で

はなかったのですが「多くの人に、ヒマラヤを見

てもらいたい」という、その素朴で新鮮な考えに

共鳴した名古屋の登山家たち、とりわけ沖允人さ

んが中心となって柴田会長を支え、67年に日本ヒ

マラヤ山岳協会ができました。当時は名称に「山

岳」がつきましたが、川喜田二郎さんのようなネ

パールの権威者が入っていました。

-70年代初めは、トレッキングの会という印象

があったのですが…。

山森素晴らしいヒマラヤになるべく多くの人に、

安く行ってもらいたい、それが基本にあったから

です。「みんなのヒマラヤ」というモットーで

「ヒマラヤの旅」を計画しました。

71年の創立5周年記念では、90人が参加しての

大ツアーになりました。それに、72年の「岩と雪」

27号のトレッキング特集を会員が分担して執筆し

たので、トレッキング団体ではないかという誤解

が広まりました。

－ボランティアでは大変ですね。

山森ヒマラヤが先鋭的な登山家のものだと思わ

れていた時代に一般の人も体験できるものだと認

識してもらった点では大きな功績があったと思い

ます。

－それからヒマラヤ登山へ？

山森ええ、日本でもトレッキング会社が生まれ、

「ヒマラヤの旅」の時代は終わったという意識と、

現在理事長をしている稲田定菫らの東北ヒマラヤ

研究会グループから、遠征の研究会をつくろうと

いう声が出てきました。

72年には総合的なヒマラヤの紹介と研究、人域

困難な地域への踏査隊、登山隊の派遣を提唱し、

HAJも次の段階へと入りました。この結果、ラ

nn
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ダック、のちには東部ヒマラヤなど全ヒマラヤを

カバーする研究会が、各地の会員の間に生まれま

した。

－充実した研究会が多かったですね。

山森ええ。稲田が30周年誌に書いていますが、

｢従来の『旅」という他者依存と異なり、自らが

開拓者となり、自分たちのヒマラヤを創って行く」

そんな意識が会の中に生まれてきました。

未経験なのに隊長に

－ところで、山森欣一さんがHAJと関わった

のはいつからですか？

山森普通の会員としては73年からです。そのう

ち未踏峰だったガルヮール・ヒマラヤのハルディ

オル(7251m)への隊員募集があって、それに74

年に応募してからです。抜き差しならぬようになっ

たのは（笑）

－今や百戦練磨の山森さんが公募隊に参加した

なんて信じられません（笑）

山森結局、その遠征はだめになり、75年にカシ

ミールのヌン峰(7135m)へ行きなさいと、別の

LI_|に回されてしまって、それからです。

一別の山で我慢するなんて、実に初々しいです

ね（笑）

山森いやそうでもない（笑）

ビザ発給のトラブルが影響して、インドに飛ん

だ隊長は登山のための休暇をその処理で費やして

しまって、結局私が隊長代行になってしまった。

まったく経験がないのにですよ（笑）

－同時期にもう一隊ガルワールヘ出ていますが、

その隊には稲田さんら経験者が何人もいたはずで

すが？

山森そうなんです。応募した未経験者が隊長代

ｲ丁になるなんて変だ、力を平均化すべきだと主張

したが、だめで結果的にヌンは登頂に失敗。HA

Jのやり方はおかしいと激論して、私はやはりヒ

マラヤは同じ釜のメシの仲間たちと遠征しようと、

山嶺登高会の仲間とカラコルムのハッチンダール・

キッシュ登山の準備に取り桂ﾄかつたのです。

しかし、翌76年に喧嘩相手の稲田が訪ねてきて、

81年のカンチェンジュンガ縦走を一緒にやりたい、

それが当時のHAJのエクスペディション研究会



の総意であると口説かれたのです。

－ある種の熱気ですね。

山森はい。当時すでにHAJを中心に、地方の

ヒマラヤに興味を持っている人たちのネットワー

クが確立されていたのです。稲田の東北ヒマラヤ

研究会、北海道の阿部淳氏らのグループ｡などによっ

て、異文化の中で行動するノウハウが詰まったヒ

マラヤ学入門などが、「ヒマラヤ」誌上で展開さ

れ、広くヨコの連携で、ヒマラヤを目指すように

なったんです。

会の名称から「山岳」がとれたのも76年で、

｢より広範囲なヒマラヤ」を目指しました。

「ヒマラヤ」誌とルーム

－「ヒマラヤ」誌の果たした役割も大きいです

ね。

山森はい。初期の「ヒマラヤ通信」が「ヒマラ

ヤ」となって毎日発行となったのが75年7月から

です。この中で展開した地域研究、「遠征学」と

も言える中身は、誇っていいものと思います。今

では314号まで出ています。

-HAJの発展の基礎ですね？

山森「ヒマラヤ」だけでなく、事務所の存在も大

きかったと思います。現在は、東京・池袋にルー

ムがありますが、個人の自宅ではなく、独立した

ルームだったために、様々な登山者が出入りし、

ヒマラヤ登山計画のゆりかごのような役を果たし

ました。

－毎月の機関誌の発行、事務所の存在、そして

常駐スタッフの存在。これはいつごろ確立したの

ですか？社団法人でもおかしくないと思います

が…。

山森確立したのは79年です。78年秋、カンチェ

ンジュンガ遠征を立案した過程で、社団法人化を

文部省体育局スポーツ課に働きかけました。当時

の担当官も実質的に遜色はない、ただし基本財産

は2000万円、全国組織なら東京に事務所と専従ス

タッフが必要と指導されました。独立した事務所

の維持は大変ですが腹をきめて開設、専従職員と

して私が入りました。それが79年の11月からです。

－なぜ社団法人になれなかった？

山森文部省所管の山岳関係の社団法人は日本山
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岳協会、日本山岳会、京都大学学士山岳会の三団

体あるので、各団体の了承が必要と指導を受けま

した。しかし日山協の当時の今井田研二郎会長が

賛成しなかったと聞きました。

－中国チョゴリ遠征隊の資金を個人的に流用し

て失脚した人ですね。

山森ヒマラヤ協会を認めたら、アンデス協会も

アルプス協会も認めなくてはならないと言ったそ

うです（笑）

そんな経緯で、社団法人化へ遭進するよりも、

目の前に迫ったカンチェンジュンガ縦走に全力を

尽くしたんです。山に登る方が大事ですからね。

－結果的にカンチェンジュンガ縦走計画にたず

さわった人々、八木原圀明さん、尾形好雄さんな

どがHAJの骨格を作って現在にいたっています

ね。

HAJとよく似た地方の人々が結集した日本ヒ

ンズークシュ・カラコルム研究会(HKT)の場

合は、77年にK2遠征を成功させています。大プ

ロジェクトの遠征という点では遅れていたHAJ

が、カンチェンジュンガでひとつにまとまり、そ

の後の登山界において大きな核となりましたが…。

山森やはり事務所の存在が大きいでしょう。H

KTの新貝勲さんが言っていましたが、一時期H

KTの人間が、日山協の海外委員会を支えたと。

しかし、HAJもそうなったら大変だよと。

我々はいいところばかりを日山協にとられてし

まったと…。

－でも今、実際に日山協海外常任委員会を支え

ているのはHAJでしょう。ほとんどの分析デー

タが、HAJから出ているし…。今は人脈的に重

なっているせいもありますが、日山協は少なくと

も公的機関なんだから、情報のただと､りはよくあ

りませんよね（笑）

山森私の口からは、それにウンとは言えません

(笑）

HKTとの比較にもどせば、沖允人さんは素晴

らしい方で、HAJの初期の頃、ヒマラヤのよさ

を伝えるために地方に講演され登山界に大変な貢

献をされた。またHKTの広島三朗さんもカラコ

ルムの伝導師のように活躍したけど、それだけだ

と限界がある。根本的に違うのはやはり事務所が



できたことによって、様ざまな人が入れ替わり立

ち代わり出入りして、情熱が長く続いたのだと思

いますよ。トータルなヒマラヤの情報が蓄積され

ましたから…。

山は、ツルの恩返し

－カンチェ前後の動きは？

山森「高峰登山の基礎を学び、多くの人に素|晴ら

しい体験の場を…」という目的でヒマラヤ登山学

校を78年から始めました。第一回はヌン峰で開か

れ、第五回まで続きました。カンチェが終わった

後に、冬のエベレスト西稜の計画が決まっていま

したが、実行間際に、登山学校のナンダ・カート

で雪崩遭難が起こり、西稜は断念しました。

-80年代のHAJの活躍は素晴らしいですね。

インド、中国では未踏峰を次々と落とし、さらに

黄河源流地域など未知の地域への踏査隊の派遣な

ど驚くほど、黄金時代でしたが…。

山森80年に中国登ll｣が解禁されましたが、HA

Jはカンチェ計画に没頭していたため乗り遅れて

しまった。その後、ブータンの方や中国登山協会

の幹部と交流を深め、日本に招待し研究会を広く

オープンして会員以外にも情報を公開しました。

－インドも!|1国も、未踏地域の登山許可が目白

押しでしたね。

山森もともとHAJは他人が行かない所を中心

に研究していましたし、インドとは沖さんが留学

し、柴田会長時代からの深いつながりもありまし

た。中国とは83年に北京に出かけ、こちらが登り

たい三十数座の山と当時未開放だった公路の踏査、

長江や黄河、ヤルッァンポ流域の踏査などを提出

して、ねばり強く交渉したんです。許可されたと

ころもあれば、だめな山もあった。

黄金の80年代と言われても、痛恨の事故もあり

ました｡30年で83隊が遠征し、延べ658人が登山

しましたが、有望な仲間たち20人が倒れたことも

事実です。その仲間たちに恥ずかしくない取り組

みをと、いつも考えています。

-HAJでは「ツルの恩返し」とよく言います

が？

山森それは'二I山協国際部長も務める理事の八木

原がよく言うのですが、ツルでも恩を返すのだか
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ら、HAJの登山隊に参加したら、次の遠征や事

務などを手伝ってくれと、それがなかったらサル

にも劣ると…。

登山者の意識も時代を経るにしたがって大きく

変わりました。公募して高峰登山を行うと、金を

払ったんだから登らせろ！という人も出てきた。

ボランティアで指導を受けリスクも負う隊長、イ

ンストラクターも悩んで、登山学校は5年ほど中

止しました。

80年代末になると完全に「連れて行ってもらい

ましょう」の時代になっています。89年からは、

サマーキャンプ｡を行っています。情報が多く比較

的安全に山頂に立てる山で、高所登山の初歩を学

んでもらうためです。ヌンやムスターグ・アダな

どです。これが、現在でも続く協会の柱の一つで

す。

－登山者の質が変わった？

山森もちろん変わっています。社会が変わって

いるんだから、ヒマラヤへの取り組みも変わって

当然です。私たちは登山も面白いが、その過程も

素晴らしいと知っていますが、若い人は途中の部

分にはあまり目が行かないoアイゼン履いてパッ

と登る部分にだけ目が行きやすい。払った金の対

ｲilIとして結果、つまり登頂を重視する人が多く、

当然ツルの恩返しとはなかなか行かない。しかし、

有望な人も育っています。

熱意と情熱の運営

－会員数と会費を？

山森在籍した人は2600人くらいですが、実質は

700人から800人の間です。78年当時と変わりませ

ん。入るのも辞めるのも自|||な会ですから、会費

を払わない幽霊会員はいません。年会費は今年か

ら一万円です。

－よく、それで成り立ちますね？通常予算は

年間どのくらいですか？

山森人件費を含めて1000万円といったところで

しょう。「ヒマラヤ」誌の発送と事務所の家賃で、

月50万円。それに人件費です。海外登山隊が何隊

出るかによって、その年度予算の規模が違ってき

ます。

－中国登山研究などの分厚い研究害を出版し、



情報を公開。登山靴の破壊問題まで積極的に取り

組んでいますが、みんなボランティアですか？

山森専従している私は給料をもらっていますが、

会員たちのボランティアに支えられているのは事

実です。「ヒマラヤ」誌を見ていただければ分か

りますが、会費だけでなく、財政支援があります。

何かあると財政支援をする会を開いてカンパして

くれる人、貸してくれる人から支援を受けていま

す。

－理事長の稲田さんが、お名前のとおり田んぼ

を一枚ずつ売って維持していると噂されています

が…。

山森間違いですよ（笑)｡会員の浄財によって

維持されているのが本当のところです。例えば高

田馬場の事務所から移転した時もカンパが200万

円も集まりましたし、30周年記念企画の費用400

万円もカンパです。池袋の事務所も群馬の方のご

好意で、非常に安い費用で借りています。

-30周年記念の企画は？

山森1月に記念式典と、30周年誌を出版します。

B5判で400ページです。「ヒマラヤの総索引」

｢ヒマラヤ事故事例集」も順次発行してゆきます。

一三十年史を綴った稲田定重さんの校正ゲラを

拝見しましたが、素晴らしいですね。山森さんの

｢高田馬場15年回想」も、ヒマラヤへの取り組み

の情熱が伝わってくる文章ですが…。

山森私たちに限らず、やはり堂々とヒマラヤへ

の思いを織りなしてきた人々の熱意が感じられる

からでしょう。

HAJ役割と将来

－これから個人的には、どのような展開を考え

ていますか？

山森私がHAJの専従として頑張ってきたのは、

ヒマラヤに限らず山の世界ではやらなくてはなら

ないことが、たくさんあるからです。例えばしっ

かりとした情報管理です。日山協、日本勤労者山

岳連盟などの枠を外して、ヒマラヤ、海外の情報

が蓄積される場をこれから模索したいですね。

－ヒマラヤの遭難統計を出し、その死亡率の高

さを指摘され、雪崩事故やテイクイン・テイクア

ウトの提唱など、山森さんのデータ管理には、敬
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73年カンジェラルワ(6612m)ネ

75年バムチュ-(6303m)印

78年バツーラⅡ(7730m)パ

81年ランタン・リ(7205m)ネ

82年ブリクティ・サイル(6364m)印

84年マモストン・カンリ(7526m)印

85年八花氷山(5850m)中

サーセル・カンリⅡW(7518m)印

86年雪宝頂(5588m)中

ギャラ・ペリ(7294m)中

チョー・ウィ(7354m)中

力ルジャン(7216m)中

87年ラプチェ・カン(7367m)中

88年リモ｜峰(7385m)印

新冑18峰(6237m)中

ケニ(6204m)中

92年新胄峰(6860m)中

サラスワティ(6940m)印

93年ピラミッド・ピーク(7123m)印

印はインド、ネはネパール、中は中国、パ

はパキスタン。ヒマラヤののべ83座に挑み、

登頂したのは55座（うち初登頂19座）となっ

ている。遭難事故は7座で起きている。

服しています。その他には…

山森登山共済です。共済がしっかりすれば、そ

の資金を活用して山岳レスキューも確個たるもの

を糸ll幟できるようになるでしょう。情報管理と登

山共済をどうするか、今、各組織の指導者が考え

ないと、21世紀の登山界なんてまったく薄っぺら

になってしまう。

特に登山共済は重要です。労山の優れた共済を

見本として、日山協と労山が大同団結して、登山

者のための共済を目指すのが登山組織の指導者の

役割じゃないかな。そのための新しい組織を模索

する時代ではないでしょうか。

-HAJの役割は…。

山森東京の場合なら日山協、都岳連、それにヒ

マラヤを対象にしたHAJがあります。それぞれ

が役割分担して、全体として日本の海外登山を研

究、考える場になればいい。私たちはインド・ヒ

マラヤ会議、中国登山研究会など他の組織の人た

ちにも広く開放しています。同じ海外登山研究会



でも日山協や都岳連とは別の形でやって、トータ

ルとして登山者に、海外登山を理解してもらえば

いい。そういう考えです。

-HAJの将来はいかがですか？

山森今まで登山・トレッキングが中心でしたが、

様々な楽しみを求める人にサービスできる組織に

ならなくてはと思います。そのためには会員が増

えなくては…。HAJは、スペシャリストの集ま

りと誤解されているきらいがありますが、誰でも

参加できる会であり、登山辛卜主義の場ではない

のです。実情はヒマラヤのすべてに興味がある人

が集まっています。つまり民族、蝶々、音楽や高

山植物など、ヒマラヤを取り巻く事柄に興味のあ

る人は、誰でも入れる会なんです。そういうもの

が、30年の歴史の中に蓄積されています。

－再び「みんなのヒマラヤ」ですね。

山森はい。蓄積された鉱脈、人脈があるのです

から、後は創造的に取り組んでくれればいいので
÷

90

－若い人に入会を呼び掛けて下さい。

山森ヒマラヤでは、人生の厳しさも楽しさもす

べてを味わうことができます。誰かが与えてくれ

るヒマラヤでなく、自らが作り出すヒマラヤがこ

こにある。大勢の仲間がいるし、優れた人たちと

出会うのも人生でしょう。誰にも束縛されずに自

分で決断してやって行く場がここにはありますか

ら…。

－ご自身を振り返っては？

山森79年以来、実に充実しています。まったく

悔いがない（笑）
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｢F 回想一

高田馬場15年

ルームを中心にヒマラヤを舞台と

して活躍したアルピニストたち

念願のルームを開設

1979年秋。杜の都・仙台のとある一室で数人の

男達が額を寄せあって相談に耽っていた。その席

にいた私は、重大な決断を迫られていた。

当時HAJでは、「社団法人化」実現に向けて

可能性を模索'-|｣であった。文祁省体育局スポーツ

課（当時）に足を運び状況を説明していたが、担

当者からは、全国規模の社団法人の要件について

説明があった。その中の重要な要件として、「東

京に専従者をおいた［事務所］を設けること」が

あった。

その頃、HAJではEXPEDITION研究

会を中心にカンチェンジュンガ縦走計画が進行中

であり、その準備を強力に推進しなければならな

い時期に差し掛かっていた。

前年の78年秋、HAJの事務所を東京に移転す

るに当たって、私の自宅に引き受けていたこと、

カンチェンジュンガ計画では副隊長（その後隊長）

として推進役の一端を担っていたことなどの状況

から、東京に専従員を置いた自前の事務所を開設

することになれば、私が専従員の第一候補である

ことは目に見えていたのである。

カンチェンジュンガ縦走の夢にとりつかれて3
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山 森欣一

年が過ぎていた。引き返すには遅過ぎたし、それ

にも増してカンチ縦走計画は魅力的であり、翌年

春には偵察隊長として100日間ほどネパールで過

ごすことが決まっていた。私が専従を引き受ける

にはあまりにも条件が整い過ぎていた。

こうして、私と菊地薫君は全国の会員が集うの

に足の便が良い山手線を中心に、HAJルームを

探し廻り落ち着いた先が高田馬場であった。ビル

の入口は大通りには面していなかったものの、部

屋の窓は大通りを見下ろす位置にあった。南の窓

からは新宿の高層ビル群が、台所からは東に池袋

のサンシャイン．ビルを見ることが出来、まるで

いながらにしてヒマラヤの八千メートル峰を見て

いるような気分にさせられる場所であった。11月

1日、新事務所は希望と不安を入り混ぜて船出し

たのであった編

カンチから冬期マナスル

1980年

カンチェンジュンガの偵察の年となり、3月1

日に私が出発した後の事務局には、妻と松本正城

君に詰めてもらった。松本君は偵察に一緒に行く

予定であったが、79年秋にインドのクンを山崎金

一君と二人でアルパイン・スタイルで登筆したが、



登頂断念しビバークとなり凍傷を負い偵察に行け

る状態ではなくなった。松本君は、ヌンのことで

私を尋ねて来たのが切っ掛けでHAJに入会した。

偵察から帰って来た後のカンチのミーティング後

の酒の席で、言い争いとなってしまってその後は

彼はHAJから足が遠退いてしまった。

また表に出る事無くHAJ事務局を支援してく

れたのが十居派勝君であった。77年に知り合って

以来、家と年が近かったことも手伝って信頼しあ

える間柄だった。77年当時、私は都岳連の海外委

員長であったが、80年春任期半ばにして彼に委員

長の座を託し偵察に出発した。彼は本番の留守中

を含めて何くれとなくHAJ事務局をサポートし

てくれ、都岳連の海外委員会も飛躍的に発展させ

た。82年夏のクンの隊長を引き受けてくれたが、

突発事情で降りた。しかし、85年夏には前年のナ

ンガ・パルパット遭難の家族をBCまで案内する

役目を引き受けてくれた。その後も悩める私の相

談相手となってくれていたが、私が91年秋ミニヤ・

コンカで登山中突然病死した。残念極まる早過ぎ

る47歳の死であった。

偵察から帰国しても多忙であった。カンチ本番

の資金・物資のことが中心であった。隊員が手分

けして膨大な物資を調達するために走り廻り、夜

には連日ミーティングである。当時のミーティン

グでは酒を入れながら行うのが恒例化していたが、

その席で必ず寝てしまったのが、山田昇・藤倉和

美・角田不二の三君であった。今は亡き三君であ

るが、山田君と角田君は徐々に鍛えられてかなり

呑めるようになったが、藤倉君はカンチ本番が終

わった後の秋にナンダ・カートで遭難したため、

多分呑めないままだったと思う。モンスターと異

名をとった好漢であったが、呑むと赤鬼の様になっ

て寝てしまうのであった。そんな呑み会が連夜繰

り広げられていた。それについて行けないような

体力では、とてもカンチ遠征には耐えられなかっ

たのだろう。この頃藤倉君ら数名のメンバーはルー

ムに集まる時も走ってきており、ビルの屋上で整

理運動をしてから5階のルームに降りて来たが、

その音がうるさいと7階の住人からクレームがつ

いたこともあった。

社団法人化の件でも、文部省担当者の「日本山
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岳協会など既存の山岳関係社団法人の一筆がある

となおいい」との指導をクリアーするために、当

時の日山協の三副会長（高橋定昌、鎌田久、丹部

節雄各氏）を個別に訪ねて意向を打診した。おお

むね好意的な感触であったので、同意要請文書を

日山協に提出したが雨最終的には鎌田副会長から

の電話連絡が入って、当時の今井田会長の「それ

では、文部省はアルプス協会もアンデス協会も認

可するのか」との意向でHAJの要請は保留となっ

てしまい、このことも法人化の道が遠退く一因と

なった。

この間を縫うようにして、四国・九州・信州・

上州を飛び回って「日本ヒマラヤ会議・集会」を

開いた。11月上旬の連休にカンチの別送品が梱包

されて船積みされて行った。しかし、資金難は一

向に解消されず、カンチ委員会の幹部の悩みは尽

きなかった。相変わらずのテレビ局廻りが続いた。

暮れには78年HAJトリスル登山学校に参加し、

一時はカンチの仲間として活動していた野中和雄

君が、谷川岳東尾根で5人の仲間と遭難するとい

う悲報も飛び込んで来た。彼はカンチを諦め地元

栃木の仲間とインド、カシミール・ヒマラヤに向

かうことになりその訂||練での遭難であった。松見

新衛君もカンチ計画に顔を出しながら去って行っ

た一人であったが、81年夏中国の未踏I峰コングー

ルをアルパイン・スタイルで登華中行方不明となっ

てしまった。

1981年

2月中旬、私は前日漸くにして出たテレビ局か

らの前渡金を抱えて成田を出発した。それでも帰

りのキャラバンの路銀は用意できなかった。隊員

達の背と手には山ほどの荷物があった。箱崎で規

定の重量を預け、残りは機内持ち込みである。成

田では安全検査の台に荷物を乗せ「20kgは預ける

ことが出来ますよ」と言われて慌てて荷物をひっ

たくって来た、という笑えぬ状態であった。それ

がこの頃のEXPスタイルであった。

カンチ・トラバースは、参加した隊員達の努力

に報いることができず完敗であった。しかし、真

面目な隊員が多かったためか、隊員達は腐ること

なくそれ以後もヒマラヤに通い続けてくれたこと



が嬉しい。このEXPには部外者が参加していた。

加藤康二君だ。既に都岳連やイエティ同人で活躍

していたヒマラヤ・ニストであったが、我々の無

線担当として参加してくれた。私が都岳連の海外

委員長として、推薦状交付以外に事故対策の研修

会を行った時に、彼はクレームをつけたのだが、

それ以来の出会いだった。キャラバン中に話しを

してお互いに納得できる関係になった。彼は秋に

アンナプルナ南壁に行くことになっていた。一時

帰国した彼がHAJのルームに寄ってくれた時、

私は彼を冬のエヴェレスト西稜に副隊長として誘

い、彼は承諾してくれて、家庭の悩みを打ち明け

てくれた。結局ナンダ・カートの事故でエヴェレ

スト計画は御破算になってしまったが、彼も又、

アンナプルナ南壁を越えた八千メートルで消息を

絶ってしまったのである。

カンチ本番には学術班があった。主峰とヤルン・

カンの比高を観測するのが主目的であり、そのた

めに登山隊は両峰の頂上に測旗を建てる任務を負っ

ていた。そして無事にその役割を果すことができ

たのである。隊長はヒマラヤの世界では高名な五

百沢智也氏である。その後もHAJの学術の面で

は大変お世話になっている。谷本秀喜君は測量の

専門家として海外青年協力隊でネパールにいてそ

の縁で参加。登山家でもあり、カンチ終了後には、

松本君とクンに行き物議を呼んだりした。谷甲州

の名でSF作家としてスタートし、新田次郎賞を

受賞するなど大いに活躍が期待されている。

私の留守中、事務局には細貝栄君と緑川恭子さ

んに詰めてもらった。細貝君は単独登山やヒマラ

ヤ登山でも第一人者であり、ヒマラヤの辺境に単

独行を実践しているユニークな岳人であったが、

大変な負担をかけてしまった。緑川さんは、私が

所属する山嶺登高会の先輩である緑川広氏の奥さ

んである。私の妻が出産まぢかだったため助けて

くれた。山嶺では緑川氏が隊長、私が副隊長となっ

て78年春にハチンダール・キッシュに登山したが、

登頂を断念して下降中に亀井建樹君がロープ切断

のため転落死亡してしまった。亀井君は、カンチェ

ンジュンガでの活躍が期待されており、77年には

翌年のHAJのバトゥーラⅢの偵察を行っていて、

ハチンダールの後は、トリスル登山学校の登塞隊
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長として参加することが決まっていた。枠にはま

らないスケールの大きな岳人だっただけに悔まれ

る遭難であった。

6月に帰国してからもルームには入れ替わり立

ち代わり人が詰めた。7月にはネパールのシャル

マ登山局長、8月にはインドのサリーンIMF総

裁を招いて研究会。若輩ものの私や事務局のスタッ

フでは釣り合いがとれず、長老の藤江幾太郎画伯

などに応対していただくなど、人材不足を感じた

のもこの頃である。

9月に入り、冬のエヴェレスト西稜をマスコミ

が支援してくれることになった。私は、ヒマラヤ

各地に登山中のメンバーに決定通知書を発送した。

10月3日、稲田氏宅にて今後の事業計画を検討し

ている場所にインドのシカール社からナンダ・カー

トの第一報が入ったのである｡HAJ始まって以

来初めての遭難。それが7人と大量遭難である。

この事故処理で見せたHAJの支援体制は、官僚

化していない組織の強さであり、如何に人の繋が

り・信頼が大切であるかを物語っていた。捜索に

出向いてくれた多くの岳友。家族関係者との辛い

連絡に明け暮れ支えてくれた岳友。筆舌に尽くし

難い感謝の気持ちで一杯であった。私はこの遭難

で「事故責任」の世界である筈の「登山」という

行為に厭というほど虚しさを感じたのである。

1982年

ナンダ・カート遭難で後輩であり長年のパート

ナーであった藤倉君を失った尾形好雄君が事務局

に専従することとなった。機関誌「ヒマラヤ」を

現在のようなスタイルに作り上げたのは、前編集

長の角田君であったが、彼はカンチの遠征の後、

秋に自分の所属する明大駿台山岳部OB会隊を率

いてガンガプルナに挑んでいたが、ナンタ㈱・カー

トと同じように雪崩によって2人を失っていた。

尾形君は、専従すると同時に角田君の後の編集長

として「ヒマラヤ」を担当すると共に、博学多識

を遺憾なく発揮して以後のHAJ事務局の牽引車

となった。

春には懸案であった「ムスタン」遠征が実現し

た。隊長は菊地君。ネパールの諸事に通じ、語学

も達者。74年のラムジュン・ヒマールからネパー



ルに入り浸って研鑛し、ランジャン氏が経営する

エクスプレス・ハウスを足場にして、HAJのみ

ならず多くの人々の信頼を得ていた。カンチェン

ジュンガ遠征の時、一部には両雄並び立たずの例

えのように、私と彼がうまくいかないのではない

かと不安視する向きもあったが、大人の彼は偵察・

本番を通じて未熟な私を立てて補佐してくれた。

その彼が実力を如何なく発揮し、岳人としての高

い資質を見せたのがこの遠征であった。ブリクティ

・サイルという未知の地域は、彼らによってよう

やく解明の緒についたのである。この遠征で一皮

剥けたのが佐久間隆君であった。菊地君によって

彼の才能に花が開いた。しかし、好事魔多しであ

ろうか。佐久間君は冬のマナスルの頂上アタック

の帰り滑落死亡したのであった。佐久間君は、私

が初めて所属した東京白稜会に所属していた。同

会からは78年トリスル登山学校隊に中岡久君と北

川勇人君が参加した｡80年の同会友の会の新年会

に鎌田久先輩に声を掛けられて出席した折に、彼

からカンチ参加の希望が寄せられたのが縁で本番

に参加したのであった。

夏には予定していた土居君に代わり私がクン登

山学校の隊長として参加した。しかし、気温の上

昇による岩盤の崩落によって勝山教孝君を失ったc

この隊には稲垣公平氏と今野一也氏に参加しても

らった。稲垣氏は65年アルプス遠征組であるが、

都岳連の海外委員として一緒に汗をかいた仲であ

り、若い連中の面倒みには定評がありまとめ役に

ぴったりであった。HAJ･EXP研は75年に2

つの隊をインドに出したがIﾘ]暗を分けた。暗は私

のカシミール隊であり、明は今野氏の参加したガ

ルワール隊であった。氏は高校教師であるが、年

季の入った信頼できる登山家でもある。登翠はガ

ンガフ°ルナの傷の未だ癒えていない角田君に任せ

た。その角田を慕って長繁夫、小暮孝、肥田繁男

の三君が集まった。そして、84年夏、角田・小暮・

肥田の三君は今給黎宣幸君と共にナンガ・パルバッ

トのルパール壁に眠ったのである。

10月にはカトマンズでUIAA50周年大会が開

かれた｡HAJからは稲田・山森がホスト国のネ

パール山岳協会(NMA)からゲストとして招か

れたが、私は菊地君に行って貰った。それは、各
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国の展示館作製の要請が日本にもきたが、窓口が

断わりネパールの困惑した事情を知っている菊地

君が何とかしなければとの思いがあったからであ

る。当時、菊地君はJACの海外連絡委員であっ

たので、その関係筋の協力も得て、56年マナスル

隊装備、日本で出版されているヒマラヤ写真集な

どを展示し面目を保った。費用については、NM

Aからゲストとして招かれた10数人の協力によっ

てほとんどを賄った。

ネパール・ヒマラヤは、冬の八千メートルの時

代であった。ナンダ・カート遭難でエヴェレスト

西稜の夢破れた山田君は、ナンダ・カート捜索の

折に冬のマナスルを打診していた。許可の優先権

はイエティ同人にあったが、彼らは行きそうにも

なかったので、この冬を目指して山田・菊地両君

を中心に準備を進めた。資金も何とか集まり見返

りとしてカメラマンの阿久津悦夫氏が同行するこ

とになった。気配りの菊地君は優先権のあったイ

エティ同人にも声をかけ、青田浩君が参加するこ

とになった。青田君は加藤君が遭難したアンナフ°

ルナ隊の隊員で登頂に成功していた。カトマンズ

にいた菊地君は、かねてから話しをつけてあった

法政大Ⅱ部山岳部OB会の村上和也君と、山学同

志会の石橋真君の参加を要請した。2人とも秋の

登山を終えたばかりであった。マカルーの無酸素

登山に成功したばかりの石橋君については会との

間でやりとりがあったが、結局は2人共参加した

のである。村上君は翌年カモシカ同人隊で山田君

と一緒に冬のエヴェレストの登頂に成功し、84年

夏には私のナムナニ偵察に付き合ってくれた。冬

のマナスル登山は、登山初日に隊長で最も経験の

深い山田君が、アンザイレンした3人パーティの

最後尾を歩いていてクレバスに転落、骨折して登

山の戦線から離脱するというドジを踏み、結局ア

タックに出た佐久間君の遭難に繋がったのであっ

た。尤もアタッカーについて、石橋君と佐久間君

の間で固辞しあった結果佐久間君となった経緯が

あった。その石橋君も、85年春山学同志会のネパー

ル合宿に参加して、アマダブラムに登頂し下降中

に滑落死亡した。他会のクライマーからも慕われ

た逸材の惜しまれる死であった。



ブータン、中国へ

1983年

戦後の中国登山が開始されたのは、80年からで

あるが、HAJではネパールでの登山を展開して

いて手が廻らなかった。折りしも82年秋にカトマ

ンズで開かれたUIIA総会には、中国、ブータ

ンからも代表団が来ており、HAJでもカトマン

ズで彼らと接触することができた。こうして、2

月末にはブータンのニドップ・ドルジェ氏を招請

し研究会を開催した。また、3月には稲田．山森

が北京に一週間滞在して、今後HAJが中国で展

開したい活動について協議を行った。

2件の遭難事故もあって、登山学校の見直しを

行い、この年に計画していたヌンは中止するつも

りであったが、応募した天城敞彦、大久保博、細

貝登三君の執勘な要請に根負けして、飛田和夫君

を隊長に、ガンガプルナ、クン、マナスルと遭難

続きで滅入っていた角田君をまたまた引っ張り出

してヌン隊を送り出した。角田君ら3名が登頂し

たが、天城、大久保両君は登頂できなかった。そ

の天城君が研鑛に研鑛を重ね、5，6，7千メー

トル峰をl1頂次登頂し、昨年97年のニンチン・カン

サ隊の隊長を務め、自身も含めて9名の登頂者を

出すとは、本人にも全く予想のできなかったこと

であろう。

ブータンは新しい地域というばかりでなく、古

くから多くの岳人の憧慢の国でもあったから、多

少の値段が張っても行きたい人が多く、ブームと

なった。しかし、天候のこともあってか成果は上

がらなかった。この国の最高峰ガンカル・プンス

ムを登山したいということが誰しもが願うことで

あった。そのためには許可もさることながら、登

山を理解してもらわなければならない。こうして

2人の研修生を受け入れることになり10月から2

ケ月ほど滞在した。

中国は風雲急を告げていた。東のナムチャ・バ

ルワ、西のナムナニを筆頭にギャラ・ぺり、クー

ラ・カンリ、クラウン、チョー・アウイ、ニェン

チェンタンラなどの山は許可申請が山積みされて

いるとの噂だった。それらは全て知られた山々で
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あった。しかし、広大な中国には知られざる山、

地域がもっともっと存在する筈である。だが、知

られざる山も知られた山に入ってこそ見つけるこ

とができる。先ず行く事が必要だ。同時に、登山

協会の幹部を招請し、研究会を開く必要がある中

国登山協会(CMA)の代表団を招請するために

積極的に活動したが、解禁以来の3年間の間に大

物（チョモランマ、チョゴリ、シシャパンマ、コ

ングルー、ミニヤ・コンカ）に日本から登山隊が

出たことによって、国内の関係は複雑に絡み合っ

ていた。中国側も一団体だけの招請には応じない

との意向なので、止むを得ず共同歩調をとり、7

月末からの来日が実現した。HAJでは東京と札

|幌の2ケ所で研究会を開催した。西南!1'国、イン

ド、ネパール地域を目標にした探査計画が練られ、

同行取材の交渉が続けられた。この結果、インド、

ネパールは除外されたものの、雲南、四川、チベッ

トについて3隊が派遣されることになった。相手

はNHKであった。NHKとの出会いは高橋照氏

の引き合わせであった。加藤保男君が冬のエヴェ

レストで遭難し、その追悼の席で高橋氏と一緒に

JACのルームに行き、そこでNHKの岡田正大

氏に引き合わされたのであった。その後は大変な

苦労の末、同行取材が実現したのであった。

最初の目的地である秋の四川はスークーニャン

であった。隊長は角田君に頼んだ。彼は未だ若輩

であり、NHKの名ディレクターを相手に大変な

気苦労があったと思うが、サポートした吉田憲司

君と共に大役を果たしてくれた。吉田君は、私が

78年に挑戦し亀井君を失ったハチンダール・キッ

シュを82年に登り、見事に初登頂に成功した金沢

大学のOBであった。彼らの隊の報告をしてもら

うために都岳連の研究会に招請した時に来たのが

吉田君であったが、その彼を亀井君の両親が自宅

に招いて話しをしたいと言われて連れていったの

が私との縁で、HAJに係わるようになったので

ある。彼ら2人はそのまま中国に残り、翌年ナム

チャ・バルヮに向かう中国登山隊隊員に岩登りの

基礎技術について指導した。場所は四川省北部松

藩であった。同時に、登山隊に必要な物資が船積

みされ中国へ送られた。



東と西EXP黄金時代

1984年

新年早々遭難騒ぎで明けた。ナンガ・パルバッ

ト登山のトレーニングとして北アルプス剣岳八ツ

峰に挑んでいた角田君達4名が朝日新聞に住所記

載で報道されてしまったのである。実は彼らは予

備日もあり、実際には自力で下山したのであるが

同時期に八ツ峰に入り予備日を過ぎたパーティが

あったことから記事になったようだ。私は、まだ

予備日があるので、彼らの登山家としてのプライ

ドを考慮して動くつもりはなかった。しかし、新

聞報道を見た隊員家族からの要請が続き、やむな

く、全権を委任してくれる事を条件に1月10日ルー

ムに対策本部を設けた。とはいえ正月で下山した

ばかりの友人達にこれから2週間入山してくれと

要請しても何人来てくれるか分からなかった。し

かし、ルームで集会に参加し酒を酌み交わしなが

らヒマラヤ談義を重ねていたことはダテではなかっ

た。所属山岳会の応援を加えて20人が要請に応じ

てくれたのである。大町に降りるのか、馬場島か。

情報を収集し角田君の行動を想定し、大町に絞っ

て下山サポート隊として2週間分の食糧を持った

16人を送り出し、馬場島には連絡員を送った。幸

運にも予想は当たり彼らは大町に下山した。サポー

ト隊は大町のゲートで彼らと逢ったのである。そ

の夜ルームでは部屋の底が抜けるのではないかと

思われる饗宴が繰り広げられた。私にとっては、

どんな初登頂よりも忘れる事のできない嬉しい友

情の一こまであった。

その角田君がエスコートして、2月にパキスタ

ン政府観光局長のムニュール・デン氏を招請して、

カラコルム研究会を開いた。カンチ隊で世話になっ

たシェルパのペンバ・ノルブとナヮン・ヨンデン

がカモシカ|司人隊の冬期エヴェレストで負った凍

傷の治療のため来日した。帰国前ルームで歓迎を

したのもこの頃であった。

4月には飛田君が隊長で雲南の玉竜雪山に向かっ

た。同行取材のNHKは2班を出し、大理・麗江

と西双版納に向かった。登山隊と別行動であった。

ブータンのジチュ・ダケは八木原圀明君が隊長と
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なり、角田君のナンガ・パルバットと合同で盛大

な壮行会を行った。大長老の吉沢一郎氏も見え、

これ以降壮行会の常連として参加してくれるよう

になった。

5月には副会長として遠藤登氏に就任していた

だいた。HAJに対していつも理解を示していた

だいていたので、今後の指導をお願いしたのであ

る。しかし、何時も独断先行する事務局の姿勢は

一向に改まることなく、副会長に相談するのが遅

かったり、事後報告だったりして心配をかけ通し

であった。この時期、副会長の令夫人が急逝され

大変ご苦労されたようであった。90年に会長に就

任していただき現在に至っている。

私は、西南中国の仕上げともいうべきチベット

に出発しなければならなかった。心配はナンガ・

パルバットであった。あのルパール壁である。角

田君は、ナンガの後、尾形君隊長のインドとの合

|司マモストン・カンリに参加することになってい

た。この登山も岳人がよだれを流しそうな地域で

ある。冑の痛くなるようなインドのビザ問題があ

る。私の留守中には、ネパール観光省のシュレス

タ局長を招請して研究会が開かれた。

8月末ナムナニ偵察を終えてラサに帰着した私

は、ルームに国際電話を入れ、真っ先にナンガ隊

の消息を訪ねた。電話口には中岡君が出て「登頂

はできなかったが角田さんはマモストン・カンリ

に向かった」と言う。この一言で一安心し同行取

材が成功したこともあって、ラサの高さを忘れて

痛飲した。しかし、成都で逢ったHAJスークー

ニャン・トレッキング隊の小林英見隊長から意外

なことを尋ねられた。「角田さんはその後どうな

りましたか｣、「彼はマモストンに行きましたよ」

｢日本を出てくる時、ナンガで行方不明と聞きま

したが」なんてこった。東京に電話を入れると角

田君の後輩でガンガプルナ、ヌンに一緒に行った

熊田雅史君が出た。「本当の事を言え.／」と怒鳴

り真実を知らされた。私からの電話については口

止めをされていたらしい。この日から全く酒がま

ずくなった。東京では角田君の先輩の鈴木雄一君

が現地に飛び情報収集に明け暮れ、その後、カン

チの仲間であった片岡邦夫君とヌンの細貝君がC

1付近まで捜索したが手がかりはなかった。痛恨



の1984年であった。

尾形君達はこの遭難の事後処理の最中にインド

へと飛び見事マモストン・カンリの初登頂に成功

した。その最年少隊員の岩崎洋君は角田君の後輩

であり、角田君が来る事を前提にこの隊に参加し

たのであるが、これが縁となりその後86年カルジャ

ン、93年ピラミッド・ピークなどを含めて、まる

で角田君の生まれ変わりかのように、ルームやヒ

マラヤで活蹄することになるのであった。

1985年

目の廻るような忙しさであった。1月のインド・

ヒマラヤ会議には、ITBPのフカム・シン氏を

招請。昨年から中国の黄河全流を下るための協議

が進んでいたのであるが、折りしもNHKの黄河

とぶつかり、計画を源流部だけに絞らざるを得な

くなっていた。この計画は読売新聞の江本嘉伸氏

が窓'二lとなって進んでいたが、隊長として八木原

君が決まっていたので、カンチの仲間であった八

l1鳰寛君と群馬から佐藤光由君に手伝ってもらうこ

とにした。八嶋君は78年のHAJの二つの登山学

校に参加した強者で、カンチも偵察と本番に参加

し、その間に結婚も済ませるという離れ技の持ち

主であり、考えが柔軟で猪突猛進型でもある。そ

の後86年のチョー・アウイの全員登頂を成功させ、

91年には再び八木原君と組んでブラマプトラ川川

下りを成功させた。黄河隊は5月に出発してほぼ

目的を達成して帰国した。

2月には2度目のブータン研修生の受け入れを

行い、5月には飛田君隊長のK2隊が出発した。

K2は山田・吉田・村上の三君が登頂に成功した

が、執勘に頂上攻撃をかけた飛田隊長等は悪天の

ため登頂できなかった。7月には沖允人隊長のイ

ンドとの合同サセール・カンリⅡ登山隊が出発し

たが、HAJのインドの基盤を築いた沖氏だけに

事務局の手を煩わせる事もなく出かけた。残念な

がら日本側は登頂できなかった。この隊に参加し

た徳島和男君は、70年代初期から活躍した岳人で

あるがブランクをものともせず復帰し、JACX

海のシュエレン、クラウンを成功させたが、97年

夏のK2を目の前にして5月に穂高岳で雪崩のた

め遭難した。
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7月には森美枝子隊長の女性登山隊が毘需を目

指して出発した。ウルグ・ムスターグが目的であっ

たがアメリカ隊が入る事になりホータンの南に転

進した。合間にはナンガ・パルバットの家族をB

Cまで案内した。土居隊長の下に長君、角田君の

後輩でガンガプルナで一緒だった中川裕君、木村

陽子さんがエスコートした。木村さんは亀井君と

同じ会社に務めていた関係で正月に亀井君の自宅

に線香を上げに来ていた時にたまたま私と会い、

ケダルナート登山学校に参加して登頂した。その

後、翻訳を始め事務局をサポートしてくれていた

が、この時は旅行代理店務めであった。

8月にはJALが墜落して大騒ぎの最中に懸案

の二つの登山隊が出発した。大内倫文君が率いる

ブータンの最高峰ガンカル・プンスム隊である。

北海道を中心に組まれたが、本部から角田君が登

塞の中心として参加する予定であったが、ナンガ・

パルバットの事故のため、急速尾形君に出動して

もらった。また、道外から渡辺斉氏と半谷貞夫氏

が加わった。渡辺氏は山へ真剣に取り組んでいる

岳人として岳界では知らない人はいないほどの人

であるが、若き日に果せなかった高峰への夢を退

職して実践し始めた頃だった。半谷氏は生粋のク

ラーマーであるが今はダックスの社長として多忙

な日を送っており、ブータンの山で久し振りに登

山を実践したいと望んでいた。尾形君は、すっき

りとした中央稜を攻めたが、隊員の高山病が原因

となり登頂を断念せざるをえなかった。一度逃し

たチャンスを取り戻すにはブータンはあまりにも

小さな国であった。いまでも魅力ある高I峰は閉ざ

されたままである。

もう一つは、舘野秀夫君率いるシャクスガムの

名峰クラウン隊であった。HAJが中国から得た

第一番目の山である。舘野君は75年明組のガルワー

ル隊員であった。ナンダ・カートの捜索に行って

はいるものの、久し振りのヒマラヤであった。ク

ラウンには私が行く予定であったが、ナムチャ・

バルワを見据えたギャラ・ぺりを偵察するために

舘野君に隊長をお願いした。この時は、副隊長は

77年K2で活躍した中込清次郎君にお願いした。

私が83年暮れに八ケ岳に行くために汽車に乗ると

向側に坐っていたのが中込君だった。彼はリモの



計画が暗礁に乗り上げていて私がクラウンに誘っ

たのであった。その中込君はクラウンの後も勢力

的にヒマラヤに通っていたが、97年夏スキル・ブ

ルムの登頂に成功しながら懸垂氷河のため遭難し

た。85年クラウンは登頂できなかったが舘野君は、

リシ・ガンガ奥についで、ここでもシプトンの跡

を見て充分満足したようだった。

私は9月にギャラ・ペリの偵察に向かった。ギャ

ラ．ペリは中国側の意向もあって、競合している

HAJ/大分岳連／神戸大の三者の合同を模索し

たが神戸大学は話し合いにもつかなかった。大分

とは合同で合意したが、偵察の直前になってHA

Jからの再三の督促にも回答がなく、結局我々だ

けとなった。偵察には熊田君を予定していたが、

彼はK2で体調を崩してしまった。クンの仲間の

三浦敏弘君に助っ人を頼み二人で出発した。三浦

君は当時名を馳せていた春日井山岳会のチーフ･

リーダーであった。ギャラ。ペリのあるヤル。ツァ

ンポ江のロケーションは素晴らしかった。こんな

登山がしたいとつくづく思った。ナムチャ･パル

ワ北面も流石王者の貫禄充分であった。

12月には北京に出向いてお世話になった登山協

会の皆さんを招いて答礼を行った。

1986年

1月のインド．ヒマラヤ会議にはIMFのジャ

ヤール副総裁を招請。3月には中国、四川省登山

協会代表団を招請。4月の連休には遠藤副会長を

四川～チベットに案内し、夏の雪宝頂と87年合同

ラプチェ・カンの下準備とした。

85年K2で山田・吉田両君はポーランドのクル

ティカと出会い、帰国後合同登山の話しを進めて

いた。相手国との合同登山の経験は多いHAJで

はあるが、クライマーとの合同は初めてである。

吉田君が'|｣心になり、斎藤安平君が加わって事務

局が何もする事無く出かけて行ったが、意見があ

わなくなって途中から下山した。

夏には四川省登山協会と合同登山を実施した。

隊長は遠藤副会長にお願いし、登塞は八木原君に

任せた。何とも豪華な布陣であった。四川省登山

協会には北京から助っ人が二人きた。現在中国登

山協会交流部部長の要職にある張江援さんがその
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内の一人であった。登山は八木原君の好リードで

あっさりと終わった。

更にインドと女性合同登山隊が寺沢玲子さんに

率いられてキンナウルヘと出発した。登山は不調

に終わったが、寺沢さんにはこの後も、インド、

中国と女性合同登山隊を率いてもらう事になる。

また、英語の不得意な私の支えともなってくれて

いるし、現在は常務理事として事務局全般のサポー

トをしてもらっている。

秋は大変であった、ギャラ・ぺり、チョー・ア

ウイ、カルジャンと三つの七千メートルの未踏峰

を攻め、来年のチベットとの合同登山のラフ･チェ・

カンの偵察であった。ギャラ・ぺりには最初から

飛田君にお願いした。ブータンのガンカル・プン

スムをとるか、ギャラをとるか、内部で慎重に検

討した結果ナムチャ・パルワヘの一歩として、ガ

ンカルを捨て、尾形君にギャラに廻ってもらった

のであった。登筆は厳しかったが、尾形君ら3名

が初登頂に成功した。ナムチャ・バルワに巨歩を

進めたと誰しもが考えたのであった。

チョー・アウイは、仙台の西郡光昭氏に依頼し

た。西郡氏は75年カシミール隊隊長として一緒に

苦労し、その後のカンチェンジュンガも支えてく

れた。仙台は八嶋君が隊長となった。準備に事務

局が手を貸すこともなかった。見事に全員が初登

頂に成功した。カルジャンは九州の新郷信廣氏に

依頼した。クーラ・カンリの東に聟える難しい山

である。九州では力不足ということで、群馬の宮

崎勉君に助っ人を依頼した。宮崎君は八木原君と

組んで、群馬のヒマラヤ登山を発展させてきた張

本人である。彼の抜群のセンスに期待大であった。

また、ヌン、カンチの仲間である保坂昭憲君にも

サポートをお願いした。彼らは困難な登翠の末に

5人が初登頂に成功した。

ラプチェ・カン偵察は斎藤君にお願いした。ラ

プチェ・カンの資料を集めている時、斎藤君が何

時も手伝ってくれていた。パートナーは、ギャラ・

ペリ偵察を棒に振った熊田君。この偵察の成功が

翌年の大成功に繋がった。斎藤君は偵察終了後ネ

パールに出て、山田君と冬のマカルー南東稜を登っ

たが登頂できなかった。そして87年群馬隊で冬の

アンナプルナ南壁からの登頂に成功しながら、C



3手前で転落行方不明になってしまったのである。

悔み切れない死であった。

9月末、私は俳優の西田敏行を案内して、雲南

の梅里雪山、四川のゲニなどの偵察を兼ねた2ケ

月の長い旅に出た。同行取材でHAJの運営資金

を調達するためである。

これらの一連の秋の活動を終えて11月末には、

ローサンダヮさんらチベット代表団を招請してラ

プチェ・カンの議定書を交換した。実はこの夏、

松本市で「国際アルピニスト」集会なるものが開

かれた。この集会にCMAからも史占春主席と許

競副主席ｶﾐ出席し、通訳として趙建軍さんも来日

した。松本市の会議に行く前に、一週間程東京に

いるのでHAJでアレンジして欲しいとの要望が

あり、幾つかについてアポをとった｡その中に桜

内義雄議員もあって、昼食会に私も招かれた。そ

の席上で、史主席から桜内議員に「ナムチャ・バ

ルワは、HAJとチベットが一緒になって実施す

ることを許可した」と報告した。次いで主席から

私にお礼に桜内議員にお酒を注ぐようにと言われ

私は感謝を込めて議員の盃を満たしたのであった。

このようなことが、あったので来日したチベット

登山協会代表団とHAJはナムチャ・バルヮの議

定書に調印したのであった。以後はご存じのとお

りであった。

苦闘続き試練の日々

1987年

辛い年になった。HAJへの許可に対して、J

ACが政治ルートを使って妨害に出たのである。

このためHAJの再三の訪中の要請についてもC

MAからは許可は出なかった。

3ﾉ1に尾形君はガンカル・プンスムの可能性を

探りにブータンへ飛んだ。5〃には創立以来会長

を務められた柴田金之助氏が退任された。

夏に中国、ゲニは飛田君に依頼したが登頂はな

らなかった。インド、ヌンは女性隊で北海道の木

下祥子さんが隊長を務め、2名が登頂した。木下

さんはその後トレーニング中に怪我をして、今で

はヒマラヤに通えないのが残念である。

秋には私が隊長でチベットとの合同ラフ｡チェ．
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カン登山を実施した。副隊長には出口當氏に担当

してもらった。私が肺水腫でシガツェに1l日間入

院していた間、全て出口氏が指揮をとり見事初登

]頁にこぎつけた。それも15人である。出口氏には

79年のヴァスキ・パルバット隊長としても随分と

不自[|]な目に合わせてしまったし、92年ムスター

グ・アダ／クラウンでも再び副隊長として付き合っ

てもらった。

秋には尾形君がHAJの資金調達の旅に出かけ

た。ムツゴロウを中国から||]ソ連へと抜ける旅で

あった。なにかと大変であったが、彼の人柄と柔

軟な頭で切り抜けたようだ。

1988年

年明け早々、新貝勲氏を煩わせて北京に飛んだ。

新貝氏は史主席とも懇意の中であるので何かとお

世話になった。史主席は長い演説を行ったが、ナ

ムチャ．バルヮの進展は見られなかった。新貝氏

には山田君の八千メートル14座登頂プランでもお

世話になったが、山田君のマッキンリーの遭難騒

ぎが一段落した89年7月に交通事故であっけなく

他界した。誰しもが驚いた死であった。

春に青海省のシンチンに植松秀之氏が隊長で出

かけたが前衛峰の登頂にとと､まった。植松氏は東

北人特有の人情味溢れる岳人である。81年には、

京部大学と競合したランタン・リの隊長も務め、

見事にこの国境の名峰の初登頂に成功した。

また、昨年失敗したゲニに飛田君が再び挑み、

今度は全員初登頂に導いた。飛田君は、冬のK2

に執念を燃やし、昨年暮に熊田君と二人で冬のバ

ルトロ氷河を歩き、今秋は、高所の実態を探るべ

くガッシャーブルムⅡ隊を糸ll職したが、予想以上

に早い雪に悩まされて単身BCに到達するにとど

まった。遠征が連続していて周りも心配した。

夏には尾形君が再びインドと合同を組み、シア

チェンの近くに聟えるリモIに挑み初登頂に成功

した。この隊には、ガンカル・プンスム隊として

集まった信州大学組の吉田秀樹君と二俣勇司君が

参加していたが、二俣君は92年の私が隊長を務め

たクラウンで雪崩のため行方不明となってしまっ

た。

秋には山田君が、シシャパンマとチョー・オユー



の連続登頂を行った。山田君はアンナプルナで最

良のパートナーである斎藤君を失い、困惑してい

たが、単独で登るべく相談に来た。チョー・オユー

は空いていなかったが、11月に入れば冬とのこと

で許可を取得した。私は、86年にガッシャーブル

ムIを二人で登り、そのルートが現在ではジャパ

ニーズ・クーロヮールと呼ばれている初登筆者の

清水修君と組む事を推奨した。山田君はそれを発

展させて群馬の高校の後輩でもある三枝照雄君を

誘い、春に参加したJACの三国合同チョモラン

マ登山の若手である馬場哲也君と山本篤君も誘っ

た。結局馬場君は、所属する東京農大のナンガ・

パルバット隊に行き、不幸にも落雷を受けて死亡

した。4人となった登山隊であったが、山田君は

シシャパンマをキチンと主峰まで登り、チョー・

オユーもアッという間に登ってしまった。

1989年

大変な年となってしまった。年明け早々昭和天

皇が崩御。翌日がインド・ヒマラヤ会議で平成元

年。インド・ヒマラヤ会議が終わってからご苦労

さん会を開き、更に二次会を私の家で開いた。た

またまパキスタンの件が不調に終わり、久し振り

に沼田で過ごした山田君や九州から参加した新郷

氏や尾形君も交えて、平成元年の書初め大会となっ

た。これが山田君と最後の別れとなった。

3月6日マッキンリーから山田君、小松幸三君、

三枝君の遭難の第一報が入った。3人ともHAJ

の終身会員である。派遣母体のない隊であったが

すぐに関係者が集まり対策本部を設置した。HA

Jも全面的に協力した。捜索隊は、HAJと群馬

を中心に派遣された。残念な結果であった事は、

ご承知のとおりである。しかし、このような非常

事態に迅速に対応できるHAJ事務局は、このと

ころ10年のEXPの積み重ねの成果であることが

証明される結果となった。

EXPは久し振りに低調であった。夏のヴァス

キ・パルバット、シャラリ、チョモランマ全て登

頂できなかった。しかし、シャラリ隊には隊長代

行として、前年ブロード・ピークの登頂に成功し

ている酒井國光氏、イスト・オ・ナール登頂者の

西嶋錬太郎氏なと､ユニークな面々が集った。登頂
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は出来なかったが、参加者は素晴らしい山旅に満

足した筈であった。私にとっては5年間待ちに待っ

た木里入りであった。酒井氏にはその後、5年連

続してサマー・キャンプの隊長を努めてもらうこ

とになる。チョモランマ隊には、ギャラ・ぺりか

ら橋本康弘、今村裕隆両君、ラフ°チェ・カン隊か

ら田辺治君、初参加の石坂工君ら若手が参加し活

躍したが、石坂君は残念なことに91年今村君率い

るベルニナ隊でマカルーの登頂に成功後下山中に

遭難死亡してしまった。

6月には、ネパールの最も人気の高い通称エヴェ

レスト街道のタンボチェにある僧院が全焼し、再

建のための募金依頼が日本にも来て、JAC、J

MA、日ネ、労山などと共同して活動した。この

ことが、90年のHAT-J創立や、93年のプラブー

ツ問題で所謂山岳4団体が協力する素地が築かれ

たのかもしれない。

1990年

ジリ貧のEXPはサトパントとクラウンだけで

あった｡3月にはITBPのラオ総監夫妻を招請

した。4月には初めて「中国登山の手引き」を発

刊。この手のものは情報が新しくなければ価値が

少ないので、版を重ねる事を課した。このため部

数は100部とし、2年ごとに改訂版を出す事にし

た。手引きを作るのは楽しい。結果的にはあれも

これもと欲張り大冊となってしまった。

4月には田部井淳子さんの呼び桂ﾄけで、前述し

たように「ヒマラヤの山岳環境を汚染から守る」

連動のための組織作りの呼び掛けがあり、度々ミー

ティングが持たれた。当初は東京で国際会議を開

催する事が当面の主目的であったが、それを足場

にして一つの組織を作ろうというものであった。

10月にはHAT-Jの発足式を行い、各団体の長

が名前を連ねることになり、遠藤会長にも何度か

ご足労願った。

5月には遠藤畠l1会長に会長に就任していただく

と共にHAJの責任体制を理事長制度へと変更し

た。

夏には尾形君に再び資金プロジェクトを担当し

てもらい、NHKの岡田氏と共に北インドに行っ

てもらった。この辺境行きは思わぬ結果になった。



一つは、現地でITBPのフカムシン氏とばった

り出会い、氏から合同でシッキム側からカンチェ

ンジュンガを登らないか、との誘いを受けたので

ある。国際電話でその話しを伝える尾形君の声を

聞きながら、私は目まぐるしく頭を回転させ即決

断し、その話しを受けて進めるように伝えた。こ

こは一番八木原君と共同歩調で進めようと思った。

群馬では冬のサガルマータ南西壁挑戦の話しがあっ

た。山田・三枝両君の遭難で若手の育成が急務で

あった時期なので、その舞台として知られざるカ

ンチェンジュンガはピッタリであった。もう一つ

は我々には直接関係ないのであるが、後年ネパー

ルのムスタン地区で「やらせのNHK」として話

題になったのが岡田氏であったのである。

サトパントには保坂君に隊長になってもらった。

この隊には50歳代の隊員が三人含まれていた。関

根幸次・遠藤京子・平川宏子の三氏である。三人

共見事に登頂に成功した。関根氏に副隊長をお願

いしたが、現役を続ける氏はこれ以後もヌン、ム

スターグ・アダ、ブロード・ピークなど高峰に挑

み続けている。遠藤さんは84，85，87，88，90年

と続けてHAJのEXPに参加されたが、現在は

ヒマラヤン・グリーンクラブの代表として活躍し

ている。

クラウンは、85年に引き続いて舘野君が率いて

いたが、なんという不運、ClからBCへ下降中

懸垂氷河が崩落し、85年も一緒であった菅沼勲医

師と共に埋没してしまったのである。遺体は翌年

仲間によって遭難場所にて発見された。秋でも雪

のない場所なのである。私は傷心の橋本、二俣君

たちを北京まで迎えに行った。

秋から年末にかけては、インド参りが続いた。

カンチェンジュンガ合同登山と並行して、ブラマ

プトラ川を中国国境からバングラデシュ国境まで

ITBPと合同で下ろうという計画が進行してい

たためである。同行取材としてムツゴロウが行く。

私は跨踏なく八木原君に出馬の要請を行った。彼

にしかできない。パートナーは八嶋君。あちこち

に当たって戦力として早稲田大学から上原和明・

中谷敏夫・関口顕俊の三君に参加してもらった。

経!強のある登山とは違いボートからウエアーなど

慣れないことが多かった。年末には何とか出発し
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て行った。

財政は苦しい。何とかしたいということで、ナ

ムチャ・バルヮとギャラ・ペリのテレカをセット

で作り販売した。また、ナムチャ・バルワについ

ては政治ルートが効を奏したJACとCMAが合

|可で挑戦することが発表されたので、HAJとし

ての取りまとめとして「神秘のグレート・ベンド

ナムチャ・バルワ」を発刊した。皮肉な事に、

JAC隊にはNHKがつくことになり、84年チベッ

トに一緒に行った東野良氏が派遣される事になっ

た。以後中国における氏の活躍は素晴らしい。

再びカンチから

1991年

ブラマプトラの川下りは成功した。ブラマプト

ラの上流は中国領であり、ヤル・ツァンポ江と呼

ばれている。その源流はナムナニの東に発し、ナ

ムチャ．バルワの北東で大きく南流し、インド、

アッサム平原へと流れ込む。二つの巨峰を登山し、

大河ヤル・ツアンポ江～ブラマプトラを下りベン

ガル湾に至る。こう願ったのは1975年のことであっ

た。ナムナニもナムチャ・バルワもヤル・ツァン

ポも見た。しかし、実現しているのは下流のイン

ド内の川下りだけである。それにしても、八木原

君をして初めて恐怖を抱いたというヘリコプター

によらなければ入る事の出来ない中印国境に入れ

たというのは、大変なことだろう。

カンチェンジュンガ合同も登頂に成功した。10

年前にネパール側から縦走を目指したが、発想の

段階ではその舞台はシッキム側であったから、隊

長の尾形君の感慨もまたひとしおであったと思う｡

この隊はインド側からの要請で女性を含めること

になり、北川みはるさんと貝塚珠樹さんに参加し

てもらった。北川さんは88年に女子登翠クラブ隊

でガッシャーブルムⅡに登頂していたが、95年正

月に北アルプス穂高岳で遭難してしまった。貝塚

さんは87年HAJ女性隊でヌンに登頂、89年シャ

ラリに参加していた。カンチの後橋本君と一緒に

なり92年のアダ／クラウン隊にも参加した。

夏には、ヌンを中岡君に、シュエバオ・ディン

を酒井氏に隊長をお願いし共に成功した。酒井隊



には私も中学2年になった息子と共に参加した。

秋には私がミニヤ・コンカヘ行った。日本の登

山界は高齢化と共に、既製ルートに集中する傾|可

が益々強くなっていく。その傾向が若手にまで及

んでいる事実を見るのは寂しい限りだ。手つかず

の未知の要素がある山に挑めば、充実した登山が

できる。その足掛かりを作りたい、との思いであ

る。副隊長には松舘君に来てもらった。八戸在住

で何を話しているのかよく分からない言葉が多い

が、人間性に溢れて若手に慕われている。年寄の

少ない珍しい構成になったが、山塊構造も手伝っ

て稜線に出た所で日数を余して下山した。得ると

ころの多い登山だったと思う。

秋にはITBPの代表団を招請し、全国を旅し

た。暮れには青海登山協会の代表団とも懇親し、

また新たなる繋がりをもった。

1992年

HAJのEXPには波がある。それは必ずしも

周期化している訳ではない。波によってHAJに

出入りするメンバーにも変わってくる。特に月末

に開かれる東京集会にその現象が現れる。費用を

安く上げるには自前で料理をするのが手っ取り早

い。何時の頃からか自然に役回りが決まって、黙っ

ていても誰かが台所に立つ。足繁ぐ通っている内

に突然姿を消す人もいる。人生に迷い酒を呑みヒ

マラヤの話しで明日を乗り切ろうとやって来る人

もいた。気のおけないルームの良さがあった。

この年のEXPは活気があった。春には福山佶

君が88年に登頂断念したシンチンに向かい見事に

初登頂を成し遂げた。福山君は83年カモシカ同人

の冬のチョモランマでBC担当だった。86年の雪

宝頂組であるが、中国語が達者である。6月には

インドとの合同女性登山隊が寺沢さんに率いられ

て出発した。隊員はユニークな人ばかりであるが、

寺沢さんの後輩である菅原愛里さんには、何時も

ヒマラヤの翻訳や賓客の相手としてサポートして

もらっている。インド側の隊長は女性で初めてエ

ヴェレストを二度登る事になるサントシュさんで

ある。隊は全員が初登頂して帰国した。

ヌンは今村君に率いられて、前年登頂できなかっ

た関根氏に副隊長をお願いして出発した。登翠隊
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長にはラプチェ・カンで活躍した須藤圭一君に頼

んだ。彼は登頂したカングルーやジチュ・ダケが

6千メートル峰に引き下げられた経験を持つ。91

年ミニヤ・コンカで悔しい思いをした森谷雅春君

も参加した。登頂した中には、古関正雄・野沢井

歩両君がいるが、今はHAJの理事・常務理事と

して事務局の雑用を引き受けてもらっている。

私は積年の懸案事項であるクラウンに決着をつ

けるべく出発した。順応をムスターグ・アダで行

うことにした。ここは次のサマー・キャンプの舞

台と考えていたので、情報の収集も目的であった。

共に登頂に失敗し、クラウンで二俣君を雪崩で失

う結果となり、寒風すさぶアギール峠を降りた。

1993年

中印国境に誉えるニェギェ・カンサンは、残り

少ない7千メートル峰としては近づき難い場所に

あった。ITBPとの合同の準備を進めていたが、

やはり時期尚早であった。転進先はシッキムのピ

ラミッド．ピークであった。尾形君を隊長に新郷

氏、岩崎君ら気心の知れた仲間であっさりと初登

頂して来た。ニェギェはインド隊に登られた。

夏のヌンは中川君に隊長をやってもらう事にし

た。登頂は出来なかった。中川君は90，91，92年

と連続してヒマラヤに通い詰めていた。少々才走

る面があり、それ以上に口が滑らか過ぎるところ

はあるが、勉強家でもある。クラウンでは二俣君

と一緒に雪崩に遭い生還した。HAJの常務理事

として事務局の一端を担ってもらっているが、現

在は都岳連の海外委員長の役割も果している。

私は短期間のサマー・キャンプの新しい場所を

求めて、吉海省のユイチュに行った。HAJの古

い会員である脇田康治君や全く新しい太田康夫君

がいて二人が登頂した。太田君はその後もルンポ･

カンリと97年のクーラ・カンリⅡに参加したが、

研究熱心でとりわけ地形の解読に情熱を燃やして

おり、私が偵察したランタン・リルンやヤンラ・

カンリの解明に力を貸してもらっている。ムスター

グ・アダは酒井氏が隊長、副隊長に西嶋氏をお願

いし、全員登頂を果した。

秋になり、登山者の命を守るプラスチック製登

l1l靴が突然破壊するという報告が出た。労山の働



きかけでJMA、JACと山岳4団体で懇談会を

作り対応に当たった。労山、JAC、HAJの持

ち回りで会議が終わると、一杯入れながら登山界

の様々な事柄について雑談した。深刻な問題であ

るが一部足並みの揃わなかった面もあったが、無

理強いをせず一定の成果を上げたのであった。

インドのニルカンタでHAJ会員の佐々木祐一

君が隊長を務める隊が懸垂氷河の崩落によって6

名が行方不明になった。佐々木君が何かあったら

HAJに連絡してくれ、と言ったとのことで対策

本部からサポートの依頼があった。現地には寺沢

さんにサポート行ってもらった。本部から派遣さ

れて来たのが辻野治子さんで、これが縁で辻野さ

んは翌年のユイシュ隊のメンバーとなった。

秋には「カンチェンジュンガー西・東一」を発

行した。81年ネパール側と91年インド側の登山報

告を一冊にまとめたものであった。このような気

持ちを「万感」というのであろうか。亀井．野中．

藤倉・加藤・佐久間・渡辺・山田君らの顔が浮か

んだり消えたりした。みんな49,50年の牛と虎年

だった。角田君だったらどんな形に編集したか。

そんな気持ちが胸に込み上げてしかたがなかった。

この中で、私はもう一つやらなければならない事

があった。それはヤルン・カンという巨峰の初登

頂にかかわる問題である。既に角田君によって問

題が提起され、彼の遺稿集の中に掲載されている。

(残念ながら未刊）このことを隊長であった私が

日の目を見せなければ彼に対して申し訳がないと

思ったからである。この事は波紋を広げたが、こ

とは巨峰の初登頂のことである。事実は事実とし

て指摘しておく義務があるだろう。

91年冬に群馬岳連は冬のサガルマータ南西壁に

挑戦したが失敗した。今度は、秋のチョー・オユー

で順応を終え冬の本番に備えた。尾形君が助っ人

として今回も参加。ネパールは目まぐるしく登山

規則を変えたため、八木原君は隊長の座に坐れず

住吉仙也先生とトレッカーの形でBCで指揮をとっ

た。隊長は91年HAJカンチで登頂した名塚秀二

君。彼は90年チョゴリ北西壁を登り、カンチそし

て今回の成功と、山田君亡き後の日本のエースと

なった｡81年インドのスヮロガロヒニ登山がヒマ

ラヤのデビューであったが、その後は八千メート

－50－

ル峰にしか行っていない。この登山は、三次で6

名の登頂者を出すパーフェクトの成功となった。

1994年

高田馬場最後の年となった。2月の大雪の日に

ヒマラヤン・ジャーナル編集長として活躍中のハ

リシュ・カパディア氏を招請してインド・ヒマラ

ヤ会議を開催した。大変気さくな岳人だった。

4月には第一回の「高所登山事故と環境対策

研修会」を開催｡SSFの補助金を受けた。5月

には「ヒマラヤ登山日本隊遭難の記録」を出版。

6月にはチョモランマ中国側初登頂者である王富

州氏が中国登山協会主席として来日、盛大な歓迎

会を行った。

春には八嶋君が隊長で残り少なくなった未踏峰

のルンポ・カンリに行った。少々心配したが登れ

なかったものの無事故で帰国した。夏には寺沢さ

ん率いる女性合同隊がユイシュに登頂。サマー・

キャンプのユイチュは酒井氏隊長で全員登頂。ム

スターグ・アダは飛田君隊長でこれも全員が登頂

した。しかし、私が率いたミニヤ・コンカでは、

若い4名の隊員が行方不明となるという大事故と

なってしまった。付き合いが短かっただけにやり

切れない思いが強い。帰国して家族の皆さんへの

報告を行ったのは、3年前に急逝した士居君の命

日の10月15日のことであった。

丸15年を過ごした高田馬場に別れを告げる事に

なったのは、ビルの建て替えのためであった。移

転にまつわるゴタゴタをしたくないと思い交渉は

簡潔にした。八木原君の繋がりで現在の事務所に

決まったのは、ミニヤ・コンカに出発する直前の

夏の暑い日のことであった。10月末には多くの会

員の皆さんの手伝いとカンパにより滞りなく新事

務所に移転することが出来た。新事務所に移転後、

財政的な面から専従員を一名にすることとなり年

内一杯で尾形君が事務局を離れた。

高田馬場の15年史は、HAJが長く続く限りこ

れからも語り継がれて行く事だろう。

(EXPを中心として、思い出すままに高田馬場

15年を綴った。触れることのできなかった多くの

支援者については、次の機会を待ちたいと思う｡）



第Ⅱ部

35年の活動概要



昭和42年（1967年）

10月1日日本ヒマラヤ山岳協会設立

1月

3月25日

4月

7月

8月

10月19B

12月1日

昭和43年（1968年）1

ポカラ方面現地事情調査（柴田会長）

エヴェレスト方面現地調査報告（アン・カジ・ラマ、松沢憲夫、宮原巍）

ネパール政府に対して「TentativePlanforTouristResortatKhumbu」と題する宿泊施

設の建設計画を提出。

ヒマラヤ通信第1号発行(B6判縦12頁）

ヒマラヤ通信第2号発行(B6判縦12頁）

東京、大阪で「ヒマラヤの旅」打ち合わせ会。

「第1回ヒマラヤの旅」24名出発（ネパール、エヴェレスト＆アンナプルナ方面）

「第1回ヒマラヤの旅」報告会（名古屋市、グリル・ベル24名）

昭和43年度総会（名古屋市、名城大学校友会館24名十委任状56名、翌年度から終身会費を25

00円－但し夫婦会費3000円一を決定）

昭和44年（1969年）2

2月12日ヒマラヤ通信第3号発行(B6判縦30頁）

3月1日理事会（名古屋市今池、新理事に宮原巍、B.ランジャン）

15日ヒマラヤ通信第4号発行(B6判縦32頁）

4月東京、名古屋、大阪で「ヒマラヤの旅」打ち合わせ会

5月14日ネパール、インドラ・マン・セルチャン氏を招請し来日。

歓迎会は25日大阪(12名)、26日福岡(23名)、31日名古屋(19名)、6月3日

浜松(12名)、9日東京(22名）で開催。10日帰国。

17日ヒマラヤ通信第5号発行(B6判縦8頁）

6月25日ヒマラヤン・ライブラリー1「ネパール王国旅行案内」発行

7月ヒマラヤ通信第6号発行(B6判縦28頁）

28日「第2回ヒマラヤの旅」ヒンズー・クシュ踏査隊出発。（橋本広隊長以下5名）

8月26日「ヒマラヤ映画とヒマラヤを語る会」（札幌日赤会館、11名他）

10月3日理事会（名古屋市）

10日～12日「ヒマラヤの旅」打ち合わせ会兼親睦登山。中ア駒ケ岳、(31名）

ヒマラヤ通信第7号発行(B6判縦20頁）

11月5日緊急理事会（名古屋市）

26 日「 ヒマラヤを語る会」大阪、共済会館3名

12月27日第3回「ヒマラヤの旅」出発、16名（ネパール、エヴェレスト＆アンナプルナ等）
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1月

2月28日

3月

4月

6月

25日

7月

25日

8月1日

25日

9月

23日

10月3日

12月

14日

27日

昭和45年(1970年)3

ヒマラヤ通信第8号発行(B6判縦24頁）

総会（名古屋市、愛知県青年会館、38名）

ヒマラヤ通信第9号発行(B6判縦20頁）

紹介カードの発行

ヒマラヤ通信第10号発行(B6判縦32頁）

東京事務所オープン（中央区日本橋浜町2-57束京ABC社内）

会員名簿発行（350名）

ヒマラヤ通信第11号発行(B6判縦36頁）

ヒマラヤン・ライブラリー2「カトマンズとその周辺」発行

「第4回ヒマラヤの旅」出発。中京山岳会・名城大学合同ミール・サミール隊（半田重雄隊長

以下5名）後援。8月21日帰国。

「ヒマラヤの絵ざら」販売

総会（大阪市電電公社江川寮、27名）

ヒマラヤン・ライブラリー3「エベレストの麓へ」発行。

「ヒマラヤを語る会」札幌市サッポロビヤホール、22名

ヒマラヤ通信第12号発行(B6判縦36頁）

「ヒマラヤを語る会」（キラン・マン・セルチャン君を囲んで）名古屋市愛知

青年会館、19名。

理事会（名古屋市愛知青年会館）

「ヒマラヤを語る会(JACエベレスト隊他)」東京中央区立体育館、34名

ヒマラヤ通信第13号発行(B6判縦24頁）

ヒマラヤ通信第14号発行(B6判縦42頁）

「ヒマラヤ集会」札幌市市民会館、17名

「第5回ヒマラヤの旅」出発｡(ネパール、ゴサインクンド、ダウラギリ方面)10名。

『一，
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昭和46年（1971年）4

1月30間理事会（名古屋市）入会金2500円（夫婦会員3000円)、年会費2000円。

ヒマラヤ通信第15号発行(B6判縦56頁）

2月8日「ヒマラヤ集会」京都市、京都ホテル9名。

3月ヒマラヤ通信第16号発行(B6判縦52頁）

16日「ヒマ ラ ヤ 集 会 」 札 幌 市 労 農 会館、23名

26日「ヒマラヤ集会」名古屋市日新航空名古屋営業所、21名

28日「ヒマヤラ集会」大阪市うつぼ公園内スポーツマンクラブ、22名。

4月8日総会（東京都中央区総合体育館）35名。

ブータン研究会、カシミール・ラダック研究会発足。

ヒマラヤ通信第17号(B6版縦32頁深田久弥先生追悼）

東京都山岳連盟に加盟。

10日「ネパール卓球団歓送会」名古屋市スカイラウンジ、34名。

5月1日「ヒマラヤ集会」盛岡市岩手大学ホール、17名。

2日「ヒマラヤ集会」秋田市大平山神社、17名。

5日「ヒマラヤ集会」札幌市労農会館、11名。

ヒマラヤ通信第18号発行(B6判縦30頁）

6月5日～6日第1回東北地区ヒマラヤ研究会（仙台市公会堂、35名）

ヒマラヤ通信第19号発行(B6判縦46頁この号でB6判は最後となる）

28日「ヒマラヤ集会」札幌市労農会館、24名。

7月4日「キラン君送別会」名古屋市香取旅館、37名。8日東京「博雅｣、13名。

理事会（名古屋市）旅費と慶弔規定細則決定。

23日「第6回ヒマラヤの旅」出発。カシミール登山隊（空昌昭隊長以下4名）8月19日帰国。

8月25日ヒマラヤ20号発行(B5判32頁、以後各月発行となる｡）

9月24日～26日「富士山ヒマラヤ集会」河口湖ロッジ、74名。

11月25日ヒマラヤ研究I「第1回東北地区ヒマラヤ研究会報告」発行。

12月4日「ヒマラヤ集会」名古屋市ホテル・ニューナゴヤ、11名。

711「ヒマラヤ集会」東京事務所、30名。

10日「ヒマラヤ集会」大阪市近畿電電会館、10名。

26日「第7回ヒマラヤの旅」出発。（ネパール)90名。
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昭和47年（1972年）5

東京事務所か中央区立体

2月7日インド、マナリとダージリンに連絡事務所を開設。

3 日東京定例ヒマラヤ集会、37名｡(毎月第一木曜日夜、東京事務刃

育館で開催することになったので以後省略）

25日第7回北海道ヒマラヤ集会、札幌市労農会館、27名

3月20日「カシミールの山カシミール・ヒマラヤ登山隊報告」発行。

25日チベット研究会発足。

25日、28日～29日「ヒマラヤ写真展」東京都中央区立体育館

26日理事会＆総会（中央区立体育館、47名）

5月18日「 ヒ マ ラ ヤ集会」名古屋市天王会館、17名。

6月15日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学校友会館、42名。

17日～18日第2回東北地区ヒマラヤ研究会（盛岡市自治会館、73名）

20日 第 8 回 北 海道ヒマラヤ集会、札幌市雪印パーラー、19名。

7月1日ヒマラヤ研究Ⅱ「トレッキングの全て」発行。

13日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学校友会館、25名。

8月1日ヒマラヤ研究Ⅲ「ネパール・ヒマラヤトレッキング」発行。

19～20日「ヒマラヤ集会」宇都宮市みくら山会館、11名。

9月12 日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」札幌市北光教会、17名。

23日～24日「長野ヒマラヤ研究会」大町市長野県山岳総合センター、47名。

23日理事会＆総会（大町市山岳総合センター）

29日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」酒田市佐藤守利氏宅、20名。

10月1日ヒマラヤ研究Ⅳ「第2回東北ヒマラヤ研究会報告」発行。

12 日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学校友会館、20名。

13日「ヒマラヤ集会」大阪市近畿電電会館、20名。

14日「ヒマラヤ集会」広島市せとうち苑、30名。

15日「ヒマラヤ集会」福岡市西鉄労働会館、16名。

小遠征研究会発足。

11月4日～5日「ヒマラヤ集会」天童市出羽路荘、50名。

28日ヒマラヤ研究V「ブータン研究」発行。

12月4日 「ヒマラヤ集会」札幌市市民会館、18名。

14日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学、18名。
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昭和48年（1973年）6

1月25日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学友会館、19名。

27日～28日第11回北海道ヒマラヤ集会。札幌市定山渓無意根山荘、18名。

2月8日「ヒマラヤ集会」名古屋市インド航空、5名。

3月2日「カンジロバ遠征隊を送る会」札幌市アカシアホテル、65名。

8 日「 ヒマ ラヤ集会」名古屋市ニューナゴヤ、20名。

10日「ヒマラヤ集会」富山市金剛化学福祉会館、17名。

11日ネパール、カンジェラルワ隊出発。（渡辺文仁隊長以下6名）

15日「ビスタリ・クラブ」発足。集会、犬山市、13名。

31日シェルパ・リスト発行

4月1日「ランタン谷ランタン・ヒマール冬期踏査報告」発行。

12日総会、名古屋市愛知会館、22名。

5月14日「ヒマラヤ集会」名古屋市インド航空、10名。

9日～10日第3回東北ヒマラヤ研究会（天童市出羽路荘・農業会館、80名｡）

6月22日「ヒマラヤ集会」長良川、11名。

7月12日「ヒマラヤ集会」名古屋市インド航空(AI)、8名。

14日～15日「HAAJ長野研究会」諏訪市、

「インド・ヒマラヤ講演と映画の会」M.S.コーリー氏

9月15日富山県文部省登山研修所（富山ヒラヤマ集会を兼ねる)、76名。

17日名古屋市中小企業センター

18日東京、科学技術館・サイエンスホール

19日宇都宮市栃木会館

20日「カンジロバ遠征隊仮報告書」発行。

28日カシミール・ツアー隊（空昌昭団長）出発。

9月1日ヒマラヤ研究Ⅶ「チベット・ラダック研究」発行。

12日ラダック・ガルワール踏査隊（沖允人隊長以下5名）出発。

22日「ヒマラヤ集会」広島市東洋工業労働組合会館、21名。

24日「ヒマラ ヤ 集 会 」 熊 本 市 福 祉 会 館、25名。

28日第13回北海道ヒマラヤ集会、北光教会、14名◎

12月10日ヒマラヤ研究Ⅷ「第3回東北ヒマラヤ研究会報告」発行。
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昭和49年（1974年）7

1月26日～27日長野ヒマラヤ研究会、

28日 「 北 海 道 ヒマラヤ集会」札幌市電電会館、23名。

2月18日「北海道ヒマラヤ集会」札幌市電電会館、18名。

3月31日総会、東京京橋会館、31名。

6月2～3日第4回東北ヒマラヤ研究会（福島県飯坂温泉あずま荘、

7月31日ネパール、ラムジユン・ヒマール遠征隊（山倉洋一隊長以下6名）出発。

10月1日ヒマラヤ研究Ⅸ「EXPEDITIONI」発行。

12日～13日「ヒマラヤ集会」木曽50名。

11月30日～12月1日「ヒマラヤ集会」八戸市商工会館、100名。

12月14日 ｢晩餐会」東京都郵便貯金会館、

反ワ
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昭和50年(1975年)8

1月ニューデリー事務所開設。

3月30日「ヒマラヤ集会」大阪府山岳連盟事務所、12名。

31日「ヒマラヤ集会」広島市AI、17名。

4月1日「ヒマラヤ集会」福岡市電電会館、13名。機関紙「ヒマラヤ」

12日総会、名古屋市郵便貯金会館、20名。

年会費4000円となる。

2 6 日 カ シ ミール･ラダック写真展、小山市長崎屋。

5月15日ヒマラヤン・ライブラリー4「カシミールの街と山」発行。

6月8日～9日第5回東北ヒマラヤ研究会（青森県八戸市よれくら)、72名。

13日「ヒマラヤ集会」名古屋市地産 ビル、7名。

28日「ヒマラヤ集会」京都くじ荘、3 1 名 。

7月17日インド、カシミール・ヒマラヤ遠征隊（西郡光昭隊長以下7名）出発。

8月1日ヒマラヤン・ライブラリー6「小チベット、ラダック」発行。

7日インド、ガルワール・ヒマラヤ遠征隊（清水澄隊長以下7名）出発。

8日 「 ヒ マラヤ集会」名古屋市、10名。

9月12日「ヒマラヤ集会」名古屋市、地産ビル、10名。

10月10日～12日秋の総会兼親睦登山。岐阜県白川郷＆白山、39名。

11月1日ヒマラヤン・ライブラリー7「ネパールへの旅」発行。

ヒマラヤ研究X「ヒマラヤを歩き、そして登るために」発行。

4 日 「 ヒ マラヤ集会」名古屋市、18名。

－58－
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1月東京事務所開設。（中野区中央3‐4-18沢本ビル）

2月27日インド・ヒマラヤ登山隊帰国報告会、東京郵便貯金会館、71名。

3月1日「1975年HAAJインド・ヒマラヤ帰国報告書」発行。

4月4日総会、東京事務所、19名。15周年事業（ヒマラヤとシルクロード大作戦）

名称の変更。新名称「日本ヒマラヤ協会」法人設立準備。

第5回HAJヒマラヤ遠征委員会、東京、シェール・プール、7名。

9日 「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、17名。

25日「ヒマラヤ集会」鈴鹿御池岳山行、21名。

5月11日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、13名。

6月11日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、15名。

26日～27日第6回東北ヒマラヤ研究会（栃木県宇都宮市くるかみ荘)、90名。

7月9日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」名古屋市AI、13名。

8月3日～4日「ヒマラヤ集会」御岳山行、6名。

9月18日～19日「ヒマラヤ集会」

10月9日理事会、長野県原村樅の木荘、6名。

9日～11日秋のヒマラヤ集会、八ケ岳、12名。

10日「カンジロバ・ヒマール遠征報告書」発行。

11月7日第1回H&S準備委員会、名古屋市名城大学工学部、5名．

10日ヒマラヤ研究虹「インド・ヒマラヤのすべて」発行。

12日「ヒマラヤ集会」名古屋市、14名 。

28日「ヒマラヤ集会」日本ケ塚山山行、7名。

12月ヒマラヤ地図研究会発足。
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45名。

20名。

,シン氏＆水野勉氏。

2月 4日 「ヒ マラヤ集会」名古屋市、20名。

26日～27日第2回H&S準備委員会、東京世田谷、5名。

3月1日「バダクシャンからヌーリスタンヘ」発行。

20日「シェルパの履歴書」発行。

4月8日「ヒマラヤ集会」東京トラベル日本、13名。

9日「ヒマラヤ集会」岐阜市南市民会 館、16名。

25日「ヒマラヤ集会」札幌市婦人文化会館、

5月27日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、17名。

6月6日「ヒマラヤ集会」札幌市研修会 館 、

12日～13日「ヒマラヤ集会・海の幸を食らう会」気仙沼市吹上荘。

23日「ヒマ ラ ヤ 集 会 」 東 京 新 国 際 ビ ル、12名。

25日ヒマラヤン・ライブラリー8「中央アジア・シルクロード」発行。

25日～26日第7回東北ヒマラヤ研究会（秋田県秋田市協同社ビル)、45名。

7月8日「ヒマラヤ集会」岐阜市佐々木宅＆抜戸岳～笠ケ岳山行、20名．

「ヒマラヤの彼方へ」講演と映画の会。ジョギンダール・シンI

7月24日名古屋市名銀ホール

25日小山市渭芳幼稚園大ホール

26日郡山市公会堂

27日八戸市商工会館

30日帯広市勤労福祉センター

31日旭川市市民文化会館

8月1日札幌市北海道新聞社ホール

3日東京日本交通協会会議室

18日パミール登山隊（増田秀穂隊長以下3名とアライ谷班2名）出発。

9月9日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、11名。

10月23日「ヒマラヤ集会」能郷白山山行、11名。

11月26日理事会、H&S委員会、城陽市内田宅、9名。

27日総会、城陽市内田宅、15名。法人化委員会発足。カンチェンジュンガ計画承認。

1 2月3日「ヒマラヤ集会」諏訪郡原村田中ペンション、12名。

4日「ヒマラヤ集会」東京トラベル・ジャパン、20名。

9日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、15名。

20日「パミール・山と高原」発行。
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1月22日常任理事会、東京うづら荘、7名。

2月2日理事会、東京お茶の水ウィーン、8名。

6日「ヒマラヤ集会」札幌婦人文化会 館、

10日ヒマラヤ研究Ⅲ「EXPEDITIONⅡ」発行。

17日「ヒマラヤ集会」名古屋市ニューナゴヤ、14名。

19 日「ヒマラヤ集会」東京渋谷区フミネM、 32名。

24日「ヒマラヤ集会」京都市超勝寺、1 2 名 。

3月10日「ヒマラヤ集会」名古屋市AI、ll名。

20日「ヒマラヤ集会」東京連絡所、14名。

4月1日東京事務所開設（渋谷区本町1-29-4堀内立三方）

東京連絡所開設（千代田区外神田5‐6‐3アド社内）

「カシミールの盟主ヌン7135m」発行。

7日バトゥーラⅢ峰登山隊（西郡光昭隊長以下10名）出発。

10日「ヒマラヤ集会」札幌婦人文化会館、

20日「ヒマラヤ集会」東京連絡所、13名。

21日「ヒマラヤ集会」名古屋市好日山荘、11名。

23 日奥美濃・金糞岳山行、14名。

5月7日理事会、東京連絡所、10名。

19日理事会、H&S委員会、岩手県沢内村、3名。

20日～21日第8回東北ヒマラヤ研究会（岩手県沢内村開発センター)、47名。

20日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」東京連絡所、12名。

6月20日「ヒマラヤ集会」東京連絡所、13 名。

26日「ヒマラヤ集会」札幌ちとせつる 、

8月4日ヌン登山学校隊（沖允人隊長以下9名）出発。

9月10日トリスル登山学校隊（稲田定重隊長以下19名）出発。

10月14日「ヒマラヤ集会・ヌン報告」名古屋市千種会館、40名。

「ヒマラヤ集会」高崎市シャモニー、

29日総会、東京家の光ビル、37名。任意団体日本ヒマラヤ協会通常総会。

社団法人日本ヒマラヤ協会設立総会。新体制のスタート。

事務所を名古屋から東京へ移転（江戸川区西葛西5‐8‐4-1216山森方）

12月9日～10日「ヒマラヤ集会」酒田市西浜海岸ホテル、37名。

23日常務理事会、東京銀杏荘、5名。
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1月20日「ヒマラヤ集会」仙台市市役所研修室、25名。

「ヒマラヤ集会」福井市芦原温泉降泉荘、11名。

21日「ヒマラヤ集会」札幌市婦人会館、20名。

2月18日「ヒマラヤ集会」広島市中国新聞社会議室、13名。

19日「ヒマラヤ集会」大阪市チサン・ホテル、21名。

20日「ヒマラヤ集会」酒田市労山事務所、28名。

21日「トリスル28日間」発行。

3月31日理事会、東京全特会館、9名。

4月1日「森田勇造氏講演会」東京都勤労福祉会館、72名。

総会、東京都勤労福祉会館、25名（委任状260名）夫婦会員制度。

評議員会、東京連絡所、11名。

機関紙「ヒマラヤ」新装発行（編集長・角田不二常務理事）

8日「ヒマラヤ集会」水戸市婦人会館、28名。

5月26日「ヒマラヤ集会」福島市あづま荘、24名。

8月5日「S.R・シャルマ氏歓迎会」東京都勤労福祉会館、27名。

6日「第1回ネパール・ヒマラヤ研究会」札幌市婦人会館、

8日「第2回ネパール・ヒマラヤ研究会」仙台市都市センター

11日「第3回ネパール・ヒマラヤ研究会」福岡市はかた会館

12日「第4回ネパール・ヒマラヤ研究会」大阪府立青少年会館

14日「第5回ネパール・ヒマラヤ研究会」東京都勤労福祉会館

17日「S.R.シャルマ氏サヨナラ・パーティー」東京っな八、12名。

9月9日「ヒマラヤ集会」京都市、5名。

16日キャシードラル登山学校隊（山倉洋一隊長以下13名）出発。

22日～24日「秋のヒマラヤ集会」富士山、18名。

25日会章決定（制作者：山形県、斉藤豊会員）

10月21日稲田定菫専務理事、インド側の招待によりガンゴトリ山群視察に出発。

27日「登山学校報告会」東京都勤労福祉会館、18名。

11月1日新事務所開設（新宿区高田馬場3-23-1淀橋食糧ビル506号）

山森欣一常務理事が事務局長として専従。

12月8日～9日「第1回日本ヒマラヤ会議」山形市あこや会館、39名。

21日機関紙「ヒマラヤ」100号記念座談会、ルーム、6名。

22日常務理事会、ルーム、4名。

30日ネパール、セミナー・トレッキング隊（岩水竜峰隊長以下21名）出発。
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2月16日「カンチエンジュンガ偵察隊壮行会」東京海洋会館、50名。

17日「ヒマラヤ集会」名古屋市中小企業センター、25名。

27日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」広島市RCC文化センター、

24日「第2回日本ヒマラヤ会議」京都市農協会館、47名。

3月1日ヒマラヤ100号発行。

カンチェンジュンガ偵察隊（山森欣一隊長以下7名）出発。

9日「第3回日本ヒマラヤ会議」札幌市中央競馬会場外センター、48名。

16日「ジョギンダ ー ル ・ シ ン 氏 歓 迎 会 」 東京都勤労福祉会館、

「インド・ヒマラヤ集会」

3月17日仙台市宮城県婦人会館、28名。

18日宇都宮市栃木県青年会館、31名。

20日名古屋市愛知県中小企業センター、28名。

21日「ヒマラヤ集会」大阪市府青年会館、26名。

23日「第1回イ ンド・ヒマラヤ会議」東京AI、32名。

「ジョギンダール・シン氏サヨナラ・パーティ」、東京都

4月20日総会、東京岸記念体育館、31名（委任状339名）

年会費6000円となる。

「セミナー・トレッキング報告会」東京岸記念体育館、

24日「東京ヒマラヤ定例集会」以後毎月ルームにて開催。

6 月7日「野田衛氏講演会」東京

24日「ヒマラヤ集会」名古屋市

7月6日「第4回日本ヒマラヤ会議」仙台市共済会館、48名。

8月1日文部省へ法人設立許可申請書提出。

「高所登山懇談会」ルーム、5名。

9月13日ケダルナート登山学校隊（尾形好雄隊長以下20名）出発。

10月25日「第5回日本ヒマラヤ会議」高知市、32名。

26日「第6回日本ヒマラヤ会議」福岡市電気ビル、38名。

27日「ヒマラヤ集会」長崎市

11月2日～3日「第7回日本ヒマラヤ会議」前橋市、70名。

16日「第8回日本ヒマラヤ会議」大町市長野県山岳総合センター、31名。

27日「登山学校報告会」東京都勤労福祉会館、60名。

29日「ヒマラヤ集会」小山市

12月6日「ヒマラヤ集会」水戸市
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1月20日「日本ヒマラヤ協会年報I」発行。

29日「カンチェンジュンガ隊壮行会」東京、東方会館、

「ザンスカール山群中央部踏査報告」発行。

2月14日カンチェンンジュンガ隊（山森欣一隊長以下22名）出発。

3月29日「ヒマラヤ集会」水戸市

4月5日「第9回日本ヒマラヤ会議」札幌市社会教育センター、35名。

8日カンチェンジュンガ学術隊（五百沢智也隊長以下4名）出発。

5月17日理事会、ルーム、6名。

総会、東京アジア会館、17名。（委任状297名）

6月13日「第10回日本ヒマラヤ会議」秋田・田沢湖、25名。

7月18日「ネパール・ヒマラヤ研究会」東京海洋会館、

「S.R.シャルマ氏歓迎会」東京、

19日「第11回日本ヒマラヤ会議」京都伝統会館、18名。

11日理事会、ルーム、6名。

31日「日本カンチェンジュンガ学術遠征報告」発行。

8月17日「ランタン・リ登山隊壮行会」長井市、

23日「第12回日本ヒマラヤ会議」仙台市郵便貯金会館、35名。

25日「H.C・サリーン氏歓迎会」東京ライオン、

28日「H.C.サリーン氏サヨナラ・パーティ」東京、天国、

30日ランタン・リ登山隊（植松秀之隊長以下7名）出発。

9月11日ナンダ・カート登山学校隊（小島守夫隊長以下8名）出発。

28日ナンダ・カート隊遭難、7名行方不明となる。

30日「カンチェンジュンガ報告会」東京都勤労福祉会館、

10月25日ナンダ・カート捜索隊（菊地薫隊長以下14名）出発。

11月7日カンチェンジュンガ第二次学術隊（五百沢智也隊長以下2名）出発。

28日～29日「第13回日本ヒマラヤ会議兼第2回インド・ヒマラヤ会議」南

12月5日「第14回日本ヒマラヤ会議」高知市高知会館、32名。

6日「ヒマラヤ集会」広島市甘党の店、12名。

7日「ヒマラヤ集会」長崎市交通会館、10名。

20日「ナンダ・カート捜索報告会＆追悼会」東京岸記念体育館、

前橋市新花茶屋、
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1月9日～10日「第3回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、30名。

10日「ヒマラヤ登山やること、やるべきではないこと」発行。

20日「インド・ヒマラヤの手引き」発行。

尾形好雄常務理事専従。機関誌編集長に就任。

2月21日「第15回日本ヒマラヤ会議」札l幌市西区区民センター、30名。

2 4日「NMAナルシン・プラダハン氏歓 迎会」東京新宿聚楽、2

3月14日「第16回日本ヒマラヤ会議」福岡市、28名。

19日理事会、ルーム、7名。

4月16日「ブリクティ登山隊壮行会」東京、赤坂鮨勝、

17日ブリクティ登山隊（菊地薫隊長以下9名）出発。

5月5日「ヒマラヤ、そして仲間たちへ」発行。

30日総会、東京都勤労福祉会館、25名。（委任状241名）

ヒマラヤ登山実践研究会発足｡

7月10日「クン登山学校壮行会」東京、東方会館、70名。

16日「ブータンを語る夕べ」ルーム、18名。

23日カラコルム・セミナートレッキング隊（小林英見隊長以下6名）出発。

25日クン登山学校隊（山森欣一隊長以下17名）出発。

8月9日クン隊で勝山教孝隊員が落石のため死亡。

9月25日ナンダ・カートBC訪問団（小島守夫団長以下2名）出発。

10月10日稲田定菫専務理事第44回UIAA総会に招待され、カトマンズへ出発。

15日 「 ヒ マ ラ ヤ集会」広島市RCC文化センター、

16日～17日「第17回日本ヒマラヤ会議」高知市、20名。

11月8日「冬季マナスル登山隊壮行会」東京ダム・ダム、30名。

10日「冬季マナスル登山隊（山田昇隊長以下10名）出発。

12月5日「ヒマラヤ集会」酒田市文化会館、42名。

18日冬季マナスル登山隊の佐久間隊員が滑落死亡。

20日「ナンダ・カート1981登山・事故・捜索・追悼」発行。

30名。

20名。

ハrー
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1月8日～9日「第4回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、36名。

2月20日「佐久間隆追悼集会」東京、

2 4日「ニドップ・ドルジェ氏歓迎会」東京、

2 6 日 「 第 1回ブータン・ヒマラヤ研究会」札幌市、

2 7日「第2回ブータン・ヒマラヤ研究 会 」 名 古 屋 市 、

「クン・南面」発行。

3月1日「第3回ブータン・ヒマラヤ研究会」東京、36名。

4日「ニドップ・ドルジェ氏サヨナラ・パーティ」東京、銀座、

5日ネパール山岳博物館協議（於、JAC)

7日第1次訪中団（稲田赤軍団長以下2名）出発。

31日「日本ヒマラヤ協会年報Ⅱ」発行。

4月15日理事会、ルーム、5名。

20日女性ブータン・トレッキング隊（黒石恒隊長以下7名）出発。

尾形好雄常務理事関連事業協議のためカトマンズへ出発。

27日北海道・ブータン遠征隊（京極紘一隊長以下7名）出発。

5月22日総会、東京都勤労福祉会館、24名（委任状218名）

6月11日～12日「第18回日本ヒマラヤ会議」宇都宮市、13名。

15日第2次訪中団（稲田定重団長以下2名）出発。

7月2日Fヌン登山隊壮行会」東京大飯店、54名。

24日ヌン登山隊（飛田和夫隊長以下7名）出発。

31日「第1回中国登山研究会」東京龍牛蛍ビル、70名。

「中国登山協会代表団歓迎会」東京池袋、28名。

8月2日「第2回中国登山研究会」札幌 市 、 8 0 名 。

20日稲田定菫専務理事、インド、ブータンへ出発。

27日インド登山財団創立25周年記念で稲田専務理事が講演。

9月21日ネパール山岳博物館協議（於、JAC)

23日スークーニヤン隊（角田不二隊長以下3名・同行取材5名）出発。

28日ブータン偵察隊（戸谷薫隊長以下2名）出発。

10月1日「烈風の彼方へ」発行。

9日中国ナムチャ・バルヮ隊岩登り技術指導（角田不二／吉田憲司）

26日ブータン人登山研修生2名受け入れ来日｡(タシ・ツェリン／パサン・ツェリン）

12月21日まで滞在。

12月4日「第 19回日本ヒマラヤ会議」仙台市、

ハハ
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1月1日「ヌン登頂」発行。

7日～8日「第5回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、36名。

10日「北アルプス剣岳八シ峰救援本部」設置｡(ナンガ・パルバット登山隊合宿チーム）

28日稲田定菫専務理事訪印。

2月13日「第1回カラコルム研究会」東京海洋会館、45名。

「ムニュール・デン氏歓迎会」東京海洋会館、46名。

15日「第2回カラコルム研究会」京都、25名。

16日「ペンバ・ノルブ＆ナワン・ヨンデン両氏歓迎会」東京新宿、21名。

23日～24日常務理事会、5名。

3月13日山森欣一常務理事訪中

17日「雲南隊壮行会」東京高田馬場、21名。

4月1日雲南登山隊（飛田和夫隊長以下4名・同行取材7名）出発。

14日理事会、ルーム、8名。

「HAJ合同壮行会」東京海洋会館、120名。

25日ジチュ・ダケ登山隊（八木原圀明隊長以下9名）出発。

5月18日ナンガ･パルバット隊（角田不二隊長以下4名）出発。

19日拡大理事会、ルーム、9名。

総会、東京龍牛蛍ビル、17名（委任状213名）

副会長に遠藤登氏就任。

25日稲田定重専務理事訪中。

6月25日ナムナニ偵察隊（山森欣一隊長以下4名・同行取材4名）出発。

7月1日「プラチャンド・マン・シュレスタ氏歓迎会」東京、

「第6回ネパール・ヒマラヤ研究会」東京

4 日「第7回ネパール・ヒマラヤ研究会」仙台

18日阿部淳理事「第2回ヒマラヤ登山観光会議」出席のため訪印。

23日ナンガ・パルパット隊事故第一報入る。角田隊長以下4名全員行方不明となる。

27日スークーニャン・トレッキング隊（小林英見隊長以下6名）出発。

28日マモストン・カンリ登山隊（尾形好雄隊長以下5名）出発。

8月11日ナンガ・パルバット捜索隊（片岡邦夫隊長以下2名）出発。

10月1日「ナンガ・パルバット合同追悼会」東京岸記念体育館、

28日稲田定菫専務理事、山森欣一常務理事訪中。

12月1日「ヒマラヤ集会」名古屋市名城大学校友会館、13名。

14日稲田定菫専務理事、尾形好雄常務理事訪中。
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1月12日～13日「第6回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉館、45名。

2月6日第2次ブータン登山研修生受け入れ。（イシ・ウォンチェック／ジョチェ・ドルジェ）

4月13日

18日

5月11日

12B

20B

23日

6月30日

7月1日

13日

14B

26日

8月2日

14日

16日

9月5日

10日

15日

12月9日

19日

25日

（2月6日～3月23日まで）

「K2登山隊壮行会」東京東方会館、160名。

稲田定菫専務理事、八木原圀明常務理事、舘野秀夫会員訪中。

理事会、大正セントラルホテル、8名。

総会、大正セントラルホテル、14名（委任状226名）

沖允人会員「第3回ヒマラヤ登山観光会議」出席のため訪印。

K2登山隊（飛田和夫隊長以下16名）出発。

「黄河源流探検隊壮行会」東京日本橋精養軒、70名。

黄河源流探検隊（八木原圀明隊長以下6名・同行取材11名）出発。

稲田定菫専務理事、山森欣一常務理事訪中。

ナンガ・パルバットBC訪問団（土居正勝団長以下11名）出発。

「千人の悪魔」発行。

「合同壮行会」東京東方会館、180名。

東部カラコルム曰印合同登山隊（沖允人隊長以下5名）出発。

日中婦人友好登山隊（中根千枝総隊長以下8名）出発。

中ネ辺境踏査隊（中江啓介隊長以下7名）出発。

ガンカル・プンスム登山隊（大内倫文隊長以下10名）出発。

クラウン登山隊（舘野秀夫隊長以下11名）出発。

稲田定菫専務理事訪中。

ギャラ・ぺり偵察隊（山森欣一隊長以下2名）出発。

「日中婦人友好登山隊報告会」東京私学会館。

「ガンカル・プンスム登山報告書」発行。

稲田定菫専務理事、山森欣一常務理事訪中。

「ギャラ・ぺり偵察報告」発行。
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1月11日「N.D.ジャヤール氏歓迎会」東京、高田馬場、9名。

11日～12日「第7回インド・ヒマラヤ会議」東京、目黒さっき会館、41名。

2月28日「四川省登山協会代表団歓迎会」東京、

3月2日「第3回中国登山研究会」東京、大正セントラルホテル、36名。

6日稲田定菫専務理事、尾形好雄常務理事訪中。

4月5日「第1回ExpeditiOn研究会（北海道)」札幌市、青少年会館、40名。

17日常務理事会、ルーム、6名。

27日遠藤登副会長、山森欣一常務理事訪中。

5月1 3日「トランゴ・タワー隊壮行会」東京、高田馬場、32名。

19日日・ポ合同トランゴ・タワー登山隊（山田昇隊長以下3名）出発。

24日理事会、東京、大正セントラルホテル、7名。

総会、東京、大正セントラルホテル、19名（委任状199名）

31日「地球の背骨の一角に立つ」発行。

6月 4 日「プラチャンド・マン・シュレスタ氏御夫妻歓迎会」東京新宿、7名

30日「ナンガ・パルバット勇者よ永遠に」発行。

7月6日稲田定菫専務理事訪中。

7日常務理事会、ルーム、4名。

12日「 合同壮行会」東京、東方会館、200名。

25日日中合同雪宝頂登山隊（遠藤登隊長以下10名）出発。

8月3日日印合同女子遠征隊（寺沢玲子隊長以下6名）出発。

12日「中国登山協会代表団歓迎会」東京、

29日山森欣一常務理事訪中。

9月1日ラプチェ・カン偵察隊（斎藤安平隊長以下2名)、カルジャン登山隊（新郷信廣隊長ル9月1日ラプチェ・カン偵察隊（斎藤安平隊長以下2名)、カルジャン登山隊（新郷信廣隊長以下6名)、

チョー・アウイ登山隊（八嶋寛隊長以下10名)、ギャラ・ペリ登山隊（飛田和夫隊長以下6名）

出発。

17日阿部淳理事「第4回ヒマラヤ登山観光会議（マナリ）」出席のため訪印。（13日に山田昇理事も

同会議のため訪印）

15日「日本ヒマラヤ協会年報Ⅲ」発行。

29日西南中国広域踏査隊（山森欣一隊長以下9名）出発。

11月23日稲田定菫専務理事、新貝理事訪中。

30日「第4回中国登山研究会」東京、大正セ ントラルホテル、40名。

「チベット登山協会代表団歓迎会&HAJ秋期中国4隊合同報告会」

東京、東方会館、60名。
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1月11日「第8回インド・ヒマラヤ会議」東京、岸記念体育館、35名。

「Co1.N.クマール氏講演と映画の夕べ＆御夫妻さよならパーティ」東京、

大正セントラルホテル、13名。

2月1日「K2(8,611m)高みを求めて」発行。

3月25日尾形好雄常務理事ブータンへ出発。

5月30日理事会、東京、大正セントラルホテル、9名。

総会、東京、大正セントラルホテル、25名（委任状199名）

創立以来20年間会長を務められた柴田金之助氏が退任、名誉会員に推挙される。

6月19日常務理事会、ルーム、5名。

7月5名稲田定菫専務理事、山森欣一常務理事訪中。

11日「合同壮 行 会 」 東 京 、 東 方 会館、

25日ゲニ登山隊（飛田和夫隊長以下13名)、新胄偵察隊＆トレッキング隊（植松秀之隊長以下9名）

出発。

26日ヌン女子登山隊（木下祥子隊長以下5名）出発。

「芥烏衣峰7,354m]発行。

8月5日「天府の霊峰雪宝頂」発行。

20日尾形好雄常務理事訪中。

9月1日「謎の河の秘峰ギャラ・ぺり」発行。

10日日中友好ラプチエ・カン合同登山隊（山森欣一隊長以下9名）出発。

12日～13日「柴田前会長を囲む会」御岳山、14名。

25日中ソ辺境踏査隊（尾形好雄隊長以下6名）出発。

12月1日「神の山ケニ峰」発行。

4日冬季バルトロ氷河偵察隊（飛田和夫隊長以下2名）出発。
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1月10日

3月27日

4月6日

16日

22日

30日

5月20日

28日

6月6日

7月1日

9月10日

12日

21日

10月3日

11月27日

12月

昭和63年（1988年）21

「第9回インド・ヒマラヤ会議」東京、目黒さっき会館、35名。

稲田定重専務理事、山森欣一常務理事、新貝勲理事訪中。

「ヒマラヤ集会」盛岡市、県民会館、18名。

山森欣一常務理事訪中。

「合同壮行会」東京、東方会館、160名。

新胄登山隊（植松秀之隊長以下8名）出発。

「友好の白き頂ラプチェ・カン」発行。

ケニ登山隊（飛田和夫隊長以下7名）出発。

理事会、ルーム、

総会、東京、シチズン・ポール、18名（委任状201名）

日印合同リモI峰登山隊（尾形好雄隊長以下7名）出発。

機関誌「ヒマラヤ200号」発行。

「合同壮行会」東京、東方会館、

ガッシヤーブルムⅡ登山隊（飛田和夫隊長以下6名）出発o

尾形常務理事「第5回ヒマラヤ登山観光会議（ムスリー)」出席のため訪印。

チベット登山隊（山田昇隊長以下4名）出発。

日印合同リモI峰登山隊が、国際山岳連盟(UIAA)の遠征委員会のヒット・クライミンク

に選ばれた。

「カシミールの女神ヌン」発行。
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1月8日

3月6日

4月1日

5月27日

6月12日

20B

7月15日

23日

26日

8月15日

平成元年（1989年）22

「第10回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、38名。

山田昇常務理事、小松幸三・三枝照雄両終身会員の3名が、冬季マッキンリーで遭難との報が

入り、本会として捜索を含む「遭難対策本部」の活動を全面的に支援する。

中華民国山岳協会ヌン登山隊（高銘和隊長以下15名）来局し、ヌン情報提供する。

理事会、ルーム、8名。

総会、東京、シチズン．ボール、19名。（委任状218名）

「神の山格呈峰」発行。

本年1月19日に全焼したネパールのタンボチェ僧院の再建援助について、山岳団体が協力する

ための協議が行われ、日山協、労山、JAC、日ネと共に募金を実施する。

「合同壮行会」東京、東方会館、

ヴアスキ．パルパツト登山隊（出口當隊長以下3名）出発。

シヤラリ登山隊（山森欣一隊長以下9名）出発o

チョモランマ登山隊（尾形好雄隊長以下9名）出発。

ワリ
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1月7日

14日

3月19日

31日

4月16日

5月16日

26日

31日

7月1日

7日

11日

8月15日

9月14日

23日

10月20日

24日

31日

12月6日

20日

平成2年(1990年)23

「第11回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、41名。

稲田定菫専務理事、尾形好雄常務理事訪印。

ITBP｢D.G.ラオ御夫妻さよならパーティ」東京、11名。

「もう一つのチベットへ桃源郷への山旅」発行。

「中国登山の手引き・初版」発行◎

ヒマラヤを中心とする山岳環境の保護を啓蒙する活動を行うために、新しい団体「日本ヒマラ

ヤン・アドベンチャー・トラスト」を設立するに当たり、日山協、労山、JACと共に、この

運動に協力することとなった。

常務理事会、ルーム、5名。

理事会、ルーム、8名。臨時理事会、大正セントラルホテル、7名。

総会、東京大正セントラルホテル、17名。（委任状205名）理事長制度に移行。

会長に遠藤登氏が就任。

尾形好雄常務理事訪印。

北部インド辺境踏査隊（尾形好雄隊長以下5名）出発。

「合同壮行会」東京、東方会館、175名。

サトパント登山隊（保坂昭憲隊長以下10名）出発。

クラウン登山隊（舘野秀夫隊長以下7名）出発。

常務理事会、ルーム、4名。

稲田定重理事長、八木原圀明常務理事訪印。

クラウン登山隊の舘野隊長と菅沼医師の遭難の報入る。

山森欣一専務理事事故処理のため訪中。

尾形好雄常務理事訪印。

稲田定重理事長訪印。

日印合同ブラマプトラ河河下り隊（八木原圀明隊長以下5名・同行取材班5名）出発。

財政用テレフォンカード作成（ナムチャ・バルワ＆ギャラ･ぺりの2枚組）
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1月1日

13日

2月28日

3月3日

4月18日

5月25日

6月20日

7月7日

14日

8月1日

25日

9月10日

19日

10月5日

9日

17B

12月5日

平成3年（1991年）24

58名。

「神秘のグレート・ベンドナムチャ・パルワ」発行。

「第12回インド・ヒマラヤ会議」東京、新宿勤労福祉会館、

日印合同カンチエンジュンガ登山隊（尾形好雄隊長以下14名）出発。

稲田定重理事長訪印。

シッキム撮影隊出発。

理事会、ルーム

総会、東京、大正セントラルホテル、22名（委任状382名）

「サトパント峰登頂記聖地巡礼の旅」発行。

「合同壮行会」東京、東方会館、

ヌン登山隊（中岡久隊長以下12名）出発。

雪宝頂登山隊（酒井國光隊長以下13名）出発。

クラウン峰BC踏査隊（星野貢隊長以下6名）出発。

ミニヤ・コンカ登山隊（山森欣一隊長以下12名）出発。

稲田定重理事長「第7回ヒマラヤ登山観光会議」出席のため訪印。（登山の

「神の河ブラマプトラの激流を下る」発行。

(登山の部で講演）

「ITBP代表団歓迎会」東京、アルカディア、

「ITBP代表団サヨナラパーティー」東京、九段会館。

｢青海登山協会代表団歓迎会」東京、花福、10名。
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1月12日

2月2日

4月5日

15日

23日

5月30日

6月7日

30B

7月4日

14日

19日

30日

9月20B

10月24日

12月1日

5日

平成4年（1992年）25

ンビック記念青少年総合センター、「第13回インド・ヒマラヤ会議」東京、オリンピック記念青少年総合

50名。

パラグライダー調査団（森田千里ら4名）出発。

「新胄登山隊壮行会」東京、東方会館、53名。

稲田定重理事長訪印。

「土居正勝氏を偲ぶ会」東京、東方会館、120名(4団体共催）

新胄登山隊（福山佶隊長以下6名）出発。

理事会、ルーム、6名。

総会、東京、高田馬場西商店街ビル、17名（委任状228名）

「天壇の山に挑むミニヤ・コンカ東面」発行。

寺沢玲子日印合同女子登山隊隊長訪印。

「秀麗ヌン峰を筆じる」発行。

「合同壮行会」東京、東方会館、

クラウン峰登山隊（山森欣一隊長以下12名）出発。

日印合同女子登山隊（寺沢玲子隊長以下6名)、ヌン登山隊（今村裕隆隊長以下14名）

小雪宝頂登山隊（酒井國光隊長以下7名）出発。

尾形好雄常務理事「第8回ヒマラヤ登山観光会議（ゴウハティ）」出席のため訪印。

クラウン登山隊二俣登筆隊長遭難の報入る。

「麗しき四川の夏」発行。

稲田理事長訪印。

出発。
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平成5年（1993年）26

1月10日「第13回インド・ヒマラヤ会議」東京、目黒さっき会館、

21日「クラウン峰報告会＆二俣勇司氏を偲ぶ会」東京、125名。

2月19日「日印合同ピラミッド・ピーク隊壮行会」東京、銀座、

21日日印合同ピラミッド・ピーク登山隊（尾形好雄隊長以下5名）出発。

3月7日「HAJ事故対策研修会」東京、シチズン・ボール、31名。

20日～21日「第1回北海道海外登山研究会」札幌市、（3団体共催｡）

20日「美しき谷の姉妹峰四姑娘山登山の記録」発行。

4月23日稲田理事長、ヒマラヤン・クラブ名誉会員に推挙される。（日本人としては西掘栄三郎、三田

幸夫両氏に次いで3人目となった｡)

5月29日理事会ルーム、6名。

総会、東京、シチズン・ボール、15名（委任状245名）

6月29日「N.D.ジャヤール氏さよならパーティー」東京、9名。

7月10日「合同壮行会」東京、東方会館、

18日ヌン登山隊（中川裕隊長以下7名）出発。

22日ユイチュ登山隊（山森欣一隊長以下6名）出発。

24日ムスターグ・アダ登山隊（酒井國光隊長以下11名）出発。

8月19日稲田理事長、植松秀之理事訪印。

9月プラスチック製登山靴が「突然破壊」する問題に対処するために、労山の呼び掛けで、日山協、

JACと共に「プラスチック製登山靴突然破壊問題に関する山岳4団体懇談会」を発足させ、

登山者側から事故防止の啓蒙等に取り組んだ。

10月6日寺沢玲子常務理事、帯広ビスタリクラブのニルカンタ峰遭難事故処理支援のため、同遭難対策

本部からヒマラヤ協会への要請により訪印。

31日「カンチェンジュンガー西・東一」発行。

「NUN7135」発行。

11月30日「知られざる北部シッキムの山々」発行。

12月10日チベット登山協会から要請の有った「8000m峰14座登頂支援」について、日山協、JAC、長

山協と協議。
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2月11日

13B

17日

4月3日

6日

11日

12日

5月21日

26日

6月13日

20日

29日

30日

7月9日

10B

15日

21日

8月7日

10日

17日

10月4日

11月1日

25日

平成6年（1994年）27

「東部カラコルム」発行。

「第15回インド・ヒマラヤ会議」東京、シチズン・ポール、46名。

「ハリシュ・カパディア氏さよならパーティ」東京、15名。

「第1回高所登山事故と環境対策研修会」東京勤労福祉会館、72名。

［新彊登山協会代表団歓迎会」東京、高田馬場、19名。

「ルンポ・カンリ隊壮行会」東京、高田馬場、22名。

ルンポ・カンリ登山隊（八嶋寛隊長以下9名）出発。

「ナマステ1サラスヮティーサラスワティ峰初登頂の記録一」発行。

理事会、ルーム、9名。

総会、東京、シチズン・ポール、23名（委任状242名）

「ヒマラヤ登山日本隊遭難の記録」発行。

「永別皇冠峰」発行。

常務理事会、ルーム、6名。

「中国登山協会代表団歓迎会」東京、高田馬場、幸村、

「日中友好女性隊壮行会」東京、高田馬場、花福、

日中友好女性合同登山隊（寺沢玲子隊長以下4名）出発。

「合同壮行会」東京、東方会館、

臨時理事会＆評議員会、ルーム、

稲田理事長訪印。

ムスターグ・アダ登山隊（飛田和夫隊長以下7名)、ユイチュ登山隊（酒井國光隊長以下6名）

出発。

スピティ／ラダック奥地探査隊（沖允人隊長以下3名）出発。

「HAJSummerCamp罠嵩の頂を踏む」発行。

ミニヤ・コンカ登山隊（山森欣一隊長以下7名）出発。

ミニヤ・コンカ隊4名行方不明の報入る。

新事務所に移転。（豊島区東池袋4‐2‐7萬栄ビル501号）

常務理事会、ルーム
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1月8日

28日

4月2日

10日

16日

5月12日

19日

27日

6月12日

7月8日

23日

12月12日

平成7年（1995年）28

「第16回インド・ヒマラヤ会議」東京都勤労福祉会館、60名。

「尾形好雄事務局員の退職を労う会」東京、屋形船、

「第2回高所登山事故と環境対策研修会」東京都勤労福祉会館、

「ルンポ・カンリチベットの未踏峰」発行。

「ミニヤ・コンカ峰合同追悼会」札幌市、ベルコ会館、200名。

「葱嶺の白き父なる山ムスターグ・アダ登頂の記録」発行。

「クンヤン・チッシュ隊壮行会」東京、

ミニヤ．コンカ隊中国訪問団（山森欣一団長以下5名）出発。

山森専務理事「ヒマラヤ登山国際シンポジウム（ラサ)」出席のため訪中○
理事会、ルーム、6名。

総会、東京、かんぽヘルスフ°ラザ東京、16名（委任状309名）

年会費8000円となる。

クンヤン．チッシュ登山隊（飛田和夫隊長以下4名）出発。

「ヌン隊壮行会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、

ヌン登山隊（酒井國光隊長以下11名）出発。

山森専務理事「韓国ヒマラヤ・クラブ年次晩餐会（ソウル)」出席のため訪韓。

－78－
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平成8年（1996年）29

1月27日～28日「第17回インド・ヒマラヤ会議」前橋市、72名。群馬岳連と共催。

2月10日「東毘需・天女の山玉虚峰に登る」発行。

3月20日「フカム・シン氏さよならパーティ」東京、かんぽヘルスプラザ東京、29名

21日「中国登山協会代表団歓迎会」東京 、高松、9名。

4月7日「第3回高所登山事故と環境対策研修会」東京、かんぽヘルスフ°ラザ東京、

40名

14日「横断山脈ミニヤ・コンカ峰登山と遭難の記録」発行。

21 日「プラブーツ突然破壊シンポジウム」東京、オリンピック記念青少年総合セン

ター」4団体共催。

23日「遠藤登会長の退職を労い、酒井國光 理 事 の 春 山 出 版 を 祝 う 会 」 東 京 、 東 方 会

館、92名。

5月14日中川裕常務理事、HAJ所属として東京都山岳連盟理事に就任。(21日常務理事・海外委員長

就任）

25日理事会、ルーム、7名。臨時理事会、かんぽヘルスフ°ラザ東京、8名。

総会、東京、かんぽヘルスフ°ラザ東京、21名。（委任状259名）

28日山岳4団体（日山協、労山、JAC、HAJ)による情報管理意見交換会。

30日山森欣一専務理事「第2回日韓岳人シンポジウム（釜山)」出席のため訪韓。

7月6日「 ム ス タ ー グ・アダ壮行会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、

20日ムスターグ・アダ登山隊（中川裕隊長以下6名）出発。

8月24日ニンチン・カンサ偵察隊（山森欣一）出発。

9月25日日中合同ヤンラ・カンリ偵察隊（山森欣一）出発。

11月1日機関誌「ヒマラヤ300号」発行◎

11月28 日 「 中 国 登山協会／西蔵登山協会代表団歓迎会」東京、屋形船、

－79－



1月1日

12日

19日

31日

2月18日

3月8日

14日

23日

25日

5月31日

7月12B

16日

20日

8月17B

9月26日

10月1日

12月8日

平成9年（1997年）30

朝日現代用語「知恵蔵」1997年版「スポーツ」の項目に「日本人のヒマラヤ登山」掲載。

「第18回インド・ヒマラヤ会議」東京、かんぽヘルスプラザ東京、36名。

「第5回中国登山研究会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、35名。

「谷甲州先生を囲む会」ルーム、10名。

「神々の座八千メートル峰への挑戦」発行。

「日中合同クーラ・カンリⅡ峰隊壮行会」かんぽヘルスプラザ東京、60名。

臨時常務理事会、ルーム、4名。

「第4回高所登山事故と環境対策研修会」東京、豊島区民センター、32名。

日中合同クーラ・カンリⅡ峰登山隊（山森欣一隊長以下7名）出発。

理事会。ルーム、6名。

総会、東京、かんぽヘルスプラザ東京、14名（委任状268名）

年会費1万円となる。

「合同壮行会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、

ムスターグ・アダ女性登山隊（市川春代隊長以下6名）出発。

ニンチン・カンサ登山隊（天城敞彦隊長以下13名）出発。

山森専務理事訪中。

山森欣一専務理事訪中。

ネパール山岳協会がポカラに建設中の「国際山岳博物館」に対する支援要請について関係6団

体（日山協、労山、JAC、HAJ、HAT-J、日ネ）が支援組織を結成して協力すること
を決定。

創立満30年を迎える。

「チベット登山協会代表団歓迎夕食会」東京、ナバホ、JACと共催。

-80-



1月8日

24日

25日

26日

2月1日

8日

3月4日

16日

24日

4月5日

20日

5月1日

30B

6月26日

7月11日

19日

8月1日

10B

9月21B

10月10日

11月12日

13日

12月8日

平成10年（1998年）31

山森欣一専務理事が、NHK国際放送（ラジオ）で「ヒマラヤのゴミ問題」について講演収録o

「中国登山協会汪鉄銘副主席＆ヒマラヤン・ジャーナル、ハリシュ・カパディ

ア編集長歓迎会」東京、和風レストラン高松、14名。

HAJ創立30周年記念講演会（名塚秀二／汪鉄銘／ハリシュ・カパディア／神原達各氏）東京、

科学技術館、240名。

HAJ倉l1立30周年記念祝賀会、東京、九段会館、270名。

［記念盾贈呈者］インド登山財団、中国登山協会、チベット登山協会、インド・チベット国

境警察、エクスフ°レスハウス、日パ・トラベル、シカールトラベル、ハリシュ・カパディア、

ハルカ・グルン（以上国外）日本山岳協会、日本勤労者山岳連盟、東京都山岳連盟、日中協

会、ICI石井スポーツ、西遊旅行、ティ・エッチ・アイ、ヒマラヤ観光開発、日本メディ

コ、エアー・インディア、東京新聞出版局、山と渓谷社、近食組、中坪印刷（以上国内）

「中国＆インドサヨナラパーティ」東京、日本橋亭、12名。

山と渓谷掲載用「HAJ30年座談会」HAJルーム、沖允人、阿部淳、稲田定菫、山森欣一、

八木原圀明、中川裕（司会：山と渓谷、久保田賢次編集長）

「第19回インド・ヒマラヤ会議」東京、豊島区民センター、48名。

「第6回中国登山研究会」東京、豊島区民センター、12名。

海外登山情報センター（仮称）設立委員会の準備会(JAC)

ポカラ山岳博物館協議会

海外情報センター（仮称）設立準備会

「第5回高所登山事故と環境対策研修会」東京、豊島区民センター、35名。

海外登山情報センター設立準備委員会

「ネパール登山の手引き（初版)」発行。

理事会、ルーム、名。

総会、東京、かんぽヘルスプラザ東京、名。

「フカム・シン氏を忍ぶ会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、

「遠藤登前会長の退任を労う会」東京、和風高松、28名。

「ニンチン・カンサ、ラモ・シェ、カバン偵察」合同壮行会、かんぽヘルスプラ

ザ東京、140名。

ニンチン・カンサ登山隊（関根孝次隊長以下10名）出発。

山森欣一専務理事訪中。

ラモ・シェ登山隊（酒井國光隊長以下9名）出発。

ナンガ・パルバット日本人遺体写真騒動。（本会の調査で川崎教員隊と判明）

ポカラ山岳博物館協議会。

カバン偵察隊（山森欣一隊長以下3名）出発。

IMF創立40周年記念出席のため寺沢玲子常務理事訪印。

ポカラ山岳博物館協議会。

ポカラ国際山岳博物館連絡協議会。（日山協）
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1月31日

2月5日

7日

11日

4月4日

27日

30日

5月29日

7月11日

16日

20日

24日

8月1日

9月10日

11月14日

12月12日

平成11年（1999年）32

「第20回インド・ヒマラヤ会議」東京、豊島区民センター、35名。

「中国登山協会代表団（張江援団長ら3名）歓迎会」東京、かんぽヘルスプラ

ザ東京、40名。

「第7回中国登山研究会」東京、豊島区民センター、65名。

「中国登山協会代表団サヨナラ会」東京、江戸川シーサイドホテル、18名。

「第6回高所登山事故と環境対策研修会」東京、豊島区民センター、60名。

山森欣一専務理事訪中。

寺沢玲子常務理事訪パ。

理事会、ルーム、名。

総会、東京、かんぽヘルスプラザ東京、32名。

「稲田前理事長の退任を労う会」東京、和風高松、35名。

「チョム・カンリ、ユゥイ・フェン、チベット連続登頂」合同壮行会、かんぽ

ヘルスプラザ東京、150名。

「山岳4団体（日山協、労山、JAC、HAJ)三役懇談会」東京、和風高松

チョム・カンリ登山隊（関根孝次隊長以下8名）出発。

ユゥイ・フェン登山隊（酒井國光隊長以下7名）出発。

「ネパール登山の手引き（第2版)」発行。

「神々の座・8000m峰データ」発行。（本会の調査で川崎教員隊と判明）

チベット連続登山隊（山森欣一隊長以下7名）の山森隊長ら4名出発。

岩崎洋常務理事、IMF観光会議に出席。（ニューデリー）

「第1回HAJ華甲望年会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、89名。
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1月16日

29日

2月3日

6日

3月1日

4月2日

3日

5月18日

27日

6月5日

7月8日

10日

14日

16日

25日

28日

10月27日

11月14日

12月9日

平成12年（2000年）33

「第21回インド．ヒマラヤ会議」東京、豊島区民センター、39名。

「遠藤登前会長の古希を祝い中国登山協会代表団（団長ら4名）を歓迎

する会」東京、地どり亭、24名。

登山4団体（日山協、労山、JAC、HAJ)ヒマラヤ登山者アンケート調査実務者会議。

「第8回中国登山研究会」東京、豊島区民センター、35名。

登山4団体ヒマラヤ登山者アンケート調査実務者会議。

「第7回高所登山事故と環境対策研修会」東京、豊島区民センター、55名･

登山4団体ヒマラヤ登山者アンケート調査実務者会議。

「平成12年度会員名簿」発行。

理事会、－ム、8名。

総会、東京、かんぽヘルスフ°ラザ東京、20名。

登山4団体ヒマラヤ登山者アンケート調査発送。

「スパンティーク、ターラ・リ、クーラ･カンリI」合同壮行会、かんぽヘル

スプラザ東京、90名。

スパンティーク登山隊（岩崎洋隊長以下7名）の岩崎ら2名出発◎

スパンティーク登山隊の大神田ら5名出発。

「登山4団体（日山協、労山、JAC、HAJ)三役懇談会」東京、和風高松

登山4団体ヒマラヤ登山者アンケート調査実務者会議。

ターラ・リ登山隊（山森欣一隊長以下6名）出発。

登山4団体ヒマラヤ登山者アンケート調査実務者会議。

上記アンケート結果について、報道15社、山渓、岳人に通知。

「第2回HAJ華甲望年会」東京、かんぽヘルスプラザ東京、66名。
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1月24日

28日

2月6日

21日

22日

4月1日

5月19日

20B

7月7日

20日

23日

8月9日

9月9日

10日

12月8日

平成13年（2001年）34

「登山4団体山岳保険・共済懇談会」HAJルーム、4団体＆都岳連が参加。

「第22回インド・ヒマラヤ会議」東京、豊島勤労福祉会館、31名。

「第9回中国登山研究会」東京、豊島区民センター、36名。

「スロヴェニア、シュトレムフエリ夫妻歓迎会」東京、大都会、7名。

国際山岳年協議、東京、西遊記

同上東京、国連大学

「第8回高所登山事故と環境対策研修会」東京、豊島区民センター、34名。

理事会、ルーム、9名。

総会、東京、かんぽヘルスプラザ東京、15名。

登山隊合同スノーバー制作。近食組。8名。

「ニンチン・カンサ、ヤンラ・カンリ」合同壮行会、かんぽヘルスプラザ東京、

72名。

ニンチン・カンサ登山隊（酒井國光隊長以下6名）出発。

山森欣一理事長訪中。

「登山4団体三役懇談会」東京、がんこ銀座4丁目店

「ネパール登山の手引き（第3版)」発行。

ヤンラ・カンリ登山隊（山森欣一隊長以下8名）のうちネパール組3名が出発。

|司上、中国組5名が出発。

「第3回HAJ華甲望年会」東京、ランドマーク、59名。
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1月27日

2月6日

2()日

4月6日

7日

25日

5月18日

6月1日

1()日

7月6日

12日

20日

9月28日

10月1日

平成14年(2002年)35

「第23回インド・ヒマラヤ会議」東京、豊島勤労福祉会館、35名。

国際山岳年日本委員会を日山協、労山、JAC、HAT-Jの4団体と学者らで立ち上げ、

AJから山森欣一理事長が委員に就任した。（同委員会への拠出金10万円）

「第10回中国登山研究会」東京、豊島区民センター、21名。

「クルト・ディームベルガー氏歓迎会」東京、大都会、5名。

「中国登山協会代表団（栗升封団長ら5名）歓迎会」東京、大都会、10名。

「同上代表団サヨナラ・パーティ」東京、8名。

国際山岳年日本委員会主催「我ら皆、山の民－私たちは、なぜ山にひかれるのか」東京。

国際山岳年日本委員会、東京、シティクラブ・オブ東京。

理事会、ルーム、6名。

総会、東京、かんぽヘルスプラザ東京、20名。

臨時理事会、同上、7名。

「カラコルム連続登頂登山隊」壮行会、かんぽヘルスフ°ラザ東京、80名。

カラコルム連続登頂登山隊（岩崎洋隊長以下4名）出発。

「ニンチン・カンサ登山隊」壮行会、かんぽヘルスプラザ東京、

国際山岳年日本委員会主催「富士山エコ・フォーラム」静岡県富士宮市。

「登山4団体三役懇談会」東京、中村屋。

ニンチン・カンサ登山隊（山森欣一隊長以下4名）出発。

HAJ創立35周年記念講演会（尾形好雄）東京、かんぽヘルスプラザ東京。

HAJ創立35周年記念祝賀会、東京、かんぽヘルスプラザ東京。

創立満35年を迎える。
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第Ⅲ部

登山と野外活動
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年別山別入山集計表（）内は中高年者数
山 名 E日

フコ 女 合
ﾆﾆU

旨T 平均年 国

入山：登頂I死 入 山 ； 登 頂 入山；登頂i死

１
３
４

７
７
７

９
９
９

１
１
１

4(1)IO(O):0コラホイ 4(1)iO(0)iO 雛
一
一
郷
一
一
郷

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｎ
ｌ
ｌ
Ｎ

州
一
一
抑

カンジェラルヮ

ラムジュン

０
０

Ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ
く
く

５
４

6(0)!5(0):0

6（1）’4（0）’0

1975 ｊ
□
ｊ

Ｏ
－
０

く
｝
く

７
－
７

０
頭
０

■
日
日
日
日
』
０
日
日
日
■

ｊ
－
ｊ

Ｏ
－
０

く
》
く

０
－
６

ヌン

リシ ・パ ハー ル

Ｊ
・
Ｊ

Ｏ
｝
０

く
》
く

７
》
７

０
－
０

。
１
日
日
日
４
１
日
Ｉ
日
日

Ｊ
ｌ
ｊ

Ｏ
」
０

く
一
く

０
｝
６

７
．
４

８
－
１

２
↑
３

１
国
Ｉ

1975年小計

コー・イ・ムンジャン

コムニズム

う
』
７

０
０
１

く
く
ｌ

Ｍ
９
３

6（0）

4（0）
ニーーーーーー＝

2（1）

14(O)!6(O)IO０
’
’
０
’
’
０

1976 岬
一
一
和

4(0)!029．7A
9

2(1)!034.OS1977

1978 ｊ
・
ｊ
・
』

Ｏ
－
２
－
０

く
｝
く
一
く

ｍ
－
９
時
Ⅳ

バトゥーラⅢ

ヌン

トリスル

Ｊ
印
ｊ
印
ｊ

Ｏ
↑
０
雫
０

く
。
く
》
く

３
－
４
－
６

０
毒
０
里
０

Ｊ
》
Ｊ
》
Ｊ

Ｏ
↓
２
－
０

く
・
く
》
く

０
↑
》
９

↑
９
’

１
．
》
１

ｊ
“
ゾ
《
ｊ

０
－
０
雫
０

く
一
く
一
く

３
｝
４
雫
６

０
－
０
↑
０

０
－
８
－
４

９
｝
３
｝
８

２
』
３
垣
２

P

I

I2(O)IO(O)

1978年小計

1979キャシードラル

ゾ
ｊ

２
１

く
く

記
９

Ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ

く
く

２
４

０
０

』
ｊ

Ｏ
Ｏ

く
く

喝
０

皿
一
岬

38（2）

13（1）

ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ

く
く

咽
０ Ｉ

’
７９２

０
０

カンチェンジュンガ偵察

ｹグﾙﾅｰﾄ･ドｰﾑ

1980 ｊ
□
ｊ

Ｏ
－
０

く
｝
く

７
－
Ⅳ

０
１
０

１
０
６
６
１
Ｆ
■
１
日
Ｉ
・

ｊ
－
ｊ

Ｏ
・
０

く
く

０
－
６
・
１

Ｊ
ｌ
ｊ

Ｏ
－
０

く
↓
く

７
－
０
《
２

０
－
０

Ｂ
Ｆ
Ｄ
１
日
Ｔ
■
１
６
１
．

Ｊ
□
ｊ

Ｏ
－
０

く
｝
く

０
一
四

１
可
８

０
－
８

３
壷
２

N

I3(O)|3(0)

1980年小計 24(0)|16(0)IO|3(0)i3(0)|27(O)|19(0)IO
1981 ｶﾝﾁｪﾝジュ ンガ

ナンダ・カート

ランタン・リ

ナンダ・カート捜索

Ｊ
・
』
“
ｊ
・
』

０
－
１
｝
１
－
０

く
一
く
一
く
一
く

別
－
８
－
７
－
岨

ｊ
毎
Ｊ
軍
Ｊ
－
ｊ

０
－
０
》
０
↑
０

く
一
く
《
く
↑
く

０
－
０
－
５
－
０

１
□
□
□

1(0)IO(0) ｊ
》
う
↑
ｊ
』
ｊ

ｌ
－
１
－
１
－
０

く
□
く
・
く
・
く

２
．
・
・
４

・
８
」
７
↑

２
．
↑
↑
１

０
『
７
ェ
０
頭
０

ｊ
ｌ
ｊ
□
ｊ
》
Ｊ

Ｏ
↑
０
↑
０
．
０

く
一
く
一
く
一
く

加
一
０
－
５
－
０

０
－
７
｝
０
｝
０

２
↑
４
．
０
↓
６

１
－
２
』
２
－
９

３
｝
３
》
３
』
２

Ｎ
垂
Ｉ
』
Ｎ
』
Ｉ2(0)IO(0)

1981年小計 48(2)il5(0)I013(1)IO(0)|51(3)|15(0)|7
ハムジュンガール･ヒマール

ク ン

マナスル（冬期）

1982 Ｊ
・
Ｊ
一
Ｊ

１
．
２
’
１

く
｝
ｌ
－
く

９
一
過
一
岨

Ｊ
印
う
部
Ｊ

Ｏ
－
０
－
０

く
《
く
□
く

７
－
０
－
０

０
串
１
竿
１

ｊ
《
ｊ
｝
ｊ

ｌ
－
２
ｌ
１

ｌ
《
く
一
く

↑
７
’
０

９
．
》
“
１
’
１

Ｊ
・
』
□
ｊ

Ｏ
－
０
｝
０

く
一
く
一
く

７
－
０
－
０

１
．
７
．
８

１
◆
１
□
１

３
吟
３
｛
３

Ｎ
》
１
－
Ｎ

０
－
１
－
１

2(0)IO(O)

1982年小計 34(4)|7(0)1212(O)IO(O)|36(4)!7(0)!2

1983 ｊ
②
ｊ

Ｏ
－
０

く
一
く

７
－
２

０
印
０

Ｊ
一
Ｊ

Ｏ
雫
０

く
・
く

３
－
０

Ｊ
・
Ｊ

Ｏ
－
０

く
《
く

７
↑
２

０
－
０

．
日
■
０
０
酉
６
６
０
日
■

ｊ
・
ｊ

Ｏ
ｌ
０

く
一
く

３
－
０

ヌン

ス ー ク ー ニ ャ ン

６
》
５

１
－
０

３
や
３

I

C

1983年小計 9(O)l3(O)iO 9(O)!3(O)iO

ｊ
』
う
・
』
》
ｊ
《
７
｝
ｊ

Ｏ
－
２
－
２
－
０
－
１
－
０

く
一
く
一
く
一
く
一
く
一
く

３
－
９
』
３
’
４
雫
５
－
２

1984 Ｊ
『
Ｊ
－
ｊ
型
ｊ
即
Ｊ
雫
Ｊ

Ｏ
↓
１
－
０
雫
０
－
１
｝
０

く
・
く
ゞ
く
・
く
》
く
・
く

０
－
５
｝
０
｝
０
－
５
－
０

1(1)iO(O) ゾ
ロ
ｊ
》
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ

ｌ
－
２
－
２
－
０
－
１
－
０

く
・
く
》
く
↑
く
↑
く
↑
く

４
Ｐ
９
》
３
’
４
↑
５
２

ｊ
↑
７
．
Ｊ
・
』
》
Ｊ
・
』

０
．
１
》
０
》
０
’
１
》
０

く
｝
く
｝
く
一
く
一
く
一
く

０
－
５
壷
０
壷
０
－
５
－
０

０
↑
０
－
０
－
４
亜
０
ェ
０

０
－
０
－
０
｝
４
－
０
－
０

３
－
８
》
０
壷
５
《
２
壷
０

８
－
３
－
０
－
７
－
３
－
０

３
輻
３
雷
４
｛
２
密
３
－
３

Ｃ
』
Ｂ
－
Ｃ
垂
Ｐ
唾
Ｉ
』
Ｐ

ユィロン

ジチュ・ダケ

ナムナニ偵察

ナンガ・パルバット

マモストン・カンリ

ナンガ・パルバット捜索

1984年小計 ｊ
ｊ
・
』
□
』

５
０
－
１
－
３

く
く
一
く
一
く

妬
６
－
略
－
５

７
Ｊ
エ
ｊ
－
ｊ

２
６
亜
Ｏ
－
０

ｌ
く
・
く
・
く

Ⅷ
６
－
３
－
０

l(1)!0(0) Ｊ
ｊ
」
ｊ
・
』

６
０
－
１
－
３

く
く
□
く
・
く

↑
６
》

別
６
《
ゞ
５

や
１
－

ｊ
ｊ
》
ｊ
・
』

２
０
》
０
．
０

く
く
一
く
｝
く

岨
６
－
３
－
０

４
’
’
０
部
０
函
０

４
’
’
０
－
０
－
０

Ｃ
》
Ｐ
－
Ｉ

５
》
１
壷
８

２
－
４
－
９

３
↑
３
》
３

1985 ヤラダッォ

K2

サセール・カン リ Ⅱ

-90-



合
三_L

日I 平均日 国山 名 男 女

入山i登頂｜死 入山 i 登 頂 入山i登頂｜死

ｊ
｝
ｊ
－
Ｊ
－
Ｊ

Ｏ
壷
０
｛
０
－
０

く
一
く
一
く
一
く

０
｝
０
－
０
－
０

ｊ
《
う
』
〕

２
－
０
－
１

く
□
く
》
く

７
輻
１
－
１

ｊ
・
』
》
ｊ
ｏ
ｊ

２
－
１
－
２
－
１

く
□
く
□
く
一
く

７
－
ｍ
》
Ⅱ
－
２

Ｊ
一
Ｊ
一
ｊ

Ｏ
ｌ
０
《
０

く
一
く
《
く

０
－
０
－
０

０
－
０
－
０
↑
０

１
．
７
↑
０
．
５

Ｆ
》
■
●
○
・
ａ

４
－
１
－
６
－
６

３
壷
３
｛
３
再
３

Ｃ
》
Ｂ
》
Ｃ
華
Ｃ

1985 ムー シ ュ ・ ム ス タ ーク

ガンカル・プンスム

ク ラウン

ギャラ・ぺり偵察

Ｊ
・
』
□
ｊ

ｌ
｝
１
《
１

く
一
く
一
く

９
－
ｍ
－
２

０
毒
０
－
０

■
６
９
６
６
岸
６
６
６
６
０
■
し
０
６
０
０
６

Ｊ
－
ｊ
－
ｊ

Ｏ
－
０
－
０

く
“
く
□
く

０
－
０
｝
０

1985年小計 48(7)!9(O)I019(3)!O(O)|57(10)i9(0)IO

Ｊ
《
ｊ

Ｏ
－
３

く
》
く

３
－
９

（
Ⅲ
叩
）
ヱ
ハ
叩
Ｕ

ｑ
ｄ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
」
■
Ｉ
日
日
Ⅱ

、
、
，
″
グ
ー
、
ｌ
Ｊ
Ｆ

ｎ
叩
〕
一
（
叩
／
］

く
□
く

０
－
７

Ｊ
・
う
□
ｊ
一
Ｊ
□
Ｊ
》
ｊ
》
ｊ

Ｏ
－
３
－
０
－
０
－
１
－
１
－
１

く
□
く
□
く
一
く
《
く
〕
く
］
く

３
》
０
－
５
－
２
－
６
－
０
｝
６

国
１
’
ご
《
国
１
□

７
□
ｊ
□
ｊ
》
ｊ
“
ゾ
・
』
］
ｊ

Ｏ
－
２
－
０
－
０
－
１
－
１
－
０

く
一
く
一
く
一
く
一
ｌ
一
く
一
く

０
－
８
－
０
－
０
－
５
－
皿
－
３

ネームレス・タヮー

シュェパオ・ディン

キンナウル・力イラス

ラプチェ・カン偵察

力ルジャン

チョー・アウイ

ギャラ・ペリ

1986 ０
－
０
－
０
－
０
－
０
｝
０
－
０

０
－
５
－
６
》
５
》
８
》
５
》
２

４
－
７
－
０
↑
１
－
３
》
１
－
３

３
』
３
』
３
櫓
３
』
３
輻
３
』
３

Ｐ
》
Ｃ
垂
Ｉ
》
Ｃ
》
Ｃ
－
Ｃ
－
Ｃ

ｊ
“
ｊ

Ｏ
｝
０

く
》
く

１
－
５

ｊ
一
う

０
－
０

く
一
く

１
－
０

ゾ
エ
ｊ
エ
ｊ
エ
ｊ

Ｏ
－
１
－
１
－
０

く
□
く
〕
く
〕
く

０
》
５
》
０
－
３

□
□
ｌ
□

Ｊ
・
』
□
ｊ
□
Ｊ

Ｏ
－
１
－
１
－
１

く
↑
く
一
く
一
く

２
－
６
－
ｍ
－
６

０
『
０
－
０
－
０

1986年小計 36(6)125(4)I016(0)|1(O)|42(6)!26(4)10

Ｊ
□
〕

２
－
１

く
《
く

３
』
５

Ｊ
－
ｊ

Ｏ
－
０

く
《
く

０
－
２

Ｊ
□
ｊ
・
ｊ

Ｏ
雫
０
零
２

く
一
く
一
く

０
｝
２
－
７

10(2)IO(0)iO Ｊ
□
ｊ
・
』

４
－
１
－
３

く
□
く
一
く

３
↑
”
・
５
ゞ
９

１
．
『

1987

一
一
ン

一
一
力

・
二
●

一
一
エ

ー
一
チ

ー
ニ
ン
ー
プ

ケ
ー
ヌ
ー
ラ

Ｃ
唾
Ｉ
》
Ｃ

０
－
０
雫
０

８
．
８
．
７

５
－
４
》
１

３
』
３
踵
３9（3）17（2）’0

1987年小計 19(5)i7(2)1018(3)!2(0)|27(8)|9(2)!0

Ｊ
垂
ｊ
一
う
垂
Ｊ
垂
Ｊ
｝
ｊ

Ｏ
－
２
－
３
－
０
－
０
－
０

く
一
く
一
く
・
く
↑
く
ゞ
く

０
－
５
－
６
－
０
－
３
－
４

Ｊ
》
ｊ
・
』
↑
ｊ
｝
Ｊ
・
』

０
－
３
一
３
－
０
－
０
｝
０

く
一
く
↓
く
一
く
一
く
一
く

０
－
７
↑
６
－
０
－
３
－
４

１
６
日
日
日
釦
Ｉ
日
日
Ⅱ
日
日
朝
Ｉ
日
日
０
０
０
Ｊ
１
日
０
ｌ
ｂ
、
型
ｏ
６
ｆ
６
０
０
砂
ｆ
ｆ
ｆ
Ｉ
■

Ｊ
｝
ｊ
ｌ
Ｊ
・
』
↑
ｊ
》
Ｊ

２
－
３
－
４
－
２
－
０
－
０

く
・
く
』
く
↑
く
↑
く
》
く

８
》
７
．
７
》
６
》
４
》
４

Ｊ
、
Ｊ
、
ｊ
↑
ｊ
》
ゾ
》
ｊ

２
｝
２
－
４
》
２
－
０
－
０

く
一
く
｝
く
一
く
一
く
｝
く

８
｝
５
－
７
－
５
↓
４
－
４

1988 シンチン

ゲニ
皇___________________________.‐

リモ

ガッシャーブルムⅡ

シシャノ､fンマ

チョー・オユー

０
華
０
１
０
－
０
１
０
印
０

６
－
７
↑
７
》
７
幸
８
－
８

２
－
６
－
１
－
５
－
０
－
０

３
』
３
』
４
踵
３
や
３
輻
３

Ｃ
－
Ｃ
－
Ｉ
－
Ｐ
－
Ｃ
－
Ｃ

０
－
０
－
０
》
０
－
０
－
０

2（1）12（1）

1（0）10（0）

1988年小計 3(1)!2(1) 36(11)120(6)!O33(10);18(5)IO

ヴァスキ・パルバット

シャラリ

チョモランマ

ｊ
｝
Ｊ
一
Ｊ

Ｏ
－
０
－
０

く
□
く
》
く

０
－
０
－
０

Ｊ
ｌ
ｊ
□
ｊ

２
－
５
－
３

く
？
く
□
く

３
》
９
』
９

０
－
０
－
０

ｊ
》
Ｊ
《
ｊ

Ｏ
－
０
－
０

く
一
く
一
く

０
－
０
－
０

1989 Ｊ
《
プ
ロ
ｊ

２
－
５
－
３

く
一
く
一
く

３
－
７
－
９

０
》
０
｝
０

０
》
４
．
６

３
－
０
－
３

４
》
４
』
３

Ｉ
》
Ｃ
－
Ｃ

2(0)!0(O)

1989小計 19(10)IO(O)I012(O)|0(O)|21(10)I0(0)I0
3（2）’2（2）1990 ｊ

ｌ
ｊ

４
２

く
一
く

７
↑
７

一
Ｊ

０
》
⑫

《
２

日
日
Ⅱ
■
Ⅱ
ｒ
ｌ
ｌ
日
日
ｂ

Ｊ
－
ｊ

４
－
０

く
↑
く

７
－
０

Ｊ
・
』

６
｝
２

く
□
く

０
。
・
７

１
。

《
』

０
－
⑫２

Ｊ
・
』

６
．
０

く
一
く

９
－
０

卜
・

ン
｝
ン

パ
ー
古
ｚ

も
ト
ー
ラ

サ
ー
ク

０
↑
９

０
－
４

４
垣
３

I

C

199()年小計 14(6)i7(4)|2(2)|3(2)|2(2) 17（8）’9（6）’2(2)

｜
皿 カ

ー
一
ン
一

ン
一
一
イ
ー

ユ
ー
音
プ
ー
カ

ジ
ー
》
・
一
ン

ン
一
一
オ
ー
コ

エ
ー
一
バ
ー
・

チ
ー
一
エ
ー
ヤ

ン
ー
ン
ー
ユ
ー
ニ

カ
華
ヌ
ー
シ
ー
ミ

う
一
Ｊ
エ
Ｊ
－
Ｊ

Ｏ
－
１
－
３
－
０

く
》
く
□
く
□
く

３
－
３
－
７
－
０

Ｊ
“
う
・
』
｜
ゾ

３
－
６
｝
７
－
３

く
↑
く
・
く
》
く

４
《
２
．
３
．
２

１
．
１
〕
１
》
１

ｊ
〕
ｊ
《
Ｊ
□
ｊ

２
雫
５
幸
６
雫
３

く
｝
く
一
く
一
く

２
｝
１
－
２
－
２

１
｛
１
垣
１
垣
１

ｊ
》
Ｊ
□
ｊ

ｌ
②
１
．
１

く
□
く
・
く

２
．
１
１

ｊ
－
ｊ
壷
Ｊ

Ｏ
↑
０
》
１

く
②
く
》
く

０
－
０
－
１

０
ェ
０
－
０
｝
０

ｊ
・
』
《
ｊ
・
』

Ｏ
’
１
．
４
ゞ
０

く
一
く
一
ｌ
一
く

３
－
３
－
８
－
０

０
－
０
－
０
－
０

０
’
５
》
ｌ
雫
５

２
－
０
》
９
－
２

３
』
４
や
３
』
３

Ｉ
－
Ｉ
｝
Ｃ
垂
Ｃ

1991年小計

シンチン

ムス タ ー グ ･ ｱ タ

ヌン

1(3)il(1)ｊ
Ｊ
ｌ
ｊ
・
』

肥
２
－
４
－
１

く
く
》
く
一
く

岬
６
－
ｍ
一
過

ｊ
Ｊ
－
ｊ
雫
』

４
０
－
０
－
１

く
く
一
く
□
く

昭
２
－
０
－
８

ｊ
Ｊ
ｌ
ｊ
②
Ｊ

的
２
－
４
－
２

く
く
↑
く
↑
く

別
６
－
ｕ
一
皿

ｊ
ｊ
□
ｊ
〕
』

５
０
．
０
ゞ
１

く
く
一
く
｝
く

Ⅲ
２
－
０
－
８

０
’
’
０
１
０
壷
０

０
’
’
０
－
０
－
０

1992 Ｃ
唾
Ｃ
》
Ｉ

７
↑
２
↑
４

４
｝
０
－
３

３
』
４
』
３

ｊ
》
ｊ

Ｏ
－
１

く
□
く

１
》
１

ｊ
－
ｊ

Ｏ
－
０

く
□
く

０
－
０

-91-



山名 男 女 合 計 平均年 国

入山｜登頂i死 入山 登 入山！登頂i死頂

1992 サラスワティ

ダークーニャン

ク ラウン

6(1)!6(1) Ｊ
・
』
・
』

１
－
６
－
４

く
》
く
》
ｌ

》
》
１

６
》
７
》
』
－
１

Ｊ
－
ｊ
－
ｊ

ｌ
－
６
－
０

く
一
く
一
く

６
－
７
－
０

０
｝
０
－
１

３
｝
９
》
２

５
－
８
手
０

３
隈
４
↑
４

Ｉ
－
Ｃ
》
Ｃ

ロー■■■■ﾆﾆｰﾆや二●===r■七

Ｊ
□
』

６
－
４

く
一
く

７
－
ｍ

０
｝
ｌ

じ
じ
０
０
。
中
日
■
■
日
日

Ｊ
－
ｊ

６
－
７

く
②
く

７
－
７
□
１ 1(0):0(O)

1992年小計 46(17）’5（2）11 9(2)!6(1) 55(19)123(8)!l
｜
恥 ピラミッド・ピーク

ムスターグ･アタ

ヌン

ユイチ1

Ｊ
・
』
・
』
↑
ｊ

２
－
４
－
１
－
６

く
一
く
一
く
一
く

５
－
Ⅱ
－
６
－
６

ｊ
部
Ｊ
軸
ｊ
一
Ｊ

２
－
４
や
０
－
２

く
・
く
□
く
□
く

５
》
１
》
０
雫
２

Ｐ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
‐
‐

０
印
０
部
０
－
０

ｊ
》
ｊ
・
』
・
』
ｊ

２
’
４
．
０
》
２
８

く
一
く
｝
く
一
く
く

５
－
皿
－
０
－
２
肥

■
■
ｊ
ｌ
Ｇ
』
Ｂ
０
４
０
０
１
」
１
１
１
６
日
日
日
一
Ⅱ
■
日
日
■
ｈ
ｈ
ｈ
０
ｈ
Ｉ
０

Ｊ
□
７
》
ゾ
ー
ｊ
』

．
｜
↑
３

２
－
４
－
１
－
６
１

く
・
く
②
く
□
く
く

・
１
．
９

５
》
１
－
７
－
６
２

０
－
０
－
０
｝
０
’
０

２
》
２
↑
０
．
８

６
や
９
－
３
－
４

３
◆
３
』
３
Ｆ
４

Ｉ
－
Ｃ
－
Ｉ
－
Ｃ
ｌ

1(O)I0(0)

1993年小計 28(13)|18(8)10 1(O)IO(O)

1994

｝
｝
一
タ
ー

リ
ー
一
一
ア
ー
カ

ン
｝
｝
一
・
一
ン

■
・
■
誤
■

カ
ー
一
一
ク
｝
．

●
一
ユ
ー
ユ
ー
ー
ー
●

ポ
ー
シ
ー
チ
ー
タ
ー
ヤ

ン
ー
イ
ー
イ
ー
ス
ー
ニ

ル
ー
ユ
ー
ユ
ー
ム
ｒ
、
、

8(6)I0(O)iO ｊ
《
Ｊ
②
ｊ

Ｏ
－
３
－
１

く
□
く
□
く

１
｝
４
｛
１

ｊ
－
Ｊ
－
ｊ

Ｏ
」
３
》
１

く
□
く
今
く

０
｝
４
亜
１

Ｊ
》
ｊ
・
』
・
』
↑
ｊ

６
－
３
－
６
－
５
－
３

く
》
く
・
く
・
く
』
く

９
』
４
垣
６
垣
７
垣
７

ｊ
・
』
》
ｊ
・
』
》
ｊ

０
．
３
’
６
’
５
．
０

く
一
く
一
く
一
く
一
く

０
－
４
－
６
－
‐
７
一
０

０
－
０
｝
０
｝
０
－
４

６
」
０
｝
８
》
４
》
９

９
－
４
》
７
》
４
』
５

３
輻
４
串
４
毛
４
』
３

Ｃ
》
Ｃ
－
Ｃ
』
Ｃ
｝
Ｃ

ｊ
ｌ
ｊ
・
』

５
’
５
－
２

く
一
く
一
く

５
－
７
－
６

Ｊ
一
Ｊ
一
Ｊ

５
－
５
－
０

く
・
く
□
く

５
－
７
－
０

０
事
０
函
４ 1(1)I0(O)

1994年小計 26(18)!12(10)!4 7（5）15（4） 33(23)il7(14)|4

1995 ｊ
》
７

２
－
６

く
一
く

３
－
皿

０
郡
０

Ｊ
－
ｊ

Ｏ
》
１

く
一
く

０
－
４

クンヤン・チッ シュ

→、 J

メー／

ｊ
□
ｊ

１
．
１

く
・
く

１
“
１

う
一
Ｊ

０
．
０

く
□
く

０
↑
０

ｊ
↑
』

３
－
７

く
②
ｌ

ニ
ー

４
↑
“
１

０
－
０

Ｊ
〕
ｊ

Ｏ
－
１

く
一
く

０
－
４

５
．
６

２
－
１

４
》
４

P

I

1995年小計 13(8)!4(1)10 2(2)!0(O) 15(10)i4(1)|O

1996 ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞ 6（4）15（3）10 6（4）15（3）’0 41.3 C

1997 7(6)IO(0)iOクーラ・カンリⅡ

ムスターグ・アタ

ニンチン・カンサ

Ｊ
ｌ
ｊ
Ｊ

Ｏ
－
３
－
６

く
一
く
一
く

０
－
４
－
９

う
↑
ｊ
一
Ｊ

６
－
５
－
９

く
□
く
』
く

．
↑
３

７
．
６
《
国
国
１

０
－
０
－
０

０
》
５
ゞ
４

４
－
４
一
３

４
』
４
－
４

Ｃ
垂
Ｃ
垂
Ｃ

6(5)i4(3)
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平均年｜国女 ’合
頂｜死｜入山｜登頂｜入山

三十
百l

登頂登

男

山入

山 名

死

ゾ
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ｌ
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－
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０
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亜
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２
－
４
－
６

く
□
く
↑
く

４
』
４
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８

０
’
０
－
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ガッシャーブルムI

ニン チ ン ・ カ ン サ

2002年小計

０
１
０

2002

★1971年～2002年=32年間総合計

入山者数：97隊752人［内中高年者数240人31.9%]

（内女性82人［内中高年者数32人39.0％］

［但し、偵察＝5隊17人、捜索＝2隊16人、試登＝1隊2人が含まれている］

ヒ
マ
ラ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
九
ケ
国
の
う
ち

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
キ
ル
ギ
ス
の
み
人
山
し
て
い
な
い
。

平均年齢:70年代前半=32.8歳後半=30.6歳

80年代前半=32.8歳後半=34.7歳

90年代前半=39.2歳後半=45.1歳

00年代前半=46.7歳

32年間平均37.4歳

登頂者数： 278人［内中高年者数79人28.4％］

（内女性28人［内中高年者数13人46.4％］

登頂率:37.0%

死亡者数：7隊20人［内中高年者数2人10.0%]全て男性

死亡率：2.7％

★国別入山状況

中国＝50隊358人（47.6％）

ネパール＝7隊67人（8.9％）

ブータン＝2隊19人（2.5％）

アフガニスタン＝1隊9人（1.2％）

インドー2 6 隊

パキスタン=10隊

旧ソ連＝1隊

人
人
人

記
帥
３

２ (31.4％）

(8.0%)

(0.4％）

－93－



ヒマラヤ九ケ国最高峰の概要
国名 山 名 ｜ 高 度 ｜ 初 登 頂日 初登頂者名 ルートI

中国

ネパール

パキスタン

インド

ブータン

タジキスタン

ァフガニスタン

キル ギ ス

カザフスタン

王富州、屈銀華、貢布

E・ヒラリー、T.ノルケ

A.コンパニョーニ、L

P.チャンド、N.ニマ。

8,848

8,848

8,611

8,586

7,570

7,495

7,492

7,439

7,010

稜
稜
稜
稜

東
東
東

北
南
南
北

1960,

1953,

1954,

1977,

未

1933,

1960,

1938,

1964,

5,25

5,29

7,31

5,31

踏

9,3

8,17

9,19

8,15

チョモランマ

サガルマータ

K2

カンチェンジュンガ

ガンカル・プンスム

イスモイル．ソモニ

ノシャ ッ ク

ボベーダ

ノ､ﾝ･ﾃﾝｸﾞﾘ

イ

ラチェデリ

ドルジェ

稜
稜
稜
稜

西

東
南
北
東

エウゲーニィ・アバラーコフ

酒井敏明、岩坪五郎

E.ダﾄﾏﾝ､ｲﾜﾉﾌ､ｼドﾚﾝｺ

ｷﾘｸ・クジミンら5名

では、次の世代がヒマラヤを舞台に夢を馳せる

21世紀には、どんな課題があるのだろうか？

私は、次の21世紀に活躍する世代には、次の課カザフスタン
題にトライして貰いたいと思っている。その課題

ハン・テンクーリ

諦封。
U季、

「ヒマラヤ9ケ国最高峰全山

HAJでは「ヒマラヤ」には

特色である「七千メートル峰」

を重視して、その活動の範囲を

ル、インド、パキスタン、中匡

ブータン、ソ連」としてきた。

ルやミャンマーは活動の対象か

ある。しかし、1991年ソ連邦が

の七千メートル峰が、ソ連邦か

スタン、キルギス、タジキスタ

かれる結果となった。このよう

の「ヒマラヤ」は必然的に「9

動の対象からロシアは外れたの

ヒマラヤ9ケ国の最高峰は上

（

rと-‘，●、
一″●

ミナクノ
登頂」

、他の地域にない

の存在があること

「7ケ国（ネパー

、アフガニスタン、

したがってモンゴ

ら外して来たので

崩壊し、この地域

ら独立したカザフ

ンの三つの国に分

な経緯からHAJ

ケ国」となり、活

である。

記のとおりである。

文責：山森欣一）

キ ル ギ ス

イル・ソモニイース

Ｌ
ソ

キ
タ

ゾ
ス

▲
タ
ー

フ

K2
ム
ノシャック

〃
Ｋ
、
‐
〃
Ｈ
″

ニ
ス
々
／
ン

b

／
‐
柔
‐
ズ
タ
ン

パンゴンシ湖

中国 チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

升
糸
カ
ル
マ
ー
タ

(ラサ）
●

ンド ガンカル･ﾌﾞﾝｽﾑ

¥
択一ハP－ノ，

ノレ／ 外ﾀZ●
●

(ニューデリー）

（ティンフ.－）

ユンガ

(カトマンズ）－－蝉一
カンチェ･ン又

－94－



隊　長

副隊長

隊　員

コラホイ＆ハラムク　1971 年夏

（平均年令33.5 歳）　5,425m

空　　 昌昭　1936 年11月　　 生（34）

玉井　道隆　1915 年１月　　 生（56）

田中　重義　1946 年10月　　 生（24）

宇井　邦夫　1950 年７月　　 生（21）

連絡官　　 なし

|行動概要| （1971年７月23日～８月16 日）

７月23 口　羽田発、ニューデリー着

31日　氷河を突破し4,800m 地点のコルまで

８月１日　空、田中が、5,005 m の無名峰とＳ１

ピークに登頂。

10日　 ナラナブ発、 ガンガル湖・3,550m に

ＢＣ建設

12日

13日

15日

4､930m のピークに登頂、ＢＣへ下山

ＢＣ～スリナガール

ニューデリ一発、カトマンズ、カルカッ

タ呑港経由、19日大阪着

圓 インド、ジャム＆カシミール州

回

○コラホイ　5,050m の無名峰と4,800m のＳ１ピー

クに登頂

○ハラムク　4,930m の無名岩峰に登頂（※の２

名はハラムクには参加していない。

|キャンプ配副

△コラホイ

BC　　3,510m

ABC　4,800m

△ハラムク

モレーン上

車面氷河Ｓ１ピーク直下

BC　　3,550m　 ガンガル湖

［特記が㈲　 連絡官随行せず

|報告書|　 カシミールの山（カシミール・ヒマラ

ヤ登山報告書）Ｂ５判56 頁　 昭和47年３月

20日刊

［匯 ？ 借成|　 （ 平 均 年 令29.3 歳 ）　5,612m

隊　 長　 渡辺 文 仁193 涸 こ1明　　 生 （33 ）

副隊 長　 服 部　 唯　1936 年 ３月　　 生 （37 ）

隊　 員　 京 極　 紘一　 ］943年11 月　　 生 （29 ）

ｘｙ　　　　五 島　 泰 明　19･13 年11 月　　 生 （29 ）

力l　　　　野 村　 信 昭　19416 年 ８月　　 生 （24 ）

･・　　 坂 本 貞 沙 留　19･16 年 ８月　　 牛 （24 ）

連 絡 官　　 チ ョ タレ ー（1970 J A CE ｖｅｒｅｓL登頂 ）

－
1行動 概劃 （197W3 月11［］～5 月21 口）

３月11 日　 羽 田 発， ニ ュ ーデ リ ーを 経 由 し て12 日

に カ ト マ ン ズ 着

18 日　 カ ト マ ン ズ 発， ジ ュ ムラ 着 （飛 行 機 ）

23 日　 キ ャ ラバ ン 開 始，

４月 ４ 日　 ザ ラ ダ ン ・=］－ う と ナ ウ リ・ コ ー ラの

間 に 落 ち る 尾 根 の 端4こＢ Ｃ 建 設。

７ 口　jl,500m に 阪Ｃ Ｉ建 設

９ 日　jl,600m にＣ Ｉ 建 設

11日　4,500m に 仮Ｃ ２建 設 （ ア イ ス・フj 一一

ル）

95

囮

匯 ］

ネパール、カンジロバ山群

南四而から、 ４月22日京極、五島両隊員

とミンマ・ツェリン(38)、ミンマ・テンジン

(ｍ が初登頂に成功。翌23日にも服部、野村、

坂本隊員とパサン・プルバ(25)が登頂した。

け ヤンプ配副

BC　　3,700m

C1　　4,600m

C2　　4,900m

C3　　5,300m

C4　　5,800 ｍ

ナウリ・コーラ出合い手前

ピーク上

ナイフ・リッジ上

[jFEﾙ]刮　｢1973 年カンジロバ・ヒマール遠征報

告書　－カンジェラルワ初登頂－Ｊ　Ｂ５判

173頁　1976年10月10日刊

４月14L 」4,900m にＣ２建設（岩稜）

171 」5,300m にＣ３建設

210　5,800m にＣ４建設

５月２日　ＢＣを撤収し７日ジュムラに帰着

８日から21日まで４便に分けてカトマンズに

帰着じ解散。



|隊の構成|　 （平均年令35,5 歳）　6,983m

隊 長　 山倉 洋一1930 年２月　 生（44）

副隊長　　 大崎　正信　1939 年７月　　 生（35）

医　師　　 安部　泰夫　1938 年５月　　 生（36）

隊　員　　 植竹　清孝　1937 年３月　　 生（37）

/／　　　　佐々木　止　1941 年Ｕ 」　 生（33）

/／　　　　菊地　 薫　1946 年５月　　 生（28）

連絡官　　 ビジイ・ クマリ・チェットリイ（28）

|行動概則 （1974年８月27 日～11月）

７月21日　カンパ族の内紛で北面が不可になった

ため渉外として隊員２名が羽田を出発

８月27日　本隊４名カトマンズ着

９Ｊ」５ロ　カトマンズ発，ポカラ着（飛行機）

７「」 先発隊キャラバン開始。ペディガオン，

シクリス，スピイカルカなどを経て偵

察の結果15日4,200m にＢＣ建設。

26日　雪原5,000m にＣ１建設

10月６日　コル5,350m にＣ２建設

[巫 東]　 東 稜 か ら10 月20 日 植 竹 ， 菊 地両 隊 員 が 初

登累 に 成 功。 翌21 日 に も大 崎 ， 安 部両 隊 員 と 口

プ サ ン・ ツェ リ ン(36) が 登 頂 し た。

[キ ャ ンプ 配 剛

Ｂ Ｃ　　 ４,200m

C1　　5,000m　 雪 原 上

C2　　5,350m

C3　　5,840m

仮C4　6,050m

[芦 記 事項|　 の 雇 川 し たＨ Ｐ ３ 名 が ト ラ ブ ルで 途

巾下 山。 佐 々木 隊員 は，血 圧172 とな り ドクター・

ス ト ッ プ で Ｃ ２ か ら下 山。

|報 告 書|　 な し｢ ヒ マ ラヤ 研 究Ｘｎ ＥＸＰＥＤＩＴＩＯＮ

ｎ( ヒ マ ラ ヤ の口 ひ げ に 登 っ た 男 た ち)｣1978

年 ２月10 日 刊

10月17日

19日

南東稜5,840m にＣ３建設

6,700m までルートエ作

|隊の構成l　 （平均年令28.7 歳）　7.135m

隊 長　 西郡 光昭1939 年９月　 生（35）

副隊長　　 山森　欣一　19φ1年２月　　 生（31）

隊　員　 ［I］申　重義　19･16年10月　　 生（28）

/ ／

Ｘ ／

が
　

ひ

保坂　昭憲　1947 年５月　　 生（28）

山用　正弘　1946 年１月　　 生（29）

清水　政雄　1948 年５月　　 生（27）

鈴木　康志　1952 年３月　　 生（23）

イ ン ド 側 隊 員

ア ス ラ ム ・ ラ イ グ ル ー （ Ａsｌａｍ Ｌａｉｇｒｏｏ）（25 ）

連 絡 官　 プ ラ ム ・ ス ッ バ （Ｐｕｒａｍ Ｓｕbba ）（28 ）

1行 動 概 到 （1975 年 ７ 月17 日 ～ ９ 月 ４ 日 ）

５ 月11 口　 西 郡 隊 長 ビ ザ 解 決 の た め 羽 田 発 、 ニ ュ ー

デ リ ー 着

７月17 日

30 口

8 月 １ 日

５日

本隊ニューデリー着

センティンク氷河4,100m にＢＣ,建設

4,840m にＣ１建設

5,280m にＣ２建設

96

[巫戻]　 ８月19 口北西稜を抜けて頂稜(約7,000m)

に保坂、アスラムの２名が到達したものの登頂

を断念した。

けず ダプ配剛

ＢＣ　　４,100m　 センティンク氷河左岸

C1　　4,840m　Dj11 直下（アイスフォール下）

C2　　5,280m　 スノープラトー上

C3　　5,780m　 西壁内

C4　　6.300m　 北西稜上

|特記事項|　 ビザトラブルのため出発が２ヶ月遅

れとなり，隊長は登山の現場に全く参加出来な

くなってしまった。 インドとの合|司登山。

|報告書|　 「カシミールの盟主ダンプ｡135m」

B5 判　111頁（カラー６頁）　1978 年４月１

日刊

８月９日

17日

24日

９月2L 」

5,780mにＣ３建設

6,300m にＣ４建設

ＢＣ撤収

ニューデリー着



|山 名 と 時 期|　　 リ シ ・ ’゙ パ ー ル　1975 年 秋

|隊 の 構瞬　 （平 均 年 令31.4 歳 ）6.992m

隊 長　 清 水　 澄1939 年 ２ 月　 生 （39 ）

副 隊 長　　 稲 田　 定 重　1940 年 ８月　　 生 （35 ）

医　 師　 能 勢 銚 人　1945 年 ９月　　 生 （29 ）

隊　 員　 今 野　 一 也　1939 年 ４月　　 生 （36 ）

j／　　　　　今 井　 二 郎　1947 年 １ 月　　 生 （28 ）

j／　　　　　荻 原　 明 郎　1948 年 口 ］　 生 （27 ）

jｙ　　 ｘ 舘 野　 秀 夫　1949 年2J 」　 生 （26 ）

連 絡 官　　 Ｂ．Ｐ．Ｓフ ン ダ ル （Ｂ.Ｐ.S.Ｆｕndal ）（24 ）

1行 勁 概 要| （1975 年 ８月 ７ 日～10 月20 日 ）

８月7 ［l　 稲 田 副 隊 長 らj1 名 が 日本 を 出 発

９ 月 １ 日　 チ ャ ン ガバ ン氷 河4,50｛｝ｍに Ｂ Ｃ建 設

６ 日　 氷 河 源 頭 近 く5,180m に Ａ Ｂ Ｃ建 設

1111　 チ ャ ン ガバ ンの 断 念 決 定 。 転 進 す る

1311　5,000m に Ｃ Ｉ 建 設

1811　5,750m に Ｃ ２ 建 設

21F1　6,230m に Ｃ ３ 建 設

囮
回

インド、東部ガルワール山群

９月27日今井、萩原両隊員がリシ・パハー

ルの初登頂に成功。翌日清水、稲田、能勢、舘

野も登頂。 10月2「1今井、萩原がサーブ・ミナー

ル（6,911m ）に初登頂。　９月19 日今野、フン

ダルがバムチュー（6,303m ）に初登頂した。

［サ ンプ配副

BC　　4,500m

C1　　5,000nl

C2　　5,750m

C3　　6,230 ｍ

チャンガバン氷河

左岸のサイド・モレーン上

雪原上

置 記事項|　 チャンガ″ンの許可で入山し転進し

た。この他にサーブ・ミナール（6,911m ）， バ

ムチュー（6,303m ）にも初登頂した。

ﾚ報告副　 なし「ヒマラヤ52号」「岩と雪48 号」

10月９口

18日

ＢＣ撤収

ニューデリー着

|山名と時期|

|隊の構成|

・ － ・ イ ・ ム ン ジ ャ ン1976 年 夏

（平均年令29.7 歳）　5,530 ｍ

隊　長　　 有田　　 豊　1931年４月　　 生（35）

登學Ｌ　　 松田　要悦　1942 年７月　　 生（33）

医　師　　 林　　 清隆

隊　員　×佐藤　　 優

μ
　

μ

/ ／

連絡官

回 勅概要1

6 月28 日

７月1 11

10口

15口

21口

23[]

25口

1948年９月　 生（27）

1939年２月　　 生（37）

1944年４月　　 生（32）

1945年３月　 生（31）

1950年２月　 生（26）

1950年７月　　 生（23）

1953年3J 」　 生（23）

松舘　 正義　1944 年４月　　 生（32 ）

村山　延久　1945 年３月　　 生（31 ）

村上　秀三　1950 年２月　　 生（26 ）

脇田　　 治　1950 年７月　　 生（23 ）

寺村　重一　1953 年3J 」　 生（23）

なし

（1976 年６月28日～８月30日）

日本発、北京経由ラワルピンディ着

アフガニスタン入国カブルー着

カブルー発、14日ゼバック善

キャラバン開始

ＢＣ建設

コー・ イ・ブラ初登頂

コー・ イ・ ムンジャン主峰、酉峰登頂

－97

が 、

アフガエスタン、 ムンジャン山群

７月23日松川、松舘、村山、佐藤の４名

コー・イ・ブラ（5,360m ）に初登頂に成

功。25日松田、松舘、村山、村上の４名がコー・

イ・ムンジャン主峰に第２登し、 西峰（5,440

m ）にも初登頂した。

匹 ゴ 幽

ＢＣ　　 第２谷の4,350m 地点

Ｃ １

Ｂ５判

８ 月 １ 日

８ 日

10日

22 日

30 日

4､800m

連絡官、通訳なし。

｢ バダクシャンからヌーリスタンヘ｣

167頁　1977年３月１日刊

第６谷4,050mに第２ＢＣ建設

松田が5,480m峰に登頂

第２ＢＣ撤収

カブルー着

羽山着



屏 の構成|　 （平均年令34 歳）　7,495m

隊 長　 増田　秀穂　1943年２月　 生（34 ）

副隊長　　 内田　嘉弘　1937 年１月　　生（40 ）

隊 員　 高橋 純一1948 年11 月　 生（28）

連絡官　　 なし

|行動概要| 「1977年７月19日～８月20L」）

7 月19日　 日本発，モスクワ着

21日　 モスクワ～オーシ（飛行機）～レーニ

ンＢＣ着（小型ジェット機32 人乗り）

25日　 ヘリコプターでフォルタンベックBC

30日　 ＢＣ～Ｃ１

３１日　Ｃ１～Ｃ２

８月１日　Ｃ２～ＢＣ

４日　 ＢＣ～ＣＩ

５日　Ｃ１～Ｃ２

６日　Ｃ２～Ｃ３

７日　Ｃ３～Ｃ４

８日　Ｃ４～Ｃ５（６,７００ｍ）

囮

匯 ］

タジキスタン、パミール

８月10日、内田、高橋の２名がバロート

キン・ルートから登頂に成功した。

Lキャンプ配剛

ＢＣ　　４,000m　 フォルタンベック氷河

C1　　5,000 ｍ

Ｃ ２

Ｃ ３

Ｃ ４

Ｃ ５

5,800m

6,000m

6,300m

6,900m （6,700m ）

|特記事項|　　アライ谷まで83歳の前田清氏が参加

したが、この高齢での入山は初めてとのこと。

L鴛宣賓」　 「パミール・山と草原Ｊ　 Ｂ６判

153頁　箱付き　昭和52年12 月20日刊

８月 ９ 口

10日

11 日

131」

14 口

6,700m～6,900m

6,900m～頂上～6,900m

6,900m～Ｃ３

ＢＣ着

ＢＣ～レーニンＢＣ

|隊の構成|　 （半均年令29 歳）　U29m

隊 長　　 西郡 光昭　1939 年９月　　 生（38）

登挙Ｌ　　 坂本真沙留　1946 年８月　　 生（31）

ｙｘ　　　　上杉 純夫　1946 年10月　　 生（3D

隊　員　　 新谷　暁生　1947 年５月　　 生（31）

が
　

び

り
　

々

々
　

々

石川　裕司　1 胴9年12 月　　 生（28）

伊東　　 満　1951 年１月　　 生･（27）

人久保　真　1951年 ４月　　生（27）

佐々木光男　1951年11 月　　 生（26）

∩木　和志　1950 年10月　　生（27）

馬場 洋一　1953 年1（）月　　生（24）

連 絡 官 Ｍ ｕhalnr ｎａｎｄ ＡＫＲＡＭ ｆＲＩＮＩＤＩ大 佐（　 ）

1行 動 概 要| （1978 年 ４ 月14H ～7 月30 日 ）

４ 月14 日　 本 隊 口 本 発

５ 月 ９ 口　 Ｂ Ｃ 建 設

22 日　 Ｃ Ｉ 建 設

６ 月 ４ 日　 南 稜6,230m に 到 達

６ 月 ９ 日　 南 西 壁 に Ｃ ２ 建 設

パキスタン、バトゥーう山群

南稜を6,25Gm まで登ったが断念し、南

西壁にルート変更。７月６日、石川、伊東、大

久保の３名がＣ ･1 （7,300m ） から初登頂に成

功した。尚、このピークは、登頂時はバトゥー

ラｎと呼ばれていたものである。

|､キャンプ配副

ＢＣ　　４,210m　 バルタール氷河

C1　　5,400m

C2　　6,100m　 南西壁

Ｃ ３

Ｃ ４

|特 記 事 項|

㈲ 告 書|

6,800m

7,300m

前年夏に２名を偵察隊として派避。

なし　日本ヒマラヤ協会年報「ＨIＭＡ

LAYA 1980 」　昭和56年１月2G日刊

６ 月30 日

７Ｊ」５ 日

６ 日

11 日

30 日

Ｃ３建設

Ｃ４建設

石川、伊東、大久保初登頂に成功

全隊員ＢＣ帰着

帰国

－98 －



|隊 の 構 成|　 （ 平 均 年 令33.8 歳 ）7,135m

隊　 長　　 沖　　 允 人　1935 年 １ 月　　 生 （43 ）

登 撃 Ｌ　　 小 川　　 務　1944 年12 月　　 生 （33 ）

隊　 員　　 鈴 木　 正 規　1931 年 ６ 月　　 生 （47 ）

ｙｙ　　　　　安 藤 忠 夫　1943 年 ３ 月　　 生 （35 ）

・’　　 飯 村　 富 参　1944 年10 月　　 生 （33 ）

ｘｘ　　　　　高 橋 太 一一一郎　1947 年 ８ 月　　 生 （30 ）

･j’　　 東　　 英 樹　1949 年 ２ 月　　 生 （28 ）

ｘx　　　 八 嶋　　 寛　1950 年 ３ 月　　 生 （28 ）

・･　 Ｘ 寺 本　 政 幸　1950 年11 月　　 生 （27 ）

連 絡 官　　 Ｆａｒid H ｕｓｓａｉｎ Ｋａｓhjmi ｒ （30 ）

|行 動 概 要| （1978 年 ８ 月 ４［］～ ８ 月31 ［ ］）

8 月 ４ 日　 本 隊 大 阪 発 、 ニ ュ ー デ リ ー 着

８ 口　 Ｂ Ｃ 建 設

９ 日　 Ｃ １ 建 設

11 日　 Ｃ ２ 蛙 設

16 口 Ｃ３建設

囮 インド、ジャム＆カシミール州

[珍果]　 西稜ルー1ヽ から８月22日、高橋、東と二

マの３名がＣ４から登頂。同日Ｃ３から出発し

た飯村、寺本、ナワンも登頂に成功した。23日

には小川、鈴木、高橋、八嶋がD41(5,813m)

に登]1した。

匹 罰 則

ＢＣ　　４,1001n　センチインク氷河

C1　　4.900rn

C3　　5.8(JOm

C4　　6.20 個

|特記事項Ｉ　　Ｃ３″ごガスコフロＯ事故がありヽテ

ント半焼し隊員が顔面に人火傷を負う。

［亘ち］M］　 なし「ヒマラヤ制号」昭和53年11 月号

８月21日

25日

29日

Ｃ４建設

ＢＣ撤収、カルギル着

ニューデリー着

隊　長

副隊長

隊　員

々
　

び
　

ひ
　

μ
　

ガ
　

ガ

μ
　

μ

//

/ ／

／ ／

//

／/

”

”

”

トリスル　1978年秋

（平均年令28.4 歳）　7,120 ｍ

稲 田

× 野 中

鈴 木

畠 山

飯 島

安 中

× 角 田

中 岡

× 北 川

飛LLI

釣 部

野 島

定重　1940 年８月　　 生（38）

和雄　19X!9年３月　　 生（29）

節男　195 鈎こ５月　　 生（24）

秀男　1945 年Ｈ月　　 生（32）

孝夫　1943 年１月　　 生（25）

秀子

不二

久

勇人

和夫

恵子

照雄

今 井　 清 和

和 田　 誠 治

高原　　 修

真 島　↑専志

西 田　 茂 夫

桑 原　 健 一一

八 嶋　　 寛

19弱年1幻」　 生（28）

1952 年9J ］

1949 年 ９ 月

1953 年 ５ 月

19祁 年 １ 月

1954 年 １ 月

1950 年11 月

1945 年 １ 月

1948 年10ﾅ 」

1943 年12 月

1955 年 １ 月

1950 年11 月

1949 年 ６月

1950 年 ３月

生 （25 ）

生 （28 ）

生 （,25）

生 （32 ）

生 （24 ）

生 （27 ）

生 （33 ）

生 （29 ）

生 （34 ）

生 （23 ）

生 （27 ）

生 （29 ）

生 （28 ）

99

連絡官

囮

商

Ca μ ａｉｎ Ｍ ｕkeｓh Chop ｒａ （25 ）

イ ン ド 、 東 部 ガ ル ワ ー ル 山 群

９月28日、南稜ルートから角田、八嶋、

飛田、中岡、鳥原、西口]が初登暴に成功。同日

Ｈ峰(6,690m) に北稜ルートから野巾、飯､％、

安中、北川、釣部、今井、真島が初登旱に成功。

27口､6,100m の無名峰に畠11｣、鈴木が登頂した。

七 ゴ 核

BC　　4,750m　 トリダン

C1　　5,150nl　トリスル氷河左岸

C2　　5.850m　 トリスルＵ峰氷河

C3　　6,400m

「孤邸司　 「トリスル28日間ＪＢ５判　143頁

昭和54年 討」21日刊
－

|行動概要| （1978年叫）10日～10月６日）

９月10日　本隊成田発，ニューデリー着

18LI　B C 建設

30E］ ＢＣ撤収

10月4L ］ ニューデリー着



|隊の構成|　 （平均年令29.7 歳）6.100m

隊 長　 山倉 洋一1930 年２月　 生（49）

副隊長　　 佐々木　正　1941 年１月　　 生（38 ）

医　師　 吉野　英二　1953 年２月　　 生（26 ）

X／

講

隊

/／

々
　

が

/ ／

//

／/

/ ／

師

員

江端　峯男　1946 年11月　　 生（32）

菅野　武士　1945 年５月　　 生（34）

住友　房夫　1940 年10月　　 生（38）

×照井　　 溥　1945 年１月　　 生（34）

角田　　 哲　1947 年９月　　 生（31）

斉藤　則子　1948 年７月　　生（31）

加藤　 守　1950 年６月　　生（29）

戸部　洋子　1953 年10月　　生（25）

北帛須磨子　1953 年２月　　 生（26）

志田セッ子　1955 年５月　　 生（24）

連絡官　　 ラビイ（30）

|行動概要| （1979年９月16日～10月９日）

９月９日　先発隊２名成田発、10 日ニューデリー

16日　本隊日本発、17 日ニューデリー着、マ

ナリに向かうが途中でバス横転。

五

匯 ］

インド、ラホール山群

10月４日、5,850m のコル上で時問 切れ

のため登頂を断念した。

Lサ タ プ位副

ＢＣ　　４,380m

C1　　4,720m

C2　　5,000m

C3　　5,290m

置 記事項|　 マナリに向かったバスが横転し，半

数の隊員が負傷し１名脱落となる。チャンドラ

河の端が壊れて２日間徒歩となる。

|報告書|　　なし　日本1=マラヤ協会年報「ＨＩＭＡ

ＬＡＹＡ １９８０」昭和56年１月20日刊

９月25日　ＢＣ建設

27日　Ｃ１建設

30日　Ｃ２建設

10月２［Ｉ　Ｃ３建設

６日　ＢＣ撤収

９日　マナリ着，ニューデリー着

|山 号秀 吟 期| カ ンｆ Ｊこン ジ ュ ンガ 偵 察1980 年 春

|隊 の 構 成|　 （ 平均 年 令3O,1 歳 ）8,586m

隊 長　　 山 森　 欣一　1944 年11 月　　 生 （36 ）

副 隊長　　 菊 地　　 薫　1946 年 ５月　　 生 （33 ）

隊　 員　　 若 尾　 巻 廣　1949 年 ７ 月　　 生 （30 ）

・・　 ｘ 山 田　　 昇　L950 年 ２ 月　　 生 （30 ）

ｙｙ　　　　八嶋　 寛　1950 年 ３月　　 生 （30 ）

”　 ｘ 角 旧　 不二　1952 年 ９ 月　　 生 （27 ）

ｙ／　　　　片 閥　 邦 夫　195 がF4 月　　 生 （25 ）

連 絡 官　　 チ ョ ー ダ リ

|行動 既要| （l 昭0 年 ３ 月 １ 日～ ６ 月18 日）

３ 月 １卜］ Ｈ 本 発

３［ ］ カ ト マ ン ズ 着

13ロ　 ダ ー ラ ン・ バ ザ ー ルか ら キ ャラ バ ン|司

始

28 ロ　 ヤ ン ポデ ィ ン 発

４ 月 １日　 ラ ム ゼ ー着

15日　 ベ ー ス・ キ ャ ン プ 着

Ｃ １建 設

100

ネパール、カンチェンジュンガ山群

翌年の縦走の可能性を探るため派遣され

たが、 グレート・シＪ･ルフから２名が南峰南壁

の7,650m に到達し、南峰、中央峰、 主峰縦走

の可能性が高いことを確認した。

七 二 埜 」

ＢＣ

ＣＩ

Ｃ２

Ｃ３

[報告刮

口頁

５月23 口

29 臼

６月3 11

5 日

5,510m

6,100m

6,400m

7,200m

［カンチェンジュンガ西･剰 Ａ５判3

カラー８頁　IS3 年10Jj l L］刊

Ｃ２建設

Ｃ３建設

ＢＣ撤収

ヤンポディン発

イラム着

カトマンズ着



|山名と時期|　　ケダルナート・ドーム　1980 年秋

屏 の構成|　 （平均年令28.8 歳）　6,831m

隊　長　 尾形　 好雄　1948 年７月　　 生（32）

副隊長　×山田　　 昇　1950 年２月　　 生（30）

講　 師　×角田　不二　1952 年９月　　 生（28）

隊　員　 飯田　 徳治　1945 年９月　　 生（34）

/ ／

／/

／ ／

／ ／

//

／ ／

／ ／

／ ／

み
　

μ

μ
　

が

/ ／

宇佐美博康　1950 年１月　　 生（30）

遠藤喜重郎　1946 年５月　　 生（34）

大野　 廣美　1942 年６月　　 生（38）

菊池　 春枝　1949 年11月　　 生（30）

北出　昭彦　1958 年２月　　 生（22）

木村　 陽子　1954 年９月　　 生（26）

熊谷　　 洋　1955 年３月　　 生（25）

斉藤　光明　1956 年６月　　 生（24）

新郷　 信廣　1943 年３月　　 生（37）

関　　 久雄　1951 年２月　　 生（29）

高瀬　 敏久　1950 年８月　　 生（30）

野畑　 浩之　1952 年７月　　 生（28）

藤岡　 明生　1956 年３月　　 生（24）

隊　員　　 丸　誠一郎　1954 年10月

々
　

々

連絡官

村上　 豊了･　1956年３月

山形　正己　1954 年３月

ラジプ・ラジ（27）

生 （25 ）

生 （24 ）

生 （26 ）

［IM9 ］　 イ ン ド 、 西 部 ガ ル ワ ー ル 山 群

㎜ ㎜　　　　㎜㎜■■■■㎜　　　　　 ■㎜㎜　　Ｉ
［岳 巫 ］　10 月 １ 日 、 山 田 、 新 郷 、 関 の ３ 名 が 登 頂

し 、 本 峰 を 狙 っ た が 断 念 。 翌 日 、 尾 形 以 下16 名 も

登 頂 。 飯 田 を 除 く19 名 の 登 頂 と な っ た 。

しか タ プ 配 副

Ｂ Ｃ　　 ４,350m

ABC　4,860m

C1　　5,550m

C2　　6,280m

l報 告 制　 「 ヒ マ ラ ヤ 、 そ し て 仲 間 達 へZyJB5

判　88 頁　1982 年 ５ 月 ５ 日 刊

1行 動 概 要| （1980 年 ９ 月 ４ 日 ～10 月11 日 ）

９ 月 ４ 日　 先 発 隊 日 本 発 、 ５［ ］ニ ュ ー デ リ ー 着

15 日　 先 発 隊 Ｂ Ｃ 建 設

10 月 ４ 日　 Ｂ Ｃ 撤 収

隊　長

副隊長

登旱Ｌ

医

隊

ぷ
　

μ
　

μ

/ﾉ

”

μ

”

/ ／

//

/ ノ

師

長

カンチェンジュンガ　1981 年春

（平均年令31.2 歳）　8,586nl

山森　 欣－　1944 年２月　　 生（37）

菊地　　 薫　1946 年５月　　 生（34）

八木原圀明　1946 年11月　　 生（34）

保坂　昭憲

尾形　好雄

加藤　亮子

飛田　 和夫

若尾　 巻廣

×渡辺　　 優

×山田　　 昇

×藤倉　和美

八嶋　　 寞

×佐久間　隆

小松　　 伸

福山　　 茂

谷岡　 俊匡

×角田　不二

二階　義治

片岡　 邦夫

1948年２月　　 生（33）

1㈲8年7J 」　 生（32）

1935年2J 」　 生（46）

1946年１月　　 生（35）

1949年７月　　 生（31）

1949 年11 月

1950 年 ２ 月

1950 年 ３ 月

1950 年 ３ 月

1950 年 ８ 月

1950 年 ９月

1951 年 ２ 月

1951 年 ６ 月

1952 年 ９ 月

1954 年1 J･］

1954 年 ４ 月

生 （31 ）

生 （31 ）

生 （30 ）

生 （30 ）

生 （30 ）

生 （30 ）

生 （30 ）

生 （29 ）

生 （28 ）

生 （27 ）

生 （26 ）
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隊　貝

通　信

連絡官

囮

商

鈴木　　 茂　1955 年１月

鈴木治三郎　1955 年11月

×加藤　康二　1949 年３月

Rabi Shｒｅstａ （28）

生 （26 ）

生 （ 詣 ）

生 （31 ）

ネパール、カンチェンジュンガ山群

５月９｢｣主峰に保坂、山円、藤倉、片岡、

鈴木茂の５名とシェルパのニマ・テンバが登頂、

同L ］Iヤルン・カン（8,505m ）に八木原。尾形、

飛田、角田、片岡の５名が登頂するものの、時

間切れとなり縦走は断念した。

L程貌査］　 ［カンチェンジュンガ西・東ＪＢ５判

317頁　 カラー８頁　1993 年10月１口刊

H］回巫回1］（1981年 幻 ）１日～６月10日）

２月１日　先発隊日本発

３月16日　先発隊ＢＣ着（5,500m ）

31日　本隊ＢＣ着

4/ 」14日　ＡＢＣ建設　（7,300m ）

5 月８日　ＭＣ ５、ＷＣ５建設

15日　ＢＣ撤収　 イラム着　カトマンズ着



隊の構成　　 （平均年令32.4 歳）　6,611m

隊　長　　 小島　守夫　1940 年３月　　 生（41）

副隊長　×藤倉　和美　1950 年３月　　 生（31）

隊　員　×阿部　直彦　19･16年１月　　 生（35）

/ ／

／／

／/

辿 絡官

|行 勁 概要1

9 月12 日

14 日

19[1

21 日

25 日

27H

29 日

×斎藤　孝雄　1946 年１月　　 生（35）

Ｘ木田　荘八　1951 年５月　　 生（30）

×寺本　政幸　1950年11 月　　 生（30）

×埜口　正則　1952 年５月　　 生（29）

×鈴木　陽一　1953 年７月　　 生（28 ）

(1981年９月12 日～10月８日)

本隊日木発、ニューデリー衿

アルモラからキャラバンスタート

本隊ＢＣ着

Ｃ１建設

Ｃ２建設

７名行方不明となる

ハイ・ポーターがＣ１に帰着するが、

回回
χ］　

９月28日Ｃ３が雪崩に襲われ，隊長を除

く７名全員が行方不明となった。

Lサ ンプ配剛

ＢＣ　　４,000m

C1　　4,800m

C2　　5,400m

C3　　6,000m

L竹部事項1　10 月～11月にかけて11名の捜索隊を

派遮，6,000m 付近を捜索する も何も発見でき

ず。

團 告書|　 「ナンダ・カード1981JB5 判　133

頁　1982 年12月20日刊

10 月 日 ］

４ 口

８「１

隊長ＣＩ泊

ＢＣ撤収

ニューデリー着

|隊の構成|　 （平均年令32 歳）7,205m

隊 長　 植松 秀之　1939 年８月　 生 （42）

副隊長　 飯沢　 実　1950 年り 」　 生（31 ）

登筆Ｌ　ｘ山田　　 昇　1950 年２月　　 生（31 ）

医　師

隊　員

結城　正明　1952 年８月　　 生（29）

若尾　巻廣　1949 年７月　　 生（31）

那須 宗一　1952 年12月　　 生（28）

中岡　 久1949 年９月　 生（31）

ネパール　サング・シェルパ（42）

連 絡 官

|_行 動 概 要1

8 月29 日

９月 ５日

７日

19口

21LI

30 日

アン・リタ・シェルパ（32）

アン・リンジ・シェルパ（27）

(1981年８月29日～10月　日)

本隊日本発、30L｣カトマンズ着

カトマンズ発

キャラバンスタート

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

匿]囮　　10 月10日南西稜から山田、リンジ、那須、

若尾の４名が初登頂に成功。翌日にも飯沢、中

岡が登頂に成功した。

|キャンプ配副

BC　　4,940m

C1　　5,500m

C2　　6,200m

C3　　6,630 ｍ

［特記肌項丿　京大隊と同時許可。但し京大隊のルー

ト以外との条件付き。京大隊キャンセルし南西

稜からのルートを選定した。合同が条件。

團 告制　 なし　 日本ヒマラヤ協会年報nr ＨＩ

ＭＡＬＡＹＡ １９８１～1982｝昭和58年３月31日刊

102 －

10月２日　Ｃ３建設

ＢＣ撤収

カトマンズ若



|隊の構成|　 （平均年令32,4 歳）6.611m

隊 長　 菊地　 薫194 昨 ５月　 生（35）

副隊長　×尾形　 好雄　1948 年７月　　 生（33）

隊　員　 ×山田　　 昇　］950年 ２月　　 生（31）

//

μ

//

/ﾉ

//

μ
　

が

”

サ ポ ー

若尾　 巻廣　1949 年７月　　 生（32）

Ｘ佐久間　隆　1950 年８月　　 生（31）

新郷　信廣　1943 年３月　　 生（38）

×舘野　秀夫　1949 年２月　　 生（32）

宮崎　久夫　1949 年10月　　 生（32）

鈴木　　 茂　1955 年１月　　 生（26）

卜

連絡官

|行動概要1

10月26 日

佐藤　　誠　1954 年６月

片岡　邦夫　1954 年４月

絹川　 忠道　1960 年９月

村上 屋了　j956 年３月

物井　 洋子　j956 年 は ］

マンガル・ビザ（　 ）

生 （27 ）

生 （27 ）

生 （21 ）

生 （25 ）

生 （25 ）

(1981年10月26日～12月10日)

本隊二.二，－デり一着

囮
社

インド、東部ガルワール山群

11月16 日～18 日にかけて遭難隊のＣ３

（約6,000m ）付近まで達してゾンデ作業を行う

も、何も発見することは山来なかった。Ｃ２も

発見出来ず。

け ヤンプ配副

BC　　3,700m

C1　　4,500m

C2　　5,380 ｍ

ピングリ氷河右岸カルカ

象の頭

［痔話軍項1　10 月～11月にかけて14名の捜索隊を

派遣、6,000m 付近を捜索す るも何も発見でき

ず。

|報告書|　 「ナンダ・カード1981JB5 判　133

貞　1982年12月20日刊

11月２日　ＢＣ建設

９日　Ｃ１建設

14口　Ｃ２建設

15日～25日　Ｃ２～Ｃ３付近捜索

28日　ＢＣ撤収

|山名と時期レ ヽムジュｙガール･ヒマール1982 年春

|隊の構成| （平均年令31.1 歳）　6,759ｍ

隊　長　　 菊地　 蕉　1946年 ５月　　 生（35）

登米Ｌ　 Ｘ佐久間　隆　1950 年８月　　 生（31）

隊　員　 土谷　正伸　1951年１ﾅ」　 生（31）

μ
　

μ

μ

報　 道

//

ノ/

ぺ

/ﾉ

三笠喜美夫　1951 年４月　　 生（31）

遠藤喜重郎　1946 乍５月　　 生（35）

浅見　昭夫　1958 年 ２月　　 生（24）

寺田　 捨己　1939 年10月　　 生（42）

新妻　　 勲

巾里　雅行

ル　タン･シャンプー（26）

キショール･バッタライ（26）

ビム・バハードル・ タバ連 絡 芦
＿

|行 動 概 糾

４ 月17 日

５Ｊ」６［ﾖ

８ 日

10 口

25 日

(26)

(26)

(1982年４月17口～６月15日)

本隊日本発、18日カトマンズ着

第一一一デポキャンプ建設

第ニデポキャンプ建設

Ｂｃ建設

佐久間、土谷がｍ峰とハムジュンガ･
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匝 万］　 ネパール，ダモダール山伴

［岳圓　 ５月18［］Ⅳ峰（6,217m ）とＶ峰（6,476

m ）に佐久間，土谷， タシが初登頂。19 日に２

名，21 日にも６名（２度口の土谷を含む）もIV

峰とＶ峰の登頂に成功した。25卜に 佐久間と土

谷がⅢ峰（6μ5m ） ノヽ ムジュンガ・ヒマール

（6,759m ）にも初登頂。

吐 ヤンプ配副

ＢＣ　　４,400m　 ナッカリ・ダモダール･クン

C1　　5,400m　 ストマック下部

C2　　5,800m　l 峰とＨ峰間左俣氷河出合

C3　　6,270m　H 峰とlV峰のコル（ｍとⅥ用）

［圧亘jjT蚕］　 トリピューバン大学との合同。ヒマ

ラヤの6,000m を越える山頂での初のＶＴＲ撮

影の成功。

LR 互亘］　 なし　 日本ヒマラヤ協会年報Ⅲ「ＨＩ

ＭＡＬＡＹＡ １９８２～1984」昭和61年９月15日刊

29 口

6 月11 口

ヒマ一ルの初登頂に成功。

ＢＣ撤収

カトマンズ着



1隊 の構 成|　 （平 均 年 令31,7 歳 ）　7,077m

隊 長　 山 森 欣－19j14 年 ２月　 生 （38 ）

副 隊 長　　 稲 垣　 公平　1939 年10 月　　 生 （4 助

講　 師　 Ｘ 角［l］ 不二　1952 年 ９月　　 生 （29 ）

ｉｙ　　　　　今野　 一 也　1939 年 ４ 月　　 生 （43 ）

豚　 員　　 長　 繁 夫　1951 年 １ 月　　 生 （31 ）

yｙ　　　　丸 谷　 政 」り］1952 年12 月　　 生 （29 ）

メノ　　　　　三好 喜代 美　1957 年 Ｕ ］　 生 （25 ）

x･’　 Ｘ 勝山 教 孝　1951 年 幻 」　 生 （31 ）

･・　 Ｘ小 暮　　 孝　1958 年 ３ 月　　 生 （24 ）

ｙｙ　　　　平 田　 清 志　1946 年10 月　　 生 （35）

”　　 小 坂　 邦 弘　1955 年 ２ 月　　 生 （27 ）

ｘｙ　　　　工 藤 政 志　1949 年 ９ 月　　 生 （32 ）

ｘｒ　　　　　j11名　iE 一　1948 年 ３ 月　　 生 （34 ）

・・　　 三 浦　 敏 弘　1953 年 ３月　　 生 （29 ）

・・　 Ｘ 太 旺| 行 雄　194 ×1年 １ 月　　 生 （38 ）

ｊ？　　　　高 坂　 裕 紀　1953 年10 月　　 ｔ （28 ）

／７　　　ＸＥ［T］ 繁 男　195? 年11 月　　 ４ （24 ）

連 絡 官　　 ラ ジ・ クマ ー ル・ シ ャ ルマ

囮
回

イ ン ド 、 ジ ャ ム＆ カシ ミ ー ル州

８月９日Ｃ２への移動、荷上げを終え下

LI｣中のパーテれこ落石が襲い、勝山が巻き込ま

れ滑落死亡。15E=l捜索隊によって発見埋葬され

た。このため豊LI』活動は中止された。

匹 ぜ 幽

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

4,500m

5,300m

6,300 ｍ

|特記事 項|　　カ ルギ ルで インド側 によ るヘル スチ ヱツ
ー

クが実 施 さ れ た。

|報 告書|　 「 ク ン・ 南面 Ｊ Ｂ ５判　83 頁　1983 年

２月 刊

|行動 弔 劃 （1982 年 ７月18 日 ～ ８月23 日 ）

７月18 日　 先 発 隊|日木 発｡19E ］ニ ュ ー デ リ ー 着

29 口　 先 発 隊 Ｂ Ｃ 建設

８月 １ 日　 本隊 Ｂ Ｃ 入 り

14日 ～15 日　 勝山 捜 索 、 収 容 活 動

21日　 Ｂ Ｃ 撤 収、 二・１－ デ リ ー着

隊　長

副隊長

隊　員

β
　

々

/ﾉ

/ﾉ

報　道

連絡官

匝 幽

11月1m

15日

30[]

12月５日

11日

17日

マナスル　1982 年冬

（平均年令31.8 歳）　8,163 ｍ

×山田　　昇　1950 年2J 」　 生（32）

菊地　 薫　1946 年５月　　 生（36）

×佐久間　隆　1950 年８月　　 生（32）

Ｘ角 出　 不二

青 田　　 浩

新郷　 信痰

森 田　 雅 博

×石 橋　　 真

村 上　 和LL!

阿 久津 悦 夫

1952年９月　　 生（30）

1958年１月　　 生（24）

1943年３月

1957年12月

1952年７月

1955年３月

1938年８月

生 （39 ）

生 （2･1）

生 （30 ）

牛 （27 ）

生 （44 ）

（1982 年t1 月10 口～12 月31 日 ）

本 隊 日 本 発

カ トマ ン ズ発

Ｂ Ｃ 建 設 （4,900m ）

C1 建 設 （5,900m ）

C2 建 設 （6,400m ）

C3 建 設 （7,200m ）
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ネパール、マナスル山群

|結果J　12 月18日、角田、佐久間、青田の３名が

了タックを敢行したが強風のため斯念。下降中

佐久間がプラトーの下から滑落死亡した。

匡 四 岡

Ｂ Ｃ 4,900 ｍ

C1　　5,900m

C2　　 石即Om

C3　　7,200m

L特記事項1　　12月２日，5,300m 地点‘で山田がヒ

ドン・ クレバスに転落し自力脱出したが，足首

を捻挫して戦線から離脱した。

|報告轡|　　なし「熱風の彼方へ」（佐久間隆　 遺

稿・追悼集）Ａ 白川　117頁（カラー４頁）1983

年11月１日刊

12月18E ］3 名がアタ 　ックするも約7,700m で強

凪のため断念。下山中佐久旧」が滑落死

亡。

22日　ＢＣ撤収、カトマンズ着



|隊の構成|　 （平均年令31,6 歳）　7,135・

隊　長　 飛田　 和夫　1946 年１月　　 生（37）

副隊長　×角田　 不二　1952年9yJ　　 生（30）

隊　員　　 天城　 敞彦　1947 年５月　　 生（36 ）

//

／／

//

／／

連 絡 官

囮

匯 ］

大久保　 博　1949年４月　　 生（34）

細貝　 登　1953年10月　　 生（29）

坂入　一彦　1955 年６月　　 生（28）

熊田　 邪史　1956 年２月　　 生（27）

Fit Ｌt Ｒａth （32）

インド、ジャム＆カシミール州

８月16日、角田、細貝、熊田の３名が西

稜から登頂に成功。

|キャンプ配回

ＢＣ　　４,100m

C1　　4,900m

C2　　5,400m

C3　　6,300 ｍ

|報告却　　「ＮＵＮ登百83JB5 判　24頁　1984

年け 川 日刊

[行 動 概 要|

７ 月24 日

(1983年７月24日～８月28日)

本隊日本発、25 ロニューデリー着

25日　 ニューデリー発

８月１日　ＢＣ建設

２日　 Ｃ１建設

６[Ｊ Ｃ２建設

15日　Ｃ３建設

16EI　西稜ルートから３名が登頂

２ＨＩ　ＢＣ撤収

26日　 ニューデリー着

|山名と時期|

[隊の構成|

ス ー クニ ャ ン北 壁 試 登1983 年 秋

（平均年令30.5 歳）　6,250 ｍ

隊　長　×角田　不二　1952年９月　　 生（31）

隊 員　 吉田　 憲司　1953 年IJ 」　 生（30）

連絡官　　 奉清栄

［亙亘］　 中国、四川省
一一一

［岳東］　 北壁右岩稜のコル4,900m まで試登。

|キャンプ配剛

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｐ

|報告刮

号

|行動概要|

９月23日

3,500m

4,600m

なし「ヒマラヤ145号」昭和58年12月

(1983年９月23日～10月７口)

日木発、北京着、25 日成部首

27L］ 成都発、日隆着

28日　ＢＣ建設

29日～30 日　北堅E試登

10月30L」 日隆着

７口　北京着

－105 －



[山名と時期|　 ユイロン　1984年右

L!聊 ）構成|　 （平均年令38.3歳）　5,596m

隊 長　 飛田 和夫　1946年１月　 生（38）

隊　員　　関　 久雄　1951年２月　　生（33）

連絡官

囮

匯 ］

遠藤喜重郎　1946 年５月　　 生（37）

遠藤　京子　1938年５月　　 生（45）

張俊岩（52）

中国、雲南省

北東稜のコル約5,100m まで達したが、

時間切れのため登頂を断念した。

|報告書|　 なし「日本ヒ・ ラヤ協会年報ｍ（雲南

の山旅・玉龍雪山・1984年丿 昭和61年９月15 口

刊

回 勁概則

４月１日

5［1

6 口

10日

15日

(1984年４月１日～ ４月28日)

日本発、北京経山、 ３口昆明首

昆明発

ＢＣ建設

ΛＢＣ建設

ＣＩ建設、北東稜のコルに出るも、時

間切れのため登頂を断念。

20日　ＢＣ撤収

|隊の構成|　 （平均年令33,8 歳）　6,809m

隊　長　　八木原圀明　1946 年11月　　 生（37）

副隊長　　 出口　　 富　1942 年０ 」　 生（41）

登學Ｌ　　 須藤　 昇　1948 年９月　　 生（35）

医　 師

隊　 員

／/

／／

/／

//

×関　　 章司　1936 年２月　　 生（48）

須藤　圭一　1953 年５月　　 生（30）

千明　政彦　1958 年２月　　 生（26）

菊池　卓雄　1957 年12月　　 生（26）

×新舛　憲三　1949 年４月　　生（34）

原　　 守哉　1956 年11月　　 生（27）

回k巫］　 ５月20口東稜から八木原、出口、須藤圭、

新舛、原の５名が南峰に初登零したが、主峰は

断念した。

|キャンプ配剛

ＢＣ　　４,500m

C1　　5,300m

C2　　5,600 ｍ

106

L担宣萱」　「雷龍の国の白い頂ＪＢ５判　23 頁

昭和61年５月１日刊

［Dﾔ勤概要1

4 月25 口　本隊日本発

27日　 パロ着

30日　 キャラバン開始

５月４日　ＢＣ建設

７日　Ｃ１建設

13日　Ｃ２建設

20日　東稜から５名が南峰に初登學

22日　 ＢＣ撤収

24日　 ティンプー着

28日　 ブータン出国



|隊の構頑　 （平均年令40 歳）　7,694m

隊　長　 山森　欣一　1944 年２月　　 生（40）

副隊長　　 五百沢智也　1933 年５月　　 生（51）

隊　員　　 村上　和也　1955 年３月　　 生（29）

連絡官　　 湯明利（32）

囮 中国、チベット自治区

［互生］　 北面氷河に入り5,900m 地点 に到達し，

ナムナニ北東カンテ（仮称）とグナ・ラ峰（6,9

02m ）を偵察。

恚 タッ プ配置I

BC　　4,450m （ナムナニ峰西面）

C1　　5,200m

C2　　5,470m

D玩垂目　　なし「日本ヒマラヤ協会年報ｍ（聖地

巡礼とナムナニ峰偵察）」昭和61年９月刊

[行動概則

６ 月25 日

７ 月25 日

27 日

28 日

30 日

８ 月23 日

31 日

(1984年６月25日～８月31日)

日本発、北京、成祁を経て29日ラサ着

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

ＢＣ撤収

ラサ着

日本着

|山名と時期|

|隊の構㈱

ナンガ・パルバット　1984 年夏

（平均年令27.5 歳）　8,126 ｍ

隊　長　Ｘ角田　不二　1952 年９月　　生（31）

隊　員　×今給黎宣幸　1956 年６月　　生（27）

//

μ

連絡官

×肥田　繁男　1957 年11 月　　生（26）

Ｘ小暮　　 孝　1958 年３月　　 生（26）

シャウカット・ハッサン（24）

パキスタン、ナンガ・パルバット山群

|結果Ｉ　　ＢＣを出発した全隊員が、７月６日Ｃ３

からの交信を最後に消息を絶った。雪崩に襲わ

れた可能性が高い。

ト フ面 司

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

Ｃ ３

3,650m

4,900m

5,800 ｍ

C3　　6,700m

|特記事項|　　ルートはい レパ　ル壁中央側稜（19

70年メスナーが登ったルート）

「覇吾 葡　 「勇者よ永遠にＪ Ｂ５判　83 頁　1986

年６月30 日刊

回 勅概要|

５月18口

23日

27日

28日

６月2E ］

16日

７月６日

－107 －

(1984年５月18日～７月上旬)

[]本発、イスラマバード着

イスラマバード発、ギルギット着

キャラバン開始

ＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設、夕方ＢＣの連絡官とトラン

シーバー交信後消息を絶つ。



呻 名と時期|　　マモストン カ゚ンリ1　198 朔 秋

|隊の構成|　 （平均年令33,2歳）　7,526ｍ

隊　長　　 尾形　好雄　1948 年７月　　 生（36）

副隊長　×山田　　 昇　1950 年２月　　 生（34）

隊　員　　 新郷　信廣　1943 年３月　　 生（肘）

/／

//

インド側

／/

//

β
　

μ
　

β
　

ガ
　

ガ

連絡官

|行動概要1

7 月28日

８月12日

吉田　憲司　1953 年１月　　 生（31）

岩崎　　 洋　1960 年２月　　 生（24）

バルワント・サンドウ（48）

ランジット・クマール（38）

ナンドゥーラル・プロフィット（４２）

Ｈ．Ｃ．チョーハン（３３）

Ｐ．Ｍ．ダス（33）

ラッタン・シン（31）

マハビール・タクル（27）

ラジーブ・シャルマ（29）

(1984年７月28 日～10月９日)

本隊日本発

キャラバン開始

囮 インド、東部カラコルム

[互生]　 ９月13日、山田、ラジ ープ、吉田が初登

頂に成功。続いてチョーハン、ダスも登頂した。

15L]にも尾形、新郷、マハビール、ラッタン、

岩崎、16日にもサンドウ、ナンドゥーラルも登

項した。

七 と 堅｣

ＢＣ

ＡＢＣ

ＣＩ

Ｃ２

Ｃ３

4,600m

4,900m

5,600m

6,100m

6,750ｍ

團 告知　 「千人の悪魔の峰ＪＢ５判91 頁

昭和60年７月１日刊

８月14 日

９月12 日

2111

29 日

ＢＣ建設

Ｃ３建設

ＢＣ撤収

ニューデリー着

隊　長

隊　員

連絡官

ナ ン ガ･ パ ル バ ッ ト 捜 索19 割 年 夏

（平均年令30 歳）　8,126 ｍ

片岡

細貝

邦夫　1954 年４月　　 生（30）

登　1953 乍10月　　 生（30）

「巫莱」　角田隊CI （4,900 m ）地点に達して捜

索するも何も発見できなかった。

i報告刮　 「勇者よ永遠にＪＢ５判　83頁　1986

年67 」30日刊

|行動概要| （1984年８月11日～25日）

８月Ｈ【】　日本発、12［］イスラマバード着

13「」 イスラマバード発、14日ぎるきっと着

16LJBC 建設

17口　ＢＣからＣ１地点捜索

19日　ＢＣ撤収

22日　 イスラマバード着

哩塞竺焉」 片岡 邦夫

８月17日（金）　晴

108

天気良好。ラッキーである。朝、２人共カメラ

を持って飛び出す。Ｃ１地点 に向け出発。やはり

見た目よりははるかに遠い。 カール状の所迄、１

時間。カールをつめてガラ場を登る。えらく遠く、

やはり本隊並に４時間かかって岩稜に出る。ドイ

ツ隊のキャンプ跡はあるが、ＨＡＪ隊のは確認出

来ない。角田日記を頼りに岩稜をクライムダウン

して探すも、見つけられない。ＣＩ～Ｃ２の残置

フィックスが１本、双眼鏡で見える。ガラガラの

ルンゼを下ったデブリの中で、 ダンラインの未使

用のフィックス１本を回収する。左の尾根（南西

稜に近い方）へ少し登り氷河を見た後、エーデル

ワイスを探す。なかなかいいのかなく、時間がか

かる。４ ：００、ＢＣに帰幕。 ラッシー（ヨーグル

ト）をもらいまだ下痢がひどくなる。細貝氏 も始

まった。天気に恵まれ、ルートを迫うもＣ２、Ｃ

３、Ｃ４共にテ ントを発見できない。Ｃ２～Ｃ３

閻の雪枝にトレースらしきものが見えるのみ。ルー

トの難しさを２人で話してファイアーを囲む。



|隊の構成|　 （平均年令32.5 歳）　5,442m

隊　長　　 八木原圀明　1946 年11 月　　 生（38）

副隊長　　 八嶋　　 寛　1950 年３月　　 生（35）

隊　員　 佐藤　光山　1961 年４月　　 生（24）

･/　　　小泉　武栄　1948 年２月　　 生（37）

が
　

が

報　道

連絡官

囮

囲

梶　　 光一

渡辺　久樹

江本　嘉節ら11名

高　 成学（29）

中国、青海省

(32)

(29)

６月17 口、八嶋、梶、渡辺がヤラダツォ

に登頂。その後、八木原ら６名 も登頂。７月４

日、八嶋、佐藤、梶、渡辺がバヤンカラに登頂。

７月12日、八嶋、佐藤がコンロン山峠付近にあ

る5,830m 峰（高度計）に登頂。

|特記事項|　 黄河流域の広域調査。ゴムボートに

よる黄河源流の川下りも実施。

團 告剖　 なし「ヒマラヤ167号」1985年10J 」号

|行勁 概要|

５月23 口

６月11 日

13 日

17日

23日

24日

（1985年５月23日～７月21 日）

口本発、北京、西宇を経山して６月６

ロマドゥに到着。

源流部へ出発

黄河と長江を分ける分水嶺であるグズ

グヤ山（4,800m ）に登る。

ヤラダツォに登頂

星宿海調査

佐藤、渡辺が、星宿海からザーリン湖

まで川下り。

27日　梶、渡辺と江本が、ザーリン湖からオー

リン湖へ川下り。

30口　八木原、八嶋、小泉他２名が、オーリ

ン湖から、マドゥまで川下り。

７月 ４日

12日

バヤンカラ登頂

5,830m 峰登頂

西宇着　北京着

21日　日本着

隊　長

副隊長

登撃Ｌ

医　 師

隊　員

//

／/

／/

／／

が
　

が

/／

K 2　　1985 年夏

（平均年令34.1 歳）　8,611 ｍ

飛田

中岡

×山田

和夫1946 年１月　 生（39）

久　1949 年９月　　 生（35）

昇　1950 年２月　　 生（35）

吉田　憲司　1953 年１月　　 生（32）

塩田　純一　1950 年２月　　 生（35）

山田　 修1940 年１月　 生（45）

ｲ尹地知　博　1940 年10月　　 生（44）

遠藤喜重郎　1946年５月　　 生（38）

土谷　iE 伸　1951年１月　　 生（34）

武部　 秀夫　1952 年12 月　　 生（32）

石田　 勇悦　1953年８月　　 生（31）

細貝　 登　1953年10 月　　 生（31）

村上　 和也　1955年３月　　 生（30）

坂上　利明　1955 年 肩 」　 生（29）

熊田　 雅史　1956 年２月　　 生（29）

岡田　勇孝　1957 年６月　　 生（27）

連 絡 官　　 Ｍ ｕｈａｍ ｍａｄ Ｒａｍｚａｎ

109

パキスタン、バルトロ山群

７月24日、南東稜から古田、山田、村上

が登頂に成功。山田は無酸素登頂。

Lダヤンプ配可

ＢＣ　　５,500m

C1　　6,250m

C2　　6,800m

C3　　7,400m

C4　　7,840m

|報告書|　 「高みを求め７Ｊ Ｂ５判　145頁

昭和62年２月１日刊

L個 助概要|　（1985年５月20日～８月27日）

５月20日　 本隊日本発，イスラマバード着

６月１ロ　 キャラバン開始

20口　ＢＣ建設

26日　Ｃｌ建設

28日　Ｃ２建設

７月６口　Ｃ３建設

18口　ＡＣ建設

８月８日　ＢＣ撤収



|隊 の構 頑　 （平 均 年 令39.8 歳）　7,518m

隊　 長　　 沖　　 允 人　1935 年 １月　　 上（50 ）

登學 Ｌ　　 岡 本　 正 人　1948 年 １月　　 ｔ （37 ）

隊　 員　　 安 藤　 忠 夫　1943 年 ３月　　 ｔ （42 ）

･・　 ×徳 島　 和 男　1945 年 ７月　　 ｔ （40 ）

／／　　　× 峯 本　　 枢　1955 年 １月　　 ｔ （30 ）

イ ン ド側　 Ｈｕkａｍ Siｎgh

が
　

か

XＸ

/／

μ
　

が

//

μ
　

μ

７Ｘ

μ

連 絡 官

Ｐａttａｎａyak

Ph ｕ Ｄｏｒjee

Chait Sight Ｋｕtiyａｌ

Ｎｅｅｍａ Ｄｏｒｊｅｅ

Ｓｏｎａｍ Ｗａｎｇｄｕs

Sherap Chh01dor1

Tshering Smanla

Pｒahlad Singh

C. Ｋ. Ｔy ａｇｉ

ＸＴshe ｒｉｎｇ Ａｎｇｃｈｏｃｋ

Ｐｉａｒ Singh

Ljaj ｕＨａｈ Ａｎｓａri Zaka ｒiａ

［
巫 巫 ］　 ９ 月 ７

日 、 Ｓｏｎａｍ Ｗａｎｇｄｕs、Ph ｕ Ｄｏｒ

ｊｅｅ、Chholdon 、 Ｓｍａｎｌａの ４ 名 が Ｈ 峰 西 峰 に 初

登 頂 し た 。

比 と ゴ 幽

Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

Ｃ ３

Ｃ ４

4,800m

5,400m

5.700m

5,900m

6,450m

6,650ｍ

［歩 萱 璽 ］　 ８月30 日ヽ Ｃ ３ か ら Ｃ ２ へ下 降 中 の

Ａｎｇｃｈｏｃｋが 転 落 死 亡 し た。 イ ン ド と の 合 同 登

山 。

|輯 告 朔　　 なし 「 ヒ マ ラ ヤ170 号」1986 年 け 」号

|行 動 概 則 （1985 年 ７月14 日 ～ ９月25 日）

７月14［ ］ 本隊 日 本 発 、 ニ ュ ー デ リ ーを 経 て27H

8 月 ４ ロ　 キ ャ ラバ ン開 始

８ 日　 Ｂ Ｃ 建 設

９月10 日　 Ｂ Ｃ 撤 収

山 名 と 時 期
一
隊 の 構 成|

一

一

隊　 長

隊　 員

／／

ｙy

／／

／/

/／

中 国 側

//

ムーシュ・ムスターグ　1985夏

（平均年令34.1 歳）　6,638m

森　美枝子　1941 年５月　　 生（44 ）

木下　祥子　1943 年12月　　 生（41 ）

早川　昭子　1948年12 月　　 生（36 ）

市川　春代　1950 年１月　　 生（35）

釣部　恵子　1954 年１月　　 生（31）

小林　住子　1958 年４月　　 生（27 ）

福田　裕子　1959年11月　　 生（25）

馬　 力（24）

雷　 雲霞（23）

C3　　5,260m

|報告剛　 「地球の背景の一郎 こ立つＪ Ｂ５判

101頁　1986 年５月31日

町 勤概到 （1985 年７月26日～９月９口）

７月26日　 口本発、北京、ウルムチを経山して30

日和田（ ホータン）着。

連絡官　　 周　懐美（31）

［亙亘］　中国，新彊 ウイグル自治区

区垂年］　 ムーシュ・ムスターグを断念し，西側に

ある5,850m 峰に８月25日８名が初登頂し，パー

フォア・ピンシャン（八花氷山）と命名する。

［キャンプ配剛

ＢＣ　　４,240m

C1　　4,610m

C2　　5,050m

－110 －

８ 月 １ 口

３ 日

４ 日

9[]

17 日

19 日

和田発、２日台提着

キャラバン開始

ＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

市川、釣部がアタックするも、5,600

m で断念し、Ｃ３建設。

25日　釣部、市川、木下、馬力が初登頂に成

功し、27日にも森、早川、小林、雷も

登頂した。

29 口

9 月 ７ 日

９ 日

ＢＣ撤収

北京着

日本着



|山名と時期|　 ガンカル・プンスム　1985 年秋

|隊の構成|　 （平均年令31.7 歳 ）7,590m

隊　 長　　 大内　倫文　1948 年３月　　 生（37）

登旱Ｌ　　 尾形　好雄　1948 年７月　　 生（37）

医　 師　 小林　真也　1957 年７月　　 生（28）

隊　 員　 渡辺　 斉　194（）年３月　　 生（45）

/／

が
　

μ

が
　

β

ガイド

半谷　貞夫　1947 年10 月　　 生（38）

江崎　幸一　1952 年３月　　 生（33）

三好　　 誠　1959 年１月　　 生（26）

工藤　哲靖　1959 年８月　　 生（26）

亀田　文恵　1959 年10 月　　生（25）

柵島　俊司　1961 年11 月　　 生（23）

イシュ・ウォンチュク

[亙置]　 ブータン，北西部

[巫]囮　 西而から中央稜に取り付くも，隊員の肺

水腫事故のため6,800mにて登頂断念。

Lキャンプ配剛

ＢＣ　　５,050m

ABC　5,450m

C1　　6,250 ｍ

C2　　6,450

1特記嘔項|　 江崎高山病となり小林付き添いヘリ

コプ ターにて下山ｏ

|報告判　 「ガンケル・プンズふ（7,541m ）登

山報告Ｊ Ｂ５判　22頁　1985 年12 月９日刊

|行動概則 （1985年８月14日～10月26日）

８月７日　先発隊３名日本発

14日　本隊６名日本発

16日　カルカッタ発、首都ティンプー着

19日　ティンプー発、21 日ジャッカル着

22ロ　キャラバン開始

31日　ＢＣ建設

９月２日　 ＡＢＣ建設

12日　Ｃ１建設

22日　 江崎、小林ヘリコプターで下山

24日　Ｃ２建設

26口　雪崩で亀田隊員300m 流される

30口　工藤隊員肺水腫となり２日ＢＣへ収容

ＢＣ撤収

10月21日　 ティンプー着

出』名と阿㈱

萍 の構成|

クラウン　1985年秋

（平均年令36 歳）　7,295 ｍ

隊　長　×舘野　秀夫　1949 年２月　　 生（36）

副隊長　×中込清次郎　1947 年２月　　 生（38）

医　師　×菅沼　　 勲　1 弱9年９月　　生（55）

隊　員　　 遠藤　京子　1938 年５月　　生（47）

μ

/／

μ

ﾉ/

が
　

が
　

々

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

小川　貞夫　19 妬年11 月　　 生（38）

星野　 貢　1947 年12 月　　生（37）

森山　安次　1949年12 月　　生（35）

石川　　 昌　1952 年８月　　生（32）

橋本　康弘　1954 年８月　　生（31）

宮阪　憲一　1961 年３月　　 生（24）

中野　圭一　1962 年２月　　 生（23）

3,946m

4,410m

5,100ｍ
－111

C3　　6,050m

|特記事項1　9 月30 EI 、中込、石川がり17m に

初登頂。翌［EIにも宮阪、中野、橋本、遠藤、石

川、中込、星野、小川が登頂。

目屋台9］　 「砂漠の」1の遠き頂きＪ Ｂ５判　48 頁

（カラー８頁）昭和62年３月3C）日 川

1行動概要| （1985年８月15（EI～10月２９ ）

８月15日　 日本発、21日カシュガル着

20日　 カシュガル発、23 日マザー着

24日　 キャラバン開始

31日　ＢＣ建設

９月６日　ＣＩ建設

14日　Ｃ２建設

22LJC3 建設

271］ 束壁6,300m に到達

30日　中込、石川が6,117m 峰に初登頂

10月 ］|」　８名が6,117m 峰に登頂

J2日　ＢＣ撤収

21日　カシ==､ガル着

26日　北京着



山名と時期
一
隊の構成j

-

-

隊　長

隊　員

連絡官

囮

ギャラ・ペリ偵察　1985 年秋

（平均年令36.5 歳）　7,294m

山森　欣－　1944 年２月　　 生（41）

三浦　敏弘　1953 年３月　　 生（32）

×ラバ（51）

中国、チベット自治区

囲 東］　 西而4,150m まで偵察。

|キャンプ配副

ＢＨ　　２,850m

BC　　3,550m

|報告書|　 「加拉白里偵察報告Ｊ Ｂ５判　34 頁

1985年12月25日刊

匝T勲概則 （1985年９月10日～10月24日）

９月10日　日本発、北京、成都を経由して12ロラ

サ着。

15日　 ラサ発、林芝、東久を経て17日ぺ着

18日　 キャラバン開始

25日　ＢＨ建設

10月２日　ＢＣ建設

10日　ＢＨ撤収

16日　ラサ着

［匝茸記］　 山森　 欣一

ＢＨで休養をとった後27日には、連絡官、コッ

ク、通訳の５人で上部ルート偵察に向った。あち

こちと迷いながら獣道を拾いながらようやく、下

の河原は見える所まで出る。ところがここから河

床へ降りるためには、背丈が２～３ｍ位あるトゲ

の木の密生した林を切り拓らかなければならなかっ

た。

翌日からルート整備と荷上げを ２人で行う。こ

の頃、対岸のギャラ村から漁師が４人と犬が８頭

登ってきた。熊を撃ちに来たと恐ろしい事を言う。

通訳は、我々が上部に行っている間に漁師が子熊

を担いで来たと報告。

９月30口に10口間分の食糧を持って２人で上部

へ移勤した。更に氷河上約3,500 m に今回 のＢＣ

を設営した10月２日には、天候は完全に好天に向

かい偵察期間中持続すると云う幸運に恵まれた。

10月８日には、充分とはいかないにしても、一

通りの道路偵察を終えてＢＨに帰幕した。

μ

吉田　憲司　1953 年１月　　 生（33）

［巫目　　 クルティカとの仲がうまくいかずに登頂

を断念する。

|報告書|　 なし　ヒマラヤ179号「トランゴ・ワー

遠征報告（斎藤安平）」1986年10月号

1行動概則 （1986年５川9 口～７月８日）

５月19日　日本発

25日　 イスラマバード発、26日スカルド着

29日　キャラバン開始

６月４Ｈ　ＢＣ建設

８口　台座に到着

21口

23日

29日

上部ルートエ作

登學中止

ＢＣ撤収
－112

[罪旱副　 斎藤 安平

22日、今口は、山田と私でルートエ作に出る。

昨[]の終了点でクラックは無くなり、次のクラッ

クが５メートル程右の方にある。初めフリーで行

こうとしたが行けず、 ボルト２本を打つ。

ヘアーラインクラックが10メートル程続いてお

り、ナイフブレードのタイオフの連続で登る。ク

ルティカの“Ａピトン" はこういうクラックに大

変有効だった。やがてクラックも広くなり、ストッ

パーが使える様になる。クラックとジェードルの

ラインに沿って、フリーと人工で登り続ける。岩

はしっかりしており、昔、シャモニの岩を登って

いたころを思い出す。

我々とクルティカの関係は、非常に悪くなって

きており、特に20口の夜以来ほとんど口を聞いて

いない。彼といっしょにいることが苦痛すらなっ

てきており、こんな状態で登累を続けることは我々

に望むところではない。結局降りようということ

になった。その旨占田に知らせ、 クルティカに話

してもらう。いやな役を彼に押しつけた。



|山名と時期|　　シュエバオ・ディン　1986年夏

1隊の構成|　 （平均年令37.5 歳）　5,588m

隊　長　 遠藤　 登　1930年10 月　　生（55 ）

登旱Ｌ　　 八木原圀明　1946 年11月　　 生（38）

隊　員　　 中岡　 久　1949 年９月　　 生（36）

/ ／

ｙＺ

μ
　

μ

//

μ
　

μ

中国側

μ
　

が

/ ／

yｙ

森山公美丈　1941 年９月　　 生（44）

福山　　 信　1943 年８月　　 生（/12）

天城　敞彦　1947 年５月　　 生（38）

菅野 千尋1949 年１月　 生（37）

背原　和明　1955 年８月

三好喜代美　1957 年１月

大金　信夫　1959 年10 月

鄭　茉発（55 ）

張　 江援（33 ）

楊　久輝（32）

上 馬特（29）

上　華山（29）

李　 慶（26）

生 （30 ）

生 （29 ）

生 （26 ）

囮
回

巾国、四川省

８月５口、八木原、中岡、菅原、大金が

発登頂に成功。翌日、張、楊、王馬、王華、李、

森山、福山、天城、三好の９名も登頂に成功。

Lキャンプ配剛

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

[些記釧
四 劃

4,170m

5,100m

四川省登山協会との合同登山

｢天府の監峰　雪宝頂ＪＢ５判　63頁

（カラー８頁）1987年８月５「け|」

［行動概到 「1986年７月25日～8J 」21日）

７月25日　日本発、北京を経由して成都着。

27L」 成都発、紅原、松藩を経山し大酒へ

30口　ＢＣ建設

８月４日　ＣＩ建設

５日　八木原ら４名は初登頂

６口　張ら９名が登頂成功

８Ｄ ＢＣ撤収

17日　成都着

21日　日木着

イ

//

μ
　

か

ンド側

/／

／/

／／

囮
[圖

金子　 珠実　1958 年 利 」　 生（28 ）

南指原さゆり1959年８月　　 生（26）

風間 雅了1958 年12月　 生（27）

I.Ｄ.シャルマ（28）

ｌｌａ Ｒａｊａｎ （20）

Ａｎｊｕ Ａｇａｒｗal （19）

Ｒａｄsｈａ Ｄｅｖi （21）

インド、ヒマチャル･プラデシュ州

匹 匹 沃‾|
Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｃ １

㈲ 己事端

岬 告顛

4,670m

4,930m

5,230m

インドとの女子合同登山。

なし「ヒマラヤ181り」1996年12 月号

|行動概要| （1986 年８月３日～10月３日）

８月３日　 本隊日本発、４日ニューデリー着

８日　 ニューデリー発、 シムラ着

19日　 シムラ発、カルパ、リッパ、フクパ、

モラン、 タンギを経て。

26日　ＢＣ建設

30日　ＡＢＣ建設

９月２１Ｊ Ｃ１建設

９ＥＩ　ＢＣ撤収

10月３日　帰国

113 －



|山名と時期j

[隊の構成|

ラプチエ・カン偵察　1986年秋

（平均年令31.5 歳）　7,367ｍ

隊　長　×斎藤　安平　1953 年１月　　 生（33）

隊　員　　 熊田　雅史　1956年２月　　 生（30 ）

中国側　 成　 天亮（46 ）

囮

談

察。

拉　　 旺（42）

中国、チベット自治区

北面から西面に入り6,200m 地点 まで偵

け ヤンプ配置|

ＢＣ　　４,500m

ABC　5,300m

C1　　5,650m

|報告則　 「ラプチエ・カン7,367mJB5 判

143頁　1988年４月刊

1行動概要|

９月１日

６口

17口

20日

21日

24日

30日

(1986 年９月１日～10 月８日)

日本発、北京、成都を経由して４日ラ

サ着

ラサ発、８日ランゴロ着　ＢＣ建設

ＡＢＣ建設

ＣＩ建設

西稜下6,200m に到達

ＢＣ撤収

ラサ着

［隊の構成|　 （平均年令33,8 歳）　7,216m

隊　長　　 新郷　信廣　1943 年３月　　生（43 ）

副隊長　　 友田　健治　1948 年11 月　　生（37）

登學Ｌ　　 宮崎　　 勉　1947 年11月　　生（38 ）

隊　員　　 保坂　 昭憲　1948 年２月　　生（38）

連絡官

囮

談

岩崎　 洋　1950 年２月　　 生（26）

綾戸　新二　1964 年11月　　 生（21）

李　 致新（24）

中国、チベット自治区

10月14 日、 新郷、 友田、 岩崎が本峰

（7,216 m ）に初登頂。南峰は断念する。16 日に

も宮崎，保坂２名も登頂した。

|キャンプ配置|

ＢＣ　　４,200m

ABC　5,300nl

C1　　5,730 ｍ

Ｃ ２

仮Ｃ ３

㈲告朔

6,150m

6,580m

なし「ヒマラヤ182号」1987年1J 二」号

114

[行動概則

９月１口

８日

14日

20口

10 月11 日

13 日

1引」

16 日

11 月 ２日

(1986年９月１日～11 月２日)

日本発、北京、成都を経由して３ロラ

サ着

ラサ発、モンダにＢＣ姓設

ＡＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

仮Ｃ３建設

Ｃ３建設

新郷ら３名北峰に初登頂

宮崎ら２名登頂

帰国



|隊 の 構 成|　 （平 均 年 令31.5 歳 ）　7,3541

隊　 長　 八 嶋　 寛　1950 年 ３ 月　　 生 （36 ）

医　 師　 松 木　 克 雄　1955 年12 月　　 生 （30 ）

隊　 員　　 小 野 寺 光 義　1945 年12 月　　 生 （40 ）

ｘｘ　　　　　佐 藤　 修　194a 年 ７ 月　　 生 （38 ）

ｘｘ　　　　遠 藤　 幸 寿　1953 年10J 」　 生 （32 ）

”　　　 江 村　 克 志　1956 年11 月　　 生 （29 ）

ｙｘ　　　　石川　 啓 二　1957 年 ５月　　 生 （29 ）

・’　　 山 田　 敏 雄　1958 年1（）月　　 生 （27 ）

／／　　　　志小 田 美 弘　1959 年 １月　　 生 （27 ）

”　　　 大久 保 主 計　1959 年 ４月　　 生 （27 ）

匪 巫]　10 月12[]北西稜から、遠藤、松木、江村、

志小ｍが初登頂に成功。 14日にも八嶋隊長ら６

名が登頂し、全員登漬となった。

|キャンプ配剛

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

5,800m

6,100ｍ

Ｃ ２

|報 告 書|

７月 刊

|行 動 概 要|

㈲ 」１ 日

７ 日

17日

21 日

24［1

10 月 ２日

12 日

14 口

17 口

30 日

11 月 ７ 口

6,700m

｢芥烏衣峰ＪＢ５判　135頁　1987年

（1986 年９月１日～11月７日）

日本発、北京、成都を経て４［|ラサ着

ラサ着、13 日ジャブ・ラ着

キャラバン開始

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

7,200m でビノ゙－クして遠藤ら４名初

登頂に成功。

八嶋ら６名登頂

ＢＣ撤収

ラサ着

口木谷

隊　長

登學Ｌ

隊　員

ギャラ・ペリ　1986 年秋

（平均年令33.2 歳）　7,294m

飛田　和夫　1946 年１月　　 生（40）

尾形　好雄　1948 年７月　　 生（38）

太田　　 健　1954年２月　　 生（32）

橋本　 康弘　195･1年８月　　 生（32）

今村　 裕隆　1959 年 利 」　 生（27）

藤原　拓夫　1956 年３月 生 （30 ）

［祉巫］　10 月31日，南稜から尾形，橋本，今村の

３名が初登頂に成功。

七 と 歿 ］

ＢＣ　　３,200m

ABC　4,200m

C1　　5,000m

C2　　5,650 ｍ

Ｃ ３

Ｃ ４

[報告則

6,300m

6,700m

｢ギャラ・ペリＪＢ５判121 頁

カラー４頁　昭和62年９月１日刊

|行動慨則 （1986年９刈１口～11月21 口）

９月１日　日本発、北京、成都を経て４日着

８日　ラサ発、モンダにＢＣ建設

11日　キャラバン開始

151:Ｉ　Ｂ Ｃ建設

22口　ＡＢＣ建設

10月３日　ＣＩ建設

11［I　C2 建設

19口　Ｃ３建設

21日　Ｃ４建設

31口　尾形ら３名が初登頂に成功

ＢＣ撤収

ラサ着

11月21F1　 日本着

－115 －



i豚の構岡　 （平均年令35-8a ）6.20 柚

隊　長　　 飛田　和夫　1946 年１月　　 生（41 ）

医　哺　 林　 清剛　1948 年９月　　 生（38 ）

隊　員　　 江尻　健二　1933 年５月　　 生（5羽

メノ

μ

/／

ﾉ／

/／

/／

μ
　

ひ

//

/ ／

遠藤　京子　1938 年５月　　 生（49）

柴崎　 裕代　1947 年３月　　 生（40）

小原　　 博　1949 年3J 」　 生（38）

小沢　隆明　1949 年８月　　 生（37）

永尾　剛士　1950 年9 J-」　 生（36）

長谷川喜久夫1957年１月　　 生（30）

伊藤　哲朗　1956 年1肘」　 生（30）

安田　素彦　1957 年７月　　 生（30）

山崎賢二郎　1958 年７月　　 生（29）

飛田　真樹　1973 年7J ］　 生（14）

連 絡官　　 王　 馬 特 （31 ）

［匝 唇 ］ 「「１国 、四 川 省 南 西 部

区jW ］　 南稜から挑むも5,300m で登頂断念。

ご 幽

Ｂ Ｃ 4,200 ｍ

C1　　5,000m

幽 宣 萱」　「ゲユ峰Ｊ Ｂ５判　74 頁　 昭和62年12

月１口刊

|行動厦則 （1987年７月25口～８月23日）

７月25 口　日本発、北京を経て成都着

27日　成都発、康定を経て30口熱拘着

８月１［］ キャラバン開始

７日　最高到達点に達する

１４Ｈ　ＢＣ撤収

21日

23日

成都着

日本着

［七生 但 塑 ］ タン　1987 年夏7.135m

|隊の構成|　 （女性隊）（平均年令34.8 歳）

隊　長　　 木下　祥子　1943 年12月　　 生（43 ）

副隊長　　 小泉　恵子　1954 年１月　　 生（33 ）

隊　貝　　 市川　春代　1950年１月　　 生（37 ）

μ
　

μ

連絡官

寺沢　玲子　1951 年８月　　 生（35）

貝塚　球樹　1961 年３月　　 生（26）

Ｍａｌａ Ｈｏｎｎａti （33）

匝貴］　 イフド
と

ジ゛ム＆カシミ‾ル州

匪d4χ］　 Ｕ 」27L」，西稜から小泉，貝塚とカルマ

が登頂に成功した。

|キャンプ1!1置」

BC　　4,100m

C1　　4,900m

C2　　5,300m

C3　　5.900 ｍ

Ｃ ４ 6,300 ｎl

|報告劃　　 「カシ１　ルのな神タンJB 口I」

カラ一４頁　61頁　1988 年12 月刊
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｢汀四 回

７月26口

８ 月 ４ 日

7 口

12FI

詣 卜|

26［］

27［|

3H1

9 月 ２ Ｈ

６ 日

(1987年７月26[]～9 月６日)

L｣本発、ニューデリー発、８月２日 夕

ンゴール着

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

Ｃ３住設

Ｃ４建設

小泉、貝塚、カルマが登頂成功

ＢＣ撤収

ニューデリー羞

日本着



|隊の構成|　 （平均年令31.7 歳）　7,367m

隊　長　　 山森　欣－　1944 年２月　　 生（43）

副隊長　　 出［］　 富　1942 年４月　　 生（45）

隊　員　　 小川　貞夫　1946 年11 月　　 生（40）

”

／／

／／

が
　

か

XZ

巾 国 側

Ｚ／

々
　

か

β
　

ガ
　

ガ
　

々

//

森山　安次　1949 年12 月　　 生（37）

古川　英勝　1952 年10 月　　 生（34）

須藤　圭一　1953 年５月　　 生（34）

橋本　康弘　1954 年８月　　 生（33）

田辺　　 治　1961 年１月　　 生（26）

高橋　俊也　1961 年10月　　 生（25）

成　 天亮（47）

旺　　 加（30）

阿　 加布（24）

加　　 拉（24）

達　　 宝（23）

普　　 布（23）

拉　　 巴（23）

侭　　　 聡（24）（女性）

拉　　 吉（17 ）（ ／／　）

|山名と時男　　 シンｆ ン　1988見交

”

μ
　

μ

連絡官

囮

[圏

峰 岸　　 一一

増 田　　 隆

三 浦　　 誠

森 山　 英 穂

高　 成 学 （

中国 、 青 海 省

匝 廼］　l､II国、チベット自治区

［ig χ］　西稜から10月26日、旺加、須藤、加拉、

達宮、拉吉、田辺、高橋、出口が初登頂に成功。

翌日、橋本、拉巴、普布、侭扁、高橋、小川も

登頂に成功した。

lキャンプ配置I

BC　　4,500m

ABC　5,300m

C1　　5,600m

C2　　6,150m

C3　　6,900m

|特記事項|　　チ しl ヽとの合同登山。山森隊長９

月26日～10月９日肺水腫のため下山し復帰。

［亘否否］　 「ラプチエ・カン7.367mJB5 判

カラー４頁　143頁　1988 年４月刊

［行動既要| （1987年９月10（I～11月9 1:1）

9 月10日　日本発、北京、成都を経て12日ラサ着

16口　ＢＣ建設

20口　ＡＢＣ建設

11月１日　ＢＣ撤収

|隊の構成|　 （平均年令32. 礦 ）　6.860m

隊 長　 植松 秀之1939 年８月　 生（48）

副隊長　 福山　 倍　1943年 ㈲」　 生（44）

医　師　 尾鷲　和也　1959年11月　　生（28）

隊　員　 小玉　義広　1957年６月　　生（30）

1960年６月　　 生（30）

19GO年９月　 生（27）

1967年 口 」　 生（21）

1955年２月　　生（33）

）

５月15 日新青18峰（6,273m ）に、福山、

峯岸、小玉、増田、三浦が初登］1．主峰は断念

した。

|キャンプ酷司

ＢＣ　　４,980m

C1　　5,6.50m

國 告刺　 なし「ヒマラヤ201号」1988年８月号

－117

［石茸顧呈1　（4 月22日～６月２日）

４月22日　日本発、北京、蘭州を経由して24日西

宇苦

26日　西宇発、順応訓練を混えて都蘭を経て

29日ゴルムド着

５月２日　森山隊貝人院。昆崩山口を越えて途中

でキャンプをしながら５月６ロベース

キャンプ建設。

い 」９日　Ｃ１建設

15日　新青18峰に福山ら５名が初登頂

８Ｃ撤収

西宇着

㈲J2 日　帰国



|隊の構成|　　（平均年令36.7 歳）　6,204m

隊　長　 飛田　和夫　1946 年1 Jj　　 生（42）

副隊長　　 伊藤　哲朗　1956年10 月　　 生（31 ）

隊　員　　 遠藤　京子　1938 年５月　　 生（50 ）

//

／／

X／

/／

連 絡官

回 ］

回

天城　敞彦　1947年５月　　 生（41）

寺沢　玲子　1951 年８月　　生（36 ）

×滝田　 収　1957 年３月　　 生（31 ）

人野　邦哨　1961 年12Jj　　 生（26 ）

高　　 敏（24）

中田、四川省

６月11口、飛田、伊藤、池田の３名が南

稜から初登頂に成功。翌日にも２度目の飛田と

遠藤、天城、寺沢、大野も登頂に成功。

|キャンプ配則

ＢＣ　　４,350m

C1　　5,150 ｍ

Ｃ ２

|報 告 古|

5,750m

｢格聶峰ＪＢ５判　44頁　カラー２貞

1989年６月12日刊

1行動概則　 （1988年５月20日～６月309

5 月20日　日本発、北京を経由して21日成都着

22日　成祁発、25日熱何置

28ロ　キャラバン開始

30口　ＢＣ建設

６月３口　Ｃ１建設

10口　Ｃ２建設

11日　飛田ら３名初登頂

12日　遠藤ら５名も登頂成功

15日　ＢＣ撤収

26口　成都着

30日　日本着

Z/　　　　　新 郷 信 廣1943 年 ３ 月　 生 （45 ）

／／　　　　　高 橋　 純－　1948 年11 月　　 生 （39 ）

／／　　　　　青木　 正 樹　1934 年11 月　　 生 （53 ）

・’　　 吉 田　 秀 樹　1953 年5Jj　　 生 （35 ）

”　 × 二 俣　 の 司　1955 年 ６ 月　　 生 （32 ）

イ ンド側　 フ カ ム・ シ ン （50 ）

が
　

が

々
　

μ

／/

／/

／／

／/

／/

連 絡 官

圓

Ｃ ．Ｒ パ ト ナ イ ン（40 ）

Ｄ. チ ャ ント ・ タタ ー ル （36 ）

Ｖ.Ｋ. ヴ ィッ ト （32 ）

Ｎ.Ｄ. シェ ル パ （４０）

Ｓ．Ｉ ．カ ネ イヤ ・ ラ ル （35 ）

ラッ タ ン・ シ ン（35 ）

× ツェ ワン ・ サ マ ン ラ （30 ）

ア タ ヌ・ チ ャ タレ ジ （27 ）

シェ ルフ ・ チ ョ ル デ ン （33 ）

R. ラビ （　 ）

イ ンド 、東 部 カ ラ コ ル ム

［巫生］　 ７月28日南壁から尾形、吉田、サマンラ

が初登頂に成功。同口Ｃ１からラッタン・ シン、

カネイヤ・ラルも登頂。 29日新郷、二俣、 シェ

ルプ、アタヌ、渡辺も登頂。 30日高橋も登頂。

|キャンプ配副

ＢＣ　　４,300m　 南・北テロン氷河合流点

ＡＢＣ　５,050m　 北テロン氷河

C1　　5,960m　 アイベックス・コル直下

C2　　6,750m　 南壁

Ｃ ３

[価勁概則

－118 －

６ 月12 日

27 日

７ 月 ４ 口

９ 日

19日

27 日

８ 月 １ 日

7､000m　　 ／/

I.Ｔ.Ｂ.P との合同登山

なし「ヒマラヤ204号」1988年11 月号

（1988 年６月12日～８月18日）

本隊日本初、ニューデリー着

キャラバン開始

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

ＢＣ撤収



|山名と時期|　　が・シャーブルム11　1988 年秋.

|隊の構成|　 （平均年令35.7 歳）8,035m

隊 長　 飛田 和夫1946 年１月　 生（42）

副隊長　　 小川　 貞夫　1946 年11月　　 生（41）

隊　員　　 寺沢　 玲子　1951 年８月　　 生（37）

／／

／／

/／

連 絡 官

囮

匯 ］

熊田　雅史　1956 年２月　　 生（32）

伊藤　哲朗　1956 年10月　　 生（31）

安部　 誠　1957 年３月　　 生（S1）

Shak Jehan （34）

パキスタン、バルトロ山群

隊長のみＧｎＢＣに到着したものの、登

山活動は出来なかった。

|特記事項|　　ポーターはウルドカスまで。″キス

タンの「冬期」は10月１日～３月31日。

L琶宣含」　 なし「ヒマラヤ215号」1989 年10月号

[行動概要]

９月12日

19日

26日

10月３日

16日

21日

31日

｢1988年９月16L｣～11 月18日)

日本発、13 日イスラマバード着

イスラマバード発、スカルド若

キャラバン開始

ウルドカス着、ポーク解雇

コンコルディア着

隊長が単身ＧｎＢｃ着

アスコーレ着

|山名と時頻

|隊の僑成j

チベット２座連続　1988 年秋

(平均年令30.8 歳)

隊　長　Ｘ山田

隊　員　×三枝

ぷ
　

ぷ

連絡官
匯 ］

匯 ］

清水

山本

昇　1950 年 ２月

照雄　1957 年10 月

修　1958年 ４月

篤　1962 年10月

中国、チベット自治区

生 （38 ）

生 （30 ）

生 （30 ）

生 旧 ）

10月24日、シシャパンマ主峰（8,027m ）

に山田、三枝、山本が登頂。11月６日、チョー・

オユー（8.201m ）に４名全員が登頂した。

|キャンプ配副

シシヤ゛?ンマ

ＢＣ　　４,900m

ABC　5,800m

C1　　6,400m

C2　　6,900 ｍ

皿 劃

チョー ●オユー

ＢＣ　　４,900m

ABC　5,700 ｍ

なし「ヒマラヤ208号」1989 年３月号

－119

[行動概要|

10月３口

(1988年10月３日～11月20 日)

口本発、北京、蘭州を経由して４日ラ

サ着

７日　 ラサ発、シガツェを経由して９日シシャ

パンマＢＣ建設

18 日

20 口

21 口

24 日

29E 」

31 日

11 月3F ］

ＣＩ建設

Ｃ２建設

7,350mまで偵察

山皿ら３名シシャパンマ登]輿

ＢＣ撤収

チョー・オユーＢＣ建設

ＡＢＣ建設・４日、6,350m、5 日、7

200m と移動して６日４名全員登頂。

８口　ＢＣ撤収



連絡官

囮

談

伊藤　 守1 馴 玉　 生（35）

ゴノ勺ﾚ・チャンドラ・サーハン

インド、西部ガルワール山群

北壁5,500m まで到達。

|キャンプ配川

ＢＣ　　４,300m

ABC　4,800m

C1　　5,200 ｍ

開 申

隔 欄

７月23日

25日

27 日

31 日

８月 ４日

な し｢ ヒ マ ラ ヤ217 号｣1989 年12 川 号

(1989 年 ７月23 日～ ８月30[])

口 本 発、 ニ ュ ー デ リ ー着

ニ ュ ー デ リ ー 発、 リ シ ケ シを 経ITI I して

26 日 ウ ッ タ ル カ シ 着

キ ャラ バ ン開 始

Ｂ Ｃ建 設

Ａ ＢＣ 建 設

8 LI

11 日

20L 」

23 日

30 口

ＣＩ建設

北璧5,500mで登頂断念

ＢＣ撤収

ニューデリー首

口本帰国

|登山記|　 森山　 公美丈

テントで休息していると、 ３時頃突然ゴーとい

う音がするので外に出てみると北壁側から滝の様

な雪崩が落ちてくる。そしてテントの斜前約40m

位のところで止まる。 17時過ぎ出口さんがルート

エ作から帰ってくる。それから30 分程して伊藤さ

んもＣＩに帰着。紅茶で労をねぎらう。夕食の後

これからの行動について３人で話し合う。結論と

して、思ったより困難な山であり、日程的にも登

頂は無理ということになり、11 ～12日で行けると

ころまで行き、その後は東壁側を踏査することに

する。

残念ではあるが隊の現状等を考えるとやむを得

ない。全員納得する。

|隊の構成|　 （平均年令40.4 歳1　6,032m

隊 長　|| 「森 欣一　19441年２月　　 生（45）

隊辰代行　洒井　國光　1939 年･1月　　 生（50）

隊　員　　 西嶋錬太郎　1942 年８月　　 生（j16）

ガ
　

ガ

が
　

か

μ
　

μ

連絡官

匪 ］

囲

松舘　正義　1944 年４月　　 生（45）

人久保　溥　1949 年４月　　 生（40）

干場　　晃　1951 年６月　　 生（38）

菅沼　弘子　1952 年９月　　 生（37）

谷田川　武　!953 年９月　　 生（35）

貝塚　珠樹　1961 年３月　　 生（28）

汀 硯 部（35）

中国、四川省南西部

北西稜から5,500 m まで達するも岩が脆

いため登頂を断念。

1キャン｢プ配剛

BC　　4,500m

C1　　4,700m

C2　　5.150 ｍ

L邨古刹　　「桃源境への旅Ｊ Ｂ５判　92頁

120

カラー１頁　1990 年３月刊

|行動概要| （1989年７月26H ～8 月30日）

７月26 口　日本発、北京を経て成都着

28口　成都発、･西昌を経て30日木咀着

８月１日　 キャラバン開始

５日　ＣＩ建設

13日　Ｃ１建設

15日　Ｃ２建設

16LI　北西稜5.150m に到達

18［］5,250m 峰に全員登頂

20日　ＢＣ撤収

23日　稲城着

26日　成都着

30「| ［］本善



匪 弓 吟 』　 （平 均 年 令33.6 歳 ）8.848111

隊 長　 尾 形 好 雄19x18 年 ７月　 生 （41 ）

副 隊 長　 新 郷　 信廣　19113 年3 Jj　　 生 〔46 〕

隊 員　 平E11　 清志19xlG 年10 月　　 生 （35 ）

ｙｒ　　　　　橋 本　 康 弘　19M 年8JI　　 生 （35 ）

ｘｙ　　　　　谷L］ 雅 朗　J957 年11 月　　 生 （31 ）

”　　 今 村　 裕 隆　191j9 年 ４月　　 生 （30 ）

ｘｙ　　　　　田 辺　　 治　 】961年 １ 月　　 生 （28 ）

･・　 Ｘ石 坂　　 工　1965 年 ６月　　 生 （24 ）

ｘｙ　　　　　西川　　 修　1963 年11 月　　 生 〔25 〕

連 絡 官　　 明利 衆

匝 蔵 ］　 中国 ， チ ベ ッ ト自 治区

原 到　 北 壁8.200m で 登 頂 断 念

|キ ャ ンプｔ 置|

Ｂ Ｃ　　 ５.500m

ABC　6,150m

C1　　6,900m

C2　　7,500m

C3　　8, ｛｝00ｍ

|特記事項|　　ハイポーター雇用せず・ＡＢＣに泥

棒約50万円（現金）の被害。

㈲ 告書|　 なし「ヒマラヤ218号」1990 年 川 号

回 動概要|　（1989年８月15日～11月９日）

８月15口　日本発、 北京、成都を経由して、19日

ラサ首

22日　 ラサ発、シガッエ・シガールを経由し

て25日Ｔ ＢＣ着

30日　ＢＣ建設

９月11「」 Ａ ］XC建設

26［∃I　C ］建設

10月13日　Ｃ ２建設

21日　Ｃ３建設

22L」　2 名が北璧ホーンパイン・クーロワー

ル8,2DOm に到達

ＢＣ撤収

11月９Ｈ　帰国

|隊の構成|　 （平均年令4 瞼 ）　7,075m

隊 長　 保坂 昭憲1948 年２月　 生（42）

副隊長　 関根　幸次　1933年10 月　　 生（56）

隊　員　　 遠藤　京子　1938 年 ５月　　 生（52 ）

μ

が
　

μ

/／

μ
　

μ

/ﾉ

平川　宏子　1940 年 ５月　　 生（50）

天城　 敞彦　1947 年 ５月　　 生（43）

桶川 和 気夫　1950 年 ３月

× 滝L[1　　 収　1957 年 ３月

南 指 原 さ ゆ り1959 年 ８ 月

中 川　　 裕　196 びTf 8 月

後 藤　 文 明　1 ％5 年 Ｕ]

生 （40 ）

生 （33 ）

生 （30 ）

生 （29 ）

生 （25 ）

連絡官　　 ナIJン・ゴータム（28）

匝湾］ インド、戸 部ガルワ　ル山男

［岳巫］　 ８月10 日、北稜から保坂、|閔根、大城、

桶川、後藤が登項成功。翌日にも遠藤、平川、

滝|⊥l、中川も登頂した。

|キャンプ配置|

ＢＣ　　４.8（10ｍ

Ｃ Ｉ 5,100ｍ

－121

Ｃ ２

Ｃ ３

5,800m

6,300 ｍ

［盲有司　 「聖地巡礼の山旅ＪＵ５判　70 頁

カラー４頁　1991 年６月20 口刊

［堕 回 些 ］（1990年 ７月15日～８月22［］）

7 月15日　本隊日本発、ニューデリー着

16日　ニューデリ ー発、18FTガンゴトリ着

1叫」 キャラバン開始

25日　ＢＣ建設

28日　Ｃ１建設

８月 ２ 日

９ 日

10 日

11 日

14L｣

18[]

22 日

Ｃ２建設

Ｃ３建設

保坂ら５名登頂

遠藤ら４名登頂

ＢＣ撤収

ニューデリー着

日本着



隊の構成　　 （平均年令34.9 歳）　7,295m

隊　長　×舘野　秀夫　1949 年２月　　 生（41 ）

登學Ｌ　　 橋本　康弘　1954 年８月　　 生（35 ）

医　師　×菅沼　　勲　1929 年９月　　 生（60）

隊　員

／/

/ﾉ

連 絡 官

×二俣　勇司　1955 年６月　　 生（35）

柳沢　剛男　1962 年９月　　 生（27）

佐々木　剛　1965 年10月　　 生（24）

益子　英雄　1968 年２月　　 生（22）

李

中国、新彊ウイグル自治区

L拉里」　 ９月27L」、ＢＣへ下山中の舘野、菅沼の

２名がＦルンゼ出合で氷河雪崩に遭い行方不明

となる。このため6,320m で登頂を断念した。

|キャンプ配劃

Ｂ Ｃ

Ａ ＢＣ

ＣＩ

Ｃ ３

|報 告書|

4,000m

4,300m

4,400m

5,800m

なし「ヒマラヤ203号」1991 年１月号

[行動概要|

８月15日

23｢｣

31 日

９ 月13 日

17 日

22 口

27 日

(1990年８月15日～10 月26 口)

日本発、北京、ウルムチ、カシュガル

を経て22ロマザー・ダラ着

キャラバン開始

ＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

6,320m に到達。ＢＣへ下山中の舘野、

菅沼Ｆ ルンゼ出合で行方不明となる。

28日～29日　捜索活動

10月11日　ＢＣ撤収

20日　 カシュガル着

26［］ 帰国

山名と時期
一

一

隊の構成

隊　長

副隊長

登皐Ｌ

ヌ ン 1991年夏

（平均年令40.5 歳）　7,135m

中岡　　 久　1949 年９月　　 生（4D

関根 幸次　1933 年10月　　 生（57 ）

橋本　康弘

伊藤

隊　員　　 井上

/ ／

/ ／

μ
　

か

ひ
　

か

連絡官
五

回

沢田

田村

滝口

守

博之

幸子

正勝

良二

森 山　 英 穂

占 岡　 俊 博

中 山　 裕朗

伊 藤　 英LLt

P. Ｄ. シ ン

1954年８月　　 生（36）

1954年11月　 生（36）

1934年４月　　 生（57）

1940年12月　 生（50）

1942年４月　　 生（49）

1949年１月　　生（42）

1955年２月　 生（36）

1959年７月　　 生（31）

1963年12月　 生（27）

1967年１月　 生（24）

イ ンド、 ジ ャム ＆ カ シ ミー ル州

８月14日、西稜から橋本、田村、中山の

３名が登頂に成功。

【キャンプ配副

ＢＣ　　４.100ｍ

C1　　4,900m

C2　　5,350m

C3　　5,900m

C4　　6,400m

圖 告書|　 「秀・ タン峰を學じるＪＢ５判　カラ

２頁　71 頁　1922 年６月30 口刊

1行動概要| （1991年７月14日～８月24口）

７月14日　本隊【】本発，ニューデリー着

24日　ＢＣ建設

29日　Ｃ１建設

８月１日　Ｃ２建設

５ＬＪ Ｃ３建設

６日　Ｃ４建設

14日　 橋本ら３名登頂

18日　ＢＣ撤収

20日　 ニューデリー着

24日　日本若

－122 －



［山系と時期|　 カンチ・=ンジュンガ　1991 年春

隊の構成　　 （平均年令32 歳）　8,586m

隊　長　　 尾形　好雄　19j18年７月　　 生（j12）

副隊長　 名塚　秀二　1954 年11 月　　 生（36）

隊　員　 新郷　信廣　19j13年３月　　 生（j18）

μ

μ

μ
　

な

/／

μ
　

み
　

β

//

７/

吉田　秀樹　1953年５月　　 生（37）

今村　 裕隆　1959 年４月　　 生（31）

田辺　　 治　1961 年１月　　 生（30）

江塚　進介　1961年４月　　 生（29）

佐藤　光由　1961 年４月　　 生（29）

小田　隆三　1962 年９月　　 生（28）

後藤　文明　1965 年５月　　 生（25）

Ｘ星野　龍史　1967 年11月

秋山　　 剛　1970 年９月

×北川みはる　1949年４月

貝塚　珠樹　1961 年３月

イ ンド 川　 フ カ ム・ シ ン

ｙ
　

μ
　

β
　

々
　

μ
　

β

”

μ

μ
　

β
　

ひ
　

み
　

ぷ
　

が
　

か

ﾉ ／

|行動概則

２月28 日

３月31 日

５月24 日

25日

30日

Ｃ．Ｒ,パタナイン

カネイヤ・ラル

×ツjilワン・サマンラ

サントシュ・ ヤダヴ（Ｆ）

シェルップ・チョルデン

ペマ・シェルパ

ケム・ラジュ 一タクール

×パサン・シＸルパ

スンダル・シン・マルトリア

ゴビン・シン・ラワット

ジョット・シン・ パンダリ

サルキ・フティア

プルバ・レプチャ

ロブサン・ツェリン

スマン・クティヤル

ＢＣ要員５名

生 （23 ）

生 （2（））

生 （41 ）

生 （30 ）

（1991年２月28日～６月16日）

日本発、ニューデリー着

ＢＣ建設（殿は４月28口ＢＣ入り）

名塚ら３名が登頂成功

シャルマら３名が登頂成功

ＢＣ撤収

ニューデリー着

囮
談

インド、 シッキム州

５月24[]、北東支稜から名塚、今村、小

田の３名が登瓦 翌日シャルマ、サマンラ、カ

ネヤ・ラルの３名も登頂した。

け ヤンプ配剛

ＢＣ　　４,935m（3 月31日）

ＡＢＣ　５,200rｎ（4 月15日）

C1　　5,700r ｎ（　　20 日）

C2　　6.300m （　27 日）

C3　　6,800m （5 月４日）

C4　　7,450m （　　9 日）

C5　　7,850m （　　15「」）

C6　　7,950m ［　　23E ］）

|特記事欄　　 インドとの合同登山。５月17日には

Ｃ５からアタックに出たパサン・シェルパが滑落、

行方不明となる。

|報告書|　 「カンチェンジ=・ンガ　西・東　」

Ｂ５判　カラー８頁　358頁　1993 年10月刊

|登頂朗　 今村 裕隆

ウェスト・コルから岩稜を30m 位 登ると、もっ

と先に行っているだろうと思った小田君が目の前

の雪壁を登っている。Ｉ人でないと思うと気が楽

になった。

コルから先は、ヤルン氷河側のミックス壁となっ

た急斜而をトラバース気味に登る。フィックス・

ロープも所々残っている。頂上までは直線距離で

はたいした事ないがアップ・ダウンが多 く、時問

と体力を使ってしまう。

頂上直下だと思われる大岩の下に若く。もし頭

上の大岩が頂上なら、 カンチＪこンジュンガの真の

頂上は踏まないという不文律かあり、 もうここか

ら引き返してもいいんじゃないかと思う。

念の為にＢＣの隊長に連絡を取ってみると、’80

年の山学同志会のルート図ではチムニーを登り雪

の台地になった所だと言う。まだ先かと不安にな

る。

その間、小田君が右から回り込み大岩の上にで

ると古いパンブーや酸素ボンベがあると言う。やっ

と疲れた体をそこまで引き上げると、下からは想

像もできない雪の台地となっていた・－。

15峙23 分、小田、今村も登頂した事を伝え、互

いに記念写真を撮る。

123 －



屏 の構成|　 （平均年令39.1 歳 ）　5,588m

隊 長　 泗井 國光1939 年４月　 生（52 ）

秘書長　　 山森　欣一　1944 年２月　　 生（47 ）

隊 員　 江尻 健二1933 年５月　 生（58 ）

/ﾉ

/ ／

々
　

々

/／

ガ
　

ガ
　

μ
　

か
　

μ

連絡官
四

匯 ］

平川　宏子　1940 年２月　　 生（48）

三輪　　力　1942 年８月　　 生（51）

森山　安次　1949 年12月　　 生（41）

戸部　秀男

久保　　 均

柏倉　秀克

小野田　靖

中居　満穂

合田　祐介

山森　直樹

童　明　純

1950年９月　 生（40）

1954年６月I　 生（37）

1956年3J 」　 生（35）

1957年 利JI　 生（34）

1962年り 」　 生（29）

1968年５月　　 生（23）

1977年11月　　 生（13）

中国、四川省北部

8J｣12 日、南稜から森山、平川、戸部、

久保、柏倉が登頂。 13口にも酒井、中居、合山

がｎ 頂した。

|キャンプ配剛

BC　　4,170m

C1　　5,100m

|特記事項|　 江尻隊員不調となり、山森親子と迪

絡官が付き添って松藻まで下山。後日、三輪も

下山。

囲 巨司　　 「麗しき四川の夏Ｊ Ｂ５判　60 頁

1992年12 月１口刊

1行動概要| （1991年８月１日～21 口）

８月１日　 日本発、北京経由成都着

３口　成都発、松藩を経て４日麻病村着

５日　ＢＣ撤収

７日　 江尻、山森父子下山

11日　ＣＩ建設

12川　森山 ら５名登頂

131」 酒井ら３名登」頁

15口　ＢＣ撤収

16口　成都着

21口　日本着

|隊の構成|　 （平均年令32.5 歳）　7,556m

隊 長　 山森 欣一　1944 年２月　 生 （47）

副隊長　　 松舘　正義　1944 年４月　　生（47）

隊　員

ひ
　

か

か
　

β

//

//

み
　

η

連絡官

匯 ］

匯 ］

伊藤　清春　1950 年12月　　生（40 ）

森谷　雅春　1954 年８月　　 生（37 ）

松田　靖彦　1959 年３月　　生（32）

中川　　 裕　1960年８月　　 生（31）

居川　康祐　1962 年１月　　 生（29）

河内　正樹　1962 年２月　　 生（29）

林　 雅樹1963 年11月　 生（27）

千葉　真嗣　1966 年２月　　 生（25）

高見　清十　1966 年８月　　 生（25）

川上　 豪　1969 年10月　　 生（21）

高　　 敏（27）

中国、四川省南西部

ハイローコー～北東稜からの登頂を口指

したが，コル上の6,400m で登頂を断念した。

ド ヤンプ配剛

ＢＣ　　３,400ｍ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

Ｃ ２

Ｃ ３

4,200m

5,000m

5,200m

5,800 ｍ

團 告副　　「天壇の山に挑むＪ Ｂ５判

1992年５月号刊

128頁

［DT聊概要| （1991 年９月10日～HJJH 日）

９月10日　 日本発、北京を経由して成都着

13日　成都発、二郎山を越えてモーシ着

14日　 キャラバン開始

15日　ＢＣ建設

22日　ＣＩ建設

29日　Ｃ２建設

10月９日

13日

20日

31日

Ｈ月３日

11日

Ｃ ２’ 建設

Ｃ３建設

北東稜6,400mに到達

ＢＣ撤収

成都着

口本着

－124 －



隊の構成　　 （平均年令34.7 歳）　6,860m

隊　長　　 福山　　 信　1943 年８月　　 生（48）

副隊長　　 坂上　 利明　1955 年５月　　 生（37）

登畢Ｌ　　 増田　　 隆　1960 年９月　　 生（31）

隊 員　 中田　 和良1950 乍２月　　 生（42）

連絡官

圓

回

林本　　 章　1964 年５月　　 生（27）

城田陽一一朗　1969 年４月　　 生（23）

高　 成学

中国、青海省

５月18口、増田、林本の２名が初登頂に

成功した。

け ヤンプ配匈

ＢＣ

ＡＢＣ

ＣＩ

Ｃ２

|報 告書|

5,000m

5,600m

6,000m

6,350m

なし「ヒマラヤ250号」1992年 ９月号

原 勁概要」

４月23 日

Ｕ 二j7日

15 日

17 日

18 日

24 日

(1992年４月23L)～6 月13日)

日本発、北京、西宇、ゴルムドを経山

して臨所順応を行い５月４日ＢＣ建設。

ＡＢＣ建設

Ｃ１建設

Ｃ２建設

増田、林本の２名初登頂に成功

ＢＣ撤収

西宇着

６月13 日　帰国

弼 勿泗

山 名 と時 期|　 ムス タ ー グ・ ア タ　1992 年 夏

隊 の構 成|　 （ 平均 年 令40.2 歳 ）7,546m

隊 長　| ］|森 欣 一一1944 年 ２ 月　 生 （j18）

副 隊 長　　 出口　　 常　19･12 年 ４ 月　　 生 （50 ）

登 旱 Ｌ　　 橋本　 康 弘　1954 年 ８ 月　　 生 （37 ）

ｘy　　　Ｘ二 俣　 勇 司　1955 年 ６月　　 牛 （37 ）

医　 師　　 斎藤　　 繁　1961 年11 月　　 生 （30 ）

隊　 員　　 木辺　 正 夫　1932 年 １ 月　　 生 （60 ）

£ｒ　　　　　［日村　 正筋　19/12 年 ４月　　 牛 （50 ）

・･　 Ｘ 滝［1‾|　　収　1957 年 ３月　　 生 （35 ）

ｙｙ　　　　　秋|||　和 彦　19119 年 １ 月　　 生 （33 ）

･・　　 中 川　　 裕　1960 年 ８月　　 生 （31 ）

ノ？　　　　　橋本　 珠 樹　1961 年 ３月　　 生 （31 ）

連絡官　 黄 先 青（37 ）

匝 茸］　 巾国ヽ新彊ウイグル自治【8F

［岳巫］　 丙稜の約7,000m までで登頂断念

［キャンプ配副

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

4,350m

5,300 ｍ

Ｕ00 ｍ

－125

Ｃ３

特記事項

報告書|

134頁

6,700m

クラウン峰の高所順応を目的に人山。

｢永別　皇冠峰ＪＢ５判　カラー１頁

1994年５月号

［亘曼唇聖］〔1992年７月1梱 ～８月14LEI〕

7 月14日　171本発、北京、ウルムチを経て16［|カ

シュガル着

19日　カシュガル発、スバシ着

23日　ＢＣ建設

26日　ＣＩ建設

30日　Ｃ２建設

８月５［Ｉ　Ｃ３建設

10日　 アタフクするも寒気のため約7.｛10011j

で断念

141 LJBC 撤収、カシュガル着



墜 旦世盛」　 （平均年令 旅4 歳）　7,135m

隊　辰　　 今村　裕隆　1959 年４月　　 生（33）

副隊長　　 関根　幸次　1933 年10月　　 生（58）

登挙Ｌ　　 須藤　圭一　1953 年５月　　 生（39）

隊　員　　 遠藤　京子　1938 年５月　　 生（54）

/ﾉ

／/

/ﾉ

／/

／/

/ﾉ

//

／/

μ

//

連 絡 官

五

回

森谷　雅春　1954 年８月　　 生（37）

安藤　　 斎　1959 年７月　　 生（33）

森尾　直康　1960 年５月　　 生（32）

古関　 止雄　1961 年３月　　 生（31）

野沢井　歩　1964 年８月　　生（27）

佐藤　　 健　1965 年５月　　生（27）

高野　雛洋　1966年２月　　生（26）

鈴木　典仁　1966年12 月　　 生（25）

山L］ 直之　1968 年10 月　　 生（23）

川上　　 豪　1969年10月　　 生（２２）

Ｓ．Ｂ．シャルマ

インド、ジャム＆カシミール州

８月13日、西稜から今村、森谷、野沢井

が登頂。 15日にも関根、須藤、森尾、古関、佐

藤が登頂した。

|キャンプ配削

ＢＣ　　４,100m

C1　　4,900m

C2　　5,400m

C3　　5,900m

94　　6,300m

|報告書| 「ＮＵＮＪＢ５判72 頁1993 年10月

|行動概要| （1992年７月19日～８月23日）

７月19口　本隊日本発，二，－デリー着

20日　ニューデリー発，レー着

22ロ　レー発，23日タンゴール着

26日　ＢＣ建設

28L］CI 建設

８月１日　Ｃ２建設

６ＬＪ Ｃ３建設

11日　Ｃ４建設

18日　ＢＣ撤収

々
　

μ

//

／/

白沢　貞弓　1959 年６月　　 生（33）

亀田　 佳恵　1959 年10月　　 生（32）

山口恵美子　1959 年５月　　 生（33）

楠ｍ　愛里　1961 年３月　　 生（31）

インド仙』 サントシュ・ヤダヴ（24）

が
　

β
　

μ

連絡官

[皿]

匯]

ジョティカ・ネギ（27 ）

バニタ・ティムンピ（24 ）

マムタ・タタール（21 ）

リタ・パテル（32）

アルパナ・パンティ（22）

インド、西部ガルワール山群

８月18日、インド側メンバー令員が初登

頂に成功。翌日、日本側６名全員も登頂した。

け ヤンプ配置|

ＢＣ

ＢＣ

4,350m

5,160ｍ

Ｃ Ｉ

Ｃ ２

Ｃ ３

5,420m

5,730m

6,450ｍ

四 告刈　 「ナマステノ サラスワティＪＢ５判

カラー１頁　107 頁　1994 年４月号

|行動概要| （1992年７月19日～９月３日）

７月19日　日本発、ニューデり一着

23日　 ニューデリー発、26 日パドリナート善

28日　 キャラバン開始

８♪」６日　ＢＣ建設

９日　ＣＬ建設

11日　Ｃ２建設

17日　Ｃ３建設

18日　 インド側初登頂

19日　日本側全員登頂

22日　ＢＣ撤収

28日　ニューデリー着

９月３日　日本着

126 －



|隊の構成j　 （平均年令48.9 歳）　5,355m

隊 長　 酒井 國光　1939 年４月　　 生（53）

隊　員　　 岩田　達雄　1928 年５月　　 生（64）

//

／／

/／

”

／／

連 絡 官

回 ］

仁名野完治　1936 年２月　　 生（56）

天野　一郎　1947 年４月　　 生（45）

小太刀　 健　1948 年８月　　 生（43）

大久保　 溥　1949年４月　　 生（43）

谷田川　武　1953 年９月　　 生（38）

高　　 敏（28）

中国、四川省西部

［RJ §］　8 月９日、酒井、岩田、仁名野、小太刀、

大久保、谷田川が登頂。 13日にも仁名野、天野

が登頂した。

|キャンプ配置」

ＢＣ　　４,350m

|特記事項|　 当初計画は、シャオ・シュエバオ・

ディンであったが、道路事情で転進したもの。

|報告書|　 「美しき谷の姉妹峰Ｊ Ｂ５判　98 頁

1993年３月20日刊

1行動概要| （1992年７月30日～８月19日）

７月30日　 口本発、北京経由成都着

８月1L 」 小雪宝頂を断念し康定へ向かうため成

都を出発。しかし、ここも豪雨のため

３日成都に戻る。

４日

７日

９日

11日

13日

14日

15日

19口

成都発、５日リーロン着

ＢＣ建設

６名が登頂

アル・クーニャン5,100mまで

２名が登頂

ＢＣ撤収

成都着

口本着

|隊の構成|　 （平均年令40,2 歳）　7,295m

隊　長　　 山森　 欣一　1944 年２月　　 生（48）

副］隊長　　 出口　　 富　1942 年４月　　 生（50）

登 素 Ｌ

//

医　 師

隊　 員

／／

/／

/ﾉ

み
　

μ

連絡官
囮

皿

橋本　 康弘　1954 年８月　　 生（38）

》く二俣　勇司　1955 年６月　　 生（37）

斎藤　　 繁　1961 年11月　　 生（30）

木辺　正夫　1932 年１月　　 生（60）

田村　正勝　1942 年４月　　 生（50）

×滝田　　 収　1957 年３月　　 生（35）

秋山　 和彦　1959 年１月　　 生（32）

中川　　 裕　1960 年８月　　 生（31）

橋本　 珠樹　1961 年３月　　 生（31）

黄 先 青（37）

中国、新彊ウイグル自治区

南東稜の約7,000 m まで到達するものの

登頂を断念した。

恚 重 回

Ｂ Ｃ

Ｃ １

Ｃ ２

4,000m

4,250m

4,400ｍ

－127

C3　　5,100m

C4　　5,800m

C5　　6.500m

［竺弓恵到　　 アタックに向かいＣ３へ移動中の二

俣，中川が雪崩に追い，二俣が行方不明となり

拉索しても発見できなかった。

匯面 面1　 「永別　 皇冠峰Ｊ Ｂ５判　カフー１頁

134頁　1994 年５月号

「行動概要| 「1992年8 」」15EI～11J」1日）

８月15EI　 カシュガルにて出発準備

22日　 キャラバン|掲始

28日　ＢＣ建設

９月22E ］C5 建設

28［j　7,000m に到達

10月２口　了タックの先発としてＣ４へ移動中の

２名が雪崩に遣い二俣行方不明となる。

３日　捜索括動 ５日まで

７日　再度アタックするもＣ５で断念

15日　ＢＣ揃収

23日　カシュガル到着

11月１日　日本着



|隊 の 構 成|　 （ 平均 年 令36.2 歳）　7,123m

隊　 艮　　 尾形　 好 雄　1948 年 ７ 月　　 生 （44 ）

副 隊長　　 新郷　 信 廣　1943 年 ３ 月　　 生 （50 ）

隊　 員　　 岩崎　　 洋　1960 年 ２月　　 生 （33 ）

μ　　　　鈴 木　 正 典　1961 年11 月　　 生 （31 ）

/／　　　　　平田　 和 照　1970 年 １月　　 生 （23 ）

イ ンド 側　 ハ ル バ ジ ン ・ シ ン （36 ）

μ
　

μ
　

が
　

が

//

が
　

々

//

Ａ．Ｓ．ラワット（25）

スンダル・シン（45）

ジョ・シン（28）

ロプサン・シェルパ（25）

ヒラ・ラム（29）

チョダ・ツェリン（38）

トゥルビン・シン（29）

プルナ・クマール・グルン（36）

プルパ・レプチャ（32）

インド、シッキム州

剔　　４月24日、岩崎、尾形、 ジョ・シン、 口

ブサン、新郷、スンダル・シン、プルバが初登

頂に成功。 26日鈴木、平田、ヒラ・ラムも登頂。

け犬 ンプ配創

ＢＣ　　５,000m

ABC　5,450m

C1　　5,600m

C2　　6,700

1特記事項|　　インドヽＩＴＢＰと合同登山。

|報告刺　　 なし「ヒマラヤ261号」1993年８月号

|行動概要| （1993年２月21日～５月　口）

２月21日　日本発、ニューデリー若

３月５日　 ニューデリー発、バグドグラ、シリグ

リを経由してガントック着

９日　ガントック発、ラチェン着

13日　 キャラバン開始

17日　ＢＣ建設

４月７日　ＡＢＣ建設

11日　Ｃ１建設

19日　Ｃ２建設

24日　尾形ら７名が初登頂に成功

５月９日　ガントック首

「山名や時男　 ムスターグ・アタ　1993年夏

|隊の構成|　 （平均年令39-2 歳）　7.546nl

隊 長　 酒井 國光1939 年４月　 生（54）

副隊長　 内嶋錬太郎　浄12年８月　　生（50）

隊 員　 樋上 嘉秀19 邨IE6 月　 生（49）

/「

ﾒﾉ

//

か
　

μ

/ﾉ

々

ﾉﾉ

辿 絡官

立

天城　敞彦　1947 年引=］　 生（46）

谷旧川　武　1953 年９月　　生（39）

金森　博之　1954 年7J 」　 生（3助

高橋　敏雄　1958 年10 月　　生（34 ）

志小田芙弘

池lm 邦彦

中島　俊弥

伊藤　英世

高　志　堅

1959年１月　　生（34 ）

1961年２月　　生（32）

1964年12月　　 生（28）

1967年１月　　 生（26）

巾国、新彊ウイグル自治区

匪圓　　 ８月17日、西嶋、高橋、志小[r]、中島、

抄藤か登頂成功。18 口にも残る６名登頂。

|キャンプ配副

ＢＣ　　４,350m

C1　　5,200 ｍ

Ｃ ２

Ｃ ３

6,200m

6,850ｍ

|特記事項1　18 日登頂のＢパーティはド1.1.1中、ホ

ワイドアウトと夕暮れのため7,100m 付近で ピ

パークとなる。

j報告書|　 「葱嶺の白き父なる山ＪＢ５判　98 頁

カラー１頁　1994 年幻 」刊

［行覇厩ﾐ副 （1993年７月24日～８月28日）

７月24日　 口本発、北京、ウルムチを経て26日カ

シュガル着

－128 －

28日

８月１日

５Ｈ

９日

16口

!7日

22日

28日

カシュガル発、 スバシ若

ＢＣ建設

Ｃ ］建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

西嶋ら５名登頂

ＢＣ撤収

帰国



|隊の構成|　 （平均年令33 歳）　7,135・

隊　 長　　 中川　　 裕　1960年８月　　 生（32）

副隊長　　 林　　 雅樹　1963 年11 月　　 生（29）

医　 師　　 能勢　箕人　1945 年９月　　 生（47）

隊　員

々
　

が

連絡官

囮

立

柳沢　剛男　1962 年９月　　 生（30）

金　 保國　1956 年10J 」　 生（36）

林　　 英子　1962 年９月　　 生（30）

武田　澄人　1965 年７月　　 生（27）

ビレンダール・シン（35）

インド、ジャム＆カシミール州

８月15日、中川、林が6,700m まで到達

するも悪天のため登頂を断念した。

|キャンプ配㈹

ＢＣ　　４,000m

C1　　4,900m

C2　　5,400 ｍ

Ｃ３

Ｃ４

け附 書|

5,900m

6,400m

なし「ヒマラヤ265 号」1993年12y1号

［行動概要| （1993年７月18口～８月25日）

７川8 日　 本隊日本発、ニューデリー着

19ロ　 ニューデリー発、レー、カルギル、夕

ンゴールを経山して28日ＢＣ建設

U｣3111

8 月５１]

９日

14日

15日

19日

20日

25日

Ｃ１建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

Ｃ４建設

２名が西稜6,700m まで到達するも悪

天のため登頂を断念した。

ＢＣ撤収

レー着

帰国

|隊の構成|　 （平均年令44.8 歳）6.179m

隊　長　||| 森 欣－　1 肺1年２月　　 生（49）

登零Ｌ　　 森山　安次　1949 年12月　　 生（43）

隊　員　 森山公美丈　1941 年９月　　 生（51）

μ
　

η
　

μ

辿絡官

商

匯|

得田　公明　1949 年１月　　 生（羽）

脇［H　 康治　1950 年９月　　 生（42）

太LU　 康夫　1953 年３月　　 生（祁）

笑　 永 宇（37）女性

中国、青海省

８月２[]、南面から脇日』、太[1]の２名が

登頂に成功した。

|キャンプ配置|

ＢＣ　　５,050m

C1　　5,650m

j報告書j　 「毘寵の頂を踏むＪＢ５判　52頁

1994年８月10日刊

129

幽 則

７月22日

25日

８ 月 ２ 日

３ 日

５ 日

71 」

11,日

(1993年７月22日～８月11 日)

口本発、北京を経|=hして23 日内宇着

西宇発、 ゴルムド経由、高所順応をし

ながら29DBC 住設

ＣＩ建設

脇出、太田登項に成功

ＢＣ撤収

西宇着

帰国



|隊の構成|　 （平均年令39.6 歳）?,095m

隊 長　 八嶋　 寛1950 年３月　 生（44 ）

医　 師　 後藤　 真　1949年２月　　 生（45 ）

隊　員　ｘ新舛　憲三　1949 年４月　　 生（44 ）

”

//

連終官

圓

圓

桶川和気夫　1950年３月　　 生（44 ）

太川　康夫　1953 年３月　　 生（41 ）

瀬尾　正瞰　1953年８月　　 生（40 ）

正木　直子　1956年10 月　　 生（37 ）

北村 俊之1962 年８月　 生（31 ）

杉浦　広幸　1963年５月　　 生（30）

顔　 金安（42 ）

中国、チベット自治区

北東稜上6,200m のＣＩまでで北面に転

カラ一３頁　1995 年４月10日刊

|行動概要| （1994年４月11日～６月15 日）

４月11口　本隊日本発。カトマンズを経由して18

日ザンムー着。高所順応など行い22日

ＢＣ建設

５月４日　北東稜にＣＩ建設

11日　北面に転進浹定

27日　ＢＣ撤収

30日　カン・リンポチＪごへ山発

６月７日　 ラサ着

15日　帰国

進したが断念した。

け ヤンプ叫置I

BC　　5,200m

CI　　G,200m

NC1　5,950m

|報告朔　　「ルンポ・カンリＪ Ｂ５判　5頃

隊　長

隊　員

中国側

囮

ユインユ　1994年夏

（平均年令44 歳）　5,933m

寺沢　玲子　1951 年８月　　 生

沢田　幸子　1940 年12月　　 生

(42)

㈲)

市川　春代　1950 年１月　　 生（44）

辻野　治子　1956 年12月　　 生（37）

焚永宇（37 ）

庶連文（22 ）

馬占鳳凰（22 ）

中国、吉海省

[縦]刺　　７月14[]、日中双方７名全員と通訳の王

が登頂に成功した。

け ヤンプ配帽

BC　　4,350m

|特記事項|　　青海省登山協会との女性合同登山。

青海側は未踏峰としていたが、碩上には鉄塔が

立っていた。

L塾正劃｢ 玉虚峰Ｊ Ｂ５判72 頁

1996年２月1引｣刊

|行動概要| （1994年６月30日～７月刎日）

６月30日　日本発、北京を経巾して西宇着

７月３日　西宇発、高所順応を行いゴルムドを経

由して10日ＢＣ建設

14L ］

16H

20 日

24 日

日中双方７名が全員登頂に成功

ＢＣ建設

西宇管

帰国

－130 －



|隊の構成1　 （平均年令47.8 歳）　6,179m

隊　長　　 酒井　 國光　1939 年４月　　 生（55 ）

隊　員　　 樋上　嘉秀　1944 年６月　　 生（50 ）

／／

／／

／/

／／

連 絡 官

囮

山岸 和男1945 年２月　 生（49）

山岸　喜世　1948 年５月　　 生（46）

森山　安次　1949 年12Jj　　 生（44）

戸部　秀男　1950 年９列　　生（43）

李 軍（58）

巾国、青海省

囲 巫］　 ８月３日、南四稜から全貝登頂。

|キャンプ配剛

Ｂ Ｃ

Ｃ Ｉ

|報告刮

5,050m

5,300m

なし「ヒマラヤ277 号」1994 年12月号

|行勅 概 要|

７月21 日

24 日

８月２日

3 EI

6 日

10日

13日

｢1994年リ ‾｣21日～８月13日)

日本発、北京を経由して22口西宇着

西宇発、ゴルムドを経山して高所順応

を行い28【】ＢＣ建設

Ｃ１建設

全員登頂に成功

ＢＣ撤収

西宇着

帰国

1111名と時期|　 ムスターグ ーアタ　1994年夏

|隊の構成|　 （平均年令44.4 歳）7,546･11

隊　長　　 飛田　和夫　194萌二１月　　 生（48）

副隊長　 関根　幸次　1933 年la月　　 生（60）

隊 員　|ﾕ ］村 正勝1942 年４月　 生 （53）

//

//

囮回

泉田　消幸　1948 年3J 」　 生（46）

大久保　溥　1949 年4J 」　 生（45）

日南長二郎　1955 年３月　　 生（39）

小林　 岡り　1973年12月　　 生（20）

中国、新彊ウイグル自治区

８月18 日、飛剛、 田村、小林が登頂。１

口にも残る４名も嗇頂した。

|キャンプ配列

ＢＣ

ＣＩ

Ｃ２

Ｃ３

匹 劃

4,350m

口00m

6,200m

6,850m

なし「ヒマラヤ278 号」1995 年 １月号

萍 奸
７月 川 ］

一1 割 －

(1994年７月21 日～ ㈲)28 日)

日本発、北京、ウルムチを経由して２

３ロカシュガル肴

25日　 カシュガル発、スパンを経由して29日

ＢＣ建設

㈲'｣ ２ 口

7[･1

16 日

L81FI

19 口

21 日

28 口

Ｃ１建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

熊 十|、田村、小林登頂

関根ら４名も登頂

ＢＣ撤収しカシュガIル着

帰国



|山名と時期|　　ミニヤ・コンガ　1994年秋

［憚夕］構成|　 （平均年令35.9 歳）　7,556m

隊　長　　 山森　欣－　1944 年２月　　 生（50）

副隊長　　 渡辺　　 斉　1940 年３月　　 生（54）

登學Ｌ　ｘ福滓　卓也　1965 年10月　　 生（28）

隊　 員

／／

X／

X/

高田　幸子　1950 年２月　　 生（44）

×渡辺　 蜻之　1966 年12月　　 生（27）

×鈴木　洋介　1967 年９月　　 生（26）

×工藤　潤二　1971 年10月　　 生（22）

｢巫亘1　　9 月20L｣に北東支稜6,050m に到達する

も，28 日Ｃ３にて福渾，渡辺靖之，鈴木，工藤

の４名が行方不明となる。

|キャンプ配剛

ＢＣ　　３,950m

C1　　4,250m

C2　　4,950m

C3　　5,850 ｍ

|報告副 「ミニヤ・コンガ峰Ｊ Ｂ５判　116頁

カラー８頁　 モノクロ16頁　1996 年４月14L」刊

［口動概要| （1994 年８月17日～10 月15日）

８月17日　日本発、北京を経由して18口成祁着

21口　成都発、石棉、磨石、新興を経山して、

25口ＢＣ建設

30口　山森肺水腫のため磨石へ下山

31口　Ｃ１建設

９月２日　高田不調のため磨石へ下山

６日　Ｃ２建設

７日　山森ＢＣ復帰

10日　高田ＢＣ復帰

19日　Ｃ３建設

20日　柚渾、渡辺靖北東支稜6,050m へ到達

28日　福渾、渡辺靖、鈴木、工藤の４名がＣ

３で行方不明となる。

30口＝10月１口　捜索活動

10月６口　ＢＣ撤収

９口　成都着

151」 帰国

隊

隊

μ
　

か

辰

員

辿絡官

タンヤン・チッシュ　1995 年夏

（平均年令42.5 歳）　7,852m

飛田　和夫　1946 年１月　　 生（49）

田村　正勝　1942 年４月　　 生（53）

大谷口佐夫　1969 年８月　　 生（25）

寺沢　玲子　1951 年８月　　 生（43）

Ｋ.Ａ.サティ（23）

[亘皿]　 パキスタン、ヒスパー山緋

匪]刺　 北東の東側6刀Om で登頂断念。

|キャンプ配剛

ＢＣ

ＣＩ

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

|報告匍

|行動概要1

6 月12口

14日

4,050m

4,四m

4,700m

5,000m

6,150m

6,450m

なし｢ ヒマラヤ290号｣1996年１月号

(1995年６月12[]～8 月25日)

本隊口本発，イスラマバード着

イスラマバード発，16｢=1パスー着
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20 日

25 日

30 日

７ﾅ 」６口

12 日

17 口

８ 月2 ［1

･1日

10 日

14 口

キャラバン開始

ＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

Ｃ４建設

Ｃ５建設

6,700m に到達するも断念

ＢＣ撤収

イスラマバード着



隊の構成　　 （平均年令41.6 歳）　7,135m

隊　長　　 酒井　國光　1939 年４月　　 生（56）

副隊長　　 樋上　嘉秀　1944 年６月　　 生（51）

登挙Ｌ　　 巾川　　 裕　1960 年８月　　 生（34）

隊　 員

／/

//

／／

//

／/

／／

／/

中村 喜吉　1947 年３月　　 生（48）

山岸 喜世1948 年５月　 生（47）

束條　利文　1948 年５月　　 生（44）

牧野総治郎　1954 年４月　　 生（41）

巾島　清治　1954 年９月　　 生（40）

安藤　 斎　1959 年７月　　 生（36 ）

阿部　訟二　1963 年７月　　 生（31）

中島　俊弥　1964 年12月　　 生（30 ）

BC　　4,100m

C1　　4,900m

C2　　5,300 ｍ

Ｃ ３

Ｃ ４

|報告書|

暉 鯛

７月23日

26日

８月３日

７日

11日

15日

16日

19日

21日

27日

5､850m

6,300m

なし「ヒマラヤ289号」1995年12月号

「1995年７月23口～８月27L」）

本隊日本発、ニューデリーを経てレー

着24日

レー発、カルギルを経て30日ＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

Ｃ４建設

中川、阿部、両中島の４名が登頂成功

ＢＣ撤収

レー着

帰国

隊　長

剛隊長

隊　員

ムスターグ・アタ　1996年夏

（平均年令41.3 歳）　7,546 ｍ

中川 裕　1960年8J 」　 生（34）

石川　龍彦　1952 年2 Jj　　 生（44）

西尾謙市郎　1947 年９月　　 生（48）

佐藤　英樹　1949 年10 月　　 生（46）

×品川　幸彦　1968 年 ２月 生 （28 ）

［巫生］　 ８月13日に西稜から中川、品川が登頂に

成功。 17日にも石川、北條、佐藤も登頂した。

|キャンプ配剛

ＢＣ　　４,400m

C1　　5,400m

C2　　6,150m

C3　　6,950m

團 告書|　 なし「ヒマラヤ301 号」1996年12 月号

1行動概要| （1996年７月20口～８月25日）

７月20 口　日本発、北京、ウルムチを経て、22日

にカシュガル着

－133 －

28日

８月１日

６日

12日

13日

17日

20日

25日

スバシを経てＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

中川、品川登頂

石川、北條、佐藤登頂

ＢＣ撤収し、カシュガル着

帰国



L些? 構成|　 （平 均 年 令j14 歳）　7.418m

隊　 長　　 山 森　 欣－　1944 年 ２ 月　　 生 （53 ）

副隊 長　　 樋上　 嘉 秀　194 妁ﾐ6J 」　 生 （52 ）

登學 Ｌ　　 宮 崎　 久 夫　1949 年1（）J」　 生 （47 ）

隊　 員　 干 場　 晃　1951 年 ６月　　 生 （j15）

ｙy　　　　　太 田　 康 夫　1953 年 ３月　　 生 （4jl）

ｊｙ　　　　　伊藤　 政 義　1954 年 １月　　 生 （43 ）

ｊｙ　　　　　吉 田　 健吾　1972 年10 月　　 生 （2･1）

チ ベ ッ ト側 ド ジ プ （57 ）

//

／／

／/

囮

匯 ］

ガヤ（46 ）

ドブジエ（42 ）

ジャツォ（37 ）

シャオチミ（32 ）

中田、チベット自治区

５月２日、6,350 m に到達するもクレバ

スのため登頂を断念した。

L大二 とプ配剛

ＢＣ　　４,250m

ABC　5,400 ｍ

C1　　5,900m

19君 恵列　 チ り 卜登山協会との合同登山。

|報告書|　 未踏峰　 クーラ・カンリn （7,418m ）

B5 判90 頁2001 年４月22日刊

|行動概到 （1997年３月25日～５月23［］）

3 月25 口　日本発、北京、成都を経て27日ラサ着

４月１日　 ラサ発、ランカズー、チュツォを経て

５日ＢＣ建設

13日　ＡＢＣ建設

17日　ＣＩ建設

５月2 11　6,350m に到達するもクレバスのため

登頂を断念

13［Ｉ　ＢＣ撤収

15日　 ラサ着

23日　帰国

（墜夕）構成| （女 性 隊 平 均 年 令44.5 歳 ）7.546m

隊　 長　　 市川　 春代　1950 年 １月　　 生 （47 ）

副 隊長　　 辻 野　 治子　1956 年12 月　　 生 （40 ）

隊　 員　 沢 田　 幸子　1940 年12J ］　 生 （56 ）

ｘｙ　　　　堰 代 ま さ子　1945 年 ７月　　 生 （51 ）

ｙｙ　　　　狩野　 明 芙　195j1 年 ８月　　 生 （42 ）

yｙ　　　　竹 内　 千 恵　1966 年5 Jj　　 生 （31 ）

連絡 官　　 デ り シ ャ ー ト （22 ）

Ｂ Ｃ

ＣＩ

Ｃ ２

Ｃ ３

4,400m

5,100m

6,000m

6,750ｍ

|報告書|　 未完「ヒマラヤ313号」1997 年12月り

匝 動概則 （1997年７月16日～８月24（|）

7 月16卜　 日本発、北京、ウルムチを経て18日に

134 －

22口

27口

8 月１日

９日

15口

16口

19口

24日

カシュガル着

ゲズ渓谷、カラクリ湖を経てスバシ着

ＢＣ建設

ＣＩ建設

Ｃ２建設

Ｃ３建設

竹内、沢田、市川、狩野登頂

ＢＣ撤収、カシュガル着

帰国



|山名と時期|　 ニンチン・カンサ　1997 年夏

「墜夕掃 些」　（平均年令43.3 歳）　7,206111

隊　長　 天城　 敞彦　1947 年５月　　 生（50 ）

登撃Ｌ　　 志小田美弘　1959 年１月　　 生（38 ）

隊　員　　 野口　道雄　1936 年９月　　 生（60）

μ
　

β

/／

が
　

々

y Ｚ

／／

//

が
　

μ

連絡官

飛田　 和夫　1946 年１月　　 生（51）

森山　安次　1949年12 月　　 生（47）

脇田　 康治　1950 年９月　　 生（46）

鮫川

石川

加藤

×滝田

高橋

太一　1950 年12 月　　 生（46）

龍彦　1952 年 ２月　　 生（45）

和美　1953 年２月　　 生（44）

収1957 年３月　　 生（40）

敏雄　1958 年10月　　 生（38）

川崎　浩史

森　　 達小

趙　玲々

1964年１月

1970年９月

中国、チベット白治区

生 （33 ）

生 （26 ）

塁」　 ８月17 日、南西稜（栃木ルート）から志

小田、飛田、森山、加藤、高橋、川崎が登頂。

18日にも天城、野口、石川が登頂した。

け ヤンプ配置|

ＢＣ　　４,850m

C1　　5,800m

C2　　6,400m

C3　　6,500m

幽 告朔 ［寧金抗沙峰Ｊ Ｂ５判　62 頁

カラー２頁　1999 年６月20日刊

1行動概要］（1997年７月20日～8Jj27 日）

７月20日　北京，成都を経て22日ラサ着

28日　 ランカーズを経てＢＣ建設

８月５日　Ｃ１建設

11日　Ｃ２建設

16LJC3 建設

22口　ＢＣ撤収，ラサ帰着

27口　帰国
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ニンチン・カンサ(NingqinKangsha宇青抗沙7,206m) -China－
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呻 名 と 時圓　　 ニ ンチ ン・ カ ンサ　1998 年 夏

［萍 の 構 頑　 （ 平均 年 齢44.0 歳 ）7,206m

隊　 長　 関 根　 孝 次　1933 年10 月　　 生 （54 ）

登 犀Ｌ　　 伊 藤　 守　1954 年11 月　　 生 （41 ）

隊　 員　　 ｍ 付　 正 勝　1942 年 ４月　　 生 （56 ）

／／　　　　　長 水　　 洋　1949 年 ７ 月　　 生 （49 ）

ｙｙ　　　　　武 部　 秀 夫　1952 年12 月　　 生 （45 ）

／／　＊　　日 南長 二 郎　1955 年 ３ 月　　 生 （43 ）

/／　　　　　山 本　 強1955 年12 月　 生 （42 ）

／／　　　　　清 水　 久 江　1963 年10 月　　 生 （34 ）

/／　　　　岩 瀬　 雄 二　1964 年 ９ 月　　 生 （33 ）

ｙｘ　　　　　川 上 浩史1968 年 ２月　 生 （30 ）

連 絡 官　　 楊　　 建 国 （45 ） 中 国 登山 協 会

町 勅概要|

７月19日

(1998年７月19｢｣～8 月25日)

北京、成都を経て21日ラサ着。

24日～26　 ランカーズに移勤し高所順応。

27口　西面4.800m 地点にＢＣ建設。

８月20口　ＢＣ撤収～ラサ

23日　 ラサ～成都～北京

25日　帰国

L原頂則　 田村 正勝

８月15 日　アタック

田村、武部、山本のアタッ列隊は３時に起き、

6400m の仮ｃ２を６時に出発。幸先よく晴れる。

ビバーク川具一式、フィックスロープ４本を持つ。

雪の状態は上々、風なく寒くなく、フィックスに

ｎ 降器もよく噛んで、８時、6700m 台の頂稜下の

雪壁基部に至る。無線を入れ、激励を受ける。

チベット高原西部に陽が当たり始め、しばしば

眺めて感慨がある。荒涼として広がる5000m 台の

山波を眼下に見て改めてチベットにいるという尖

感があり、冷たく爽やかな高所の空気を感じ、登

高憲欲が高まるのだった。登頂を確信した。

フィックス終了点からデポロープで田村がさら

に５ピッチフィックスし、その上さらに山本が２

ピッチ敷設する。ｃ２から計18 ピッチ。これで下

降川のロープ２木を除いて全て使いきり、頂稜ま

ではフイックスなし。目測は頼りないが、この先

は多分３、４ピッチぐらい。山本は傾斜は60度は

あるというが、そんなにあったら大変だ、せいぜ

［RH4jU］　8 月151」，新しいルートである西稜から

田村，武部，山本が初登學に成功した。

け ヤンプ配_置I

BC　　4,800m （7 月27 口）

ＡＢＣ　５,２００ｍ（７月31日）

C1　　5,800m （8 月４日）

C2　　6,400m （8 月10日）

幽 告書|　 なし「ヒマラヤ325号」1998 年12月号

|特記事項|　 隊員名簿＊印の日南隊貝はヽ ラサ滞

在中に体調を崩したためＢＣ入りせずラサから

そのまま帰国した。

い45度を越えるぐらいだろう。山木はスタカット

を主張したが、その必要はないと、田村が丁寧に

ステップを蹴り、思ったより早く頂稜線に出る。

時は13時頃。

頂稜は東に伸び、ガスがかかって先は明らかで

はないが、南側も切れ落ちていて、雪庇が見える。

緩い尾根をしばらく東へ行くと先が落ちている広

い台地に至った。私の簡易高度計も7000m 台を示

していて、ここが頂上だということになり、勇ん

で無線を入れた。 存んでいると、ガスのなかに、

さらに東に鞍部を挟んでぼーつと、お化けのよう

な高い峰が現れた。ばつの悪い思いで登頂を取消

し、疲れた体に鞭打ってさらに東へ向かう。

幸いなことに別に問題のない鞍部に30m ほど降

り、メドーサの頭のようなうすきみの悪い模様の

氷の衝立の脇を登って、２ピッチぐらいで頂上に

出た。東側の風に洗われた雪面に古い足跡のよう

なものがみえる。たぶん去年のものだろう。頂上

は南側に弧をかいて弓なりに東西に長く、念入り

に東の端まで行って登頂を宣言する。時は15時40

分。隊長、連絡官から祝福を受け、なによりも無

事期待に添えたことが嬉しい。あたりはガスが多

く一部を除いて遠景は望めない。私は弟の散骨を

した。山本も同じことをやっていた。

さて、退散、頂稜の端に帰って毎度の定時現象

の吹雪となった。スノーバーの支点で２ピッチ下

降してフィックスに至り、日没寸前にＣ２に帰幕

できた。19時過ぎだったろう。
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ラモ・シェ(LamoShe田海子山6,070m) -China-

山頂直下に5つの神（岩峰）を有するラモ・シェ
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|隊 の 構 成|　 （平 均 年 齢50.1 歳）6,070m

隊　 長　　 酒井　 國光　1939 年 ４ 月　　 生 （59 ）

副 隊 長　　 山岸　 和 男　1945 年 ２ 月　　 生 （53 ）

秘 書 長　　 谷田 川　 武　1953 年 ９月　　 生 （44 ）

隊　 員　　 高羽　 秀 徳　1930 年 ３ 月　　 生 （68 ）

ｘｙ　　　　　高 橋富 貴 夫　1936 年 ３ 月　　 生 （62 ）

ｘｘ　　　　吉 田　 和 宏　1953 年 ７月　　 生 （45 ）

ｚｙ　　　　三 宅　 愛 弓　1957 年 ３月　　 生 （41 ）

”　　　 牧　 久 真 子　1958 年 ６月　　 生 （40 ）

|行動概則 （1998年８月１日～８月25日）

８月Ｈ ］ 北京を経て２日成都谷。

３日　成都～雅安

４日　雅安～康定

５日　康定～老楡林

７日　西面4,300m 地点にＢＣ建設。

10日　Ｃ１建設

14口

16日

1811

23日

ＢＣ撤収～康定

康定～峨眉山

峨眉山～楽山

帰国

懲 山則

８月９口　ＢＣ一上部偵察

７時起床、西方の山々が新雪を付け美しく見え

る。晴天になることを祈って、９時、副隊長、谷

田川、安藤の偵察隊が出発、ガスが出てくるが、

昨口よりは視界が効くとのことでゆっくりと歩を

進める。10 時40分、尾根状の先端に到着、それか

ら先、足場の悪い巾を亦布を立てながら行く。昨

日、隊長が話をしていたように確かに屡いモレー

ンである。大小の岩が複雑に波打っている。同行

した王連絡官も「こんな地形は珍しい。ミ＝=･ヤ・

コンガにも似たような所があるが」という。特に

大きな岩の上部に達し、先に進もうとすると、ちょ

うど尾根状の末端に到着した隊長の命により、

「無線」という吉田の人きな声が|翔こえる。副隊

長が無線をオープンにすると、「ここから見える

限りＣＩを設置できそうな場所はその大きな岩の

周辺しかない。下に降りてテントを張れる場所が

ないかどうかを確認して下さい。」 とのこと。 上

連絡官

囮

談

安藤　　 斎　1959 年７月２日生（39 ）

王　　 華山（41 ）四川省登山協会

中国、四川宵

８月９日、 西面4,900m 地点に谷ｍ川が

到達したが，氷河の状態が恕いため登山を断念。

［キャンプ配副

ＢＣ　　４,300m（8 月７口）

C1　　4,800m （8 月10 日）

最高到達点4,900m （8 月９日）

L墾宣見」　 なし「ヒマラヤ324号」1998年11月号

から見る限りはスペースが少なく、落石の危険も

多いように思われる。 ガスが少し張れ、上部の氷

河が少し見えていることもあり、副隊長が大岩へ

下り、谷田川、安藤はＣＩ適地も含め、 もう少し

上部への偵察を続けることとする。少しでも視界

のある時に、コルヘの手掛かりを掴みたいとの思

いでの行動であったが、これが隊長に大きな心配

を掛けることとなってしまった。副隊長は大岩の

近くにかろうじてテントー張りを張れるスペース

を見付け、谷田川は約4900m に達するが、視界が

悪くなったため、３名合流してｂｃへと下山する。

途中より雨、この日は他の隊員 も尾根状の先端ま

でを往復する。それにしてもよく降る。 テントを

叩く雨音に、何人かは自葉気味に杯を重ねる。深

夜、星が見える。

８月12日　Ｃ１－ＢＣ、ＢＣ滞在

６時起床、雨、ガスも深い。のんびりと朝食を

取り、小雨の中、撤収の準備をする。 11時10分、

上部より掛け声がしたかと思うと、ポーター達が

駆け足で降りてきた。大きな岩の影で共にスナッ

ク菓了･を食べた後、深いガスの中を下山する。何

時覚えたのか、ポーター達が休憩を取る際に発す

る「いっぽん、いっぼん」の声が愛敬がある。モ

レーンの末端部に付くと、ラモ・シエを見たいと

の思いで商橋さんがひとりで登ってきていた。天

気は回復する見込みはないので、　一緒に下山する。

途中ポ一ターのひとるがなき兎を掴まえる。 13時

45分、ＢＣ着、また雨が本降りとなる。渾海子へ

と流れ込む沢の水量もだいぶ増えたようだ。
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カバン偵察(Kabang喀邦6,719mReconnaissance) -China-
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屏 の構成|　 （平均年齢51.0 歳）6,719m

隊 長　 山森 欣一1944 年２月　 生 （54）

隊　員　　 樋上　嘉秀　1944 年６月　　生（54）

／/　　　　　太田　康夫　1953 年３月　　生（45）

連絡官　　 開　　　 村（35）　 西蔵登山隊

|行動概要| （1998年10月10日～11 月４日）

10月10日　北京、成都を経由して12日ラサに到着。

17日　 シガツェ、ティンリを経由して17ロジー

ロン県に到着。

18日

20日

ジーロン県～グン（ジープ）

東面ナス氷河の4,700m 地点にＢＣ建

設。

21日　北西稜付近を5,800m まで偵察。

24日　ナス氷河の5,750m 付近まで偵察。

|偵察記|　 樋上嘉秀

氷河中央部は暫くの間は傾斜も緩いままで積雪

も少なく歩き易いのでペースが上がる。 しかしそ

れも右手から落ちる支氷河の出合いを真横にする

辺りから傾斜が強まると同時に積雪も増え出し、

ラッセルが始まってペースダウン。　トップの太IH

隊員が赤旗ポールを見失わない間隔で立てながら

必死に頑張って呉れるが、コルは思ったよりも奥

まった所に有るらしく、姿を中々現わさない。右

手からの支氷河は本氷河よりも傾斜が強いと言っ

ても特別の技術を必要とするもので無く、登頂ルー

トに考えている東稜途中の6,000 m 付近に突 き上

げていて、コルヘ出て下から束稜を詰め上がるよ

りも遥かにピークへは近い。　しかも稜線に出た付

近一帯が広いプラトーのようになっているような

のでキャンプサイトにも適していて候補ルートの

一番手に上げているもの。ただ難点は雪面に何ケ

所も縦横に走る裂け目が観察され、このクレバス

を通過が出来るかが気に掛かるところ。時間が有

れば取り付いて{貞察する計画だが、今日は取り敢

えずコルまでの偵察に徹して進む。やがて口指す

コルと繋がっている右岸の岩峰の連なる尾根から

下って来る稜線が確認出来る地点まで来ると氷河

26日　ＢＣ撤収～ルカヘ移動。 ヤンラ・カン

偵察のＢＣとする。標高約3,000m 。

27日　樋上，太田がラマ・プー上流を偵察。

28口　太ｍがさらに上流を偵察。

29L」 ヤンラ・カンリＢＣ撤収。

11月４口　帰国

［亙目］　 中国，チベット自治区

［岳巫］　10 月24日東面ナス氷河5,750m に樋上，

太田が到達した。

|キャンプ配回

ＢＣ　　４,700m（10 月20口）

C1　　5,250m （10 月23日）

最高到達点5,750m （10月24 口）

四 告朔　　 なし「ヒマラヤ326号」1999年１月号

陛 侶事項|　　カバン偵察終了後，全員でヤンラ・

カンリ（7,429m ）北而の偵察を実施した。

このピークが出来れば登る予定のナス峰（5,997

m ）で、尖峰はナス峰から南に延びる尾根上の岩

峰だと思われる。それならコルは後僅かに迫って

いる筈で、後少し登れば広い平坦地が現われるよ

うな感じがする。この辺りでコルは右に寄ってい

る感じがするので少し右寄りにルートを取るが、

突然トップの太田隊員が立ち1ﾋ まってしまった。

何か有ったのかと近づくとピトンクレバスに足を

踏み込んだらしい。右手には大きな落ち込みが有

り、大きなクレバスが口を広げて待ち構えている

らしい。これは危ないと私か左上方に向きを変え

て登って見たら幾らも行かない内に足元の雪が消

えて同じくクレバスの巾へ足を踏み入れ掛けた。

見れば細い溝なのだが、中を覗き込んだら何とも

深そうである。周りを観察すると他にもピトンク

レバスが有りそうな地形である。どうやらピト ン

クレバス帯に入り込んでしまった感がする。それ

に先程から天候は悪化の兆しで、コルの向こうか

ら雪が次々と沸き］lがり周りは趨暗いし視界も悪

くなっている。この時は降らなかったが、先程か

らラッセルを強いられている積雪は数日来のこの

雲がもたらした新雪に違いなさそうである。こん

正面の向こうに雪をも寄せ付けず、先端を鋭い槍　　　 気象状態と暗さでは雪而の観察も十分出来ない恐

先の如く天に向かって突き上げた尖峰が顔を出し、　　 れが有る。偵察に来て事故を起こしたのでは話に

続いて左手に丸いドーム状のピークが見えて来る。　　 ならないし、今日の偵察は打ち切りとする。
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チョム・カンリ(QomoKanze究母崗日7,048m) -China-
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|山名と時期|　 チョム・カンリ　1999圧夏_

|隊の構成|　 （平均年齢42.4 歳）7,048m

隊　長　　 関根　孝次　1933 年10月　　生（65 ）

副隊長　　 佐藤　英樹　1948年４月　　生（51 ）

登畢Ｌ　　 石川　龍彦　1952 年２月　　生（47 ）

隊　 員

//

／/

//

/／

連 絡 官

武部　秀夫　1952 年12 月　　生（46）

鶴巻　陽－　1957 年８月　　生（41）

㈲|吻　浩史　1964 年１月　　生（35）

岩瀬　雄二　1964 年９月　　生（34）

鈴木　一己　1979 年５月　　 生（20）

劉　　　 峰　（　）四川省登山協会

|行動概要| （1998年７月20 口～８月25日）

７月19日　北京、成都を経て22日ラサ着。

25日～26日　 ヤンパーチンに移勤し高所順応。

27日～29日　 スゲ・ ラ（5,300 m ）を越えて

|登頂記|　 武部秀夫

８月16口午前５時30分、チョム・カンリ南壁高

度6,600m の第２キャンプで目覚める。 テントの

外をのぞくと、月も星もなく、ただただガス。視

界は100m はありそうだ。いい天気でないことに

第２キャンプの３人（佐藤副隊長、武部、川崎）

はがっくり。それでも黙ってシュラフをたたみ水

をつくる。今朝も即席天ぶらそば。水分を意識的

に多く摂収。アタックの装偏を早々すまし明るく

なってくる８時まで、テントで待機する。風雪は

なく、ひたすら濃いガスが哨れてくるのを待つ。

佐藤副隊長か、「とにかく行けるところまでやっ

てみよう」ということで外に出る。隣峰のタブラー

峰6500m の頂上部が明るくなってガスが切れだし

た。第２キャンプから左上してゆく最初の３ピッ

チ昨ロルートエ作済なので、川崎、佐籐、武部の

オーダーでユマーリングしてゆく。８時の交信で、

「天候状況を見ながら行けるところまでやる。」と

隊長と確認する。第２キャンプからは、雪壁が２

ピッチ、３ピッチ目で雪稜に出る。ここで佐藤副

隊長がトップに出て、１ビッテフィックス。川崎

くんは、ここで荷をデポ、空身でラッセル。 ２番

手は武部でフィックス１本とスノーバー２本赤旗

15本持つ。ラストは佐藤さん、３人コンテで登行

してゆく。視界はあいもかわらず良くない。 ただ･

進もうとしている上部の稜線かちらちら見えるの
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ＢＣ偵察と高所順応。

30日　南面5,300m 地点にＢＣ建設。

８月20日　ＢＣ撤収～ラサ

23日　ラサ～成祁～北京

25日　帰国

況副　 中国、チベット自治区

L竺里」　 ８月16日、南而ルートから佐藤、武部、

川崎の３名が登頂に成功した。

ビヒ ンプ配剛

ＢＣ　　５,300m（7 月30日）

C1　　5,980m （8 月４日）

C2　　6,600m （8 月15 日）

［報告書|　 「チ 三lム・カンリ」微笑みの女神の峰

Ｂ５判　58 頁　2000 年12 月31日刊

「ヒマラヤ337号」1999年1厚」号

が心強い。雪が安定している雪壁を進む。30m 間

隔で赤旗をさしてゆく。11 時には、高度6900m は

きたのか、ここで交信。佐藤副隊長が、武部、川

崎のコンディションと登行意欲を確認。まわりの

ルート状況、天候状況を報告。少なくともあと２

峙間程で登｣頁できる可能性ありと判断。 隊長に

｢突っこみたい旨｣ をお願いする。交信後すこし

明るく視界が一時200m ぐらい見え出す。 左右の

雪稜が、我々がいるところから100m 程卜部でジ十

ンクション状態になっているのが目視できた。あ

と少しだ。３人とも疲れてきているが頂上までの

距離感がっかめたせいか、がんばれる。そうして

いるうちに傾斜がすこぶる落ちた。いよいよ頂破

部と感じる。あとはほとんど傾斜もなく稜線がっ

づく。ふりかえるときれいに赤旗がガスの中で映

えている。めだつ赤だ。12jl徊0分、前方が下りぎ

みになったところで、登頂とする。川崎、武部、

佐藤、おもわず、登｣貞できたことを喜び、苦しかっ

た、つらかったことが脳裏をよぎり年がいもなく

涙が出た。お互い抱きあった。隊長へ交信。第１

キャンプでは、祝柵下さいました。下部は、雪川

のオンパレードで２次了タックを見あわせるとの

こと。今回の登山は、ほんとうにしんどかった。



ユウイ・フェン（友誼峰YouyiFen4,374m) -China－
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連絡官

|行動概要|

７月20 日

佐藤　邦彦　1943 年４月　　 生（56）

天城　敞彦　1947 年５月　　 生（52）

森山　安次　1949 年12月　　 生（49）

久保　　均　1954 年６月　　生（45）

久保　隆洋　1984年９月　　生（14）

李　 春元（35）

(1999年７月24日～８月21日)

北京、ウルムチを経て28ロハナス湖を

渡る。

29日～31日　正午まで森林許可待ち。

８月７日（土）雪

酒井、西嶋の２名でＣＩ地点を決めに行く。他

は停滞とする。

氷河舌端を登る頃より吹雪が強くなったので、

デポテントに入って天気待ちをする。

水流の左の人岩を登り、上に出るとそこは広い

草原であった。前方が白一色なのでどこが氷河な

のか不Iﾘ」だ。丸い軽石を踏んで延々と進む。

氷河上もどこを登っているのか分からないまま

ひたすら前進する。３時半後方の視界がきくと、

左手にギザギザの国境稜線が見える。 もう3,000

m は越えたようだ。ここから東に|;1」きを変え、ピ

トンクレバスに気をつけながら登る。

４時半、荷物をデポして下る。４峙間かけてＢ

Ｃへ帰り着いた。11時間の吹雪の中での強行偵察

の一日、60歳のじいさんのやることではないな。

終始トップで頑張った西1鴨隊員にただ感謝。

８月８日（日）晴れ

人城、佐藤、森山、久保の･1名でＣＩへの荷揚

げをし、そのままＣＩに泊まる。

８月９日（月）晴れ

天城、森山は4,000m のコルまでルートエ作す

る。 クレバスが多く、右へ左へと悪戦苦闘。さら

には上部で「地雷原」と表現したピトンクレバス

帯に悩まされた。

佐藤、久保はデポテントを往復して荷揚げ。

酒井、西嶋はＢＣからＣＩへ入る。
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８Ｊ’Ｈ 日　ユウイ・フェン南西ハナス河岸草原の

標高2,320m 地点にＢＣ設営。

13EI　BC 撤収。

19日　ウルムチ帰着。

21日　帰国

匝置］　 中国，新彊
ウイグル自治区（アルタイ山脈）

＿　_｡___＿　　　_‥
匿 巫］　 ８月10 日，北稜4,000m 地点 に６名が到

達したものの悪天候のため登頂を断念した。

けしヤンプ配副

ＢＣ　　２,320m（8 月４日）

C1　　3,250m （8 月８日）

最高到達点4,000m 「8J 」10口）

|報告書|　 なし「ヒマラヤ336号」1999 年11月号

|特記事項|　 森林地帯の入域許可トラブルで２日

半停滞を余儀無くされた。

８月10日（火）曇り後雪

６人で頂上アタックに出発する。

昨口の偵察ルートに従い、 クレバスを縫って進

む。西の空には真っ黒い暗雲が漂い、荒天が近付

いていることが明瞭だ。友誼峰頂上も雲の中だ。

コルに登る頃より風雪は一段と強くなる。 12峙

前にコルに着いたが、余りにも風が強いため、ツェ

ルトを破り天気待ちをする。これが実に４峙間に

もなってしまったのだ。

４時、回復の見込みがないため下山を浹行する。

登りのトレールは完全に消え、赤布を探しながら、

迷い迷いの退却行となったｏ そんな時、私かピト

ンクレバスを踏みぬいて墜落した。アンザイレン

していないため、５ｍ位の深さだったので命拾い

をした。最後は氷穴から這い出るトドのような格

好で、ザイルで引っ張り上げられたのだ。

６時間半かかってどうにかＣ１に帰着。その晩

の風はすさまじかった。何度テントを飛ばされる

かと思つだことか。

８月1!||（水）曇り

昨L」から続いた降雪で、ルートは一段と不明に

なってしまった。天気も昨日の朝のようだ。まだ

１日あるが潔く敗退を決意する。

全ての荷物を持ち、下山する。ＢＣでの楽しみ

は天城酒造特性の日本泗と羊の焼肉だ。
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|山名と時㈱　 カバン1999 年秋
|隊 の 構 成|　 （ 平 均年 齢 征7 歳）6j719m

隊　 長　　 山 森　 欣一　1944 年 ２月　　 生 （55 ）

副 隊 長　　 松 舘　 正義　1944 年 ４月　　 生 （55 ）

隊　 員　　 樋 上　 嘉 秀　1944 年 ６月　　 生 （55 ）

”　　　 伊 東　 満　1951 年 １月　　 生08 ）

μ　　　　岩 崎　　 洋　1960 年 ２月　　 生 （39 ）

/7　　　　野 沢井　 歩　1964 年 ８月　　 生 （35 ）

yy　　　　　古谷 朋之　1973 年 ８月　　 生 （26 ）

辿 絲 宵　　 成　　 天亮 （59 ）　 チ ベ ット 登 山 隊

L重動概剖

９月10 日

（1999年９月10 口～10月10日）

山森、松舘、樋上、伊東の４名は成田

から北京、成都、ラサ、 シガツェ、テ

ングリ、ニェラムを経て17日、ザンムー

着。岩崎、野沢井、古谷の３名はネパー

「堂山名」 野沢井 歩

10月４日　風雪

Ａパーティ　Ｃ２～上部ルートエ作

Ｂパーティ　ＢＣ～ＣＩ

相変わらすの風雪。テントも吹き溜まった雪に

潰されそうである。視界は50m 位だろうか。しば

らく様子を見る為待機するが８時出発を浹めテン

トを飛び出す。

固定I=i－プ、登翠具を担ぎ緩やかな尾根を東稜

の取付き点まで行く。 うまくすれぱそのまま頂］1

に立ちたいのだがこの悪天では少々難しい。

（9:45 ）東稜取付き。ここから固定ロープを張

り始める。予定どおり古谷に1ヽツプをまかせ、岩

崎、野沢井のオーダーで登る。登畢を開始。雪壁

から雪稜、３Ｐ口から急になり４Ｐ口で岩場が出

てくる。雪も岩も脆い。稜の右側は切れ落ちてい

るが視界か利かないのであまり高度感を感じさせ

ない。降雪は少ないのだがガスが濃い為視界が利

かない。先のルート状態が掴めないのが厄介だ。

岩場を抜けると５～８Ｐ［|まで雪稜となる。９Ｐ

目から急雪壁となり、1｛｝P目の雪壁上部はサクサ

クした霜の様な伺質に苦労させられた。そこを乗

越し11P ～13P 稜は緩やかな雪面となる。この先

は大きなクレバスが口を同き、手強そうな感じで

ある（16 : 20）。時間も遅い事も有りＣ２へ戻 る。
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21日

㈲ 」９日

10日

囲

回 ］

ルからザンムーに入り本隊と合流。

東而ナス氷河にＢＣ設営。

ＢＣ撤収～ジーロン畝泊まり。

マ・ラ下で隊を解散。 伊東は帰国へ。

他の６名は、 ナムナこ登山へ。

中国、チベット自治区

10月５[＝|、 東稜6,550m 地点 に３名が到

達したもののルート不良で登頂を断念した。

匹 ゴ 竪 」

BC　　4,700m

C1　　5,180m

C2　　6.000 ｍ

（ ９ 月21 日）

（ ９ 月24 日）

（10 月 ２ 日）

[j垂§衷]　 なし｢ ヒマラヤ339り･｣20()0年２月号

|特記事項| わ ｔ` 二(7,694 幻　 と(2)連続 登I｣』

(伊東を除く)

Ｃ２着(17 : 43)

Ａパーティ　Ｃ２～上部ルートエ作～Ｃ ２～ＣＩ

Ｂパーティ　ＣＩ～Ｃ２于前～ＣＩ

相変わらずの風雪。せめて視界が良ければ救わ

れるのだが…。

先[]の[古|定ロープを最終ピッチまでたどる。今

日も昨FI同様古谷トップでルートエ作に入る。

14P 目、この先は大きなクレバスが縦。横と共

盤の目の様に走っている。それを避けながらの登

禁となった。稜の両サイドはスッパリと切れ落ち

ている為、どうしても稜どうしにルートを採るし

かない。危険なスノーブリッジを渡りながらの登

翠でこの先どうなる事かと心配になる。

16P 目、再び大きなクレバスに阻まれ行き詰まっ

てしまった。完全に榎はクレバス帯となっている

ようだ。 17P 口、クレバスを避け古谷が柴敢に束

壁寄りのサクサクした霜の様な大きなセラックの

雪璧を越える。しかし、その先も大きなクレバス

に阻まれている為、完全に登路を絶たれてしまっ

た。 上部も視界が利かない標高はG550m 、後170

m なのだが残念だ。

しばらく相談しここで登山を断念する畢にする。

ＢＣの隊長に連絡を入れ撤退を決める。
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1隊の構成|　 （平均年齢44,2 歳）7,694m

隊 長　 山森 欣－1944 年２月　 生（55）

副隊長　　 松舘　正義　1944 年４月　　 生（55）

隊　員　　 樋上　嘉秀　1944 年６月　　 生（55）

”　　　岩崎　 洋　1960 年２月　　 生（39）

”　　　野沢井　歩　1964 年８月　　 生（35）

”　　 古谷 朋之1973 年８月　 生（26）

連絡官　　成　　 天亮（59）　チベット登山隊

|行動概則

10月10日

(1999 年10月10日～11月10口)

ジーロン鎮からサガ、チュンバ、パヤ

ンを経て12ナムナニ北西にＢＣ設営。

18日　５名がグナ・ラに登頂。

25日　３名がナムナニ新ルートから登頂。

26日　西面下降しＢＣ帰着。

28日　ＢＣ撤収～プラン泊まり。

29日～11 月Ｈ］ カン・リンポチエ巡礼。

|登頂記|　 岩崎洋

10月25日　東壁を抜け出した私達は、一瞬気が抜

けてしまい３人とも雪の上にすわり込んでしまっ

た。高度は7,600m 位だろうか。 最後の登掌中左

手に見えた岩稜がロングスタッフ稜だった事が分

かり、頂上は手の届く位置にあるはずである。

その時ちょっとした事件？がおこった。野沢井

がしきりにザックの数を数えている。「Ｉ・２あ

れ？」「１・２あれ？」２個しかザックが無 いが

音も無くザックは滑り落ちて遥か下の雪面に一つ

の点となって転がっていた。「まいったナー」 ブ

リザードの巾、３人とも少々混乱してしまい、次

には私のピッケルがザックのもとへ行ってしまっ

た。此処迄一緒に登って来たザックとピッケルだ、

置き去りにするには忍びない、此処から山頂経由

初登ルートを下降しようと思っていたが、計画を

変更して頂十往復後、ザックとピッケルを回収し

て下山と決めた。

今迄の山では、ＢＣに現地スタヅフのみと言う

登山が多かったか、西面に出て26時間振りにＢＣ

と交信し、歓びを分かちあえる先輩達が共此に居

てくれる事に、いつもとは違う安心感と感動を覚

えた。

交信の後厄上へ向うが、 バッテリー切れで、お
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11月３日　 ラズーでネパールへ山国する岩崎と別

れる。

10日　帰国。

而汚1　 中国、チベット自治区

L拉里」　10 月25 口、北面新ルートから岩崎、野沢

井、古谷の３名がアルパイン・スタイルでナム

ナニの初登単に成功し、西面通常ルートを下降

し、トラバースにも成功した。

け ヤンプ配副

ＢＣ

ＡＢＣ

Ｃ１

4,700m （10月12 口）

5,450m （10月17 口）

6,380m （10月22日）

C2　　7,205m （10月23日）

C3　　7,410m （10 月24日）

C4　　6,800m （10 月25日）西面下降中

沢 邦事項110 月18日，山森を除く５名がグナ・ラ

（6,902nl）を南面からＡＢＣから１日で登頂。

第２登に成功した。

まけにＨＡＪの旗もザックに忘れてしまい後でひ

んしゅくを買ってしまう。

ナムナニに守られて風の無かった東面に較べて

物ないブリザードの中高度を上げて行くと、トッ

プを行く野沢井からフィッグスの残置が有るとコー

ルが掛かった。 それも７ミリのナイロン・ロープ

である。昨年の日本隊も初登ルートを行っている

はずだからスイス隊のものであろう。よくまあ、

この商み迄 ナイロンを担ぎあげたものだと感心し

ながら、ロープを横目に見て登る。

東壁を抜け出る迄の苦労を思えば、登頂の時は

余りに呆気無くやｰ、て来た。 ルンゼを登り、野沢

井達は稜通しに行き、私は雪面をトラヴァースし

てから登りに掛かる。風でバタつくフードを上げ

ると２人が待っているのが見え、３人で肩を細ん

で山頂を踏む、其処から普閲（プラン）が見えて

いたのは、LL」漢での写真を焼いてから知った。

３人で抱き合い、肩を叩き至福の時は過ぎた。

冷たい風が我々を現実に引き戻す。

「さて、そろそろ帰りますか」
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叫」名と時順　 ス・ ン゙ティーク　2000年夏

|隊の構成|　 （平均年齢40.3 歳 ）7,027ｍ

隊　 長　　 岩 崎　　 洋　1960 年 ２月　　 生 （39 ）

/／　　　　　大 神田 伊 曽 美1944 年 ５ 月　　 生 （56 ）

//　　　　　保 坂　　 巌　1955 年 １月　　 生 （45 ）

／/　　　　　高 橋　 敏 雄　1958 年10 月　　 生 （41 ）

//　　　　　鈴 木　 正 典　1961 年11 月　　 生 （38 ）

／/　　　　大 場 裕美 子　1967 年 １月　　 生 （33 ）

・･　　 小 泉　 太史　1971 年 ２月　　 生 （29 ）

1行動概要| （2000年７月14 日～８月29日）

７月14日　本隊イスラマバード着

17日　 スカルド着

20日　 アランドウからキャラバン出発。

幽 頁記|　 高橋敏却

本日頂上アタック。

夜明けは５時頃である。紅茶とビスケットの簡

単な食事で済ませ、即ﾘ 」るくなるまでテントの中

で待機。昨日のトレースが明確になったため出発。

昨日、頂上稜線末端まで明確なトレースが刻まれ

ているので安心して進める。　トップを行く鈴木氏

のペースで速くコンテニュアスで付いていくのは

大変辛い。

プラトーから正而に鎮座しているスパンティー

クのルートを確認する。ところが、稜線末端付近

で突然風雪になり、ホワイトアウトの状態で視界

がまるで利かない。左稜線であることは間違いな

い。　しばしツェルトにもぐり込みガスが晴れるの

を待つ。峙々顔を出し様子伺うと急斜面が続いて

いることが確認できた。取りあえず直|こすること

にする。昨口からの新雪が30cm程あり、まだ、な

じんでいないため斜面は雪崩そうである。視界の

利かない急斜而のラッセルは不安を増幅させ、余

り気持ちのよいものではない。

鈴木隊員が孤軍奮闘しトレースを付けていくｏ

新雪さえ降らなければアイゼンが小気味よく利き

快適な登りとなるのだが、傾斜がきついため深い

ところで腰までのラッセルが続く。稜線末端から

雪崩を上へ上へと登り詰めると、プラトーから見

えた黒々とした岩場の下部に到達する。黒いスレー

ト状の岩場で小休後そのラインに沿って更に登り

詰めると花岡岩の茶色い、やや風化気味の丸みを

23日　バズィン氷河上にＢＣ設営。

８月18日　ＢＣ撤収。

19日　アランドゥ着。

29日　帰国

匪E璽］　 ８月14日、南東稜から保坂、高橋、鈴木

が登頂に成功。翌15 日にも残る岩崎、大神田、

大場、小泉も登頂した。

しタ ヤンプ配副

ＢＣ　　４,500m（7 月23日）

C1　　5,200m （7 月30日）

Ｃ ２

囲團
6,150m （8 月12日）

なし「ヒマラヤ352号」2001 年 ３月号

帯びた岩が左手に見える。雪の巾からポコポコと

出ているように見える。そこが本口の最大傾斜地

である。その岩に沿って息を乱しながら登り詰め

ると傾斜が緩くなり黒いスレート状の岩と花陶岩

のミックスした緩い登りが続き山頂は近い。

カラコルムの展望台と異名を収るスパンティー

クの頂に立つと雲が360 度わき上がり残念ながら

Ｋ２やキンヤンキッシュ、フンザの村は見ること

ができなかった。記念写奥を銘々に搬り、１時間

ほど滞在して下山にかかる。露岩地帯を越え雪崩

そうな雪面を転がるように下る。プラトーへ続く

真っ平らな雪而に逃れた途端ピトンクレバスに肩

まで落ちる。アンザイレンの大切さを改めて実感

する。Ｃ２では隊長を始めＢ隊が登頂を祝ってく

れた。感謝。感謝。本来ならばＣＩへそのまま、

下山する予定であったが疲労が見えたためＣ２に

泊まることになる。

Ｍ ．ＡＵＧ．００　Ａ 隊 （ 第 １ 次 ア タッ ク隊 ）　4:45 C

2 出発 。　6:38　 小 休。 プ ラ ト ー縦 断 も終 え 、 約

10 分 ほど で 山 頂 稜線 収 り 付 き。 10:44 頂 上 直 下 、

岩 稜 帯。14:04　 ス パ ン テ ィー ク 山 頂。 15:00　 下

山 開 始。 17:30　C 2 到 着。

－151 －
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屏 の構成|　 （平均年齢52.2 歳）6,777m

隊 長　L 」』森 欣一1944 年２月　 生 ㈲ ）

副隊長　 訓卜　嘉秀　1944 年６月　　 生（56）

登學Ｌ　　 野沢井　歩　1964 年８月　　生（36）

隊　員

連絡冒

|行 動 概 要|

７ 月 訪 日

桐沢　 輝治　1938年11 月　　 生（61）

佐藤　邦彦　1943 年０ 」　 生（57）

太田　康夫　1953 年３ﾅ」　 生（47）

成　　 天亮（60）　 チベット登山隊

(2000年７月28日～９月10 日)

北京、成都を経て30 日ラサに到着。

８月2［j　ラサ～ロザ

３日～４日　南、西面の偵察。

1町］ 新ＢＣ設営。

９月２日　新ＢＣ撤収～コンジュ村

４ロ　 コンジュ村～デンブウ村

５ 日

７ 口

デンプウ村～ロザ

ロザ～ラサ

10 日　 山 森、 野 沢 井 を 除 く ４名 帰 国

匝 逼 ］　 中国 、 チ ベ ッ ト 自 治 区

因 果 ］　 ８ 月91 ］、 ヤ ユ ・ ツ ォ先 の ヤ ユ 氷 河 の 状

態が 悪 い た め 主峰 の ト ラ イを 断 念 し 、 連 峰 の 一

角 であ る、 チ ュ マチ ェ ン ヨ ン （6,480m ） へ 転

進 す る こ と と し た。

け ヤンプ 配 剛

Ｂ Ｃ　　 ４,900m （81j8 日 ）

新 ＢＣ　 ４μ 】Ｏｍ （ ８月1 如 ）

C1　5,400m （8 月18LI ）

C2　　5,8 ｛｝Om（8 月 ４［|］

|特 記 事 項| 主 眸 を 断 念 しヽ 連 峰 の北 端 に あ るチ ェ

マチ ェ ン ヨ ンに ８月25 日、 野 沢 井 。 太 田 が 初 登

四 頂。 両 名 ば26LEIに も、更 に北 に あ るマ イシ ャ・

カ ン リ （5,993m ） に も初 登 頂 し た。

山 森 隊 長 が ８ 月5E ］～15 日 まで 肺 水 腫 の た め 口

ザの 病 院 に 入 院。16 口、 新 Ｂ Ｃ に 入 る。

［jOむ§］4H　　な しl ‾ヒ マ ラ ヤ35（）号 」2001 年 １月 り･

|初登頂記』　 野沢井歩

５峙起床（北京時間、実際は３峙の感覚か）。

心配していた大候もそれ程悪くない。ＢＣとの定

時交信を済ませ、７時25分出発。氷河に入りロー

プを結び、前日のトレースをたどり登り始める。

モンスーン期のこの時期、午後から翌朝まで天候

が悪い事が多かったが、今日は珍しく比較的好天

に恵まれた。ガスの中から時折太陽が顔を出し、

久しぶりの好天に気分も盛りJIがる。しかしそれ

も登り始めて２時間ほどであっという間に酋側か

ら湧き出してくるガスに覆われた視界が利かなく

なってしまった。 このターラ・り三君Tは西側から

天候が崩れてくるようだ。

拷問の様なラッセルを続けていると稜線上へと

辿りついた様だ。稜の反対則は東面の壁となって

スッパリと切れ落ちている。ガスの中、回りの地

形を観察していると大きな雪庇の上に乗っている

予感がして慌てて戻る。稜編上の先に岩場が見え

る。岩場があるという事は雪庇の危険が無いだろ

うと、そこを目指し大きく稜下をトラバース気味

に登る。岩場に到着してＣ２を出てから初めての

小休止。

アタックの為オープンしている無線機はＣ２を
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出て今だ沈黙を保っている。

ここから頂上は雪のドーム状とな

の人斜面となっている。

つており、雪

稜線は頂上ドームからギャップとなり、小規模

だがクレバス帯となっている。クレバス冊は切れ

落ちている東面を避け、匹面側から巻き、頂上へ

雪の大斜面へと取付く。 この最後の雪面の登りは

気温が上がってきた事もあり、雪は更に深く、巫

い。下駄の様にまとわり着く雪のラッセルに随分

と苦労させられた。なんとか大雪面を登りきると

」貞稜へ飛び出した。雪庇に注意しながら頂稜を進

み、頂上を目指す。ガスで視界は利かないが稜は

広い雪原となり、ゆったりと南に向かって下って

いる。高度計も中岡地図 の指す6,480 m にほぼ近

い数値を指している。一番高そうな雪面を頂上と

して（13時15分着）竹竿を立てた。
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［山名と時期|　 クーラ・カンリ1　1999 年夏

|隊の構成|　 （平均年齢42.5 歳）7.538ｍ

隊　 長　　 山 森　 欣－　1944 年 ２月　　 生 （56 ）

隊　 員　 岩 崎　 洋　1960 年 ２月　　 生 （40 ）

Ｘy　　　　鈴 木　 正 典　1961 年11 月　　 生 （38 ）

yy　　　　野 沢 井　 歩　1964 年 ８月　　 生 （36 ）

連 絡 官　　 成　　 天 亮 （60 ）　 チ ベ ット 登 山 隊

|行動概副

９月８日

｢2000年９月８日～10月5L｣)

山森、野沢井がターラ・リ登山を終え

てラサに帰着。岩崎、鈴木はカトマン

ズから空路ラサ入りして合流。

11［|　 ラサ～チュツォ（4,250m ）

12ロ　チュツォにＢＣ設営。

22口　ＢＣ下山。

26日～27 日　山森、岩崎、ブータン国境へ偵

察。

28 日

幽I副

チュツオ～ラサ

岩崎　洋

20【】。

夜明け前に出発。あまり気持ちの良くないクレ

バス帯から雪壁へと移り登っていくが、結構急な

所もあり気の抜けない登栄となる。トップを行く

野沢丼は同じペースで確実にrａ つて行く。休める

ような所は全く無いのでひたすら登るがベースが

今一上がらないのは飲み過ぎなのか、それとも休

みが長かったせいなのだろうか？

北稜に抜け出し雪壁のトラバースを姶めた頃か

ら急にペースが落ちだし、やがて止まった。　トッ

プも恐いだろうが、ミッテルの鈴木も、そして私

もひきつるような恐怖を味わっていた。雪のコン

ディションが悪すぎ、トップは雪崩の恐怖を、私

達はピｙケルを刺しても何の手ごたえも無く岩に

当たってしまう雪に、落ちたら止められない……。

トレースから切れるかもしれない。あの、靴の中

の足がむずむずするような感覚を多分二人とも感

じていたのだと思う。すぐそこに北西稜とのジャ

ンクションが見えるのだが、如何ともし難い。1.00

m 程下に幕の張れそうな所があるのをチェックし

てあったので共処まで戻り少し早いが今日はこれ

までとした。明日夜中に出発しよう。少しは雪が

締まっているかもＬれない。[CI]6,650m)

30口

10月５日

山森を除く３名はネパールへ

山森帰国

［iyk万］　 中国ヽ チ: ツト自治区.

［岳東］　 ９月21 口、北稜と北西稜の中間を登る新

ルートをアルパイン・スタイルでトライしたが，

不安定な雪のため登頂を断念した。最高到達点

は，20日に到達した6,750m 。

［サ ンプ配剛

BC　　4,250m （9 月12日）

ＡＢＣ　５,３００ｍ（９月14日）

C1　　5,900m （9 月19日）

C2　　6,650m （9 月20日）

幽 記事項| 南面をルートとして予定していたがヽ

今夏チベット南部を製った豪雨のため道路が寸

断し、南面から入山出来なかったため、北面か

ら試みた。

［報告劃　 なし「ヒマラヤ357 号」2001 年８月号

21日。アタック。

暗闇の巾、前日のトレースを辿る。左には白い

雪、右は氷河まで真っ暗な闇が広がり、何も無い

空間である。ヘッドランプの照らす足元しか見え

ないが、ロープの先で野沢井が格闘しているのが

分かる。二つ見える小さなLﾘ」かりは目標を失い漂っ

ているように見えた。どれだけ峙間が経ったのだ

ろう。雪は安定せず一蓮托生であるが、一ヶ所に

集まって相談することなど出来ない話である。た

だ、ひたすらｉ えてコールを待つが、その間にトッ

プは小さな雪崩を三回も浴びたと言う。

「駄目です リ 」

そうコールがかかったと思うが今となってははっ

きりしない。帰ろう、命が大切だ。だって此処か

ら登ってしまったら、もう南而に行く事も無くなっ

てしまうし……。テントに戻り夜明けを待-:､て下

山に移った。（AB C5,300m ）
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ニンチン・カンサ(NingqinKangsha宇青抗沙7,206m)
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旧」名 と 時 期|　 ニ ンｆ ン’・ カ ン サ　2 叫 年 茸

丿隊 の 構 成|　　（ 平 均 年 齢40,2 歳 ）7,206m

隊 長　 酒 井 國 光1939 年 ４月　 生 （62 ）

登 繁 Ｌ　　 里j;沢 井　 歩　1964 年 ８月　　 生 （36 ）

隊　 員　　T ］南 艮 二 郎　1955 年 ３月　　 生 （46 ）

♂ｘ　　　　宮 川　 真 一　1963 年 ３月　　 生 （38 ）

ｘ７　　　　斎 藤　 正 朗　1971 年 ４月　　 生 （30 ）

ｊＦ　　　　志 村 真 由 美　1972 年 ４月　　 生 （29 ）

連 絡 官　　 趙　　 玲 々 （　 ）　 中 国 登山 協会

|行動 概 要| （2001 年 ７月201ｺ ～ ８月25 日 ）

７月20 日　 北 京 、 成 都 を 経 て22 日 ラ サ人 り。

25 日～27 日　 ラ ンカ ー ズで 高 所 順 応活 動 。

28日　 Ｂ Ｃ 設 営 。

８月20 日　 Ｂ Ｃ 撤 収 ～ ラ サ

［堂璽 翌 ］　 宮 川 真 一一

悩 んだ 宋 に、 ぼ く はＣ ２ に、 シ ュ ラフ とマ ット

は持 って い か な い 事 にＬ た。 今考 え ると 、 自 分 自

身 を 返 信 し て い た のか も知 れ な い。 結 局 、 そ れが

失 敗 だ った。6,400m で の シ ー＝１ ラフ カ バ 一 だ け と

い う の は、 ほと ん ど眠 る こ とが で きな い。

び く ら は、 ほん の 少 し の ク ッ キ 一を 食 べ ると、

星 空 の下 で ロ ープ を 結 ん だ。 こ こ か ら先 はル ート

エ 作 は して い な い。 下 降 爛 にＰ Ｐ ロ ープ を ２本づ

つ と 、 ス ノ ーパ ーを ３木 づ つ ザ ッ クに 収 め、 野 沢

井 さ んを 先 頭 に、 果 て しな い ラ ッ セル が 始 ま った。

時 計 は ４時 を 少 し だ け まわ って い た。

ベ ー スキ ャ ンプ で 双 眼 鏡 を 覗 い て い た 酒 井 隊 長

か ら、 無線 を 通 じ て の ル ート の 指 示 が あ った 。 指

示 ど お り た に ト ラ バ ー スす る と、 少 し急 な 雪 面 に

な り 、 そ れ を 登り つ め る と 頂 稜 線 に で た。 太 陽 が

サ ン サ ンと 輝 い て い た。 まだ 正 午を 少 し ま わ っ た

ば か り だ っ た。

ぽ く らは そ こ で ザ ッ クを デ ポし、 空 身 でL.|.l頂を

目 脂 し た。 天 候 は だ ん だ ん と 怪 し く なり 、 何 度 か

ガ スで|||頂 が 隠 れて し まっ た け れ ど 、 ぼ く ら はそ

の 見え な い山 頂 に向 か っ て 進 ん だ。

ニ セピ ーク か ら 少 し 下降 し 本 ピ ー ク に取 り付 く。

先 頭を 行 く野 沢井 さ ん に追 いっ け な い。 全力 を出

し て も、 ア ンザ イ レ ンして い る ロ ー プ は 張 り、 ど

う し て も野 沢井 さ ん に 負担 を か け て し ま う。 ぼ く

は 初 め て弱 気 にな っ て し ま った。「 ど う や ら 俺 、

こ こ まで み た い。 も う力 が 出 な いよ 」 そ ん な 様な

25日　帰国。

［亘壽］　中国、チベット自治区

囮 到　　 ８月15日、西稜から野沢井、宮川、斎藤

が登頂に成功した。ＨＡＪとして21 世紀初の登

頂。

け ヤンプ配副

ＢＣ　　４,800m （7 月28日）

RC　　5,200m （7 月30 口）

C1　　5,800m （8 月５日）

C2　　6,400 「ｎ（8 月14日）

|報告側 なし「ヒマラヤ362号」2002 年１月り’

|特記事項|　 別送品無し．

事を口に出してしまった。振り返ると斎藤君も、

ぽく同様にへばっている。

ぼくらはそこでアンザイレンを解いた。野沢井

さんはロープを ズルズルと引きずりながら、それ

でも後続するぼくらのためにステップを大きく刻

みながら]｣|頂に向かった。

ぼくと斎藤君は、最後の力を振り絞って、その

あとに続く、野沢井さんの配慮がうれしかった。

||[]頂直下の半ピッチで、ぼくはようやく野沢井

さんに追いついた。ビレイをした。やがて野沢井

さんはぼくの視界から消え、しばらくとホイッス

ルが聞こえた。

きっとあそこが山頂なんだ。ぼくらはあそこを

目指して今 まで頑張ってきたんだ。何かあるんだ

ろう。どうなっているんだろう。ぼくはあそこに

立ったとき、どうなってしまうのだろう。そんな

ｊを考えながら、ぼくは最後の力を振り絞った。

午後３時をまわったばかりだった。

ニンチン・カンサの山頂は、思っていたほど広

くなく、雪庇と隣り合わせになっていた。 ほんの

数えるほどの時間しか展望は見えなかったけれど、

あきらかに空は近かった。

ぽくは雪の上に座り込んだまま、何度も何度も

深呼吸をした。そして、自分の力のなさを痛感し

た。Γもっと、もっと強くなりたい。 そして、幾

つものヒマラヤの山を登ってみたい｣ そ んな事を

感じていた。
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L山 名 と 時 期|　 ヤ ン ラ・ カ ン リ　2001 年 秋

屏 の 構 成|　 （ 平 均 年 齢53 ‥8歳 ）7,42h

隊　 長　　 山 森　 欣 一　1944 年 ２月　　 生 （57 ）

副 隊 長　　 樋上　 嘉 秀　1944 年 ６月　　 生 （57 ）

登 旱 Ｌ　　 佐 藤　 英 樹　1948 年 ４月　　 生 （53 ）

隊　 員　 田 村 正 勝　1942 年 ４月　 生 （59 ）

ｘｘ　　　　　佐藤　 邦 彦　1943 年 ４月　　 生 （58 ）

ｙｙ　　　　森 山　 安 次　1949 年12 月　　 生 （51 ）

ｘｘ　　　　太 田　 康 夫　1953 年 ３月　　 生 （48 ）

”　　　 萬徳　 清孝　1954 年 ７月　　 生 （47 ）

連 絡官　　 ラパ ［拉 巴］（47 ） チ ベ ット 登 山 隊

|行 動 概 要| （2001 年 ９月10 日～ Ｈ 月 ８ 日）

９月 ９ 日　 佐藤 英 、 佐 藤邦 、 太 田 の ３ 名 は関 空 か

ら カ ト マ ン ズ 入 り。

10 日　 山 森 以 下 残 り は北 京、 成 祁 を経 て12 口

ラ サ入 り 。

16 日　 ニ ェ ラ ムで 両 隊 が 合 流。

19日 ～23 日　 ル カを Ｂ Ｈ と して 偵 察。 架 橋。

24日　 ラマ ・ プ ー右 岸 樹 林帯 にＢ Ｃ設 営 。

L堂山 邑 」　 佐 藤 英 樹

10月25 口 ～29 口　 Ｃ ４～ 最 高 到 達 点 （6,900m ）

C4 （6.680m ） は風 の 通 り 道 な の だ ろ う 。16

時前 後 か ら決 まっ て 風 が非 常 に 強 くな り、 一 晩 巾

吹 いて い る。 マ キ シ ムで な い テ ン トが 欲 し い と こ

ろ だ。 当 初 Ｃ ４ か ら の 稜 線 が2 kllと 長 い の で、 ビ

バ ーク覚 悟 の ア タ ッ ク も考え て い たが 、 隊 長 か ら

「Ｃ ２で の 休 養 が な い ので ア タ ッ ク巾 止 。|賀境 稜

線 の 行動 な ら良 い と い う」 指 示。 隊 と して 最低 限

の努 力 、 出 来 る だ け 高度 を 稼 ぎ、 稜線 か ら の頂 上

の写 真 を 撮 り今 後 の 参考 に と い う こ と で の、 こ れ

か らの Ｃ ４か ら の行 動 と な る。 ま た、 行 動 食 もな

く なり 、 僅 か に残 っ た飴 を 砥 め な が ら の 行動 だ。

25日 、 目 の前 の 尾 根 に上 が り た い の だが 、 右 側 か

ら は ク レバ スが あ る ので｡|こが れず 、 最 初 、 大 きな

氷 の 回 路 を 行 くが 、 奥 行 きが 結 構 あ るが 結 局 行 き

止 まり に な って い る。 氷 の 青 さが 幻 想 的 だ。 今 度

は 尾 根 に 沿 って 左 側 を 行 き、 回 り 込 ん で プ ヨ ンを

背 に し て、 急 斜 面 を 直 上、 ２Ｐ をFi ｘす る 。 こ れ

で ア ンザ イ レン 川 の ロ ープ を 除 き、 Ｆ政を 外 し た

ロ ー プ も、 も う な く な っ た。 ナ イフ リ･ｙジと な っ

た 稜線 の先 に あ る プ ヨ ン の頂 上 は、 も う ‾ド に 見え

る よ う に な っ た。 広 く緩 や か な 稜 線 が 目 の 前 に 広

が る。 左 側 の す ぐ 真下 の谷 は チ リメ ・ コ ー ラ、 そ

れ に続 く サ ン ジ ン 氷河 、 ガ ネッ シ ュ ２峰 （び ）52
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11月ＩＨ　ＢＣ撤収。

７日　 ネパール組帰国。

８日　北京組帰国。

［豆蔵］　 中国、チベット自治区

［R7j411　10 月26 口，国境稜線である東稜の6,900

m に到達したものの，装備不足と時間切れのた

め登頂を断念した。

［参ヤンプ配剛

ＢＣ　　３,350m（9 月24日）

C1　　4,400m （9 月29口）

C2　　5,350m （10 月9［I］

C3　　6,000m （10 月18日）

C4　　6,680m （10 月24日）

四 告書| なし「ヒマラヤ363号」2002 年２月号

|特記事項|　 別送品をネ“ －ル経山で輸送。この

ため隊員３名を派遣した。実務は業者依頼なの

で実質的には１名で可能である。 ジーロン鎮に

は入れなかった。 1999年時と状況が変わってい

た。

ｍ) の北而が見えるが、我々の目指すヤンラの頂

上は長い稜線に隠れて見えない。 張ったFiｘをＩ

Ｐ外しに戻り、ピトンクレバスを警戒してコンテ

で、稜線を進み写真撮影をする。珍しく風もなく、

天気が良くて暖かい。26 日、晴れ、登山最終卜|。

さらに一段高くなった稜線に上がろうと、ＩＰを

Fiｘ、ここから稜線沿いにトラバース稜上に| でが

るにはもう数ピッチかかるが、我々には、もうFi

ｘロープ、 スノーバーが残っていない。 破ってい

るところを直に上がろうと、いろいろ試みたが雪

が崩れやすく。勇気が出ない。豊山最終L｣の最後

に無理をすることもないので、ここを最高到達点

で下降することになる。最高到達高度6,900m 。

7,000m を越えて稜線上から頂上の写真を探りた

かったが、叶わず残念だ。が、小生の場合、未踏

の||｣を充分に堪能でき、右往穴往Ｌながらも、結

果的には異番安全なルート作成が出来、事故もな

く何よりだと思う。27 日、Ｃ４を撤収して下山に

かかるが、Ｃ２下の氷河も随分と様相を変えてい

た。Ｂ隊が荷上げに苦労したのが頷ける。天気が

良く風もない中、 ﾄ 山゙ のスピードは早く、ＣＩま

で下りることが出来た。先月29日にＣ２に上がっ

て以来、久しぶりにＣＩに下山だ。やはり土の感

触は良い。



ガッシャーブルムI(Gasherbruml8,068m) -Pakistan-
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ガッシャーブルム1 2002 年夏

（平均年齢39.3 歳）8,068ｍ

隊　貝　　 田辺
μ
　

が

野沢井

洋

治

歩

後藤　文明

1960年２月　　 生（42）

1961年 １月　　 生（41）

1964年８月　 生（37）

1965年５月　 生（37）

連絡官　 Ｃｏｐt.モハメッドーアクタ（31）

|行動概要| （2002 年６月10日～９月２日）

６月10［1　本隊イスラマバード着

13E］ イスラマバード発

171］ キャラバン開始

24L］ ＢＣ着

ア_タックとレスキュー活動

８Ｊ」３１ＴＩ　ＢＣ～Ｃ２

４Ｄ Ｃ３（７,１００ｍ）建設

５日　2 :45 アタック出発（田辺・野沢井）、（岩

崎・後藤）パーティに別れて行動。

12:j10～14:00 に掛けて４名全員登頂（野沢井、

Ⅲ辺、岩崎、後藤の順番2）

14:30 下山開始、直後、岩崎ザックを落とす。

20:（）0田辺、野沢井パーティ　Ｃ３着。 岩崎、

後藤パーティーは下山ルートを見失いビバークに

入る。

23:00から02:00に掛けて田辺。野沢井で上部に

捜索に行くが２人を発見できず。（無線は通じて

い‘た）

6L 」11:00　C 3 へ自力で戻る。

７日　7:30　C3 よりジャパニーズ・クーロワー

ルを下降。

ll:0【】C2 着

13:0（） 約6,200m 咆 気で後藤が急激に脳浮腫に

陥り自力歩行が困頌となる。その後岩崎クレバス

にはまる。

15=30　先行していた、田辺、野沢井パーティー

登りかえし。岩崎を救出。

17:00　後藤を6,000m 地点プラトーまで降ろす。

（後藤の症状：言語障害、運動障害で一人での歩

行も困難であった）

８［］ ９：圓6,（X）Om地点出発。 自力歩行は不可

能で、ツエルトでくるみ引っ張り降ろす。

］5:00　5,850m泊。りこI=ソンにＣ１までのヘリ

コプターの救助要請するが不可能との返事。

9 F1　2 :30　田辺、野沢井でＢＣへ酸素ボンベ

を取りに下山。

7:00　BC 着。Ｋ２労山隊、近藤和美隊長へ

救助要請を手紙で出す。（労山隊はＫ２をあきら

めGII へ向かっている途巾であった｡）

17:50　田辺、野沢＃5.85｛｝ｍ地点へ帰着。夜 か

ら酸素吸入（１ｆ／分）

101ヨ　デキサメタソン８雌を注射。※連日経口で

デキサメタソンを投与していた。

パキスタン、ガッシャーブルム山群

附 果j　　8 月5L 」、全員登頂に成功するも、岩崎、

後藤が帰路ビバークとなり、労山隊のサポート

を受けて12LJBC 帰着。

|キャンプ配川

ＢＣ　５,100m （6 月24日）

C1　5,800m （7 月１口）

C2　6,400m （7 月３日）

C3　7,100m （8 月４日）

|報告書| なし

6 :00　5,850m 地点出発。（酸素２ ｊ?／分を投

与）クレバス・ スノーブリッジの通過は四つんば

いで通す。

11:00　5,750m 地点泊。

11日　6 :00　5,750m 地点発。 後藤衰弱が激し

くスピードが落ちる。

12:00　労山隊のＨＡＰ（フセイン）、我が隊の

コック（アスカリ）が酸素、スノーボードを担い

でヘルプに来た。スノーボード（荷物用で小さい

アーミーから借用）に後藤を引きずり降ろす。

14:20　5,500m 地点泊。フセイン、アスカリはＢ

Ｃへ。

12F1　7 :30　5,500m 発。

10:00　労山隊近藤隊長以下 ４名、 フセインと

合流。人数が増えた為スピードが格段に伸びた。

南ガッシャーブルム氷河のアイスフォールを‥挙

に降ろした。

15:30　B C 着。

13日～15 日　ＢＣは悪天。ヘリは飛んでこない。

ジャクリーンにある労山隊の酸素を取りに行く。

連日酸素吸入を行なった。

16日　快晴。12時過ぎヘリコプタ一来る。後藤、

に付き添いで野沢井、リエゾンが乗り込む。

コンコルディア、パイユを経由して スカルドへ

スカルドのホテルで着替えた後 ＤＨＱ（病院）

へ。医者の診察、点滴を行なう。

17日　イスラマ行の飛行機には乗れず、引き続き

点滴を受ける。

18日　10:30 の飛行機にてイスラマバードヘ イス

ラマバード着後病院で診察及び点滴。夕方ラベン

ダーホテルにて休養。

21:00　イスラマバード空港へ。Ｕ・パトラベ

ルの力で無事に航空機へ乗る事が出来た。

19L」 北京経由で成田へ定刻12:30着。

境町山の会の仲間と共に群馬・藤岡の病院へ人

院（脳浮腫及び血栓）

※本隊、岩崎、田辺両氏は隊荷と共にキャラバン。

田辺８月30日、岩崎９月２日帰国。
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ニンチン・カンサ(NingqinKangsha宇青抗沙7,206m) China

“‘"穆鶏､・
魁鷺、埼+爵曇、
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輻
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蝿欝

蝿

頂稜から左手前に派生しているのが西稜（頂稜は約6,800m)

▲2002.8.17ニンチン・カンサ西稜核心部を登掌中の樋上(上)と大神田(下)BCから

－162－



|山名と時期|　 －ンチン・ カンｔ　2002 年夏

L墜巴）捗成|　 （平均年1 58･8 歳）7･206ｍ

隊　 長　! 」」森　 欣一　19羽年２川　　 生（58）

副隊長　　 樋上　嘉秀　1伽4年６月　　 生（58）

隊　員　　 柳　　 謙一　1941 年8J=j　　 生（61）

”　　　大神田伊曽美1944年５月　　生（58）

連絡官　　 李瑞華（50）

|行動概則 （2002年７月20日～８月25日）

７月20日　樋上、柳は匯1西空港から北京入り。山

森、人神Ⅲは成Ⅲから北京人りしたが、ＣＡの成

田組はビジネスシートに変更になりラッキーな空

の旅だった。北京空港で合流し常宿の建国前門飯

店に投宿し、ＣＭＡ更開封、汪鉄銘、顔金安三副

主席、王玉勤弁公室主任、趙建軍前交流部副部長、

李豪傑交流部副部長、李瑞華連絡官と会食。

21日　北京～成都（rli行喩代は1.240元）

本日の為替レートは、Ｉ元＝14.4円、李連絡官

と共に９昨15分北京発。IZII加7 分成都に到着。今

回の成都のフテンドは四川探倹旅游公司の張兄弟

と、98年チョム・カンり登山隊の連絡官だった劉

峰。宿宿の一つ拉薩人酒店に投宿し、夜は青羊宮

の一前にある陳麻婆豆腐で盛り上がる。（張の兄貴

とは13年振りだ った）

221TI　成都～ラサ（飛行機は1,27｛｝元）

雨の成都を７時匍分発。 ラサも雨で9 11お5 分着。

途中雨のため道路に水が溢れていた。郵電賓館に

Ｈ時40 分到着。午後連絡劉とチベット豊111協会を

訪問。張明興氏が秘書長となった山。今回の概要

を連絡官から話し、特にお願いした高所協力員を

ランカーズからＢＣへ先行させることを依頼する。

ここで初めて李連絡官が我々のＢＣ撤収前の８月

17日にＢＣを離れて、同志社大学のロンライ・カ

ンIり登||」隊の連絡肯となることを知る。夕方、 二

マ・ツ｡､IIリンがやってきてＨＡＰはニマの生徒と

分かる。夜は登lh協会の前に開店したニマの店で

夕食。FIA P とコ･5,クの３名が挨拶に来た。

23［|～24 EI　ラサで柵包と高所順応

25日　ラサ（3,648m ）～ランカズー（jl,x154mj

1口’腿0分、厚い雲をラサをジープ２台、トラフ

グ１台で出発。雨のカンパ・ラを越えて14時半う

ンカズ一到着。郵政招待所に投宿。

26口～28日　 ランカズーで高ｉ 順応。

高所順応の為濡在したが、その間、2611には連

絡官はＨＡＰとヤクの手配に行き、マヨン村まで

車が入らないことが判明した。川が増水のため。

29日　 ランカズ一（4j54（ｎ）～ＢＣ（4.800m ）
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中国、チベット自治区

８月17 日、西稜の6,700 m 地点に樋上、

大神田とＨＡＰのアワンが到達したが登頂は断

念した。

匡 万 囮

Ｂ Ｃ　　 ４,８００ｍ

Ｃ Ｉ

Ｃ ３

胆 み］

5,800m

G,400m

なし

( ７ 月29 口)

( ８ 月 ７ 口)

(8 Jlj 16日)

ランカズーを９時10 分に出発。カロ・ラの先で

荷庫で川を渡る。そのまま荷車に乗ってマヨン村

着旧|弱5分。 11時40分荷中Cを降り て徒歩となる。

丘陵地帯を喘ぎながら登り、13時15 分ＢＣ到着。

ＢＣには驚いたことに中国製の大テントが張られ

ていた。17 峙から連絡官、ＨＡＰを招いてＢＣ開

きを行う。

30日～８月18日　登山期悶

30LIは休養日であったが、［］申の強い陽射しと

は裏腹に181時すぎから大出鴫がＢＣを襲い、噂の

ニンチン・カンサ雷の洗礼を受けた。

31口　山森を除く３名とＨＡＰの２名でＡＢＣと

される湖まで偵察に行く。

８月３［］ 隊員３名でＣＩ予定地の偵察に出掛け

たがＢＣ帰幕は2J時、日暮れちょっと荊であった。

4L ］TIAP の二人がＣＩへ荷｡|二。

５口　隊員３名Ｃ１往復。ＨＡＰ２名ＣＩ荷卜。

７日　隊員３名ＣＩ人り。ＨＡＰ２名ＣＩ荷JI。

8L 」 隊員３名Ｃ「ﾋ10P ルートエ作。ＨＡＰ２

名ＣＩ荷上。 樋上トランシーバー落とす。

９日　隊貝３名さらに４Ｐルートエ作。ＨＡＰ２

名荷［:のためＢＣからＣＩへ移勁。

10［］9 時過ぎ柳リタイア。隊員２名でルートエ

作Ｌ、その後にＨ ＡＰ向上で続くも6,300m 地点

で終了。ＨＡＰ２名ＢＣへ帰幕。隊員はＣり自ま

り。

11［|　隊員３名ＢＣ帰幕。

I虹|　 柳がリタイアしたのでＨＡＰのアワンを入

れた３名で、アタックするためＢＣを出発。

15日　３名は13時50 分、6,･100 m の Ｃ２予定地に

到達。清華人学のものと思われる竹竿があ。た。

16卜Ｉ　Ｃ１～Ｃ２移動。

17口　午前４峙にＣ２を出てアタックするも6,70

0m 地点で11時40 分登頂を断念し、下降する。　ア

ワンはこの|」の内にＢＣ帰着。隊員はＣ１泊まり。

18［］ 隊貝ＢＣ帰着。ＨＡＰ２名Ｃ１撤収。

20日　ＢＣ撤収し、 ラサに帰着。



登山回数の多い山トップ4

ヌン(7,135m)インド、カシミール・ヒマラヤ

数

7

登山期間 隊長名 結果回

1

ルート

西郡光昭 北西稜 7,19保坂昭憲、アスラムが頂稜約7,000mに到達した。1975,7,17～9，4

沖允人 8,22高橋太一郎、東英樹、ニマが登頂。同日C3から

飯村富彦、寺本政幸、ナワンも登頂した。

西稜91978,8,4～8，31
2

q
U 飛田和夫 西稜 8,16角田不二、細貝登、熊田雅史が登頂した。1983,7,24～8，28 ７

’
５
｜
昭
一
蛆

木下祥子 西稜 8,27小泉恵子、貝塚珠樹、カルマが登頂した。1987,7,26～9，64

8,14橋本康弘、田村正勝、中山裕朗が登頂した。西稜中岡久1991,7,14～8,245

8,13今村裕隆、森谷雅春、野沢井歩が登頂し、15にも

関根孝次、須藤圭一、森尾直康、古関正雄、佐藤健も

登頂した。

今村裕隆 西稜1992,7,19～8，23

戸

り

8,15中川裕、林雅樹が6,700mに到達。中川裕 西稜7’1993,7,18～8，25中川裕7西稜8,15中川裕、林雅樹が6,700mに到達。

81995,7,23～8，27酒井國光11西稜8,18中川裕、阿部訟二、中島清治、中島俊弥が登頂。

1993,7,18～8，25

ムスターグ・アダ(7,546m)中国、新彊ウイグル自治区

数

イ 1

11

結 果登山期間 隊長名回

1

2

ルート

8,10橋本康弘、中川裕が約7,000m付近に到達した。山森欣一 西稜1992,7,14～8，14

高橋敏雄、志小田美弘、中島俊弥、

18日にも酒井隊長、樋上嘉秀、天城

金森博之、池上邦彦も登頂。

8,17西嶋錬太郎、

伊藤英世が登頂。

敞彦、谷田川武、

酒井國光 西稜111993,7,24～8，28

8,18飛田隊長、田村正勝、小林岡llが登頂。19日にも関

根孝次、泉田清孝、大久保博、日南長二郎も登頂。

飛田和夫 西稜７3 1994,7,21～8,28

813中川隊長、品川幸彦が登頂。17にも石川龍彦、北

条治男、佐藤英樹も登頂した。

西稜中川裕 61996,7,20～8,254

8,16市川隊長、竹内千恵、沢田幸子、狩野明美が登頂。市川春代 西稜61997,7,16～8，245
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ﾄ自治区ニンチン・カンサ(7,206m)中国、チベッ

結果登山期間 隊長名 数

13

回

1

ルート

8,17志小田美弘、飛田和夫、森山安次、加藤和美、

高橋敏雄、川崎浩史が登頂。18日にも天城隊長、野口

道雄、石川龍彦も登頂した。

天城敞彦 南西稜1997,7,20～8,27

8,15田村正勝、武部秀夫、山本強が西稜を初登鑿した。関根孝次 西稜ｍ
－
６
ｌ
４

２
’
３
’
４

1998,7,19～8,25

8,15野沢井歩、宮川真一、斎藤正朗が登頂した。酒井國光 西稜2001,7,20～8，25

8,17樋上嘉秀､大神田伊曽美､HAPが6,700mに到達した。山森欣一 西稜2002,7,20～8，25

クラウン(7,295m)中国、新彊ウイグル自治区

結果登山期間 隊長名 数

11

回

1

ルート

9,27中込渭次郎、橋本康弘、中野圭一が6,300mに到達

10.1星野貢ら8名が周辺の6,117m峰に初登頂。

東壁舘野秀夫1985,8,15～10,29

9,27橋本康弘、佐々 木岡Iが6,320mに到達。同日BC/､

下山中の舘野隊長、菅沼勲が懸垂氷河雪崩のため行方

不明となり登山を中止した。

舘野秀夫 東壁2 1990,8,15～10,26 7

9月28日二俣勇司、中川裕が約7,000mに到達するも、

10月1日アタックのためC4へ移動中の二俣が雪崩の

ため行方不明となった。捜索後再度アタックを敢行す

るもC5で悪天のため中止した。

山森欣一 東壁
『）

0 1992,8,15～11，1 11
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野外活動

ラヤの旅

第 １［亘］（1968 年 秋） ネパ ール

１）アンナプルナ（10月19日～30 日）

ポカラ～セティ・コーラ～パデュレチャール～トゥラスワロ～バラハレ～ポカラ

柴田金之助　j921 年８月　　 生（47 歳）　　　　　　　 ×前田　　 清　1893 年11J 」

渡辺　 嘉男　1901 年12月　　 生（66歳）　　　　　　　　 増田　秀穂　1943 年 幻-」

×藤江幾太郎　1910 年２月　　 生（58歳）　　　　　　　 増田　歳子　19･12年12月

長沢森之助　1899 年８月　　 生（69歳）　　　　　　　　 佐藤　　 茂　1937 年７月

２）エヴェレスト（10月19日～11月16 日）

ルクラ～ナムチエ・バザール～パンポチエ～クーンブ氷河＆イムジヤツエ氷河

渡辺　文仁　1939 年10月　　 生（29 歳）　　　　　　　 山岡　元弘　1943 年６月

Ｘ萩　千夏 「　1929 年11月　　 生（38歳）　　　　　　 三吉　康大　1938年1刎」

沼田　敏彦　1925 年５月　　 生（43 歳）

３）エヴェレスト（10月19日～30 日）

ル クラ～ チ ュ タワ～ バ クテ ィ エ～ デ ィ ン ボチ ェ

生 （74 歳 ）

生 （25 歳 ）

生 （25 歳 ）

生 （31 歳 ）

生 （25 歳）

生 （29 歳）

石森芳太郎　1907 年９月　　 生（61歳）

村上常太郎　1905 年 別 」　 生（63歳）

阿部　　淳　1933 年11月　　 生（34 歳）

森　美枝了　1941 年５月　　 生（27 歳）

八木　公信　1920 年８月　　 生（48 歳）

土屋　武雄　1928 年３月　　 生（40 歳）

羽田をあとに

出発の時刻13峙30分は刻々と近づいていた。羽

lj空港特別待介室に、ヒマラヤ旅行団は集合して

いた。

「これはILt界で初めての旅行団で日本ネパール

協会としても極めて喜ばしいことであります。チー

ム・ワークに留意してヒマラヤを楽しんで来て下

さい」という顧問川喜円二郎先生の激励のΞ’葉、

「ネパールと日本は共に仏教を信ずる人々が沢山

いるいわば兄弟の国です。美しいヒマラヤを心ゆ

くまで眺め、ネパールの人達と仲よくなってきて

田渕

滝木

井口

高沢

鵜木

昌庖　1919年10月　　 生（48歳）

啓一　1921 年５月　　 生（47歳）

洋平　1910 年11 月　　生（57歳）

忠　1917 年２月　　生（51歳）

洋　1940 年８月　　生（28歳）

柴田　 金之助

下さい」というネパール人使館、シャハ参襄 ぽの

お祝の言葉を受け、団員‥同、今からヒマヤラヘ

行くんだという気持が爽感となって胸にわき上っ

たようであった。

エアインディフのジJIツト機にエンジンがかかっ

た。21 番ゲートには見送りに来て下さった柴田君

江、沖理事、 ネパール留学生ランジ十ン君、ＪＴ

Ｂの加藤さん、浜松の峰野さん達の顔が見えた。

私は椅子のベルトをきっく締めながら眼をつむっ

てこの旅の無事を祈った、
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第 ６ 回 （1971 年 夏 ）

コラホイ登山隊として実施（別掲）

第 ７ 回 （1971 年 冬 ）

１）クーンブ氷河（12月26日～72年１月10日）

ルクラ～ナムチエ・バザール～タンボチエ～ディンボチエ～（＊印ロブチエ～ツォラ湖）

Ｌ増田　秀穂　1943 年２月　　 生（28歳）＊吉田　 和子　1949 年12 月５口生（22歳）

＊上田　安宣　1937 年３月　　 生（34歳）　　　　　　　 大野　富子　1946 年12 月　　 生（25 歳）

田尻　種徳　1919 年９月　　 生（52歳）　　　　　　 村山　栄子　1947 年７月　　生（24 歳）

＊井守　克巳　1927 年１月　　 生（44歳）　　　　　　　 渡部　信子　1946 年６月　　 生（25 歳）

下志万嘉彦　1931 年７月　　 生（40歳）　　　　　　　 佐藤　ヨシ　1940 年12月　　 生（31 歳）

×＊江坂光守　1936 年８月　　 生（35歳）　　　　　　　 宮原　　 進　1911 年９月　　 生（60 歳）

河上　　 勲　1945 年８月　　 生（26歳）

２）ランタン・ヒマール（12月26日～72年１月22日）

トリスル・バザール～ドンチエ～シャブルペンシ～キャンジュン・コンパＢＣ（偵察）～ガンジャ

タルケ・ギャン～タラマラン～シパガート～チャイナ・ロード

Ｌ池田　昭二　1927 年2Xj　　 生（44 歳）　　　　　　　 稲田　定m　1940 年８月　　 生（31 歳）

×伊藤　　 寿　1931 年６月　　 生（40 歳）　　　　　　　 佐藤　中山　1945 年８月　　 生（26 歳）

熊谷　浩志　1936 年12月　　 生（35 歳）

－
フ~

３）ランタン谷（12月26日～72年１月22 日）

トリスリベンシ～ドンチェ～シャブルベンシ～シェルパガオン～キャンジュン・コンパ～（ガンジャ・ラ

越えられず）

Ｌ渡辺　 正蔵　1938 年５月　　生（33 歳）　　　　　　　 中村　　 勲　1945 年４月　　 生（26歳）

岩淵　一雄　1941 年２月　　 生（30 歳）　　　　　　　 大谷地政光　1949 年10月　　 生（22歳）

４）ランタン・コーラ（12月26日～72年１月）

キャンジュン・コンパ～5600m 峰登頂

Ｌ山田　康雄　1942 年９月　　 生（29歳）

水野　紀彦　1944 年２月　　 生（27歳）

平岡　雅之　1945 年６月　　 生（26歳）

５）モディ・コーラ（12月26日～72年１月）

ポカラ～ビレタンティ～ガンドルク～チョムロン～マチャプチャレＢＣ（偵察）

Ｌ今村　朋信　1930年10月　　 生（41歳）　　　　　　 ×石崎　 貞子　1933 年６月

大崎　正信　1939年７月　　 生（32歳）　　　　　　　 岡　　 紀江　1940年９月

白銀　　 健　1939年１月　　 生（32歳）　　　　　　　 星山　 美弥　1943 年１月

中川　紘一　1944 年１月　　 生（27歳）

６）ティリッツォ（12月26日～72年１月）
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生 （38 歳 ）

生 （31 歳）

生 （28 歳）



ポカラ～ゴラパニ峠～シーカ～ツクチエ～ティニ～ティリッツォ峠～ガサ～タトパニ～シーカ～ゴラパ

峠～ポカラ

三原　洋子　1941 年５月　　 生（30歳）　　　　　　　　 吉田　 恭子　1947 年８月　　 生（24歳）

佐々木典子　1947 年２月　　 生（24歳）

７）ゴラパニ峠（12月26日～72年１月）

Ｌ関　　 裕明　1945 年３月　　 生（26 歳）

×小須田義治　1935 年10月　　 生（36歳）

Ｘ金子　 辰巳　1906年１月　　 生（65歳）

伊藤　 博1941 年IJ 」　 生（30歳）

巾村　茂樹　1945年４月　　 生（26歳）

玉主　　 清　1945年１月　　 生（26歳）

８）ゴラパニ峠（12月26 日～72年１月）

Ｌ横地 ほ生　1936 年12J=」　 生 （35歳）

大塚　清市　1926 年９月　　 生（45歳）

竹沢　　 昴　19･10年８月　　 生（31歳）

岡村　　武　1942 年11 月　　 生（29歳）

山口かっ汀　19･12年３月　　 生（29歳）

９）ゴラパニ峠（12月26 日～72年１月）

Ｌ山里　 寿男　1931 年10 月　　生（40歳）

×須賀　玄郷　1930 年3 J 」　 生 （41歳）

佐々木弘之　1937 年12月　　 生（34歳）

井関ヒロ子　1935 年４月　　 生（36歳）

山下　政一-　1937年９月　　 生（34歳）

10）ノウダラの丘（12月26 日～72年１月）

Ｌ沖　　允人　1935年１月　　 生（36歳）

×宮野　　 輝　1903年７月　　 生（68歳）

都会　春男　1909 年01　　 生（62歳）

井口　　 浩　1913 年２月　　生（58歳）

井口　洋平　1910 年Ｈ月　　 生（61 歳）

中村　義治

関谷　 節子

玉主　澄子

加藤　憲子

加藤　　 昭

垣本百々子

大内　 健一

時田　悠治

玉木　秀―

玉木きん子

岡本　紀昭

中西喜和男

宗塚ユウ子

小林美和子

折戸　IE 明

×今井千代子

黒沢　 文代

村松　 伸一

1938 年11 月

1938 年11J 」

1947 年 ５月

1947 年 ５月

1942 年 １月

1942 年 １月

1944年２月

1946年１月

1946年11年

1945年６月

1943年２月

1929年３月

19拐=ｍ 月

1942年10 月

1917年７月

1917年２月

1938年Ｈ月

1947年８月

生 （33 歳 ）

生 （33 歳 ）

生 （24 歳 ）

生 （24 歳 ）

生 （29 歳 ）

生 （29 歳 ）

生 （27 歳 ）

生 （25 歳）

生 （25 歳 ）

生 （26 歳 ）

生 （28 歳 ）

生 （42 歳 ）

生 （26 巌 ）

生 （29 歳）

生 （54 歳 ）

生 （54 歳 ）

生 （33 歳 ）

生 （24 歳 ）
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その他の野外活動

第 ２ 回 カ シ ミ ー ル ・ ヒ マ ラ ヤ 登 山 隊 （1972 年 夏 ）

①スリナガール～ナディハル　サルパル～小登山

②ソナマルグ～ニチナイ～ラスパル　ガンガバル～ スリナガール

千葉良正　1943 年８月　　 生（29歳）　　　　　　　 関根令子　1947 年５月

北野督礼　1944 年10月　　 生（27歳）

カ シミール・ ツアー（1974 年夏）

１）ソナマルグ周辺の試登（８月８日～10日）

Ｌ空　　昌昭　1936年11月　　生（37歳）

清水　正雄　1948年５月　　生（26歳）

２）ハラムク周辺の偵察（８月13 日～17日）

Ｌ空　　 唱昭　1936年11月　　 生（37歳）

清水　正雄　1948 年５月　　 生（26歳）

久保　幸治　1953 年10月　　 生（20歳）

久保　幸治　1953 年10J」

内111

伊 藤

嘉 弘

裕Iﾘ 」

ヌン、 クン偵察（1974年９月12日～18日）

パルカチ氷河とクン南面スル川沿いを偵察
Ｌ沖　　 允人　1935 年１月　　 生（39歳）

増IH　 秀穂　1943 年２月　　 生（31歳）

今村　朋信　193D 年10月　　 生（43歳）

小川

1937年１月

1936年10月

務　1944 年12月

菅野　武十　1 ㈲5年５月

Ｍ．アシュラフ

生 （25 歳 ）

生 （20 歳）

生 （37 歳 ）

生 （37 歳 ）

生

生

(29 歳)

(29歳)

(31歳)

ラダック、ガルワール踏査隊（1974年 ９月19日～!0月10日）

( 二，－～リシケシ～ジョシマート～カプコット～サマ

小川

管野

務

武士

1944年12月

1945年５月

生 （29 歳）

生 （匍 歳 ）

～ランケ･ｙ卜～ニューデり）

Ｌ沖　　允人　1935 年１月

増田　秀穂　1943年 別 ］

今村　朋信　1930 年10月

生 （39 歳）

生 （31 歳 ）

生 （43 歳 ）

ザ ン ス カ ー ル 山 群 中 央 部 踏 査 （1978 年 ８ 月 ４ 日 ～ ９ 月 ３ 日 ）

スリナガール～カルギル～ パニカル～ジュルドウ～ スムドピズドン・ラー～ディヴィン～ピシュツエ～リ

ン シ ェ ッ ト ～ フ ォ タ ク サ ー ル ～ ス ム

Ｌ石川真知子　1935 年４月　　 生（43歳）
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辰巳　順子　1947 年10月　　 生（30歳）



中垣　淑子　1937 年２月　　 生（41歳）

パ

深山　桃子　1947 年４月　　 生（31歳）

々

Ｎ － ル　 ア ライ谷 （1977 年 ７月18 日～

羽田～モスクワ～オーシ～レーニンＢＣ

中西喜和男　1929 年３月　　生（48歳） ×前田　　 清　1893 年Ｈ月　　 生（84歳）

セ ミ ナ ー ・ ト レ ッ キ ン グ　 ネ パ ー ル ジ ュ ガ ー ル 山 群

（1979年12 月30 口～80年１月16日）

カトマンズ～コダリ～ラルッ～シチンタン～ゴンベダンダ・カルカ～バイラブクンド～テシンタン～バガ

ン～カラムサングー～ジャルビル～カトマンズ

Ｌ岩水　竜峰　1946 年９月　　 生（33歳）　　　　　 鈴木　　 孝　1952 年４月　　 生（27歳）

×小林　英見　1908 年２月　　 生（71 歳）　　　　　　 薗田　芳子　1951 年１月　　 生（28歳）

五百沢智巴　1933 年５月　　 生（46歳）　　　　　 ×石崎　貞子　1933 年６月　　 生（46歳）

×設楽　芳夫　1912 年６月　　 生（67歳）　　　　　　 由良　 珠江　1939 年２月　　 生（40歳）

井上　 英新　1932 年12月　　 生（47歳）　　　　　　 小野木三郎　1939 年10月　　 生（40歳）

佐藤　圭司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安藤　志郎　1947 年１月　　 生（32歳）

米山　 和男　1924 年12月　　 生（55歳）　　　　　　 戸部　洋子　1953 年10月　　 生（26歳）

米山　方子　1924 年２月　　 生（53歳）　　　　　　 榊原　 幸子　1955 年５月　　 生（24歳）

柳沢須佐男　1913 年７月　　 生（66歳）　　　　　　 片岡　邦夫　1954 年４月　　生（25歳）

白前　 和良

カ ン チ ェ ン ジ ュ ン ガ学 術 調 査 山 （1981 年 ４月 ８ 日 ～ ７ 月 ４ 日 ）

カトマンズ～イラム～ヤンポディン～ラムゼ～ＢＣ～グンサ～パンペマ～ドバン～ダーランバザール～カ

トマンズ

Ｌ五百沢智也　1933 年５月　　 生（48歳）　　　　　　 谷本　秀喜　1951 年３月　　生（30 歳）

小林　　 洵（羽歳）　　　　　　　　　　　　　　　 松岡　憲知（25歳）

カ ンチェ ンジュ ンガ学術調 査（2）（1981 年11 月 ７日～12 月 ５日）

カトマンズ～カンチェンジュンガ航空撮影～マチャプチャリ山麓氷河地形調査

Ｌ五百沢智也　1933年５月　　生（48歳）　　　　　　小野　有五（32歳）

ナ ン ダ・ カ ー ドＢ Ｃ訪 問 団 （1982 年 ９月25 日 ～10 月17 日）

1981年登山で遊難した遺族がＢＣを訪問。

ニューデリー～アルモラ～カプコット～ロハルケ･ｙ卜～ダグリ～カティ～ＢＣ

Ｌ小島　守夫　1940年３月　　生（42歳）　　　　　　　鈴木
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フ ン ザ と シ ャ ン ド ル 峠 越 え （1982 年 ７ 月23 日 ～ ８ 月13 日 ）

イスラマバード～ギルギット～フンザ～グピス～シャンドール峠～マスツージ～チトラル～ペシャワール

～イスラマバード

ＬＸ小林　英見　1908 年２月　　生（75 歳）　　　　　　 小川　　 智　1925 年11 月　　 生（58 歳）

米山　和男　1924 年12月　　生（59 歳）　　　　　 村串　 静江　1950年3J 」　 生（33 歳）

米山　方子　1926 年２月　　生（57 歳）　　　　　　 乗松　通子

Ｈ Ａ Ｊ 女 性 ブ ー タ ン ・ ト レ ッ キ ン グ 隊 （1983 年 ４ 月20 日 ～ ５ 月18 日 ）

カルカッタ～バグドグラ～プンツォリン～パロ～チョモラーリ方面トレック～ティンプー～プンツォーリ

ン～バグドグラ～カルカッタ

Ｌ黒石　　 恒　1925 年８月　　生（58 歳）　　　　　 菅野　昌子　1945年５月　　 生（38歳）

香原　和子　1927 年１月　　生（56 歳）　　　　　 今村　朗子　1953 年９月　　 生（29歳）

高橋　幸子　1929 年１月　　生（54 歳）　　　　　　 佐々木直子　1254 年４月　　 生（29歳）

設楽　純子　1931 年４月　　生（52 歳）

北 海 道 Ｈ Ａ Ｊ ブ ー タ ン 遠 征 隊 （1983 年 ４ 月27 日 ～ ６ 月 １ 日 ）

カルカッタ～バグドグラ～プ ンツォリン～ティンプ ー～ドチュ・ラ～ウォンデホソン～ニカ・チュー～パ

シャ～セーゼー～テンベ・ラー～マオロタン～チャンザー～プナカ～セリガン～ヤゲマゲ～タムジン～ガ

サソン～セリガン～ティンプー～プンツォリン

Ｌ京極　紘一　1943 年11月　　生（39歳）　　　　　　 矢島　敬雄　1962年10 月　　 生（30 歳）

梅沢　　 俊　1946 年９月　　 生（36歳）　　　　　　 三好　　 誠　1959年１月　　生（24 歳）

高場　健司　1951 年12月　　生（31歳）　　　　　 熊代　康夫　1951 年10 月　　生（31 歳）

江崎　幸一　1952 年３月　　 生（31 歳）

［北海道・口本ヒマラヤ協会ブータン遠征隊1983年報告書　Ｂ５　８頁1983年８月10日刊］

ス ー ク ー
一

一 ヤン踏査隊（1983年９月23日～10月６日）

北京～成都～日隆～干海子～花海子～日隆～成都～北京

ＬＸ角田不二／吉田憲司は登山の項に収録　　　　　　 ［ヒマラヤ145号 四姑娘山の旅（角田不二）150 ，

＊山岸　 喬　1945年11 月　　生（37歳）　　　　　　　151 号　四姑娘山の自然（ 山岸　喬）］

（ＮＨＫ協ﾌﾞJ取材班）Ｘ田川純三／岡田正大／佐　　　 ［雲南･少数民族の天地－「天府の国」・四川一

藤征夫／斎藤英夫／谷脇健一　　　　　　　　　　　　 （ＮＨＫ収材班）日本放送出版協会］

中 国 、 ナ ム チ ヤ ・ バ ル ワ 峰 登 山 隊 岩 登 り 指 導 （1983 年 秋 ）

10月９日～11月26日　北京～成都～松藩～九築溝～松藩～成都

1984年春に予定されている中国ナムチ ヤ・バルワ登山隊隊員に対して松藩にて岩登りの基礎技術訓練を指

導した。（実質17日間）

ＬＸ角［日　不二　1952 年９月　　 生（31歳）　　　　　 吉田　憲司　1953 年１月　　 生（31 歳）

－171 －



［ヒマラヤ148号　眠山の秋・1983（角田不二）］［中国登山運動史P226 ］

ブー タン偵察 隊（1983 年 ９月28 日～10 月26 口）

戸谷　　 薫　1947 年12月　　 生（35歳）

ブータン調査隊 （1983 年秋）

五百沢智也　1933年５月　　生（50歳）

三好　　 誠　1959年１月 生 （24 歳 ）

三好　　 誠　1959年１月　　生（24 歳）

雲 南 の 旅 （1984 年 ４ 月 １ 口 ～28 日 ）

北京～成都～昆明～楚雄～大理～麗江～石鼓～帰路＆昆明～西双版納～帰路

Ｌ飛田和夫／関久雄／遠藤喜重郎／遠藤京子については登山の項（ユイロン）

（ＮＨＫ収材班）田川純三／佐藤征男／後藤多門／徳永桂一／金子光雄／横山隆一／坂元友芳／山田健治

［雲南・少数民族の天地一辺境雲南－（ＮＨＫ取材班）日本放送出版協会］

聖 地 巡 礼　 カ イ ラ ス の 旅 （1984 年 ６月25 日 ～ ８月31 日 ）

北京～成都～ ラサ～ギャンツェ～シガツェ～ソーチン～ゲズ～ゲキョ～シーチェンホー～ダルチェ ン～カ

ン・リンポーチェ一周～プラン～マヨム・ラ～ヤル・ツァンポ源流～マヨム・ラ～ダルチェン～帰路

Ｌ山森／五百沢／村上は登山の項（ナムナニ）　　　　 五百沢杉子

（ＮＨＫ取材班）

井出邨太郎　1938 年12 月　　生（45歳）　　　　　　　 東野　　 良　1944 年６月　　 生（40歳）

川上　広文　1948 年５月　　 生（36歳）　　　　　　　 三浦　吉福　1951 年７月　　 生（33歳）

［ヒマラヤ156号　チャンタン高原から聖地巡礼の旅（LLI森欣一）］［西蔵・聖地カイラス巡礼（ＮＨＫ取

材班）日本放送出版協会］

ス ー クー
一

一 ヤン・ トレ ッキ ング（1984 年 ７月27 口～ ８月13 日）

北京～成都～口隆～千海子～花海子～口隆

ＬＸ小林　英見　1908 年２月　　生（76歳）

小川　　 智　1925 年11月　　 生（58歳）

黒石　　 恒　1925 年８月　　 生（59歳）

米 山　 科|男

米 山　 方 子

大 塚 喜 代 子

[ヒマラヤ157～158 号　 スークーニ ヤンの山旅( 小林映見)]

1924年12月

1926年2J 」

1931年12月

生 （59 歳 ）

生 （58 歳 ）

生 （52 歳 ）

黄 河 源 流 探 検 （1985 年 ５月23 日 ～ ７ 月21 日 ）

北京～蘭州～西寧～青海南山～共和～瑞多～オーリン湖～ザーリン湖～星宿海～カルチューなど源流領域

調査～清水河～曲麻来～五道梁～コンロン山峠～格ホ木～西寧～北京

Ｌ八木原圀明ら６名の登山班は登山の項（ヤラダッオ）／松下勝治（22）／陸田義行（35）小原信行（25）

／三沢武徳（30）／西卓二（25 ）／栗田邦夫（41）

－172 －



（読売新聞／映像センター取材班）

江本　嘉伸（44）／安斎晃（30）／旧辺明（27）

／朝|:H健二（36）野呂進（53）

［ヒマラヤ167号　黄河源流探索報告　 ヒマラヤ178号　黄河源流域の地形と植生（小泉武栄）黄河源流の

動物たち（梶光一）黄河源流水質調査の結集（渡辺久樹）］［ルポ　黄河源流行（江本嘉伸）読売新聞社］

ナンガ・パルバットＢＣ訪問団（1985年７月１日～18日）

84年遭難した隊員遺族のＢＣ訪問
成田～イスラマバード～ギルギッ 帰路

1951年１月

1954年９月

1960年８月

生 （34 歳 ）

生 （30 歳 ）

生 （24 歳 ）

ＬＸ土居　正勝　1944年７月　　 生（41歳）

角［｛｝照子（60 歳）／徳丸 滋（50 ）／徳丸智恵子

（54）／小暮スミ（58）／小暮勝（31 ）／小暮由

紀子（29）／肥田富雄（29）

長　　 繁夫

木村　賜子

中川　　 裕

［ヒマラヤ167号　ナンガ・バル“ ツト訪問記（中川裕）］

中 ネ辺 境 踏 査 （!985 年 ８ 月 ３ 日 ～28 日 ）

・西遊旅行とタイアップ　 西寧～格示木～コンロン山峠～那曲～ラサ～シガツェ～ザンムー～カトマンズ

（3000kl 雲上の道）11t界初

Ｌ［|］江　啓介　1951年２月　　生（34 歳）

木槻　哲夫／木槻美登里／望月田鶴子／角田　雅斐／大石　英代／篠［口　澄江

［ヒマラヤ167号　雲の上の辺（青海～ネパール）初縦断成る！］

西 南 中 国 広 域 踏 査 （1986 年 ９ 月29 日 ～ Ｈ 月20 日 ）

西口］敏行が能海寛の足跡を巡る旅。

北京～毘明～楚雄～大理～麗江～石鼓～昆明（昆成鉄道）成都～雅安～石棉～康定～理塘～巴塘～理塘～

熱祠（ゲユ偵察）～成都～理県～紅原高原～松藩～（黄･･冦寺・九聚溝）～南坪～平武～茂文～臥竜～成都

～北京

Ｌ山森　欣一　1944 年２月　　 生（42歳）　　　　　 西［口敏行（38 ）／安藤邦夫（38 ）／戸田裕士（31）

（アオイスタジオ撮影班）　　　　　　　　　　　　　　／小林保夕3（31）／原田親（26）

永掘徹（48）／政原惟二（51）／川本茂（52 ）／　　 連絡官：工馬特

［ヒマラヤ183号格聶（ゲユ）偵察報告（付・西南中［到広域踏査（山森欣一）］

新 青 峰 偵 察 ・ ト レ ッ キ ン グ 隊 ［ ］987 年 ７ 月25 日 ～ ８ 月15 日 ）

＊＝トレック

北京～西寧～格年木～不凍泉～15Dklほど西に進むが断念する～帰路

Ｌ植松　秀之　1939 年８月　　 生（48歳）　　　　　　 ＊酒井　正寛　1949 年３月　　 生（38歳）

小玉　義広　1957 年６月　　 生（30歳）　　　　　　 ＊川上　　 茂　1937年２月　　 生（50歳）

二宮　優子　1956 年１月　　 生（31歳）　　　　　　 ＊遠藤登喜子　1953 年７月　　 生（34歳）

大類　　 広　1957 年11月　　 生（29歳）　　　　　　 ＊石山久美子　1957 年１月　　 生（30歳）
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＊村上　　 武　1937 年３月　　 生（50歳）

［ヒマラヤ199号　青蔵高原偵察隊報告（小玉義広）］

中 ソ 辺 境 旅 遊 隊 （1987 年 ９ 月25 日 ～10 月16 日 ）

ムツゴロウが汗血馬を求めて中央アジアを行く

成旧～北京～ウルムチ～石河子～セリム湖～果子溝～イーニン～ホルゴス～バンヒロフ～アルマ・アタ～

フルンゼ～タシケント～ハバロフスク～新潟

Ｌ尾形　 好雄　1948 年７月　　生（39 歳）　　　　　　 永掘徹（･19）／畑正憲／他２名

（アオイスタジオ取材班）

［ヒマラヤ205～207，209 号　天山北路シルクロード の旅（尾形好雄）］

冬 季 バ ル ト ロ 氷 河 偵 察 （1987 年12 月 ４ 日 ～88 年 １ 月31 日 ）

冬季Ｋ２の可能性を探るためバルトロ氷河に入る

イスラマバード～スカルド～アスコーレ～ウルドカス～Ｋ２ＢＣ～帰路

Ｌ飛田　和夫　1946 年１月　　 生（42歳）　　　　　　 熊田　 雅史　1956 年２月　　 生（31 歳）

［ヒマラヤ197号　冬季バルトロ氷河偵察【飛田利】夫）］

イ ン ド北 部 辺 境 踏 査 隊 （1990 年 ７月 １ 日 ～ ８ 月23 日 ）

ニューデリー～シムラ～マナリ～ロータン・パス～ケイロン～ラチェン・ラ～タンラン・ラ～ウプシ～レー

Ｌ尾形　奸雄　19 銘年 ７月　　 生（42歳）　　　　　　 岡田　iE 大　1941 年８月　　 （48歳）

（アオイスタジオ取材班）　　　　　　　　　　　　　　●谷　泰明　1953 年11月　　 （Ｍ歳）

［ヒマラヤ231号　雲上の道を行く（尾形好雄）］　　　 原出　　 親　196G 年５月

太［E］　 亨　19G1 年３月　　 生（29歳）　　　　　　 道源　直孝　1958 年１月　　 （32歳）

（おおたとおる）　　　　　　　　　　　　　　　　　 徳重　正司　1963 年７月　　 （27歳）

ブ ラ マ プ ト ラ川 川 下 り （1990 年12 月20 日 ～91 年 ２月17 日 ）

（インド、 ＴＴＢＰと合同で、中国国境からバングラディッシ・｡国境までの河下りに成功。 併せて周辺の

取材を実施）

Ｌ 八 木 原 圀 明　1946 年11J 」　 生 （44 歳 ）

八|唄　 寛　1950 年 別 」　 生 （40 歳 ）

上 原　 和 明　1967 年11 月　　 生 （23 歳 ）

中 谷　 敏 夫　1968 年 ５月　　 生 （22 歳 ）

関「」 顕 俊　1968 年 ９月　　 生 （22 歳 ）

ShriS.P. ＣａｍＯｒi，COmdt

S hｒi　S S　Mish ｒａ， Ｃｏy　 Ｃｏｍｄt

S ｕb　Bih ｒi　Lai

［神 の 河　 プ ラマ ブ1ヽラの 激 流 を 下 る ］

H C　TaJbe ｒ　Singh

HC　Att ａr　Sin 帥

Ｃｏｎst　Sasi Dha ｒan　Pillai

G ｕides　Ｍr, Akshay　 Ｋｕｍａｒ

μ　　　Ｍｒ.Ａｊａy　Mehl' ｅ

( ア オ イ ス タジ オ取 材班)

畑 止 憲 ／ 西 崎 東 ／ 他 ３名

シッキム撮影隊（1991 年４月18日～
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カンチェンジュンガの麓で時任三郎がパラグライダー飛行に挑戦し、合わせて周辺を撮影する。

(アオイスタジオ撮影班)

鈴木哲夫／時任三郎／他３名

ク ラ ウ ン 峰 Ｂ Ｃ 踏 査 隊 （1991 年 ８ 月25 日 ～ ９ 月29 日 ）

・90 年登山隊遭難隊員の追悼ＢＣ訪問

北京～ウルムチ～カシュガル～イエチェン～マザー・ダラ～ イリク～アギール峠～シャクスガム川～イン

ホンタン～ＢＣ～帰路

Ｌ星野　　貢　1947 年12J 」　 生（43歳）　　　　　 安田　里子　1950 年１月　　 生（41歳）

山形　正巳　1954 年３月　　 生（37歳）　　　　　 池田　隆信　1950 年12月　　 生（40歳）

喜内　敏夫　1947 年12月　　 生（43歳）　　　　　 水野　俊哲　1946 年４月　　 生（27歳）

［ヒマラヤ241号　 クラウン峰ＢＣ踏査報告（山形正巳）］

ス ピ テ ィ ／ ラ ダ ッ ク 奥 地 探 査 隊 （1994 年 ８月 ７ 日 ～28 日 ）

ニューデリー～シムラ～ランブール～シャラハン～シムラ～ マンディ～クル～マナリ～クンサン・ラ～カ

ザ～ケイロン～バララチャ・ラ～タンラン・ラ～レー～チャン・ラ～パンゴン湖～ウプシ～ツォモラーリ

湖～帰路～レーカルドゥン・ラ～レー～ニューデリー

Ｌ沖　　 允人　1935 年１月　　 生（59歳）　　　　　 松舘　正義　1944 年４月　　 生（50 歳）

沖　　 道子　1938 年７月　　 生（56歳）

［ヒマラヤ277 号　スピティ／ラダック解禁地区を走破　 インド・中国国境にまたがる湖（沖允人）］

ミニヤ・コンガ訪問団（1995年 ５月19日～25日）

94年隊遭難遺族の成都へ嶮帽［||訪問。

Ｌ山森　欣一　1944 年２月　　 生（51歳）

鈴木　典子／工藤干鶴子

福渾ヨシ子／渡辺園子

[ヒマラヤ285号　 ミニヤ・コンガ訪中団峨帽山へ( 山森欣一)]

ニ ン チ ン ・ カ ン サ 偵 察 （1996 年 ８ 月24 日 ～ ９月 ４ 日 ）

北京～成都～ラサ～ランカズー～-こーンチン･カンサ偵察～モンダ･ラ～モンダ～ クーラ･カンリＢＣ～帰路

Ｌ山森　欣一　1944 年２月　　 生（52歳）

日 中 合 同 ヤ ン ラ ・ カ ン リ 偵 察 （1996 年 ９ 月25 日 ～10 月11 日 ）

北京～成都～ラサ～シガツェ～ティンリー～ペグ倒～マ・ ラ～ジーロン県～ジーロン鎮～ジャソン～リサ

ン～ラト・ラ下～帰路

Ｌ山森　欣一　!944 年２月

[ヒマラヤ306 号　ガネッシュ

生（52歳）　　　　　 ガ　ヤ（46歳）

・ヒマ一ル主峰　 ヤンラ・カンり偵察記（山森欣一）］
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インド　 ガルワール・ヒマラヤ

ナ ンダ ・ カ ード

1981年９月27日

ｐ
ｎ
ｙ

ぐ

611 m ）

９月27日、C3 （6,000m ）宿泊予定の藤倉、寺本、鈴木の３名と荷上げの阿部、斎藤、 本田、 埜口の４

名はＣ３に到達。キャンプを設営後、Ｃ２へ下降予定の阿部ら４名は、正午すぎからの降雪のため、Ｃ２

へのルートを見失いＣ３へ引き返し、４～５人用のテント一張で７人が宿泊することとなった。

18時の交信でＣＩの小島守夫隊長と翌日の行動について協議し、28 日朝７時に交信することを約束した

が、７時の交信に応答はなく、７名は消息を断ったものである。

10月26 口～12 月10日に14名の捜索隊を派遣し、Ｃ３付近までの捜索を行ったが、何も発見することはで

きなかった。辿辺当時の状況から「雪崩」によって没収したものとみられている。

圓遭難者

藤　倉

阿　 部

斎　藤

寺　本

本　田

埜　口

鈴　木

和

直

孝

政

荘

正

陽

美

彦

雄

幸

八

則

一

1950年３月

1946年１月

1946年１月

1950年11月

1951年５月

1952年５月

1953年７月

生(31)東　京

生(35)神奈川

生(35)宮　城

生(30)愛　知

生(30)神奈川

生(29) 大　阪

生(28)神奈川

左から藤倉和美、阿部直彦、斎藤孝雄、寺本政幸、本田荘人、埜口正則、鈴木陽一
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イ ンド　 カ シミ ール・ヒマラヤ

ク　ン（7,077m ）

1982年８月９日

８月９口、スノープラトーを目指していた登山

隊は、午後４時に到達した場所に荷物をデポして

ＣＩへ下降することになった。下降を始めた午後

４時40分頃、ルート側壁上部から岩雪崩が発生し、

ルート上の固定ロープが切断され、勝山が行方不

明となった。８月15日の捜索によって勝山は標高

5,700m 付近で遺体となって発見されクレバスに

埋葬された。岩雪崩は急上昇した気温のため岩壁

帯の一部が崩落して引き起こされたものとみられ

る。

圖遭難者

勝 山 教 孝（31）1951年６月 生　長野

ネパール　冬期ヒマラヤ

マナスル （8,163m ）

1982年12月18口

12月]8日、頂上アタックに向かった角皿1、佐久

間、青田の３名は、午前８時20分頃プラトーに抜

けたが、すさまじい強風のため釘付けとなった。

青田が下降し30分後の９時20分頃には角田、佐久

間も下降に入ったが、氷壁を降りる峙、ピナクル

寄りを降りた佐久間が滑篇。即死であった。遺体

は収容され標高7,200 m 付 近のクレバスに埋葬さ

れた。
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麟遭難者

佐 久 間　 隆　1950年８月　　生（32）東京



パキスタン　パンジャブ・ヒマラヤ

ナ ンガ ・ パ ル バ ット

1984 年 ７月上旬

(8,126 雇)

南面の中央側稜から登頂を目指していた登山隊４名全員が７刈７日以降消息を断ったもの。

6E ］にＢＣにいる連絡官とトランシーバーによる交信はC3 （6,700m ）から行われており、 彼らはＣ

４に入ろうとしたが、降雪のため、もしくは不安定な積雪に雪崩の危険を察知し、氷田のトラバースを中

」ヒし、この日はＣ３に泊まったと考えられる。天候は前日より悪化したが、Ｃ２～Ｃ３問は稜上であるた

め、安全に行動できたのではないか。

それ以後の行動については想定できないが、Ｃ３就寝中に雪崩に襲われて埋没したか、Ｃ２への下降中

に雪崩に襲われたが、いずれにしても行方不明の原因は「雪崩」によるものと想定される。

日 遭難者

角　田　不

今給黎　宣

小　暮

肥　口］ 繁

二（31）1952年９月

幸（27 ）1956年６月

孝（26）1958 年３月

男（26）1957 年11月

生

生

生

生

埼玉

東京

栃木

群馬

左 か ら 今 給 黎 宣幸 、 角 田 不 二、 小 暮 孝、 肥 田 繁 男
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中　 国　 力 ラ　コ ル ム

クラウン（7,295m ）

1990年９月27 日

９月27口、ＣＩを11時に出発してＢＣへ下降中

の舘野、菅沼の２名は、インスガイティ氷河右岸

にある無名峰に喰い込む通称Ｆ ルンゼ出合いにて

午後４時頃発生したと思われる懸垂氷河崩落によ

る雪崩のため行方不明となり捜索でも発見されな

かった。

翌年、ＢＣ訪問を目的とした踏査隊によって、

２名の遺体は収容されＤルンゼに埋葬された。

回遭難者

舘　野　秀　夫（41 ）1949年２月　　 生　栃木

菅　沼　　　 勲（60）1929 年９月　　 生　東京

中　国　 力 ラ　コ ル ム

クラウン（7,295m ）

1992年10月２日

10月２日、頂上アタックを敢行すべく、Ｃ３か

らC4 （5,800m ）へ移動中の二俣と中川 は、午

後４時の定時交信をＣ２の山森隊長と行った。こ

こでトップ中川となり25P 口の固定ロープを登っ

ている時、上部から雪崩が発生。中川は止ったが

二俣が行方不明となった。　３口～５日と晴天下で

の捜索でも二俣は発見されなかった。事故はＣ４

へあと10分程の場所であった。下部デブリでザッ

クとヘルメットが発見されている。
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団遭難者

二　俣　勇　司（37）1955年６月　　 生　東京

χ.I-



中　国 横 断 山 脈

ミニヤ・コンガ（7,556m ）

1994年９月28日

９月28日、C3 （5,850m ）にいる福沢は午前11時、ＢＣの山森に対して「現在４名共Ｃ３にいる。 ラ

セン階段上の荷の回収を終って新しいテントを１張設営。 アラレが強いが風は朝からみると弱くなった」

と報告。次いでＣ１の渡辺斉からＣ３の表層雪崩の危険について闘かれ「北東支稜の雪崩はテントまで届

かない。氷河からの雪崩は走路から相当離れているので危険性はない。４人共体調はいいので、４人で支

援に行く。アンザイレンして行く。一緒の所に固まらない」などと答え、これが最後の交信となり４名は

消息を断ったのである。

30日、ＣＩの渡辺と高田はＣ２に移動。哨天の中、双眼鏡で階段氷河上や北東支稜、 ヤンズーコー氷河

上などを観察。

10J］1口、２名は階段状氷河に取り付きＣ３を目指すが、固定ロープ４本で断念。

２口、Ｃ２は風強く雪崩が出始めたため、捜索を断念してＢＣへ下山した。

事故原因は「雪崩」と想定され、Ｃ３のテントに４名一緒の時に埋没したか、Ｃ３を出て行勁し、固定

ロープの取付きに到着する間に雪崩に遭遇した。　 いずれかのケースの確率が高いと想定される。

回遭難者

福　渾

渡　辺

鈴　木

工　藤

卓

靖

洋

潤

也

之

介

-

1965年10月

1966年12月

1967年9J 」

1971年10月

生(28)北海道

生(27)静　岡

生(26)茨　城

生(22)愛　知

－182 －



第V部

研究会と出版



東北地区ヒマラヤ研究会
主な講師名

沖允人／浜巌／江上康／加賀勝／稲田定菫／今泉欣

西川一三／金田正樹／空昌昭／沖允人／田村真知子

小方全弘／清水澄／西郡光昭／松島静吾／高橋亭夫

中島寛／村井葵／大崎正信／浅見正夫／友光幸二

西村清一郎／阿部淳／五百沢智也／沖允人

竹節作太／沖允人／稲田定重／藤井潔

沖允人／松村雄

高橋喜平／鈴木松治／近藤喜一郎／稲田定重／沖允人

開催年月日 開催地 参加者回
－
１
２
３
４

昭和46年6月5日～6日

昭和47年6月17日～18B

昭和48年6月9日～10日

昭和49年6月2日～3日

昭和50年6月8日～9日

昭和51年6月26日～27日

昭和52年6月25日～26日

昭和53年5月20日～21日

宮城県

岩手県

山形県

福島県

青森県

栃木県

秋田県

岩手県

名
名
名
略
狢
略
略
焔

弱
門
脇
胆
７
９
４
４

5

戸

り

7

8

日本ヒマラヤ会議
開催地 参加者 主な講師名

広島三朗／二十居箙勝／細貝栄／稲田定重／山森欣一

小松幸三／稲田定重／山森欣一

広島三朗／田村俊介／稲田定菫

角田不二／井上和正／稲田定重

山森欣一

尾形好雄／渡辺優／山森欣一

田中壮佶／稲田定菫／尾形好雄／山森欣一

佐藤英夫／上総紀久男／尾形好雄／山森欣一

小西政継／稲田定菫

杉本忠男／中江啓介／西郡光昭

S.Rシャルマ／山森欣一

H.Cサリーン／尾形好雄

尾形好雄／山森欣一

川村晴一／名越實／稲田定重

尾形好雄／山森欣一

武井滋／山森欣一

佐藤英夫／尾形好雄

回
－
１
２
３
４
５
６

開催年月日

山形市

京都市

札幌市

仙台市

高知市

福岡市

前橋市

松本市

札幌市

田沢湖

京都市

仙台市

前橋市

高知市

札幌市

福岡市

高知市

宇都宮市

仙台市

昭和54年12月8日～9日

昭和55年2月24日

昭和55年3月9日

昭和55年7月6日

昭和55年10月25日

昭和55年10月26日

昭和55年11月2日～3日

昭和55年11月16B

昭和56年4月5日

昭和56年6月13日～14B

昭和56年7月19日

昭和56年8月23日

昭和56年11月28B

昭和56年12月5日

昭和57年2月21日

昭和57年3月14B

昭和57年10月16日～17日

昭和58年6月11日～12日

昭和58年12月4日

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

９
７
８
８
２
８
０
１
５
５
８
５
０
２
０
８
０
３
２

３
４
４
４
３
３
７
３
３
２
１
３
６
３
３
２
２
１
３

7

８
９
皿
Ⅱ
岨
岨
Ｍ
鴫
焔
Ⅳ
肥
田
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中国登山研究会
主な講師名

［中田晋l｣協会／史占春／許競］

［中国苔L協会／史占春／許競］

［四川省登山協会／鄭栄発］

［チベット登山協会］ローサンダワ／成天亮

山崎幸二／石沢好文／中村保／中川裕／山森欣一

猪熊隆之／天城敞彦／宮崎久夫／山森欣一

[中国登山協会／張江援]関根孝次／酒井國光／天城敞彦

酒井國光／関根孝次／岩崎洋／星野龍史／山森欣一

坂本正治／野沢井歩／山森欣一

出利葉義次／酒井國光／野沢井歩／山森欣一

参加者開催地開催年月日回
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
蛆

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

０
４
６
０
５
２
５
５
６
１
入

７
８
３
４
３
１
６
３
３
ｏ
々

東京都

札幌市

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

昭和58年7月31日

昭和58年8月2日

昭和61年3月2日

昭和61年11月30B

平成9年1月19日

平成10年2月8日

平成11年2月7日

平成12年2月6日

平成13年2月4日

平成14年2月3日

インド・ヒマラヤ会議
主な講師名

ジョギンダール・シン／

日本ヒマラヤ会議として群馬県山岳連盟と共催。3日まで。

10日まで。関久雄､安中秀子､小泉俊夫､尾形好雄、山森欣一

9日まで。定村修一､藤井洋一､中野満､C.S.クマール､尾形好雄

8日まで。M.S.コーリー／稲田定重／飛田和夫／鈴木和水／山形正己

フカム・シン13日まで。鈴木荘平／山中芳樹／渡辺雄二／遠藤雄悦

N.D.ジャール／提信夫12日まで。／知久隆／沖允人／尾形好雄／山森欣一

1l日まで。山中芳樹／寺沢玲子／松永義夫／遠藤雄悦／尾形好雄

山中芳樹／竹内肇／小泉恵子／尾形好雄／山森欣一

倉井登代／尾形好雄／山森欣一

大竹幹衛／出口當／小畑和人／尾形好雄／山森欣一

保坂昭憲／鈴木常夫／小畑和人／尾形好雄／山森欣一

参加者開催地開催年月日回
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
岨
過
皿
旭
陥
Ⅳ

昭和55年3月23日

昭和55年11月2日

昭和57年1月9日

昭和58年1月8日

昭和59年1月7日

昭和60年1月12日

昭和61年1月11日

昭和62年1月10日

昭和63年1月10日

昭和64年1月8日

平成2年1月7日

平成3年1月13日

平成4年1月12日

平成5年1月10B

平成6年2月13B

平成7年1月8日

平成8年1月26日

東京都

前橋市

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

前橋市

32名

70名

30名

36名

36名

45名

41名

35名

35名

38名

41名

58名

50名

22名

46名

60名

72名

寺沢玲子／香取純／今村裕隆／尾形好雄／山森欣一

ハリシュ．カディア／松山昭／鈴木常夫／尾形好雄

沖允人／能勢眞人／富田雅昭／柳穣／尾形好雄／山森欣一

植松秀之／中川裕／平泉宣／大竹尚子／沖允人／尾形好雄

（群馬県山岳連盟と共催。27日まで｡）

梅山義弘／大橋隆／知久隆／山森欣一／寺沢玲子／中川裕

ハリッシュ・カパディア／香取純／高橋守男／近藤和美

沖允人／柳穣／山森欣一／寺沢玲子／中川裕

宮崎孝／粂川章／鈴木常夫／尾形好雄／中川裕

森田千里／柳穣／田沢孝／加藤孝子／小林正己／中川裕

山中八千代／鈴木常夫／坂本昌士／水野起巳／尾形好雄

平成9年1月12B

平成10年2月1日

平成11年1月31B

平成12年1月16日

平成13年1月28日

平成14年1月27B

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

名
名
名
名
名
名

６
８
５
９
１
５

３
４
３
３
３
３

18

19

20

21

22

23
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ネパール・ヒマラヤ研究会
開催年月日回

－
１
２
３
４
５
６
７

開催地 参加者 主な講師名

ネパール政府観光省登山局長S.R.シャルマ

同上

同上

同上

同上

ネパール政府観光省登山局長P.M.シュレスタ

同

昭和54年8月6日

昭和54年8月8日

昭和54年8月11日

昭和54年8月12日

昭和54年8月14日

昭和59年7月1日

昭和59年7月4日

札|幌市

仙台市

福岡市

大阪市

東京都

東京都

仙台市

35名

38名

39名

30名

42名

40名

37名

ブータン・ヒマラヤ研究会
開催年月日 開催地回

－
１
２
３

参加者 主な講師名

登山担当官N・ドルジェ昭和58年2月26日

昭和58年2月27日

昭和58年3月1日

札幌市

名古屋市

東京都

名
名
名

５
０
６

２
２
３

ブータン政府

同上

同上

カラコルム研究会
回

1

10

開催年月日 開催地 参加者 主な講師名

パキスタン政府観光省登山局長ムニュール・デン

同上

昭和59年2月13日

昭和59年2月15日

東京都

京都市

45名

25名

高所登山事故と環境対策研修会
開催年月日 開催地 参加者回

1

主な講師名

浅野勝己／斎藤繁／重廣恒夫／南勲／中村正勝／松山昭

山森欣一

斎藤繁／山森欣一／中川裕

山森欣一／中川裕

山森欣一／中川裕／野沢井歩

斎藤繁／山森欣一／中川裕／野沢井歩

斎藤繁／山森欣一／中川裕／寺沢玲子／野沢井歩

斎藤繁／山森欣一／中川裕／野沢井歩

斎藤繁／山森欣一／中川裕／野沢井歩

平成6年4月3日 東京都 72名

日
日
日
日
日
日
日

２
７
羽
５
４
２
１

月
月
月
月
月
月
月

４
４
３
４
４
４
４

年
年
年
年
年
年
年

７
８
９
ｍ
Ⅲ
岨
旧

成
成
成
成
成
成
成

平
平
平
平
平
平
平

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

名
名
名
名
名
名
名

０
０
２
厘
Ｊ
０
５
４

６
４
３
３
６
５
３

２
３
４
５
６
７
８
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出版明細

－但し、「ヒマラヤ」を除く－

1.ガイド､研究会報告､地域研究､手引き

1－1ヒマラヤン・ライブラリー

ネパール王国旅行案内B636昭和44年6月25日沖允人

気候、温度と雨量、時差、電力・電話・電報、入国手続き、税関、外国からの交通、国内の交通、

通貨・銀行、宿泊場所、チップ、食事と飲み物、病気・病院、祝祭日、土産物店、ネパールについ

て書かれた本、ネパール語日常会話（45年に2刷）

カトマンズとそ の 周 辺 B 6 5 0 昭 和45年6月25日沖允人

カトマンズ盆地、カトマンズへの交通、カトマンズ市内の見どころ、パタン市、パドガオン市、

カトマンズ周辺の観光地、カトマンズ谷地図、カトマンズ観光のモデルコース、ネパール語日常会

話

エベレストの麓へB695昭和45年8月1日沖允人

世界の屋根のふるさと、クンブ氷河へのトレッキング、ロブジェからエベレストのベース・キャ

ンプまで、エベレスト周辺の小登山、キャラバンルクラからカトマンズへ

カシミールの街と山B665昭和50年5月15日沖允人

カシミール概説、時差、電気・通信、税関、カシミールへの入域手続き、インド大使館、両替、

旅行案内所、気候、カシミールへの交通、宿泊場所、病院、カシミールの交通、スリナガールのみ

どころ、カシミール周辺、レストラン・食事、果物、狩猟と釣、ゴルフ・コース、土産物、カシミー

ル観光・トレッキング準備日程、秘境ラダックを訪ねる標準日程

ｲﾝド･ﾋﾏﾗﾔﾄﾚｯｷﾝダ

小チベット、ラダックB5132昭和50年8月1日沖／空昌昭2400

カシミール・ラダックの旅を終えて、世界の秘境ラマ王国、秘境ラダックを訪ねて、さわやか歴

史の地守る人々、ラダック紀行、レーの街・中心部「地図｣、秘境ラマ王国、ラダック人の印象、

ラダック調査報告、朝日放送・テレビルポルタージュ、ラダック研究会

ネパールへの 旅 B 6 6 6 昭 和 5 0年11月1日沖／佐々木正600

内容は1とほぼ同じ

中 央 ア ジ ア ・ シルクロードB6167昭和52年6月25日沖／植竹清孝1600

1

2

３

4

①

Ｇ

反
Ｕ
ハ
０

７

8
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ソ連領中央アジア、中国領中央アジア、シルク・ロードをめぐる

1－2ヒマラヤ研究

1.第1回東北地区ヒマラヤ研究会報告B61351971年11月25日稲田定重

研究会報告、ヒマラヤの地図、山岳雑誌のヒマラヤ関係資料目録、ヒマラヤ経験者一覧（東北地

区）

Ⅱ、トレッキ ングのすべてB51631972年7月1日沖允人

トレッキングの現地事情（インド、アフガニスタン、パキスタン、ネパール)、登山トレッキン

グの記録、ネパール・ヒマラヤに関する文献資料

Ⅲ．ネパール･ヒマラヤトレッキングB5167昭和47年8月1日沖允人

第7回ネパール・ヒマラヤの旅報告、座談会（ヒマラヤの旅を送り出してみて）

Ⅳ．第2回東北ヒマラヤ研究会報告B51691972年10月1日稲田定重

研究会報告、技術援助とネパールの人々、チベットの宝物館案内、シェルパの遭難とその葬儀、

ヒマラヤの果ての国から、ドッド・クンダリの試登と西ネパールの山旅

V.ブータン研究B51221972年11月28日沖允人

ブータン隠れた宝物の国、200年前のブータン、サンダー・ドラゴン（ブータン）踏査行、ブー

タン文献目録、ブータン入国者に聞く

Ⅵ、ワハン研究B5631972 年 1 2 月 1 5 日 沖 允 人

ピレネー隊のヒマラヤでの勝利、経験者に聞くワハンの話

Ⅶ．チベット・ラダック研究B5641973年9月1日沖允人

チベットのこと・回想チベット（西川一三)、チベットの話（木村氏に聞く）、チベットの話（野

本氏に聞く）、ラダックの歴史、ラダックの風習、世界の屋根、ラダックの家屋と構造、ラダック

とその人たち、カシミール・ラダック間の歴史的関係、日本人とカシミール、ラダックに入った日

本人、ラダックに関するノート、ラダック踏査年譜

Ⅷ、第3回東北ヒマラヤ研究会報告B51671973年12月10日稲田定重

研究会報告、原典と孫引き、混成パーティ作りのこと、山の本から見たヒマラヤ

m.EXPEDITIONIB53471974年10月1日山田康雄

論説・研究資料、実証への試み（ラムジュン・ヒマール)、年報

X.ヒマラヤを歩き、そして登るためにB52741975年11月1日沖／小島守夫／加賀勝

第4回＆第5回東北ヒマラヤ研究会報告

皿インド・ヒマラヤのすべてB516119 7 6 年 1 1 月 1 0 日 伊 東 満 ／ 稲 田

第6回東北ヒマラヤ研究会報告

皿EXPEDITIONHB53221978年2月10日稲田定重

遠征の実践と総括（ラムジュン・ヒマール登山隊、日印合同カシミール・ヒマラヤ遠征隊／ガル

ヮール・ヒマラヤ遠征隊)、カンチェンジュンガをめざして、論説・研究、[Expedition

研究グループ°年報〕

1－3ヒマラヤの桃源境

1－4シェルパの履歴書

B5130昭和50年8月

B52741977年3月20日山下政-/沖允人2400
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シェルパの個人別リストに各隊の評価を記載したもの。73年にシェルパ・カードを作成し、75年

に第2版を刊行。それに評価を加えて、一部のシェルパについては顔写真を付けた。

I－5インド・ヒマラヤの手引き
B5861982年1月20日尾形好雄

インド・ヒマラヤ登山手続きについて見本を駆使しながら、具体的に解説したもの。第2版は、

88年3月20日に文献を入れて刊行し125ページ。改訂となった第3版を、95年1月10日に153ページ

で刊行した。

1－6中国登山の手引き B5200 1990年3月31日山森欣一

中国登山手続きについて見本を駆使しながら、具体的に解説したもの。文献や登山史、事故対策、

環境対策も盛り込まれている。山の写真を入れた第2版を254ページで92年4月22日に刊行。第3

版を235ページで94年3月18日に刊行。各地域の登山史を大幅に盛り込んだ第4版を300ページで96

年5月15日に刊行。第5版を262ページで2001年2月11日に刊行した。

1－7ネパール登山の手引き

B5145 1 9 9 8 年 5 月 1 日 野 沢 井 歩

ネパール登山手続きについて見本を駆使しながら具体的に解説したもの。トレッキング許可ピー

クの案内も収録。第2版は99年8月1日に160ページで千|｣行。さらに第3版を2001年8月8B160ペー

ジで刊行した。

I－8日本ヒマラヤ協会年報

I.HIMALAYA1980A5156昭和56年1月20日角田不二

遠征報告［バッーラⅡ／キャシードラル]、研究・資料［日本人のヒマラヤ登山と事故（山森欣

一）／ダンビルの地図帳をながめて（堀内立三）／日本ヒマラヤ会議抄録／月刊ヒマラヤ地域別索

引]、会務

n.HIMALAYA1980～82A5290昭和58年3月31日尾形好雄

研究・資料［高所登山の傾向と戦術（尾形好雄）／カンチェンジュンガとヤルン・カンの標高観

1111(五百沢智也)/日本人のヒマラヤ登山と死亡事故（山森欣-)/実用・ヒマラヤ文献索引一イ

ンド・ヒマラヤカシミール＆ヒマチャルプラデシュ篇（阿部淳)]、遠征報告［ケダルナート・ドー

ム／ナンダ・カート／ナンダ・カート捜索報告／ランタン・リ初登頂／総括・カンチェンジュンガ

1981］、論説［日本ヒマラヤ協会の現状と課題]、会務

m.HIMALAYA1982～1984A5245昭和61年9月15日尾形好雄

研究・資料［五万メートルを目指す男達（山森欣一）／複数の八千メートル峰を登った男達の系

譜（山森欣一）／冬期ヒマラヤについての私見（角田不二）／東部カラコルムの印・パ領有問題

（尾形好雄)]、遠征報告［幻の山ブリクティ・サイル初登頂／雲南の山旅玉龍雪山／ジチュ・

ダケ峰東稜からの登翠／聖地巡礼とナムナニ峰偵察]、国際交流［第1回ヒマラヤ登山観光会議／

第2回ヒマラヤ登山観光会議／第44回UIAA総会参加記／ブータン・ヒマラヤ研究会／中国登山

研究会／カラコルム登山研究会／ネパール・ヒマラヤ研究会／インド・ヒマラヤ会議／中国人の岩
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登り訓練／ブータン人の登山研修／国際交流事業に関する人物往来]、会務

1－9ヒマラヤ登山やること、やるべきでないこと

B5141982年1月10日木村陽子訳

インド登山財団(IMF)発行訪印する登山者に向けて発行した小冊子を翻訳したもの。

1-10神秘のグレート・ベンドナムチャ・バルヮ
B5441991年1月1日山森欣一

ナムチャ・バルワヘの道（稲田定菫)、憧慢のナムチャ・バルヮ（山森欣一)、ナムチャ・バルヮ

峰を科学調査（北京週報)、ギャラ・ペリ偵察（山森欣一)、ギャラ・ぺり初登頂（尾形好雄)、ギャ

ラ・ぺりの気象（尾形好雄)、ヤル・ツァンポー西・東（山森欣一）

1-11知られざる北部シッキムの山々

B5821993年11月30B2000円

ヒマラヤの桃源境シッキム、シッキム・ヒマラヤ北部の知られざる山々、カンチェンジュンカ

北東支稜、ピラミッド、ピーク初登頂

1-12東部力ラコルムB51031994年2月11B
過去と現在の狭間に憧慢のヌブラ谷一ラダックの秘境一（ハリシュ・カパディア）、リモ山群

の概要（尾形好雄)、リモ山群の数座に登頂(GK.シャルマ)、リモー3峰初登頂（ハリシュ・カ

パディア)、シアチェン紀行1(S.ヴェナブレス)、シアチェン紀行2(D.ウィルキンソン)、東部

カラコルム最後の玉峰リモI峰初登頂（尾形好雄)、マモストン・カンリ初登頂（尾形好雄)、マ

モストン・カンリ初登頂記（岩崎洋)、シアチェン氷河をめぐる印・パ国境（尾形好雄)、東部カラ

コルムの知られざる谷をさぐる（ハリシュ・カパディア)、チュング・クムダン陥つ（ハリシュ・

カパディア)、ボーン・トレイル（骨の道）の最後の山（ジョン・ポーター)、サセル・カンリ2峰

（西峰）初登頂（沖允人)、サセル・カンリ2峰第一次アタック（徳島和男)、サセル・カンリ2峰

頂上へ向かって（岡本正人)、サセル・カンリ21峰初登頂(SonamWANGDUS)、未踏への誘い

インド領カラコルムサセール・カンリ山群（稲田定重)、インド領カラコルムマモストン・

カンリ山群（稲田定重）

I-13ヒマラヤ登山日本隊遭難の記録
B5551994年5月26日山森欣-

1952～93年にヒマラヤの6千m以上の山に人山した日本隊の死亡遭難事故の概要を網羅しまとめ

たもの。

1-14神々の座八千メートル峰への挑戦
B51041997年2月18日山森欣一

1952～96年に8千m峰に挑戦した日本隊の全ての概要を一覧表にしたもの。ヒマラヤ万華（挽歌）

その1／日本隊のヒマラヤ登山と死亡事故調査(8000m峰）集計表／八千メートル峰山別登頂者リ

スト／八千メートル峰［実］登頂者リスト／八千メートル峰［延］登頂者リスト／八千メートルl峰

高齢登頂者リスト／八千メートル峰年少登頂者リスト／八千メートル峰挑戦の記録（入山表）／八

千メートル峰入|_ll･登頂と死亡集計表／八千メートル峰登頂者の遭難死調べ/8000m峰遭難者一
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覧表／八千メートル峰［女性・実］登頂者リスト／八千メートル峰［女性・延］登頂者リスト／八

千メートル峰年代．山別入山者数調べ（グラフ）／/八千メートル峰登頂者生年月日別リスト／八

千メートル峰トータル獲得標高1996

1-15 神々 の座8000m峰のデータ(1998年版）
A41541999年9月10日山森欣一

上記を更に内容を充実させ、世界の8000m峰登頂者について236番(1978年5月3日まで）英文

表記で整理した一覧表を追加した。

－1Q1－
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登山・踏査報告書Ⅱ．

Ⅱ－ 1 中 国

地球の背骨の一角に立つ（日中婦人友好登山隊）

砂漠の涯の遠き頂き（日本カラコルム遠征隊）

加拉白里偵察報告（ギャラ・ぺり偵察隊）

天府の霊峰雪宝頂（日中四川雪宝頂合同登山隊）

芥烏衣l"7,354m(芥烏衣登山隊）

謎の河の秘峰ギャラ・ペリ（ギャラ・ぺり登山隊）

神の山ゲニ峰（1987年夏の記録）（ゲニ登山隊）

友好の白き頂ラプチェ・カン7,367m1987年初

登頂の記録（日中友好ラフ°チェ・カン合同登山隊）

神の山格呈峰(1988年初登頂の記録)(ケニ登山隊）

もう一つのチベットへ桃源境への山旅シャラリ

峰登山の記録（シャラリ登山隊）

麗しき四川の夏雪宝頂登頂（雪宝頂登山隊）

天壇の山に挑むミニヤ・コンカ東面（ミニヤ・コ

ンカ登山隊）

美しき谷の姉妹峰四姑娘登山の記録（小雪宝頂登

山隊）

永別皇冠峰1992年クラウン峰挑戦の記録（クラ

ウン峰登山隊）

HAJSummerCamp毘需の頂を踏む（玉珠峰登

山隊）

葱嶺の白き父なる山ムスターグ・アダ登頂の記録

（ムスターグ・アダ登山隊）

ルンポ・カンリチベットの未踏峰・7,095m1994

年試登の記録（ルンポ・カンリ登山隊）

東罠擶・天女の山玉虚峰に登る(5933m)日中

友好女性合同登山隊の記録（日中友好女性合同登山

隊）

横断ll｣脈ミニヤ・コンカ峰登山と遭難の記録

（ミニヤ・コンカ登山隊）

未踏l峰クーラ・カンリⅡ(7,418m)

一日中友好合同登山隊1997年の記録一

●
●
■
巳
。
■
●
凸

１
２
３
４
５
６
７
８

1986年5月31日

昭和62年3月30日

1985年12月25日

1987年8月5日

1987年7月

昭和62年9月1日

昭和62年12月1日

B5

B5

B5

B5

B5

B5

B5

101

5 8

34

63

150

135

7 7

1701988年4月

441989年6月12B

B5

B5９
Ⅷ

1021990年3月

641992年12月1日

B5

B5１
２

１
１

1421992年5月B5

13.

1051993年3月20日B5

14.

1551994年5月B5

15

581994年8月10BB5

16.

1081995年4月B5

1句

11

501995年4月10日B5

18

741996年2月10HB5

19

1421996年4月14BB5

20.

862001年4月22BB5

Ⅱ－2インド

1．カシミールの山カシミール・ヒマラヤ登山隊報告
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2.1975年HAAJインド・ヒマラヤ帰国報告書(日印

合同カシミール．ヒマラヤ遠征隊、ガルワール・ヒマラヤ遠征隊1975年）

38昭和51年3月1日B5

カシミールの盟主ヌン7135m(日印合同カシミール

・ヒマラヤ遠征隊）

トリスル28日間（ガルワール･ヒマラヤ遠征隊1978年）

ザンスカール山群中央部踏査報告（ザンスカール山

群踏査隊）

ヒマラヤ、そして仲間達へ〃HAJ登山学校1980年

の記録ガンゴトリ山群ケダルナート峰(6940m)

（1980年インド・ヒマラヤ登山隊）

ナンダ・カート1981登山・事故・捜索・追悼

クン・南面HAJ登山学校1982年の記録カシミ

ール・ヒマラヤクン峰(7077m)(カシミール・ヒ

マラヤ登山隊）

NUN登頂83ポクらは遂にK2をナンガを見た

（カシミール・ヒマラヤ遠征隊）

千人の悪魔の峰MOUTAINOFTHOUSANDDE

VILS-INDO-JAPANESEJOINTKARAKORUM

EXP-(日本・インド合同カラコルム登山隊）

カシミールの女神ヌン(NUN7,135m)その白き美

しさに魅せられて（女子ヒマラヤ登山隊）

サトパント峰登頂記聖地巡礼の旅(ガンゴトリ登

山隊）

カンチェンジュンガー西・東一ゼム氷河から踏ま

われざる頂へ-1991年一（日印合同カンチェンジュ

ンガ登山隊）

、､神の河'′ブラマプトラの激流を下る－チベット国

境からバングラデシュ国境へ1800kmのラフティング

ー（日印合同ブラマプトラ遠征隊）

秀麗ヌン峰を筆じる（ヌン登山隊1991年）

NUN7135(ヌン登山隊1992年）

ナマステ.／サラスワティーサラスワティll嘩(6,940

m)初壹頂の記録-Indo-JaDaneseLadiesJoint

3．

1121978年4月1日

143昭和54年2月21日
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NUN7135(ヌン登山隊1992年）

ナマステ.／サラスヮティーサラスワティll嘩

m)初登頂の記録-Indo-JapaneseLadies

Exp'92(日印合同女性登山隊） 1111994年4月B5

Ⅱ－3ネパール

1．ランタン谷ランタン・ヒマール冬期踏査報告（ラ

ンタン・ヒマール踏査隊）

2．カンジロバ遠征隊仮報告言－カンジェラルヮ初登頂

一（カンジロバ遠征隊）

1561973年4月1日B5

171973年7月20BB5

－193－



3．カンジロパ・ヒマール遠征報告書一カンジェラルワ

初登頂一（カンジロバ遠征隊）

4．日本カンチェンジュンガ学術遠征報告（日本カンチ

ェンジュンガ学術遠征隊）

5．カンチェンジュンガー西・東一ヤルン氷河から縦

走へのトライ（日本カンチェンジュンガ学術遠征隊）

Ⅱ－ 4 パ キ スタン

1.ナンガ・パルバット勇者よ永遠に1984年HAJ

ナンガ・パルバット登山隊報告、追悼集（ナンガ・

パルバット登山隊）

2.K2(8,611m)高みを求めて(K2登山隊）

Ⅱ－5ブータン

1

2

雷龍の国の白い頂(1984年ブータン・ヒマラヤジ

チュ・ダケ登山隊）

ガンケル・プンズム(7541m)登山報告書（ブータ

ン・ヒマラヤ遠征隊）

Ⅱ－61日ソビエト連邦

1.パミール・山と高原（パミール登山隊）

Ⅱ－7アフガニスタン

1．バダクシャンからヌーリスタンヘーアフガニスタン

北奥の踏査・登山一（アフガニスタン登山隊）

Ⅲ、その他

Ⅲ－1．烈風の彼方へ佐久間隆遺槁・追悼集

Ⅲ－2．雪の住処30年の記録

B5

B5

A5

B5

B5

B5

B5

B6

B5

A5

B5

1731976年1()月10B

25昭和56年7月31B

3981993年10月1日

911986年6月30B

146昭和62年2月1日

24昭和61年5月1日

261985年12月9日

153昭和52年12月20B

1681977年3月1日

1341983年10月1日

1401998年1月25日

日本ヒマラヤ協会(HAJ)創立30周年を記念して、30年間のあゆみをまとめたもの。

あゆみ②30年の活動記録③登山と野外活動④帰らざる仲間たち⑤研究会と出版

歴史の一こまとして⑦アンケート⑧HAJを変えた人たち［英文サマリーつき］
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座談会
歴史の一こまとして



HAJの創立から進展の概略を当時の

ヒマラヤから抜すい紹介する

協会の意図するもの
(1968.4ヒマラヤ通信第1号より）

私は登山家ではありませんが、1963年にヒマラ

ヤの地を訪れて以来、その美しさにうたれ、この

ヒマラヤを多くの人々に是非見せてあげたいもの

だと考えるようになりました。

しかし、費用、時間などの点から簡単に誰しも

訪れることの出来ないのが現実です。日本ヒマラ

ヤ山岳協会は低廉な費用で共にヒマラヤの旅を楽

しみ、登山、学術、芸術などの分野で調査、研究、

鑑賞を進めて行こうという人々の集りで、ヒマラ

ヤを知ることによって、ヒマラヤの国々と日本と

の友好親善の掛橋となることも大きな目的として

設立いたしました。

ヒマラヤは山が美しいばかりでなく、ヒマラヤ

会長柴田金之助

山麓で西暦前500年頃から栄えた。“ヒマラヤ文

化”は仏教などの彫刻・絵画などすぐれた遺産を

遣しており、ヒマラヤの国々は芸術的にも豊かな

ところです｡ヒマラヤを訪れた人の全てが「ぜひ

もう一度行きたい」と思うのは、雄大なヒマラヤ

山脈、色彩絢燗たる仏教芸術などに加えてヒマラ

ヤ山麓の人々が非常にホスピタリティに富んでい

るからでもあります。

多くの方々が協会の意図するものに賛同してい

ただき、ぜひ、“世界の屋根”ヒマラヤを研究し、

眺め、登り、そし、深い感動をいだいていただき

たいと思います。

協会 の 体 質 改善
(1971年.3ヒマラヤ通信第15号より） 会長柴田金之助

“みんなのヒマラヤ”を考えて発足した日本ヒ

マラヤ山岳協会も来年は五周年をむかえることに

なります｡第一回から第五回までのヒマラヤの旅

を送り出したことや各地でのヒマラヤ集会、「ヒ

マラヤ通信」の発行などが協会の活動の主なもの

でした。会員数も500名近くなり、しかも、その

うちの多数の方々はヒマラヤ遠征を考えておられ

る会員です｡実際にも30名以上の方がヒマラヤ遠

征に参加され、約150名くらいの方がヒマラヤの

各地を訪れておられます。

この現状から考えて協会の今後は綜合的にヒマ

ラヤを紹介、研究することはもちろんですがそれ

に加えて、ヒマラヤ登山とヒマラヤの人域のむつ

かしい地方への小調査隊を送り出すことをこれか

らの課題にしたいと思います。それには奥深い活

動が要求されますので研究グループ化も進めてい

くつもりで、その一端としてブータン研究とカシ

ミール、ラダック研究の二つのグループが近く発

足します。

これにともなって、ますます情報の交換として

のヒマラヤ集会とヒマラヤ通信を充実したいと考

え、会費も会費制度に変えたいと考えております。

皆様のご理解とご協力をお願い致します。
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"みんなの”ヒマラヤの再認識から
(1976．7ヒマラヤ56号から）

去る4月4日、日本ヒマラヤ協会昭和51年次総

会において、会長の委嘱を受けHAJ第3代目専

務理事に就任、向こう3カ年間、光栄ある職をお

引受けすることになりました。

当初、私はこの職をお引受けすることに、非常

な困惑と戸惑いを感じ、何度も増田前専務理事及

び沖氏と話し合いを重ねてまいりましたが功をな

さず、こういった結果になってしまい、今でもあ

る種の不安を感じております。と申しますのもこ

の協会には、私よりもはるかに会長を補佐し皆様

方をリード出来るすばらしい人材が多くいらっしゃっ

て－例えば多くのヒマラヤ経験者や学識者及びす

ぐれた登山家、トレッカーーとてもわたしなどで

はこんな大役には、不適任者と思っていたからで

す。

しかし、こういう結果になった現在、私は私な

りに会長を補佐し精一杯努力してみたいと思って

おります。

私は、現在の日本人に何が一番欠けているかを

あるボランティアを活動通じて考えてまいりまし

た。それは、あまりにもウェスタン・セオリーに

傾斜した、日本人の思索を見直し、独自の日本人

観の確立を図り、アジア人同胞としての理解と友

好を深める必要があるとの結論に達しました。協

会の皆様方の中にも、一度インドやネパールさら

にパキスタンを旅した際、そう思われた方々が多

数いらっしゃるのではないかと思っております。

広い意味でアジアから再度日本を見なおしたと多

くの人達は語っておられます。そこには、精神文

化を基調とした近代化への歩み、考え方、さらに

我々の魂を奮い立たせる大地、素朴な人々の生活

が、一度は興味本位から、しかし、時が立てば、

良い反省材料となり我々の血となり骨となって明

日の生活の糧となってくるように思います。色川

大吉氏は「ユーラシア大陸思索行」の最後に…そ

れはともあれ、日本の若者達よ、海外に出よう．…･…・

…と結んでいます。

専 務 理 事 岩 水 竜 峰

私はまさにその通りだと思っております。協会

の使命の一つは、そういった意味あいがあり、そ

れの実践団体でありたい。幸い15周年に向けて、

“夢とロマン”を秘めた遠大な計画がスタートし

始め、協会でなければできない仕事が多数あるよ

うに思います。登山にトレッキングに探検に秘め

られたヒマラヤの空白部に多数の足跡を残し、そ

して学術の一端に寄与し、ヒマラヤをめぐる諸国

と我国の親善のイニシアティブを取るような団体

であってほしいと思っております。

先日の総会において、「日本ヒマラヤ山岳協会」

の名称から「山岳」を取り、「日本ヒマラヤ協会」

としたいとの意見にたいし、全員一致で可決され

たことを想い返せば、会員の胸の内には、私と同

様なお考えの方が多数いらしたのではないかと思っ

ております。

しかし、現在のHAJをいろいろな角度から眺

めてみますと人材と地域性は、非常に優れている

と思われます。しかし、それが十分に発揮されて

いないのではないでしょうか。もう一度原点に戻

り「皆んなのヒマラヤ」を再確認しようではあり

ませんか。そういった意味から各地の理事の皆様

方に依頼し、札幌・東京．名古屋のような「ヒマ

ラヤ集会」を各地で催したい。〈ヒマラヤ集会の

充実〉とそれによる〈会員一人が一人を勧誘〉を

し、これにより、もっと会員が増加定着するので

はないでしょうか。また、〈社団法人化〉をすす

め岳界のみならず社会的に有益な団体をめざし関

係各機関と相談の上、会長および各理事の皆様方

と相談し努力してみたいと思っております。最後

に全国に亘る会員を掌握することは至難の業です。

中央集権ではなく地方分権の確立を計り、各人各

様の実績がHAJ全体の評価につながるような協

会にしようではありませんか。以上皆様方の御協

力と御援助をお願いいたします。

－1Q7－
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創造する”ヒマラヤへ
“

(1979.1ヒマラヤ第86号から）

このたび、岩水竜峰氏のあとをうけて本協会専

務理事の職をつとめることになりました。昭和42

年に創設されて以来、登山、調査をはじめとして、

多彩な活動を展開してきたHAJの組織に占める

重責を考えるとき、身のひきしまる思いがいたし

ます。

本会の目的・事業は、新定款に定められている

ところですが、これらの完遂のためには、会員各

位の圧倒的な御支援を必要としております。

私は、創設以来、本協会に累積されてきた貴い

経験と会員各位の優れた識見の発露に期待しなが

ら全力を尽くして職責を全うしたいと考えており

ます。

HAJは、いま、さまざまな意味で大きな転換

期にさしかかっているように思われます。「みん

なのヒマラヤ」を合言葉にして、この国のヒマラ

ヤにおける活動の発展につとめてきた本会の業績

が高く評価されるべきことはいうまでもありませ

ん。特に、かつて、遠い存在であったヒマラヤを

これほと､身近に引き寄せたという貢献は誇り得る

ものであり、先輩各位の御努力に深く敬意を表す

るものであります。

ヒマラヤは、“地球上最高の高み”であるとい

う特異な存在を主たる理由として、驚くほど広範

な分野で非常な関心をもってとらえられ、活動の

舞台となっております。登山の分野では、文字ど

おり個人と組織の能力の限界を追求する最先端の

試みが行われる場になっております。

身近になったヒマラヤは、私たちに新たな可能

性を示唆し、課題を問いかけているように思われ

ます。

自らの創意でもって個々人のヒマラヤが築かれ

て行くとき、ヒマラヤはわたしたちにとって永遠

に新鮮であり、尽きぬ驚きと感謝の対象として生

きつづけることでしょう。「みんなのヒマラヤ」

を超えて「創造するヒマラヤ」へ前進するとき、

私たちの組織は、文字どおり「ヒマラヤ協会」の

專務理事稲田定軍

名にふさわしい活動と地位を確立すると考えま

す。

このたびの社団法人設立への歩みは、私たちの

組織の社会性と容量を更に高め、個々人の夢、個々

人のヒマラヤを築く上に大きく寄与することを碓

信しております。

本協会は、本年度総会において新定款を定め、

組織運営の面でもいくつかの改革がなされました。

その過程でまことに夢多い壮大なHAJの未来像

が語られております。会員個々の情熱をベースと

して、多くの人と人とが結合し合い、そして、組

織を運営する側が確かな理念と誠意をもってかか

わるならば、私たちのHAJは限り無く前進して

ｲ丁くことと思われます。

しかし、高度の可能性を秘める一方で、また、

それを阻もうとする内外の問題も山積しておりま

す。根気強く障害を乗りこえ、ひとつひとつ私た

ちの夢を現実に化して行くために、会員各位と手

をとり合って進みたいと考えます。

専務理事就任にあたりまして、おおかたの力強

い御支援をお願いいたしましてごあいさっとしま

す。
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5周年目の座談会

ヒマラヤの旅を終えて

日時

出席者

司会

1972年3月

柴田金之助

鴦北晃

岸本民子

増田秀穂

柴田秀子

沖允人

7日16時～21時

(HAAJ会長）

（インド航空名古屋営業所長）

（インド航空）

(理事)、柴田君江（会計監査）

(会長ご令嬢）

(専務理事）

これまでのヒマラヤの旅

沖日本ヒマラヤ山岳協会も5周年記念として企

画した第7回ヒマラヤの旅を目標通り終えこれか

らは新しい時代に入ろうとしております。今夕は

これまで第1回から第7回まで通して直接企画か

ら実行までタッチしていただいたインド航空の鷲

北所長さん、そして目に見えないところで協会の

ヒマラヤの旅を手伝っていただいたインド航空の

岸本さん、それにヒマラヤに行く人たちを送り出

し、またキラン君はじめネパールからのお客さん

をお世話していただいた柴田会長のお嬢さんもご

出席ねがい、これまでのヒマラヤの旅をふりかえっ

てみたいと思います。今後のヒマラヤの旅のこと

も含めていろいろと語っていただきたいと思いま

一半

9o

それでは柴田会長より、第1回の旅の概要から

話し始めていただきます。

柴田今夜はお忙しいところお集まりいただきま

して有難うございました。皆さんには第1回から

第7回まで本当にお世話になり、そしてご苦労を

かけました。本当に喜んでおります。

さて、第1回のヒマラヤの旅ですが、昭和43年

の10月でしたね･･･…。24名ほどでネパールへ出か

けました。ナムチェ方面とポカラ方面です。これ

は日本から団体でヒマラヤへ行った初めての旅行

団で、空港では当時の在日ネパール副大使のシャー

氏や協会顧問の川喜田二郎先生も見送りに来てい

ただき、それぞれにあいさつをいただきましたね。

私が団長でした。増田さんは奥さんとポカラ班に

参加されたのでしたね。

増田そうです。そのころはまだ理事でなかった

ので一会員として参加しました。

鷲北トレッキングという言葉がまだ知られてい

なかったころですね。

沖第2回は富山の橋本先生がリーダーで行かれ

たヒンズークシ踏査隊です。このときの報告書は

出版されています。隊貨がカブールになかなか着

かないというトラブルがあり結局、この装備を協

会で買上げることになりこれが協会ヒマラヤ・デ

ポ装備のきっかけになりました。この事件はいろ

んな山の会合で報告されたので、それ以来各隊と

も別送品には気を使うようになり、この種の事故
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はほとんどなくなりました。

柴田第3回はネパールで沖さんが団長でいって

もらいナムチェ方面とポカラ周辺でしたね。

沖そうです。この時の報告書は「エベレストの

麓へ」というタイトルで発行され、この方面のト

レッキングの指導書的役割をはたしました。

第4回は中京山岳会・名城大学山岳部の合同隊

の後援という形でアフガニスタンのミル・サミー

ルヘ派遣しました。名城大学の方で「ミル・サミー

ルからファラクサールへ」という報告書が出版さ

れています。

第5回は増田さんが団長でいかれたのですね。

増田ナムチェ班がフライトを2回試みたが悪天

で着陸できず、ゴサインクンドー周に変更になり

ました。私はカトマンズで待機していました。こ

れもなかなか面白いトレッキングでした。

第6回はカシミールですね。

沖私も同じところへ行くので空隊長をサポート

しました。これが協会主催の最初の登山隊です。

そして第7回になるという訳です。

柴田結局、ネパールへ4回、アフガニスタンへ

2回、カシミールへ1回ということですね。パキ

スタンも企画したが人員が集まらず中止になりま

した。ざっと1年に2回ということですがよく送

りだしたといえますね。

沖この他に年間約80名くらいの会員の方が個人

的に、あるいは他の会でまとまってヒマラヤへ行っ

ておられますから約500名近くのヒマラヤ・トレッ

キングや登山の経験者ということになります。

団体を組む苦労

柴田第1回はチャーター便を計画したが結局無

理だったね。

沖人集めはむつかしいですね。行くかと思うと

直前に止めたり、急にコースを変更したあげくキャ

ンセルというひどいのもありましたね。とにかく

出発前まで人員がはっきりしないのが一番困りま

した。ある程度の人員が集まらないといろんな面

で費用が割高になりますね。結局、皆さんが高く

ついたことになったケースが多いです。

鶯北団ができるまで、そして出発してしまうま

でわかりませんね。本当は帰ってくるまでわから

ない。うまくいって当り前、そうかといって失敗

は許されないし……。

柴田何時も計画を鷲北さんへ持ち込むときは50

名位は集まるからといろいろサービスをしてもらっ

たあげく5名、10名ですからね。

沖どんどん申込者が減って行くときなと､申し訳

ない気持ちでしたね。

鶯北どこの団体でもそうですよ。だからかまい

ません。とくにホンコンなど近いところは20名の

定員に30名きてもらっても問題ないのですが、ヒ

マラヤに関しては飛行機やいろいろの都合で人員

より多くなるとかえって困る訳ですよ。むしろへっ

た方がいい場合もあります。予約の方で一番簡単

なのは15～16人。掌握もちょうどいいし、責任者

も1名でいいので……。

こんどの第7回のように大人数を送りだしたこ

とは大変だったですが、協会にとっては有意義だっ

たとおもいます。外国でもあのような大パーティ

は組もうとしないですよ。

沖第1回とくらべて服そうもだんだん気軽な感

じになってきましたね。第1回の時は背広、ネク

タイはご持参下さいと連絡しましたからね。

鴦北服装はだいたい東南アジアはうるさくない

です。

柴田夫人アンナプルナ・ホテル（カトマンズの

一流ホテル）でもトレッキングの服装のままで幾

人も滞在していますものね。

柴田今からおもうとはずかしいですが、43年の

秋、第1回を計画した時点ではヒマラヤ旅行に関

する経験も浅く、知識もなく申し訳なかったです

が、人数もなかなか集まらなかった。第1回の24

人といえば当時ではめずらしかったんではないで

すか。

鶯北現在でも多くて20名ぐらいです。ヨーロッ

パあたりではもっと小さなグループでもあります。

沖3～4人のグループでもいいですね。しかし

現地事情や英語もよくわからない人はまとまって

行った方がいいみたいです。多少英語ができる人

はこういう団体旅行にはのってこないですが、彼

等がおこなってきたことを聞くとパーミッション

をとるのに何日もカトマンズにおり結局とったも
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のは、だれでもとれるものばかり、ということが

多いですね。従って費用も割高になる。

期間について

沖l～2カ月行くだけなら団体の利点を利用し

て、でかけた方が有利ではないかとおもいます。

トレッキングするものにとってはヒマラヤを歩く

時間が貴重なので、カトマンズやポカラにいる時

間はできるだけ短い方がいいですからね。

時間をかけるだけでなく、いかに能率よく山登

りをするかということを考えなければならないと

おもいます。日本である程度準備するのも大切だ

とおもいます。できるだけ無駄な時間をなくする

ためにもセルチャン理事とかランジャン理事など、

協会の組織を利用してもらうと非常にいいとおも

います。ヒマラヤは2～3カ月かけないとまとも

なトレッキングができないとおもっている人がい

までもいますね。しかし、方法がまずいとかえっ

て2回ぐらいにわけていった方が能率がいいこと

もあるのです。この点PRがたりないとおもいま

すね。

鶯北トレッキングに行かれるグループは特別の

ルートをねらっていかれる方が多いのですね。そ

して現地へ行かれるのですがうまくいかない。最

初から本人はそんなつもりで行かれるのですか。

沖その辺の見通しが皆、甘いのじやないですか

ね。なかなか許可のとれそうもないところへ行く

のなら、事前にむこうへアプローチして、99％許

可がでるという段階のときに行くといいんです。

しかし、28日間というのは短いですね。なんとか

ならないですか。こんどのIATAの会議のとき

にでもインド航空から提案して下さい。

（注)IATA;InternatiOnalAirTransport

Associationの略（国際航空運送協会）

岸本28日間というのはトレッキングの期間とし

てはみじかいですか。

（注）；インド、東南アジア方面の団体割引運賃

は12日間以上28日間以内に限られている。こ

れをGIT(グループ°・インクルーシブ・ツ

アー）運賃といっている。協会の旅行もこれ

を利用している｡1名でも30%引になり、15

名以上だと50%引になる。（ただし、ホテル

や地上費も一括して旅行社へ払う必要がある｡）

沖短いですね。あっというまにすんでしまう。

あと1週間か2週間あるとね……。

増田そうです。正味1カ月欲しいですね。

鶯北それだけあるとどこへ行けるのですか。

沖たとえば、ゴサインクンドを一周して帰って

くるのが28日間でせいいっぱいなんです。ちょっ

と眺めのいいところで滞在しようとおもうとあと

1週間ぐらい欲しいです。

増田順応の問題もありますし、6000mクラスへ

登るというような場合は28日間ではちょっと無理

ですね。

鶯北しかし、エベレストのベースキャンプまで

行かれる人というのはかなりいるのでしよ。

増田ええ、まあ、エベレスト方面だとそのあた

りです。

沖中途半端なんですね28日間というのは。観光

だけだったら28日間というのはもてあましてしま

いますし……。

鶯北現在、わたしの方のIATAにファイルし

ようとしていることはユースフェアというもので

す。3カ月間有効です。ただし、ユースフェアで

すので年令に制限があり29才までです。フランス

とインド間で途中ノンストップというようにコー

スにも多少制限があります。それを使うことによっ

て、そうとう安い料金で行くことができるんです。

2～3カ月間でヒマラヤへ行くんでしたら、それ

は非常にいいものです。ただ、28日間をどうして

もうけたかというとトレッキングのためにもうけ

たのではないんです。観光客をふやすというため

の目的が主です。

柴田一般観光客でしたらl～2週間でいいので

すがやはり協会のはトレッキングですからね。エ

ベレストの観光に行くということならそれでいい

のですが……。そのユースフェアはもうできてい

るのですか。

鷲北ヨーロッパ方面ではもうできています。

柴田ビザの期限が東南アジアはたいてい90日間

観光ビザなしでとおる訳なんでしよ。

沖インドではノービザでは21日間が限度です。

鶯北インドの短期間のビザはエアーポートでも
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とれます。

岸本行ってスタンプ°をおしてもらえばいいです

ね。

沖ヒマラヤ各地へのGITが3カ月でなくても

45日かそれぐらいになるといいですね。そうすれ

ばもっと多くの人がヒマラヤへ行くようになるで

しょうね。

岸本皆さん一応お仕事をもっていらっしゃいま

すが長期にわたっての休暇ということは考えなく

てもよろしいのですか。

沖それがむつかしいことなんですが皆さんには

やっぱり一生に一度という気持があるんじゃない

ですか。ですからどうせいくんなら長くという考

えになり、かなり無理されています。

私はそうではなくて2回も3回も行くところを

考えた方がいいと思いますね。

鴦北28日間にしてナムチェで飛行機が飛ばなかっ

たときに数日延長をすることにしたらどうでしょ

う。

増田それでも帰りが気になり眺めがいいところ

でもゆっくりみられないし、高度の111買化もありま

すし、やはり28日間とくぎられますと落着きませ

んね。

鶯北エベレスト方面だと高度順化が問題ですね｡

第7回の人たちも皆、頭が痛かったといっていま

したね。

沖高度もありますが、それにあせりもあります。

どこか4000mぐらいのところで1日ぶらぶらして

いますとだいぶll旧化が違いますものね。だから45

日になるとこの点、楽ですからトレッキングに行

こうかという人がかなり増えそうです。

柴田インド航空でもその辺のところを考えて下

さり、ヨーロッパであるのなら束南アジアの方で

も是非もうけてもらいたいものですね。

鶯北これも結局、需要と供給の関係ですね。実

際にはそういう需要があまりないんです。ヒマラ

ヤ．トレッキングに行く人はこれまでの実績から

はたいした人員ではないのです。

柴田結局そういう制度がないから無理して28日

間に入っているのではないですか。

鶯北それにかわるものとして今、考えられるも

のは若い年令居のものをもっといかしたい。昨年

夏、東京で企画したインド列車大作戦は最初70名

くらいしかなかったがテレビの番組にだしたら1

週間後に200名以上の申込があったんです。イン

ド国内全部汽車です。これと同じ企画を一昨年に

したんですがうまくいかなかった。一昨年ではま

だインドが知られていなかったということです。

だんだんインドという国も今までヨーロッパに行っ

ていた若い層に認められてきたということがいえ

ます。アメリカなどへ行くと、ボクたちのように

一応英語が不自由なく使えても劣等感をもつが、

インドではそんな気持ちを受けない。それに神秘

なところがあります。

柴田夫人それにインドの人は親切ですね。

岸本特に日本人に親切ですね。

お膳立てのむつかしさ

柴田まあ、とにかくヒマラヤやインドのよさを

皆さんに知ってもらうことが一番ですね。そして

行く気になってもらう。しかし、これがなかなか

むつかしいです◎私のように毎年1～2回海外へ

出ていますとネパールといっても東京とそう変り

ない気持ですがね。

沖参加者の方はたいてい外国は初めてという方

が多いので結局いろんな不安をとりのぞいてあげ

るためにも集会が必要です。

増田そうです。行った人に会って話を聞くのが

一番ですね。各地での打合せ会は大変ですがね…。

沖それにでるだけで昨年1年間に30日位つぶれ

ましたものね。第7回のための集会に名古屋のも

入れて20回ほど行きました。遠くですと日曜日も

つぶれてしまいますしね。増田さんにも頼んで大

阪まで行ってもらったりしました。それと打合せ

会や送り出しはだれでもやれるようにしておかな

いと特定の人間に負担がかかりすぎてだめですね。

やれる人がやめてしまい、次にやる人がいないと

協会のヒマラヤの旅はつぶれてしまいますものね。

だからだれでもひまをみてやれるように協会の業

務をもっていかないといけないと思いました。第

7回は記念事業でしたし、私が中心になってやる

のは最後のつもりでしたので頑張りましたがね。

鶯北協会の役員の方にあまり無理がかさなると
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よくないですね。

沖第7回は今後のためにもあるし、ずい分無理

をしてやりましたが、次回からは通常にそう無理

しなくてもやれるようにする予定です。林さんが

事務局長をやってくれますので。

名古屋・東京で月1回の集会をもつことはそん

なに無理ではありません。

鶯北結局、ヒマラヤ集会でもその前の準備の段

階が大変なんでしよ。

沖そうです。人集めですね。せっかくコーリ氏

などを呼んできても人が集まらないと来てもらっ

た人に悪いですしね。会場をかりたりするのは簡

単ですが、やはり人をある程度集めておかないと

盛り上りませんね。日をきめておくとある程度、

皆、予定をしておきますので日をおいてポツポツ

とやるより集まりがいいのではないかと思い定例

集会を東京で始めることにしたのです。

岸本さんは打合せ会にでられなかったようです

が、はたからみていていかがでしたか。

岸本別にトラブルはなかったです。わからない

ところは皆さんに聞きましたし。

鴦北彼女の仕事はフライトの予約やチケッティ

ングが主で、余りそういうことには関係ありませ

んでしたから。旅行の手続きやフライトのことは

たいしたことではないのです。5年前に比較すれ

ば全く簡単になってきて国内旅行と変りません。

しかし、今でもヒマラヤへ行くということは大仕

事だとおもっている人が多いですね。

増田もちろん、ヒマラヤ集会に来た人が皆んな

協会のヒマラヤの旅に参加された訳ではありませ

んが、しかし、あのヒマラヤ集会がその人のヒマ

ラヤ行きのきっかけになったり参考になったりし

たことは間違いないとおもいます。

沖それだけに苦労してもやりがいがあるという

ことです。「皆んなのヒマラヤ」が協会のモットー

ですが、とにかく皆んながヒマラヤへいって見て

来てほしいですね。

苦情

柴田いろいろと文句をいった人もありましたね。

沖ええ、しかし、そういう人は少ないです。た

とえば今回の旅でもトレッキングをおえて反省の

意味で、とく名でもいい、思ったことを書いて欲

しいと皆さんに連絡をだしましたが、めんどうく

さいのかどうか1通もきませんでした。ヒマラヤ

は素|盾らしかったという手紙ばかり50通ほどきま

したが。

鶯北一般にインド・ネパールの旅ではその場で

いろいろ文句があるのですが、帰ってからは文句

がでない。結局、日本でヒマラヤのイメージをえ

がいていたのと実際にみたヒマラヤと違うんです

ね。それが現地でのトラブルや苦情として出てき

ます。しかしネパールはネパール、インドはイン

ドです。一般的な旅行でもつらかったことがかえっ

て思い出になって、なつかしむようですが、イン

ドやヒマラヤは印象が強烈ですから余計そうなり

ます。余り決定的失敗がない限り苦情は少ないで

す。

沖第1回の萩さんみたいになるとやっぱり大変

ですね（ナムチェ方面で高山病で倒れ生死の境を

約2カ月ほどさまよったが奇蹟的に回復した)。

今、どうおもっておられるか知りませんが、阿部

さん（理事、第1回参加者）なんか苦労されたで

しょう｡今でも在ネ日本大使館へ行くとあの時の

ことを言われますものね。結局、主として本人の

不注意だったんですが協会としても予測できなかっ

たということは手おちでした。

増田今回、Mさんもひどい高山病でしたね。も

う少し無理していたら大変だったです。

柴田ナムチェヘ着いた時はなんともなかったの

ですが。

増田ネパールへ来る1週間程前に病気になって

医者にきいたら、とてもヒマラヤへ行けないから

やめなさいといわれたそうですが、それを無理し

てきたらしいのです。

沖そういう人はナムチェで寝ていなければいけ

ませんね。

柴田夫人しかし、女のひとばかりおいていかれ

てもさびしいものね。

岸本そうですね。

沖そういうときに医者がいて、おまえはだめだ

とはっきり言ってもらえば納得する場合が多いで

すね。
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増田しかし、ナムチェに着いたときは全く元気

がよかったですよ。

沖なにしる高度障害というのはわからないです。

鶯北エベレストのベースキャンプまで行くのに

はそうとうの体力がいるのですか。

沖高度順応がうまくいけば、だれでも行けます。

ですから、期間が長ければゆっくり歩けますので

だれでも行けます。ナムチェで1週間ぐらいいれ

ばいいんです。もっともあそこは約3800mですね。

ルクラ（約2800m)で頭が痛いという人はだめで

すが。

柴田夫人そんな人があるんですかね。体力を消

耗しているとだめなんですね。

柴田それと酒気があるとだめです。シャモニー

で経験しましたがエギュー・デュ・ミディにケー

ブルで急に4000m近くまで登ったときは少しぐっ

たりしましたね。

増田しかし、普通は少しお酒を飲むといいです

よ。いらぬ神経を使わなくてもいいから……。

沖神経質な人はだめですね。実際は寝ているの

に自分では寝ていないとおもいこんでいるような

人です。とにかく今までで一番大きな事件は萩さ

んの件ですね。

柴田あのときは家族の方に2日ほどでパスポー

トとビザをとってあげ、すぐネパールへ行っても

らいましたが、とにかく大変でした。

鶯北緊急な海外旅行でしたら外国政府で手紙を

書いてもらいそれをもって県庁へ行きますと特別

に2～3日でパスポートを作ってもらえます。

沖萩さんの件も、アフガニスタンの荷物の件も

それ以後みな注意するようになったから、逆説的

ですが皆のためになってよかったです。アフガニ

スタンの荷物の件も普通の遠征隊では20日間位お

くれても別にさしつかえないが、28日間の旅でし

たのでだめでした。しかし、あれも隊員が1日デ

リーにいたのだから荷物が着いたかどうか聞いて

みることもできたのですが…･･･。まあ、ああいう

ときは悪いことが重なるんですね。

鴦北あの件もボクが最初に聞いていたならなん

とかなったのですが、すぐに日本に連絡は入らな

かったのですから手の打ちようがなかったんです。

第7回の時も食糧の荷物を1個なくしましたね。

沖大きなバスに積む時にはあったんですが、お

ろしわすれたんですね。たいていの場合そうです

がナムチェの人たちは自分たちの荷物のことで一

ぱいで共同の荷物には関心がなかったようでした。

それで他の人たちから少しずつ分けてもらってナ

ムチェ班の食糧を1つ作ったんですが。

柴田しかし、あの時のおもちはうまかったです

ね◎

鶯北今回は玉木さんたち（カトマンズで結婚式

をあげたのち奥さんが病気になられた）が少しお

気の毒でしたね。風邪と疲れが重なったのですか

らね。

柴田2日間ねておられたのですね。やっと元旦

の朝起きられて日の出をみられたんです。しかし、

玉木さんの結婚式は一生の想い出になりますね。

ところで今回の28日間の人は予定通りのコースを

歩かれましたか。

トレッキングのしかた

沖ほぼ予定通り行かれたのは東北の5人のグルー

プだけのようです。あとの人は途中で帰られたり

変更したりしましたね。上手に登れば登れるんで

すが上まで一気に行ってしまって上でまいってし

まうのです。少しずつ時間をかけて行けばいいの

ですが。行かれるときにかせごうとおもい無理す

るので次の日には行程がのびなくなる。

鶯北一度そんな経験をしないとだめですか。

沖ええ、理屈ではわかっていても実際にそんな

目に会ってみないとわからないでしょうね。ひと

り慣れた人がいると、ここで1日休んでいればあ

とで2日分の道のりを行くことができるなど適切

な助言を与えることができるんです。

増田要するにあせる人が多いのです。日本人的

せっかちさで28日間でどこかのピークに立ちたい

というような気持が先に立つのですね。

沖のんびり歩いた方が結局は得るところが多い

ということに気がつくのは帰国してからのようで

すね。第7回でもノウダラで3日ほどゴロゴロし

ていた人の方が収穫は多かったのではないかと思

うくらいです。

柴田夫人ネパールの街をブラブラしているだけ
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でもよいですね。手続など、めんどうなことはほ

とんどないですしね。悪い人もいませんし。

沖ネパールに関してはセルチャン氏とランジャ

ン氏がいればもう大丈夫でしょう。あの人たちは

本当に良い人ですからね。

柴田・増田同感です。

沖しかし結局、ネパールも日本も良い人もいる

し悪い人もいるということですね。だからネパー

ルやインドの人でも協会に余りプラスにならない

ような人を世話する必要はないとおもいます。セ

ルチェン氏がもう1度日本にきたいと言われるな

ら歓迎しますが…。

柴田さんのおじようさんもこれからインドで暮

されるので、この点気をつけられた方がいいと思

います。もっとも、デリーの柴田さんのご友人の

力ブールさんがおられるから心配ないですがね。

鶯北デリーですと、中流から上の家でゲストハ

ウスといって下宿みたいなことをしているんです。

1部屋にベットをつけて食事もだして1日2食付

40～50Rp、しかし長期の場合はもっと安いです

よ。

沖今後のヒマラヤ観光の旅は東京のフロンティ

ア社の林さんにまかせた訳ですが商業的に考える

と登山の方は余りもうからないとおもいますが、

ヒマラヤ観光の旅ばかりでは協会の層が浅くなる

とおもいます。だから、ピラミットのようにエベ

レストに登る人とふもとまで行くという方も含む

広いものでなければならないと思います。その点

登山家が中心になって運営するとピラミットの上

の方にばかり力を入れてしまう結果になって協会

の会勢を盛り上げるのにはよくないとおもいます。

鶯北HAAJとしては、15日間のヒマラヤ観光

というのはどっちかといえば本来の仕事じゃない

ですね。

沖本当はそうなんです。ですからフロンティア

社の方でその仕事をカバーしてもらうことになっ

たのです。しかし、ヒマラヤの旅経験者の中から

本当のヒマラヤニストを育てていくのも会の目的

だと思っています。ですから登山の面白いものは

その方をやればいいし、その他に興味のある方は

そちらから積み上げていけばよいのです。

鶯北将来はインドやネパールなどのエクスペディ

ションもねらうわけですね。

沖そうです。1973年のプレモンスーンにネパー

ルのカンジロバ･ヒマールヘHAAJの本格的登

山隊としてはじめて送り出すことになりましたの

もその一つです。

HAAJの勢力拡大

柴田HAAJの推せんするパーティは、インド、

ネパールの観光や登山はすべて資格がとれるとい

うことにならねばなりませんな。

沖しかし、現在のHAAJの力はそこまでいっ

ていないですから……。少なくとも5000人ぐらい

会員がいないとだめですね。今は日山協を通さね

ば正式な許可がとれないです。それをおさえる政

治力を作るには、ある程度のバックボーンがない

とだめですね。1000人やそこらの会員ではだめで

すね。それが5000人も会員がいてそれのほとんど

がヒマラヤへ行くとなると圧力がかけられます。

そうしたら政治力を利用してもいいですが…今は

まだ無理ですね。

柴田先日、協会でお世話した王族の方などの力

でうごかしてもいいですがね。

沖ネパール国自体の問題ならいいというでしょ

うが、なかなかそうはいかないのです。登山くら

いのことで外交的トラブルを起したくないと、ネ

パールは考えていますね。ネパールがにげている

のは登山隊を送り出す国の推せんした登山隊でな

ければいけないということになっているんです。

日本ではそれが日山協なんです。HAAJのルー

トを開いたとすると日本からのルートが2本立て

になってしまいます。それではネパールとしても

困りますからね。もし、2つのルートが競争した

ら、ヒマラヤに詳しいスタッフが数多くいる方が

有利なわけです。そのためにも会員が、5000名に

もなりますといろいろな人がでてくるとおもいま

す。特別ルートを開くというためでなくて、会員

が多いことはいいことですよ。

柴田しかし、HAAJには有能なスタッフがい

るから、まあ、なんとかしましょうと政治力にも

のをいわせてやれないこともないね。

沖しかし、日山協としてもかなり政治力をもつ
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ていますよ◎だから、日山協に対抗しようとおもっ

たら、まず会員数が5000人くらいないですとね。

柴田会員は500人でもいいですが、なにせおよ

びごしでしていては何も仲々できないね。

沖まあ、あまり無理をしなくてもネパールに登

山隊はだせますからね。HAAJは日山協にも加

盟していますし……。

しかし、HAAJを通さねばヒマラヤ登山隊は

だせないということが仮にできたとすれば、ヒマ

ラヤ登山に行くには、かならずHAAJに加入し

なければならないとなるとHAAJとしては大き

いメリットになりますが。今は推せん状をもらう

ことはたいしたことではないのです。現在の協会

としては無理して別ルートを作ってもあまり協会

のためにはならないと思います。それよりチベッ

トとかブータンへ行くとか、なかなか普通ではい

けないところを開拓して行く方が面白いとおもい

ます。

鶯北たとえば、日山協から許可をとってヒマラ

ヤに申請言をだす。しかし、なかなか返事がこな

いときがありますね。それをHAAJを通せば早

く解答が来るということはどうですか。

沖今はそれもなかなかむつかしいのです。直接

ネパール政府にコンタクトしてはいけない。いわ

ゆる正式外交ルートでの解答を待とうということ

になっています。直接ネパール政府へ交渉して許

可を取るということは禁止されています。それを

して見つかると3年間は、その山岳会に推せん状

を出さないことになっています。というのは、そ

ういうことができれば皆んなが色々な手を使って

抜けがけするわけです。そうなればネパールも手

を上げてしまうし、日本国内もてんやわんやになっ

てしまいます。

鴦北日山協にしか返事はこないのですか。

沖日本大使館を通じて外務省、日山協と正式外

交ルートを通して入ってくるのです。そのために

現地の日本大使館にひとり登山係がいるのです。

今の協会では協会の会員になっておれば、たとえ

ばブータンへ行くルートが非常につかみやすいと

か、ネパールのトレッキングでも普通では許可で

きないようなところをとるということの方が大切

だとおもいます。しかし、心配なのはピラミット

の頂点の方はいろいろな研究会などで活躍してい

ますが底辺といいます。いわゆるヒマラヤニスト

予備軍である一般観光客がHAAJへ入りにくく

なるのではないかということです。ですからその

底辺をどうやって入会してもらうかということが

問題ですね。

柴田しかし、そういうことは一般旅行社が全勢

力をつぎ込んでやっているから、協会の方針から

いって無理なこととおもうね。普通に登れないと

ころを政治力で解決した方がいいとおもうが。

沖登る本人たちが一生懸命になるのはいいが送

り出す側としてはそこまで無理する必要はないと

おもいますね。送り出すスタッフが今の人数です

から、あまりその方に勢力をそそぐと一般会員へ

のサービスがおろそかになりますしね。特殊な隊

を送りだすことが協会のプラスになればいいが喜

んでいるのは遠征に行く人だけだということにな

れば意味はないとおもう。協会の組織を大きくす

るという力にはならないのではないでしょうか。

協会の隊ということなら別ですが、どこかの山岳

会の隊であるということでHAAJが利用される

だけです。もちろん、できるだけのことはしなけ

ればなりませんが、今の協会のスタッフにはそれ

だけの余力はないですね。

鴦北HAAJの場合、個人会員でなりたってい

るわけですね。

沖そうです。

鶯北日山協は法人関係がそうとう入っています

ね。

増田そうです。しかし、HAAJは法人会員を

入れない方針です。個人会員の方がセクトができ

なくていいですね。

鷲北日山協の窓口をそっくりHAAJに移すと

いうことはできないのですか。

沖登山審議会というのがあるのですが、その委

員の殆どがHAAJのスタッフということになれ

ば、それだけの会員がHAAJに入っていれば、

そうすることも可能だといえますが｡…･･･

鶯北今、日山協はどれだけの規模ですか。

沖3000団体くらいですね。日本で1番大きいで

すね。

柴田その次はHAAJですか（笑)。そんなわ
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けにはいかんですかね。

ヒマラヤのPRが大切

沖この間のコーリ氏の講演会をした勤労者山岳

連盟は人数は多いですがいろんな人が個人的に集

まっている「労音」と同じ性質のもので意図して

いることも全く同じです。加入している人にその

意識があるかどうかは別としても..…・・大衆活動

ですから動員力はありますね◎だから、映画会な

どしようとするとかなりの人数を集めるわけです。

｢労山」は組織としては大きいし立派ですが山に

入るには政治的な思想などは必要でないと私はお

もうのです。しかし、HAAJは「労山」のよう

な会員の集め方をしなければいけないとおもいま

す。でないとだんだん頭の上の方が高くなって底

辺がなくなって、おしまいにはひつくり返ってし

まう。そして崩れてバラバラになってしまう。結

局今の登山界のようになってしまいますね。

鶯北今のHAAJの会員となると同時にどこか

の会に属しているのですね。

沖ええ、殆どそうです。余り山、山といわない

で、いろんな層をもっと開拓していかねば、先細

りになるような気がします。高度の高い山に登る

人は研究会のようなものを開いて、そこで研究す

ればいいし、ヒマラヤ集会のようなものはだれで

も来て楽しめるような会にした方がよいとおもい

ます。

鶯北もし、集会などをもたれる場合、まえもっ

てエア・インディアにいって下されば多少の費用

ももちますし、映画などもお貸し致します。

柴田ありがとうございます。よろしくたのみま

すよ。

沖これから、もっともっとインドなどの旅行者

が増えるとおもうのですよ。だんだん日本も高度

成長をしてヨーロッパのような都会にあこがれな

いで、静かな田舎でのんびり…という人が多くなっ

てくるのではないかとおもいます。そこで、イン

ドやパキスタンなどヒマラヤ諸国がクローズアッ

プされると思うのです。

鶯北一般的な今までの例ですが日本人は非常に

欲ばりで色々、盛りだくさんのスケジュールが害

いてある方が企画しても受けがいいのです。若い

人はそうでもないのですが。

柴田夫人先日、ハワイへ旅行された人の話です

が、スケジュールがぎっしりで朝早くからバスで

飛び回って忙しいおもいで旅行して、結局日本と

同じだという印象をうけただけだったそうです。

鶯北昨年はハワイ、グアム、ホンコンへの旅行

者は日本が1位だったそうです。ボクがおもうの

ですが、グアムなど行くより、ダージリンあたり

で1週間すごした方が、はるかに良いとおもいま

すね。

柴田夫人ダージリンというところを知っている

人はいいですが、知らない人の方が多いでしよ。

鶯北旅行会社の人も悪いですよ。たとえば、あ

る新婚夫婦がダージリンヘ行きたいといったので

す。しかし、よくダージリンを知らない旅行社が

ハワイの方にしなさいといったんです。その人た

ちはどうしても行きたいとエアインディアに電話

をかけてきたのです。要するにインドやヒマラヤ

はよく知られていないのですね。ボクたちも一生

懸命、PRにつとめているのですが結局は口こみ

が一番大切ですね。

グアムでも知る人が余りいなかった。しかし、

若い人が出掛け慰安くて良い所だと人に話すこと

によって今のように爆発的な人気をうけてきた。

インドの場合は□こみで逆に悪く伝わっているも

のだからだめですね。飢きんでめしがくえないと

か、実際そういう村もありますがそうばかりでも

ない。インドの場合、流通制度が悪く食物なども

たくさんできるところとそうでないところがあり、

その両者の流通がうまくできていない。

増田だから、ヒマラヤ集会も数多く開催して、

ヒマラヤの良いところもみてもらうということも

しないとだめですね。そういう企画もむづかしい

でしょうが……。

鶯北もっともっとインドを知ってもらうために

も大いに集会をもってもらいたいですね。会員に

限るときめないで、どんどん新しい人にもみても

らいたいですね。

柴田私もできるかぎり出席しますよ。そろそろ

時間がなくなりかけましたので、この辺で終りに

してはどうですか……。
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沖話がこれまでのヒマラヤの旅の反省というよ

りもこれからのHAAJのことにむしろ中心が移っ

ていきましたが大いに結構だと思います。この座

談会はほとんど修正せずに「ヒマラヤ研究」に載

せてHAAJの皆さんに読んでいただき、これか

らのHAAJのあり方、そして皆さんのヒマラヤ

への思いを実行に移していっていただく上の踏台

として、あるいは議論のたたき台として役立てて

いただければと思います。
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どうも長時間にわたって有難うございました。

HAAJのますますの発展とこれまでの皆さんの

ご苦労に感謝をし、そして、これから1年あまり

インドで勉強される柴田さんのおじようさんのご

健康を祈りつつ終りにしたいと思います。

ヒマラヤ・トレッ［ヒマラヤ研究Ⅲネパール・上？

キングから再録したものである］



HAJの遠征をめく．って

日時

場所

出席者

1977年(昭和52年）2月27日

東京・世田谷

沖允人（前事務理事）

岩水竜峰（専務理事）

稲田定菫（前Exp研担当）

西郡光昭(1975年ヌン登山隊々長）

はじめに

日本ヒマラヤ協会(HAJ)は本年(1977年）

創立10周年を迎えた。この間、さまざまな遠征を

おこなってきた。なかでもHAJの専門部会の一

つであるExpedition研究会(Exp研）は「遠征と

は何か」を理論的に研究し、実践に移して確かめ

てみようという意欲的な研究会として活動してき

た。

1974年のラムジュン・ヒマール（ネパール）19

75年のヌン（カシミール)、同年のリシ・パハー

ル（ガルワール）はExp研の総力をあげてとり組

んだ遠征であった。いずれもそれなりの成果を得

ている。

さらにHAJは15周年を目ざして、ヒマラヤと

シルクロード大作戦(H&Sプラン）を企画し、

その一環として、8,000mll隊の登頂を組み入れて

いる。この遠征はこれまでの遠征経験をふまえて

Exp研が担当して進められており、カンチ計画と

名づけられているのがそれである。そして、カン

チ計画の"前哨戦としてプレ・カンチ計画も立案

された。

これらの計画を実行に移す前に、これまでの遠

征の総括的反省をしてみようということでこの座

談会は開催された。登山の技術的なことは、それ

ぞれの遠征隊でなされているので、この座談会の

主たるテーマは「HAJという組織から見た遠征」

という点にしぼった。

出席者は送り出した側として前専務理事・沖允

人と現専務理事・岩水竜峰、遠征を実行した側と

して前Exp研担当理事・稲田定菫、現カンチ委員

会委員長（1975年HAJヌン隊々長）西郡光昭の

4人である。

紙面の都合で割愛したり、整理した部分もある。

ご了解願いたい。（文責沖允人）

遠征組織と理念

<O>HAJの遠征はまず計画があって、それに

人が集まる。あるいは集まるということで遠征が

成立する。それには誰れでも能力に応じて参加で

きる。また、それらの遠征は誰でも企画すること

ができる。それが「みんなのHAJ」の一つのい

き方である訳です。

一方には少数精鋭でそれを実践しようという動

きもある。結局HAJで出す遠征隊はいろんな内

容と形式の遠征隊となる。そして、すぐれたメン

バーの構成にしようとすればたいていの場合混成

パーティとならざるを得ない、それがすべてのH

AJの遠征隊のベースであるといってもよい。
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しかし、現実には混成パーティがうまくまとまっ

ていないのではないか、HAJのささえも弱いの

ではないかと思います。会員はHAJ以外のどこ

かの山岳会に属し、それに加えてHAJにも属し

ている｡2重に山の会へつながっている。しかし、

その個々の山岳会とHAJとのつながりはほとん

どないといってよい。

<W>それが現実ですよ。

<O>だから、今は組織としてやって行く力が弱

いのではないでしょうか。

<N>これはメンバーの1人1人の資質にかかわ

ることになるが、即戦力になるかどうかとして考

えるよりも、HAJの隊は単一山岳会のメンバー

とはちがった合同パーティとしての組織に組みか

えて行きたいと思っています。

<I>組織の理念というか、企画力というかそう

いうことはきちんと1人1人に理解されていた訳

ではないが、とにかく何かをやろうというような

理念があったことについては間違っていなかった

と思います。しかし、遠征の実体の掴み方につい

ては甘かった。もっと遠征というものをきちんと

掴んでいければならなかったと思うのです。

例えばあいつはその能力をもっていなかったの

にあることをまかせた。そして結果的にはまかせ

たことができなくて遠征隊は大きな打撃をうけた。

というような点、それが遠征実務においては技術

的な欠陥となったのです。

隊全体としての動きも、予想と違って、この程

度の動きはしてくれ、この程度のことは実現でき

るのではないかと考えていたことができなかった。

見通しの不確定さというか、お互の能力を判断で

きるまでにはお互を知らなかったというか、お互

のむすびつきがあまかった、弱かったといえます。

<O>遠征にもいろんな型があるのだがそれに見

合うような人材が集まればいい遠征ができると思

います。ところが、Exp研のこれまでの遠征は、

遠征を企画した者とそれに参加して遠征した者と

の間に何か少しずれがあったような気がするので

す。

<N>たしかにそうでしたね。

<O>例えばこじんまりとまとまって行く遠征隊

もあってよく、それにはそういう人が集まってく

れればいい訳ですよ。

今回、計画しているようなカンチ計画だけが遠

征ではないし、あれが最高で唯一の遠征でもない。

遠征は幅広く奥の深いものだと思います。

そのような計画をするならその計画にふさわし

いメンバー集めて来なけりやいかん訳ですよ。そ

れができないところに期待値とのずれが生じる。

初めからそういうメンバーが集まることが予想で

きないのにそういうことを企画するという、いき

すぎの面もある。

そのギャップをできるだけ小さくしていかない

と今後も企画者のギャップというような、これま

でと同じような問題がおこりますよね。

<N>だからカンチの前のプレ・カンチの発想は

そこから出ている訳ですよ。よせ集めで、いい意

味で、一匹狼を集めてワシと行けば登れるという

考えはかえなければならないということでう。レカ

ンチ計画は始まったのです。このことはこれまで

Exp研の集中が集まってやってきた本来の行き方

とは違ってきている訳です。単一の山岳会で新人

が育って行くということまでやらなくてもそれに

近いところまでやらねばだめだという考えが出て

きたのです。

<O>企画にすぐとびつくのではなく計画をよく

見直す期間がないとね……。

遠征は荷物を上げればよいという単純な作業で

はない。思想も理解しないと企画と違った考えで

メンバーが参加してくるということにもなる。こ

ういう考えで登るのだということをメンバーに理

解させる期間というのがある程度必要だというこ

とですか。

<I>そうです。だからカラコルム計画をプレ・

カンチ計画としてカンチの前に立てたわけで、偵

察という目的もあるが、山をどんな風に登るかと

いう偵察の意味だけでなく、もちろん、それも重

要だけど「一つの完結される山」が必要というこ

ともあってこの計画が生れたのです。

つきつめるとこのプレ・カンチ計画が成功しな

ければカンチ本番の計画の成功はあり得ないとい

うことです。

<O>第一次試験のようなもんですね。

今までは企画があって、それに隊員が集まって
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遠征に行った。それがあまりよくないということ

で、まず隊員が自分で計画の理念を考えてみると

いう期間をおく。いわゆる、ワン･クッションを

入れるという計画なんですね。

<N>そうです。

<O>大きい遠征を企画するなら、その成果を見

て、次の遠征を考えるというのは良い方法だと思

います。一度でさっと登れるような6,000m級の

山ならそんな必要もないと思います。半年ぐらい

の準備期間で行って登ってくるということでいい

と思いますがね。

HAJの遠征

<O>それにしても、HAJの遠征隊は山があっ

てから話が始まる。しかし、単一山岳会ならたい

ていの場合まずメンバーがいて、すなわち人がい

て山が始まる。あいつもいる、こいつもいる。こ

の連中の好みなら、そしてこのメンバーならこの

程度の山が登れる、あるいはトレーニングを積ん

で登れるようになるということで山が決まってく

るのでしょう。まず人から遠征は始まる。しかし、

HAJの方は山があって、この山に対してこれこ

れの山登りをしたいやりたいということから遠征

が始まる。単純に割切れないが、と､つちかという

と、遠征計画の対象があって、それから遠征が始

まるといってもよいと思います。Exp研がこんな

山をこのようにやったらいいと考え、人を集め、

トレーニング計画を立てる。今度のカンチ計画も

そういうことになっていますね。いきさつはいろ

いろあるし、原因と経過はいろいろとふくそうし

ますが……。

<I>そうですね。日常の登山活動がベースになっ

て、そのつみ重ねが遠征として出てくるという遠

征の発想はHAJの場合弱いですね。目標が決ま

り、日程が決まって動き出す。スケジュールによっ

て活動するという要素が多い。

<O>それをもっと広げていけばね。K2をバリ

エーション・ルートから登るとか、エベレストを

中国側から登るとかいう政治的にも技術的にもむ

つかしい目的を設定すると、当然、よりよい遠征

隊を組織する上に合同パーティ、国際パーティと

いうことにならざるを得ない。そういうどんな遠

征でもこなせるというようにするには、いわゆる

混成パーティで充分こなせるという幅広い実力を

つけたい訳ですよ。どんな遠征もこなせるExp研

であり、HAJでありたい訳です。ラムジュン遠

征だってそういう動きの一つだった訳です。又、

それが意図されていた。しかし、行った人はそう

いうことを頭にあまりおいていない。山にのめり

込むというか、山を登ることだけにウエイトがか

かってしまう。それはそれで精一杯やった。与え

られた困難な条件の中でそこまでしかできなかっ

たということで一応満足すべきでしょう。

だが将来はどういう遠征でも出せるという体制

のHAJでないといかん訳です。どういう遠征隊

でも組めるというメンバーと体制とがなくてはH

AJの存在意識は薄れます。

<I>HAJの遠征は目的の山なり、対象なりが

先行するということは、これからも是非考えなけ

ればならないと思うんですよ。

<N>山の名が出てくる以前の、人間の面から固

めていこうとすれば、HAJのような会の中でE

xp研を作ってやって行く必要はない訳です。人

間を一歩から養成していくというなら単一の山岳

会と全く同じことになってしまう。

<O>だから人が入れ変わっても、HAJの遠征

の思想や、やり方はずっと続いて行くというのが

理想的なんです。当然、計画によって人は変わら

ねばならないですが、人間は入れ変ってもいいん

です。大事なことはHAJとしての哲学が生きつ

づけるということでしょう。

前回の遠征に行かしてやったんだから今後は送

り出す方を手伝えという、そういうやりかたでH

AJとつながって行くのではHAJの遠征は続か

ないし、続ける必要もない。しかし、人は変わっ

て行っても思想は続くということで遠征を続けた

いと思いますね。

<W>そうです。同感です。

<O>しかし、今までのHAJの隊が、そういう

思想の流れがあって遠征をやってきたかというと、

ちょっと疑問に思えるのですよ。一つ一つの遠征

が単発だったという気がします。それはこの遠征

が何を意図して計画されたかということを参加し
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た人がよく理解し、共鳴していなかった。企画を

したExp研の会員がそのへんのことをよく考え伝

えていなかったからではないかと思います。

<I>別の言い方をすれば、今までの遠征はハプ

ニング的なことから始まったといえるのです。

<O>とにかく一度やってみようということです

ね。

<I>それに、外部の情勢の変化に機敏に対応し

ようということもあったんです。はっきりはしな

かったが一つの思想をもってはいたのですが、ハ

プニング的な要素も入ってきたので混乱したとい

うこともあります。思想が全くなかった訳ではな

いのです。

<O>メンバー1人1人はおそらく考えをもって

いたと思うのですが、Exp研としての大きな流れ

はなかったのではないかと思うのです。極端にい

えばみんなテンデ・バラバラに理想の火をもやし

ていたということですね。そういうバラバラの考

えで遠征に参加していたといえます。それが、ユ

ニークな企画趣出なくて、ある企画が提供されそ

れにハプニング的に便乗するという一つの原因で
もあると思うのです。議論ばかりしても実らない

からひとつ行ってみよう、ということでやったの

がラムジュン遠征だったのでしょう。

<I>あのときは送り出す方としてもその点、不

安がありましたね。

<O>いずれにしても組織の問題はむづかしいも

のです。とにかく核になる人がいなければ組織は

続かないと思います。

ラムジュン計画はその核がはっきりしないとい

うか、一つにしぼられないままに遠征を実行した

といえます。

いずれにしてもExp研は本来、Expeditionの研

究をする会だった訳ですが、研究もロクにやらな

いで実行ばかりに重点を置くというきらいがあっ

た。今後、Exp研はこれまでのような登山の行為

にウエイトを置いた遠征を続けるなら、研究会で

はなく、実行のプロジェクトチームとして再発足

すべきだと思います。実行のための研究はおよそ

研究などというものからはほど遠く、資材集めに

すぎないでしょう。

これは現在のExp研についていえることで、現

Exp研委員長の山倉さんも「現在のExp研のあり

方につきましては、私としましても、いささか考

えるところがあります。この前も冗談に「今の情

況では、研究会でなく、Expクラブにしたらどう

だ」と言いましたが、たしかに一つの遠征計画が

出ますと、それに参画する者のみの活動に集中し

て他の会員はその渦からはじき飛ばされてしまい

ます。これをどうするか考える必要があります。

またExp研の総括者としてはっきり決まった者

が居らないので最後のまとめでHAJとの関係、

将来へ向かっての変化など適確な洞察による決定

がなされないことが多くあります。そのためにひ

とつの決めが転々として変っていってしまう」と

嘆いておられます。よく考えるべきだと思います。

ラムジュン遠ｲTFのこと

<O>次に、個々の遠征について考えてみたいの

ですが、先にも話の出ていたように、あの遠征は

Expeditionのテストケースとしてやってみようと

いうことだと考えていいですかね。

<I>それとは少しニュアンスが違っています。

あの話が出たのは1973年の4月で、その前の年

の段階では、翌年に遠征をやろうという気は少し

あったが、実際に組織を動かしてやろうという気

はほとんどなかったのです。

たまたま、そこへ、ラムジュンの許可がとれそ

うだというニュースが入って、それでは、という

ことでやった訳で、始めからテストケースでとい

う意図はなかったんです。それにのっかってやっ

ているうちに、やはり形ができてきた。準備の過

程でExp研の活動を考えだしたということです。

<O>そういう意味ではラムジュン遠征は第1回

のExp研の遠征としては少し早すぎた。もう1年

位あとでラムジュンの遠征はやればよかったので

はないでしょうか。

<I>そうですね。それまでのExp研の動きとラ

ムジュンとはスムーズには連絡していなかったん

ですね。

<O>ラムジュン・ヒマールはネパール人のため

にとっておかれているんだという噂があったのが、

外国人も登れるということがわかった。それでは……
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というチャンスも大きかった。このあたりのニュー

スの掴み方は、HAJは実に早いですね。結局は

イギリス空軍隊が初めに行ってHAJは第2登と

いうことになったが、本当はもう1年あとに出し

たらもっと充実した隊になったと思います。

<I>その“たまたま”ということが、そのあと

のヌン遠征にもガルワール遠征にもいえるのです。

<O>企画の方が一呼吸早いんですね。山の決り

方が一歩進んでいるといってもよいでしょうか…。

<I>その企画もExp研が発想したのならまだし

も、みんなExp研以外から出されたアイデアに乗っ

たんですね。

<O>それに、簡単に乗ってくるということがE

xp研究の理念の弱さを物語っていたともいえま

す。

「オレはこのようにやるが、その計画はおことわ

り」というようにならなかったんです。しかし、

今は違う。これからのヌン、サセル、パミールの

計画にはExp研はのってこない。それはそれでい

いことです。ラムジュン当時のExp研ならすぐと

びついてきたということです。

それにしても、Exp研は自分の遠征をもってい

る、Exp研はしっかりしてきた、といえますが、

しかし、それはそれで一つの重大な決意といえま

すね。自分が決めて、自分がサイコロをふった遠

征だから責任はすべて自分、すなわち、Exp研に

ある。このことはしっかり自覚してもらいたいも

のです。計画の成功も失敗も鍵はExp研が握って

いる訳です。しかし、Exp研の人のこのあたりの

認識は未だ甘いのではないでしょうか。資金計画、

遭難対策についてもこれまでのような不安定さで

は困りますね。いずれにしても責任重大という訳

ですね。ともかく、これまでのExp研が他人のた

てた計画に簡単にのってきたということは、自分

のモノがなかったということかも知れません。

とにかく何が何でも遠征に行きたいという人が

Exp研に集まっていたから短期間にまとまった訳

ですがね。さそった方としてもタイミングがよかっ

たということです。

<N>しかし、遠征の発想仕方、実行段階の甘さ

はいまだに残っています。一連のカンチの計画が

出てきたが、カッカとしてやるということでもな

いんです。基本的には、Exp研の考え方はあまり

変わっていないのではないでしょうか。

<O>多少は修正されてはいますね。

<N>ラムジュン遠征の頃からくらべれば、3隊

の経験がありますからね……。

<O>ラムジュン遠征は言うならばタナポタ式と

いうことだった。でも、タナボタをしっかり受け

とめて、充分モノにしたということです。Exp研

にそれだけの力はあったんですよ。

<N>そうですね。でも、いまだにタナポタを期

待する雰囲気はまだ少しは残っていますね。

<O>自ら考え出して遠征を企画するということ

が弱いんですね。まあ、よせ集めというか、HA

Jに入ってくるような人はもともとそういう他力

本願的資質をもってくる人が多いんです。自分の

仲間で遠征が組織できる人はそっちへ行ってしま

うと思うんです。しかし、いろんな理由で、人と

の関係、職場の関係などのことでも自分の思うよ

うな隊ができないということでもHAJに入って

くる。それは、RCCⅡの隊でもそういう傾向が

あります。

<N>今度もカンチの計画があって、もう一方で

ハルディオルの計画があって、結局はハルディオ

の計画は引込んでしまったが、このことはケンケ

ンガクガクとやった訳ですが、それはそれでよかっ

たんです。ああいう対立する計画があって議論が

進むということは遠征を煮つめるにはいいことな

んです。

<O>「与えられた菓子を食べるか食べないか」

という話だと簡単ですからね。自分で菓子が作れ

るかということを考えなければならない訳です。

<I>とにかく、基本的な思想については余りか

わしていないのに、方法論についてはにがい経験

を経てきたので慎重になってきています。そうい

う意味では進歩したと思います。

<O>とにかく、タナボタであったにしろ、ラム

ジュンという良い山に登った。遠征隊そのものに

ついては大成功だったです。

ただHAJとしての理想の遠征隊であったかと

いう点にだけは疑問はありますが……。遠征隊自

体はもちろん現地では細かいトラブルはいろいろ

あったが、とにかく一応仲良く帰ってきましたね。
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O

ただ、送り出しの態勢がととのってから出なかっ

たという点と帰ってきてから、この遠征を材料に

してよく反省していない点が惜まれます。その点

がHAJとして双手をあげて大成功といえない点

です。

<W>結局、プランと実行はあったがチェックが

されていない。チェック、すなわち検討があって

一つの計画が終る訳だけど、ラムジュンにはそれ

がなされていないから、あとへのつながりが弱い

ということです。チエックをいかにするかを考え

ることが次の段階ですね。

<O>企画し、実行し、検討しなければ、ただ遠

征に行った、山へ登ったというグレードの低いお

遊びにすぎないことになる。その意味で報告書を

タイムリーにきちんと出さない隊はお粗末といわ

れても仕方がない。報告書をまとめる段階で隊員

はその遠征を反省するものです。

<I>ラムジュンが帰ってきた時点では一応の検

討はしたんです。しかし、もう次の遠征が始まっ

ていた。だからもうおそすぎたというか、送り出

すのにかかり切りにならざるを得なかったという

ことも検討を十分できなかったという理由の一つ

でもあるのです。かなり、反省もし、それを次の

遠征に生かそうとしたんですがね。チームの成立

と新しく送り出すという遠征が2年続いたという

点が、スケジュール的に無理だったと思います。

<W>検討をし、反省をしたがそれを生かす時間

的な余裕がなかったんですよね。

<O>矢継早という感じだった。

<I>しかし、生かされる点はすべて生かしてい

ますよ。

<O>ラムジュンの隊員があの遠征だけで終わっ

てしまわず、続けてかなりHAJJPExp研に協力

してくれ、今でもいい人間関係が続いているのは、

大きいささえになっていますね。

<N>かなり大きいし、有難いことです。

<O>報告書をなかなか出さないことなと､、文句

をいいたい点はあるが、HAJとしてはそれより

もよい人間関係ができている点が嬉しいことです。

Exp研の骨格をなしているといってもよいですね。

ヌンとガルワール遠征

<Q>それにしても次のヌンとガルヮール遠征が

すぐ動き出したという点が性急だったね。

<I>次の計画が動き出したのが1974年の2月で

したからね。あの時はラムジュンの準備の最盛期

だったのです。平行して遠征をしたようなもんで

した。

<O>はじめからインドとの合同隊でヌンをやろ

うとしていた。ああいう外国人のみで入城できな

い地域へ入るにはどうしても合同隊、国際隊にな

らざるを得ないという考えで、始まっていた。許

可がなかなか出ないし、あてうまでガルヮールも

申請した。ところがヌンもガルワールも両方とも

許可が出た。しかもヌン隊がプレに入る予定がビ

ザのトラブルでおそくれにおくれガルワール隊同

時にインドへむかうという事態になった。そこか

らヌン隊の苦労が始まった訳ですね。

今から考えれば、両方許可がきた段|浩で大英断

でもってガルヮールをやめるべきだったと思うん

です。

<I>たしかに、ヌンの遠征の場合は発生までは

ラムジュンの遠征よりもスムーズだったし、外か

ら与えられたという形で出た遠征計画ではなかっ

た。

もともと空さんがヌンを考えていて、当時はあ

れは合同ではないと許可は出ないということで進

めた。その空さんが途中で病気で隊長をおりたと

いう点も大きい障害だった。

<O>残りの隊員全体に合同隊をやりとげるんだ

という意識が少なかったんでしょうね。

<I>ただ、あの場合、合同隊の意識が少なかっ

たというのはいろいろ事情もあるんです。

許可を取るためにということで合同隊で進んで

きて、計画が大方組まれた1974年7月の時点で、

ラダックがオープンされて、ヌンは合同隊をくむ

必要がなくなった。

それよりも隊の成立、そして出発、それに大半

の勢力を使わされれたのです。あれがあまり隊の

構成や、情勢が変動しなくて、始めのままでいっ

たとしたら、もっと合同隊としての成果が上って
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いたと思います。当初計画したメンバーと行った

人間とではガラッと変わっているんですからね。

<O>合同隊としての意義を意識しないで、とに

かく行こうということになったのですね。

<I>1975年2月頃の時点では合同隊としてどう

すべきかについてはExp研でかなり議論した訳で

すよ。ところが、カシミール側隊員の減少という

こともあったりして、合同隊が半ば崩れてきたと

いうことです。結局は合同隊でなくなってきた。

そうなってくると隊員の方としても合同隊として

の意識が薄くなってきたということもあります。

あれが50-50の合同隊ならもっと合同を意識した

と思います。しいていえばリエゾン・オフィサー

ともう1人インド人隊員が加わったということで

すからね。

<I>ヌン遠征は頂上に登れなかったということ、

その後のチームもあまりうまく行かなかったとい

う原因の一端はガルヮール遠征を同時期におこなっ

たというところに大きな成否の岐路があったと思

います。

<O>ガルヮールもやめるにやめれないという事

情にはあったが、ドライに考えればあれはヌン遠

征隊一本にしぼるべきだったね。一本にしぼった

としてもヌンが同じように登れなかった、あるい

は成功したかも知れないが、もう少しすっきりし

たと思う。1年位延期してもあの年はヌン1本に

しぼればよかったんだね。

<W>次の遠征に大きく生かした方がよかったか

も知れなかった……。

<O>勢力が2分された。空さんの「どうしても

頂上に立ちたい」という考えがうすれた。山森さ

んなんかは彼の山登りの態度としてバリエーショ

ンから登りたいという考えがあったからね。

ただ、あれを企画した意図からいえば、ヌン、

サセル……とつづけたかった訳ですからね。まあ、

しかし、曲りなりにもヌン遠征は終わったんだか

ら、あの火をたやさずにもやして行かなければな

らないと思うんですよ。

空さんはヌンの継ぎにはサセルそしてカシミー

ルからカラコルムヘということが頭にあったんだ

と思うんですよ。そのためにはまずヌンで成功し

て、という考えがあった。でも、空さんが行かな

いのにその考えを他人に押しつける訳にもいかな

いし……。

<I>もう一つは状況の変化に対しての判断が甘

かったといえます。ヌンとガルヮールと両方やる

べしというのは、長野で、6月初めに決めたんで

すよ｡その時点以降、沖さんがインドへ行ってい

て渉外を進めていた。そのころは両隊を出すこと

について、資金の面、人の面、送り出す面も含め

て細かく分析していた。そして、大体可能である

とふんでいたのです。

<O>もちろん、これは結果論だからいえること

ですが、もし、ヌン遠征が予定通り6月に終って

いたらもっとスムーズにガルヮール遠征は行って

いた。ヌン遠征が8月になだれ込んだという点が

決定的な悪条件だった。西郡隊長も帰国しなけれ

ばならなくなったし……。しかし、もうあの時点

ではガルワール遠征もやめる訳にはいかなかった。

そういう事態がまさかおこらないだろうというよ

うな甘さというか遠征のむつかしさというか……。

それが大きな曲点だったね。

<N>これでやれるんだという判断が甘かった。

シビアさがなかったというか、余裕がなかった訳

ですよ。

<O>そうです。ちょっとどこかで崩れたらうま

く行かないという要素があったんです。あれがガ

ルヮール遠征がもう1年あとということならヌン

遠征にもあんな混乱はなかった。誤算といえば誤

算、不運といえば不運です。もちろん、あくまで

もあとにすればよかったというのは結果論ですが…。

しかし、結果は重大です。世の中は結果で判断さ

れることが大半ですから。口惜しくても仕方がな

い。世の中はそういうものでしょう。

中心人物の重さ

<I>主要なスタッフは、見通しを立てておくと

いうこと、自分が行けなくなったらどうするかと

いうことまで考えておく必要はありますね。致命

的なダメージをあたえますからね。

<N>ヌンのパーティはいわゆる空さん発案だっ

たから、「この指とまれ」といってやってきた連

中の肝腎の親指がぬけてしまったのだから、そし
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てあとは、つぎはつぎのようなことでメンバーを

構成したんだから、弱くてあたり前ということに

なります。

<O>それはそうですが、HAJのそれまでの交

渉のいきさつからいっても、ヌンをやめる訳には

いかなかった。そこに苦しみがあった。空さんが

やめると崩れ易い隊だったのも事実です。構成の

弱さ、そして、空さんがやめてあとのサポートが

病気のせいでできなかったという無理からぬ点は

多いが、しかし、もっと、あとのことを考えてお

くべきだったと思います。やめた人が平隊員なら、

ああいうこともあってもやむを得ないが、中心の

隊長またはそれに準じる人はそういう意味の重味

があるのですよ。

これらのことも考えて、今後は人選を考えなけ

ればならないということでしょう。

<N>はじめはキシュトワールのトレッキングと

ヌンの登山をやる予定だったんですよ。あの頃は

あまりキシュトワールは知られていなかったです

からね。ヌンは清水、空、キシュトワールは浜、

西郡でやるという予定だったんです。

<O>いずれにしても、中心人物には良いも悪い

もすべてがかかってくるということですね。

<I>覚悟してひきうけねばならないということ

です。

<O>いいときばかりではないし、あらゆる重味

に耐えなければならない。西郡さんなんかもそう

いう意味で重い荷ばかり背負っていますね。

<N>悪い連続だね。大学の遠征のときから始まっ

てね。（笑）

よくぞ乗り越えた障害

<I>結果的に見ればヌン遠征はすごい障害の連

続だったが、よくあれでほうり出さなかったと思

いますね。これは高く評価すべきですよ。

<O>メンバーも少ないしね。しかし、なおかつ

あれだけの山登りをやったということはすばらし

いことです。もう少しで登れたんですから…。順

調にいったとしても、あの程度もいかないことも

ある。それがあそこまで登ったという点は高く評

価されてよいですね。でも本当に残念だった。山

森さん、保坂さんの気持が痛いように分かります。

<I>余裕があればまず西稜から登り、次いで北

稜ということになっただろうが…･･･。

<O>やはり、山森さんなら一ばつ勝負となれば

駄目でも北稜の初登筆にかけてみようという気に

なる訳でしょう。

<N>それに、みんなはじめての遠征だったしね。

2隊を支える

<I>ともかく同じ年に2隊を出しましたからね。

2隊を支えるというのは今考えても大変でした。

綱渡りの連続だったですね。

<O>あれで事故が起ったら大変だったね。

<I>とにかく限界を感じました。

<O>もちろん稲田さんがいなければできなかっ

たことだし、それはみんなよく知っている。逆に

いうと誰れか中心になる人間が1人いれば、稲田

さんほどの能力とやる気があれば、あのくらいの

遠征は1人で切りもりできるということでもある。

もちろん誰でもやれるということではないですが…。

<I>1人1人のメンバーを支えるのが大変でし

たね。会社に話をつけなければならん、これが片

付いたら、奥さんの説得、仕事のこと、とにかく

次々と問題がおこるし……。個人の問題までもか

かわらねばならなかった点から見て、そういう点

での隊の弱さはあったと思うね。

<O>組織が充分ささえていなくて、稲田さんが

大半をささえたということだから……。稲田さん

に足をむけて寝られぬ人が多い訳だね（笑)。H

AJはやめても稲田さんには借りが残るというこ

とですね。（笑)｡その点、HAJはほとんど支え

ていない｡HAJの組織としては支えることはあ

えてしなかった。冷たいようだがそれがExp研を

鍛えることになる。

<W>個人的な問題は個人的に解決しないと…。

組織に甘える、たよるということはイージーな態

度になる。同じカマのメシで育った会員ではない

からその辺はドライに割切るべきでしょう。もち

ろんできるだけのことはするが……。個人的な問

題もクールにとらえないとね。

<I>クールな扱い方も余裕があればできるんで
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すが……。

<O>遠征隊の母体なりが個人的な問題もやらね

ばならないということではなく、やってやれば助

かるということね。その辺のけじめははっきりし

ておかないと甘えが生じる。やらねばならぬこと

は生命をかけてもやる。しかし、そうでないこと

は、できればやるという態度はもっていた方がよ

い。

やってもよろしいというサービスとか親切心と

かは、要するにやってもやらんでもよい訳です。

しかし、それを続けているとやってもらって当然

ということになる。さらに進んでくると、まかり

まちがえればやらない方が悪いようにいわれてし

まう。逆うらみになる。これが人間を甘やかすも

とになると思います。

<I>何事においても“オンブダッコ”というの

はやめとくことですよ。

<O>そうです。余裕があれば隊員の勤め先に頭

を下げに行ってやるのもよいがね.．…．。

もう一つの遠征を

<W>ガルヮールは単独のパーティとして反省す

るよりは、ヌンと同時に2隊出たということから

からみ合わせて考えるべきですね。

<O>隊自身としてはよくまとまっていたし、登

l｣｣も成功した。ただ、あれが出たためにヌンの隊

が弱まったということもあります。

それと2隊の時期が重なって悪かったね。

<W>ガルワールはインドの知られざる山という

か新しい山を見つけ出して登ったという点で成果

が大きかったと思うんですよ。

<O>HAJの未知をさぐるという別の遠征への

アプローチとして面白かった訳です。人のあまり

入らない地域へ行く。広がりを求めるというか、

ああいういき方も続けていきたいですね。

<I>ああいういき方の遠征をおこなうのにガル

ワール隊の構成はぴったりのメンバーだったんで

す。

<W>HAJとして、あの11寺期としては、規模と

いい地域といい理想的な隊だったのではないでしょ

うか……。

<O>よくまとまっていたね。

<I>それも準備段階から見れば、いろんな問題

があった。中心になる人間がうまく引っぱったか

らよかったともいえます。

<O>ガルヮールは行って帰ってきた時点で考え

てみてもIMFともうまくいったし、リエゾンと

もいい関係を得たし、よかったですね。

これを軸にしてIMFとつき合うとか、そうい

うことも考えるべきですね。

<I>そして、それぞれの隊がラムジュンのメン

バーのように、次の隊にうまくつながっていった

という点も大きい成果でした。

事務局のこと

<O>遠征事務局と留守事務局は別のところにお

くのがいいし、担当者も別にする方がよい。これ

までの隊はその点うまくいったし、今後もそうあ

りたいと思いますね。

<I>カンチ計画も本事務局はHAJの東京にあ

るが隊の事務局は別のところ、留守事務所も別に

おく、というシステムにしています。

<O>留守事務局は遠征の間のみひきうける方が

いいですね。遠征隊がまだ日本にいる間は遠征隊

事務局を窓口にする方がよいのです。どうしても

行くものと留守を見る人との間のギャップがあり、

遠征の方はどんどん進むが、それがいちいち留守

事務局へ連絡とれていないことが多いからです。

ヌン、ガルヮールは小島さんのところを留守事

務局においてたが彼はよく働いたね。

<I>こまめに、いろいろ連絡を出してくれたり、

よくやってもらえた。やはり、遠征経験者である

からでしょうか。平常の彼のノンビリムードらし

からぬ動きだったですね。

<O>帰ってから小島さんを囲んで何か、会でも

開いたんですか。留守事務局の人間は、遠征に行っ

ていた人が喜んでくれ、有難いと思ってくれるこ

とが唯一の喜びですからね。有難がってもらった

ということは分かっているんですが、ちょっとし

たお土産を買ってくるとか、反省会のとき招待す

るとかという何か形にあらわすことが必要ですね。

現地からはもちろん手紙はできるだけ出すこと
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も必要でしょう。私が世話したいくつかの隊の中

にも「行ってきました」のハガキ－本も出さない

で平気な隊もあったし、反省会を開いたらしいが、

出席してくれという連絡もないという隊もありま

した。反省会は行った奴だけがすればいいのでは

なくて、送り出したり、留守をしたりした人、家

族も友人も含めてやるのが理想的なんだと思いま

す。HAJの遠征はHAJとのつながりはもとも

とうすいが、せめて留守事務局には人並のあいさ

つはして欲しいと思うね。

<I>小島さんには、その点、できるだけのこと

をやったね。

<W>留守事務局も隊員の1人だというくらいに

考えなけりやあね……。

<O>留守事務局というのが一番遠征の中ではむ

くわれないんですよ。出発後のゴタゴタの処理は

かかってくるしね。いずれにしても小島さんはよ

くやったね。感謝状を送らにゃいかんね。（笑）

とにかく留守事務局としての機能はほぼ完全に

はたしたね。山倉さんの蔭のサポートの力も大き

かったが……。

<W>ガルヮール隊員の今野さんの休暇延長の処

理のときもよくやってくれた。

<I>今後の計画ではもっと大きい仕事がかかわっ

てくるから留守事務局は大変だね。

<O>渉外隊員と同じくらいの力がないとね…。

とにかく、突然に事がおこり判断し、処理してい

かなければならないから…。H&Sプランで多く

の登山やキャラバン隊、調査隊、ツァーが出て行

くと、たいてい1つや2つのトラブルはおこるか

らね。

<I>そうなると事務局はコマメならよいという

訳にはいかんからね。

HAJデポのこと

<O>装備の現地デポの考えは昔からあって、い

ろいろ試みたが、必ずしもうまく行っていない。

要は良い管理者が必要なんです。使う方にも問題

はあるが．…･･・ネパールのようなランジャン氏と

いう常駐の人が管理していてもはっきりしない。

使う方にも問題がある。例えばポールが足りない

といって、他のテントのものを勝手に切ってしま

う、というようなこともあった。デﾘｰでは部屋

を借用していたがその家主とのトラブルもあった。

もちろん、誰れも悪意がある訳ではないですが…。

インドではあまり多く外国人が出入りすると税務

署や、警察が目をつけるということもあるし…。

家主にも迷惑をかけたし、いろいろとむつかしい

問題もありますね。

<I>でも、デポは何とか続けたいですね。とに

かく倉庫のようなところでも借切るかしてですね。

<O>以前は宿泊もできるということも考えてい

たからね。何しろデリー事務所ということでケー

ブル・アドレスもおいたから.…．．。

<N>とにかく寝泊りされては家主もたいへんだっ

たね。

<O>誰れか分からない人がきてもHAJの人な

ら嫌だともいえないし……。

<N>とにかく、別の専用の入口から入れるとこ

ろでないといけないんです。

<O>とにかく、現在のデポ品を整理し、今後は

消耗品などはデポしないことにするんだね。

<W>とにかくデポは有効な方法なんだが･･･・サ

セルとかヌンとかカンチとかの遠征を続けるなら、

ともかくデポはしておきたい。これは今後の問題

として倉庫を借用するという方向で進めたいと思

います。家賃は1カ月300RS位だからね。

遭難対策のこと

<O>3隊を通じて、遭難対策をよく考えておく

必要があったと思うね。保険をかけておけばそれ

でよいという訳でもないから……。

<W>幸い、今まで事故がなかったからいいのだ

が、カンチのような大きい計画をやると、当然こ

のことを考えておかねばなりません。新人から養

成して行くやり方、いわゆるタテ社会の組織なら

統制もとり易いのでしょうが、いわゆる一匹狼が

集まってやるというところにお互いの常日頃の一

緒の登山活動や、日常的なつき合いが少ないとい

うことから、この点、多少問題がある。これから

の遠征についてこのことが一番心配です。

<I>今までの3つの隊は、個人の力量、チーム
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の力量と山とのバランス、その間にかなりのゆと

りがあったから、あまり緊迫した事態もおこらな

かったともいえます。もちろん、多少はありまし

たが…。しかし、これから大きな遠征をやるのな

ら事故というようなことも考えなければなりませ

ん。これからの遠征はカラコルム、カンチとだん

だんとわれわれのチームの力量と山の困難さとの

差がちぢまってきています。危険度は高くなって

いるんですからね。

現在では、カラコルムは充分やれると思ってい

るがその見通しは甘いかも知れない。われわれ個

人個人の力、チームの力をはるかに上まわってき

て、そこで事故がおきるかも知れない。そういう

可能性はある。しかし、私たちの方も能力が上っ

ている。こうなれば、われわれと山との競争です

よ。それがどこまでやれるかということです。カ

ンチまで行きつけるかということです。

そういうことでだんだんと山はむづかしくなっ

て行くので、今までとは違ったチームを作ってい

かなければならないし、緊急事態の発生のときも

考えておかなければならない、そうしないといつ

か山にまけてしまう。

<O>そう大きな金を積んでおく必要はないが初

動資金として200万円から300万円の金があれば、

すぐ誰れかが行かなければならないような場合も

ともかくお金だけは困らないしね。

パスポートの発給も時間がかかるので、とにか

く万一何かあったら4～5人は出ていけるという

体制にしておいた方がいい。少なくとも、Exp研

の中心の人は常にそのつもりでいることでしょう。

その点では今まででも、緊急の事態のときは誰

かがとんではいたけどね。

<O>たまた清水さんなど適当な人がいたからい

いけれども、いずれにしても、誰かが出ていかな

ければいけないという覚悟をしておいた方がいい

と思います。アクシデントを処理できる能力があ

る人でないといけないし……。今回だって西郡さ

ん、稲田さん、清水さん全員が出ていったとする

と、あと何人もいないように思われます。

<I>大変なのは遭難対策というよりも遭難の事

後処理ですね。

<O>緊急処理本部だね。

<I>お金も常時プールしておくのがよいが、必

ずしもその必要はないですね。どこかから調達す

るメドさえついておればいい。

<O>しかし、といっても、誰が出すかと迷うだ

け無駄な気を使うことになるから、やはり基金と

いう形で積んであるのが理想でしょう。今は幸い

に法人化のために国債として若干積んである金が

あるからいいが、これまではちょっと心配だった。

<I>Exp研基金も当初はそのために積み立てた

のです。今でも一応Exp研基金は凍結してはあり

ます。基金の集め方もいろいろ問題はありますが…。

<O>そのようなお金が一番切実に必要なのは遠

征に行く連中なんです。だからHAJ基金にもE

xp研会員から積極的に応募してもらいたい訳で

す。しかし、現実は冷たいところもある。他の会

員は、あの基金は自分のために使ってもらうとい

う機会はほとんどないでしょう。出版のためなど

で間接には恩恵をこうむりますが……。

<I>HAJ基金は遠征資金として使えるのです

か。

<O>使えないことはないです。あの基金には主

として3つの用途があります。それは、遠征資金

として貸付、緊急事態の処理、会の事業への貸出

しです。

<W>ただ、今は額が多くないから遠征資金とし

ての一時立替金貸出しはできないのが現状です。

<O>これからはHAJの名で遠征に出る人は1

人5万円位の金を基金としてデポして行って欲し

いですね。この夏出るパミールの隊の人にもいっ

てはありますが…。それは行く人自身のためです

からね。H&Sプランに参加する人もそれは呼び

かけてはいるんですが、思うように集まらないの

が現実です。これがHAJの会員のつながりの弱

い点のあらわれの一つかも知れません。

<N>これまでのヌンやガルヮールは1人5万円

位はデポして行きました。しかし、ヌンの遠征に

トラブルがおきたこともあって遠征のために使っ

てしまったのです。

<O>本来なら、遠征が終了するまでは手をつけ

てはいけないお金ですよ、供出してもらうわけで

なく、一時HAJにデポしてもらうことですから…。

この件は会員によく呼びかけて協力してもらわね
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ばならないね。

<I>私自身も、HAJ基金の性格がよく分から

なかったからちょっととまどった点もあったがそ

のような遠征にも利用できる。緊急事態も使える

ということなら、よくPRしてもっと多く集めな

ければなりませんね。

外国との交流を深める

<O>人とのつきあいというものはどこで生きて

くるかもわからない。碁のステ石のようなもんで

ね。例えばクリスマスカードを送るとか、その程

度のことでもよいからやっておくべきですね。H

AJのこれまでの多くの人がそうして各国との、

人とのつき合いをささえてきたのだから……。E

xp研究会としてもHAJとしても今後も考えて

行かねばならないことでしょう。ダージリンのH

MIとのつきあいも、コーリ氏や副校長のナワン・

ゴンブを招待した頃から始まっているのですから…。

<W>あまり勢力をつぎ込んでつきあうのも大変

だがね。まあ、盆と蟇のつき合い程度のことはし

た方がいいですね。

<O>それらのことはこれまでのHAJの弱いと

ころでもあるんですね。単発の隊というか、プロ

ジェクトチームというか、1度行ったら終りとな

りかねない隊が多い。アフガニスタンでも5年ほ

ど前に行ってあれから少し切れていた。HAJ事

務局がかろうじてつないでいたといった程度でね。

それでも、1976年のワハン隊のときはそのつなが

りは生き残っていた。こまめにつき合うことが必

要だね。理事などを軸にしてね。とても1人や2

人ではつき合い切れないし、つきあっておればわ

ずらわしいこともおこるし…。誰の友人の友達だ

とかいって日本へやってくるし……。

少なくともインドについてはダージリンとウッ

カルカシ、マナリの登山学校はレパートリーに入

れるべきです。

<I>つき合いがあれば、いろんなこともたのみ

易い。

<N>印象がちがうんだよね。

<O>HAJという会があるということを知って

くれるだけでも効果はあります。

<W>外国とのつき合いもHAJの1つの使命と

いってもよいね。

<O>とにかく近くに行ったら用事のあるなしに

かかわらずたずねてみるということも大切だね。

昨年末から今年にかけて西郡さん、伊東満さんが

ダージリンをたずねてこられたこともその一つだ

が、あれでまたつながりが濃くなった訳ですよ。

<N>そういう意味ではスリナガールだってダー

ジリンだって、友人がいるということで大変助かっ

ていますよね。今までHAJがつないできてくれ

たからね。人が違って行ってもね。ああHAJの

人ですかというようにね、分ってくれるしね。

<O>特にExp研の会員が行ったときには、名刺

だけでも置いてくるという心掛けが大切ですね。

中にはケンカ別れしたという人もあるがね．．…｡。

(笑）

<I>新たにそんなつながりを作ろうとすると、

時間とお金がかかるしね。……。

<O>もう一つ忘れてはならないコンタクトをし

ておく機関として、日本山岳協会があります｡H

AJは都岳連を通じて加入している訳ですから、

もちろん都岳連とのつき合いも大切です。

今までのような海外登山の推薦状の時だけ使え

ばよいという態度では、やはりあまりいい感じで

受け入れられないと思いますね。海外の各機関と

同程度以上につき合い、HAJを知ってもらい、

HAJの実績を示すことも必要でしょう。報告書

などもきちんと出して、推薦してもらったことに

応えるということも、HAJの遠征のおさらいを

して見るという以上に大切なことでもあるんです

よ。

これらのことを完全にやるためにはしっかりし

た理事会と、事務局が必要でしょうね。とにかく

東京事務局の充実は不可欠です。今のHAJは何

をおいてもまずこのことを考えるべきでしょう。

〔ヒマラヤ研究XIIEXPEDITIONⅡから再録

したものである〕
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二100号記念座談会司

日本登山界とHAJ

日時

場所

出席者

1979年12月21日

HAJルーム（東京・高田馬場）

池田常道（｢岩と雪」編集長）

遠藤登（東京都山岳連盟副会長）

広島三朗（日本山岳協会海外登山委員長）

森田千里（日本勤労者山岳連盟海外登山委員長）

稲田定菫(HAJ専務理事）

・司会山森欣-(HAJ事務局長）

時代を先取りしたが

山森本日はHAJが登山界で果して来た役割や

今後どのような役割を期待するかということでお

話し合いをしていただきたいと存じます。始めに

専務理事からHAJ設立のいきさっと推移を話し

てもらいます。

稲田HAJが設立されたのは1967年です。当時

は、ネパール・ヒマラヤは登山禁止となっており

ましたし、外貨枠の規制が緩和されたばかりで、

一般の人がヒマラヤはおろか海外へ出ることです

ら容易ではなかったわけですが、ネパールを訪問

した柴田会長がその景観の素晴らしさに感動し、

｢少しでも多くの人にヒマラヤ（当時はネパール）

を見てもらいたい、そして日本とネパールの親善

のかけ橋になろう」と言うことで、当時ネパール・

ヒマラヤに造詣の深かった人達を名誉会員として

迎えて発足したわけです。

数年は、エベレスト、ランタン等のトレッキン

グを中心として活動し、1970年頃から登山にも目

を向け、インドの5,000m級から手をつけ始めま

した。この頃都岳連に加盟して、1973年のカンジェ

ラルワ(6,612m)初登頂、1974年ラムジユン・

ヒマール(6,983m)第2登、1975年リシ・パハー

ル(6,992m)初登頂、1977年コムニズム峰(7,4

95m)登頂、1978年バツーラⅡ峰(7,730m)初

登頂と山の分野では成果をあげてまいりまして19

81年のカンチェンジュンガ(8,598m)縦走に取

り組んでいます。一方トレッキングのほうでは、

1970年頃から、ヒマラヤン・ライブラリーシリー

ズの出版が始まり、ガイドブック的な役割を果し

て来ました。トレッキングを行うに当っては、計

画をよりスピーディーに行うために航空会社と提

携したこともありましたが、そのために山の分野

からは会の性格を問題にされたこともありました。

1978年からはヒマラヤ登山学校や単なるトレッ

キングではないセミナー・トレッキングも企画実

ｲ丁しており、又事務所も東京に移し執行体制も変

わって来ております。これからは81年カンチ計画、

社団法人化を進める中で、今までのようなHAJ

内に向けてのクラブヮーク的な面だけでなく、外

に開かれた活動も行うようになるだろうと思いま

す。
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山森HAJが設立された1967年頃登山をやって

いた人達はどんな人達でどんな志向をもって動い

ていたのでしょうか。又その中でHAJのような

性格の団体がどうして生まれて来たと思いますか？

広島僕はその当時ミールサミールへ行こうと思っ

ていましたが、あの当時外国へ行こうとすること

ですら難しくて、ましてや学生がヒマラヤへ行こ

うとするのは大変でした。たしかに外貨枠の規制

も緩和されてはいましたが、暗中模索の状態だっ

たですね。行く先のこともわからないし、行く方

法もわからないという時代でしたから、HAJは

非常に時代を先取りしていたと言えますね。ただ

そういう意味では外部からみてHAJはエージェ

ントではないのかと思われた性格の時代はもっと

早く終わるべきだったのでしょうね。

特殊性とあいまいさ

山森運営している側としては、まだまだトレッ

キング隊を多く出す時期だと判断していたのでは

ないでしょうか。そのためには、現地へ入るまで

のことは専門家（業者）に任せた方が良いと思っ

ていたのかも知れませんね。

当時ヒマラヤ以外の山はどうだったんですか。

池田1965年に一般外貨になりましたね。1964年

にネパールが閉鎖されてしまって、これからいよ

いよ自分達がヒマラヤへ行く番だと思っていた人

達は、アンデスやヒンズー・クシュに目を向けて

積極的に行くようになりましたね。

その時期にトレッキングとはいえ、ネパールを

目ざしてHAJが設立されたのは、ある意味では

不思議ですし、先を読んでいたと言えます。

日本の登山界ではあくまでも山岳会主義が主流

でしたからHAJのような横断的な組織はなかな

かなじまないと思いますが、そういう面ではむず

かしかったのではないかと思います｡HAAJの

Aをとったのは何年頃ですか。

稲田Aをとったのは、1975年です。当時は会員

の底辺拡大を計ろうとしていまして、「日本の旅

世界の旅」層から「山渓、岳人、岩雪」の層まで

全てを対象とした広い底辺の上に、つまりピラミッ

ド状構造の上に先鋭的な部分がなければならない、

と言う発想があったんです。いうなれば、トータ

ルなヒマラヤということで活動して行く必要があ

ると思っていた訳です。そこでAが入ると一般的

な山岳会のイメージを受けるということではずし

たんですよ。

池田旅的な層から先鋭の層までという発想が最

初からあったかどうかわかりませんが、普通の山

岳会組織は逆だと思いますね。確かに一般の山岳

会でも奥多摩から北アルプスまでオールラウンド

な山登りをしようとは言っていますが、その意味

は、奥多摩だけやっている人と穂高の冬をやる人

とを会員にするのではなくて、奥多摩から入って

ある程度育てて穂高の冬も出来るようにというこ

とですね。そういうのとは全く別の尺度をもって

会を造ろうとしたのはやはり面白い発想ですね。

又、過去日本にあった横断的な組織としては、

RCCが代表的なものですが、この場合は、的を

絞ろうとしていましたよね。或るものに向かって

的を絞っていました。HAJの場合もヒマラヤに

向かって集まってきていますが、多様性を始めか

ら組み込んでいますね。何故そうなのか？その辺

がユニークなのかも知れませんが、そういう運営

をしている中で、カンチの縦走計画が出て来た時

には、外から見ていますと、HAJ自身がある演

出をせざるを得ない面がでてくるのではないです

か？

山森遠征の面でも池田さんのおっしゃられるよ

うなことはありましたね。当時の標語は「みんな

のヒマラヤ」でしたが「みんなのヒマラヤ」とは

何かというと、登山の面では、アイゼンをつけて

登ったことがない人も、一度も会ったことのない

人も、ヒマラヤに行けば、楽しく一つの隊として

登れるだろうということです。そういう性格のあ

いまいさのまま7,000m級の本格的な登山をやっ

てしまいました。山登りのことを考えると池田さ

んの話されたように、絞っていかなければならな

いのに逆にVの字のように開いていた訳です。

池田一般の多くの山岳会がある意味ではセクト

主義になりつつある時に、風通しを良くする意味

ではHAJのような横断的な組織が必要だと思い

ます。そのバランスは重要ですね。カンチもあり

トレッキングもありで会の運営は大丈夫ですか？
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遠藤HAJはそうあるべきだと思いますね。カ

ンチもありトレッキングもありというのはHAJ

らしくて良いと思いますね。

森田地方の人達は、ヒマラヤを志向していても

自分の会としてはやれないということもあって、

HAJの果した役割はあった訳なんですが、これ

は高く評価していかなければならないと思います

よ。

普遍的性格が必要

遠藤HAJが都岳連に入る時にも反対はあった

んですよ。しかし、ヒマラヤを志向している人達

が集っている会を都岳連の組織に入れなければ、

どこの岳連にも所属できない人は結局ヒマラヤに

は行けないということで、ヒマラヤに行きたい希

望を持っているのなら行ってもらおうと思って私

は強力に推せんしました。

広島既成の組織と違うことをやろうとするとこ

ろにHAJの存在意義があると思いますね。

池田ヒマラヤサロンという性格と登山の性格を

併せて運営して行くことが両立して行くことが出

来ることなのかどうか。常識でいえばむづかしい

と思いますが、外部から見ていると興味がありま

すね。

広島HAJはもっと登山の文化的な面をやるの

が良いと思いますね。スポーツ的なこと以外のも

のが表に出てくる研究会を多くやってもらいたい

と思いますね。それが又全国的な組織として今後

伸びて行く要素になりそうですね。

山森森田さん、労山の中のヒマラヤという面だ

けをとり上げてみますと比較的HAJの組織と似

かよっていると思うのですが、どういうとらえ方

をしていますか。

森田そうですね、同じような経緯が見られます

ね。例えば、エージェントみたいなという面で考

えても、’71～72年頃大量の人達をヨーロッパに

送り込んだ訳です。そのことは登山の大衆化とい

うことで登山を文化的にとらえていた訳です。た

だ、ヨーロッパへ行くということだけをとらえる

とそれを労山でやりますと、どうしても金銭的な

ものがからんできてしまいますよね。組織の運営

の中では金銭的な面では失敗できないですからど

うしても、重点的にやらざるを得なくなりまして、

それ以外の仕事が出来なくなって来た訳です。必

要なことだからやって行きますが、その面は労山

から切り離した訳ですね。

広島日本人は金銭がからむとどうしても悪いこ

とをやっているような感覚にとらわれがちですが、

エージェント的でも多くの人達を送り込む方が大

切ですね。海外登山でもまだまだ段階論が見られ

ますが、そういう面を崩して行くという面ではき

わめて良いことですよ。

森田HAJの果した役割はやはり情報をすぐに

印刷物にして皆さんに提供してきたことにあると

思います。

池田HAJだけのヒマラヤということでなしに、

日本人のヒマラヤとしてとらえてもらいたいと思

いますね。HAJの外にもヒマラヤの知識をもっ

た人や権威のある人がいる訳ですが、その人達も

引き寄せるような魅力ある会になってくれば新し

い組織の在り方として注目されますし、現在の山

岳会的な組織から脱却できると思います。現在は

まだHAJのヒマラヤという性格が強く、会員外

との交流が少ないと見ています。

広島そうですね。登山の文化的な面からヒマラ

ヤ全体を見るようになってきますとそこにはある

普遍的な性格が必要になってきます。普遍的にな

ればそこに所属しない人も恩恵を得られるような

団体になるべきだと思いますね。単なる山岳会に

なってはいけないですね。

今迄果してきた役割は非常に大きなものがあり

ます。特にヒマラヤに行きたいと思っていた地方

の人達にヒマラヤの良さを知らしてきた訳ですか

らね。

山森会員の地域別の構成を見ましてもやはり、

東日本方面が多くなっています。

尾形ヒマラヤといえばまだまだ中央集権的な性

格があった時代に、地方にいて情報が欲しいと望

んでいた人達にとっては、HAJの啓蒙が果した

役割は大きかったですね。それ以上にみのがせな

い功績は、渉外能力ではないでしょうか。単一の

山岳会ではなかなか入れない例えば1974年のネパー

ルのラムジュンですとか、或いは1975年のカシミー
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ルのヌン・クンやガルヮールのリシパハールなど

にも渉外能力で入っています。そう考えると単一

山岳会では行けない所でもHAJでならなんとか

入れるのではないかという魅力はありましたね。

組織と人と

稲田地方では情報不足も確かにありましたが、

それ以上に岳連の体制下の中では行けなかった事

の方が大きかったと思います。その時HAJを足

がかりとして海外に出ていった人達が積み重ねた

結果がHAJの体質を変えてきた要因でもあると

思います。それは一方は非常に切実な要求をもっ

て遠征の場をHAJに求めていたのに対して片方
●●● ●

はまるっきりの仲よし会だったからです。

山森HAJが岳連のような組織とは違うことは

はっきりしているのですが、HKT(ヒンズー・

クシュ、カラコルム会議の略）が実質的な活動を

中止するようになったのはHAJとしては参考に

したいと思います。

池田HKTは委員の方に本来やりたかったこと

と違う方向になっているのではないかという意識

が出てきた時にK2が始まって、ゆれているうち

に最初のものを忘れたのじゃないかと思いますね。

広島ヒンズー・クシュ、カラコルムに行きたい

と言っても、本当にそこだけに行きたいのではな

くて、ネパールでもインドでも良い訳ですよ。そ

ういう人達がカラコルムヘ行こうとしたらHKT

の集会がある、そこへ行って情報を仕入れてこよ

うという事ですよね。カラコルムやヒンズークシュ

が珍しい頃はそれでも多少は良かったかも知れな

いんです。それを何回もやっていると委員の方も

パテますし、委員は本当にパキスタンの奥が好き

でやりたいんだけどできない。そこで仲間だけで

研究会をやろうと決議したんだけれども次が始ま

らなくなった。呼びかける側にも問題があります

し、徐々に新陳代謝がなければダメですね。

池田K2ショックではないですか。HAJも、

カンチをやる人とHAJを運営している人とを分

けておきませんと悪く言えば、カンチにあらずば

人にあらずとなってしまう恐れがありますね。

山森池田さんのおっしゃるように現実的には、

カンチとHAJの総合企画をやっているのは同じ

人間になってしまいました。これはHAJ全体の

将来を考えると良いことではないと思っています。

広島さんのお話しのように組織としては新陳代謝

がなければいい発想も生まれてきません。また、

組織運営をオーバーラップさせないで、良い発想

を継続させていくためにはどうしてもしっかりし

た組織にしなければいけないということで社団化

へ傾斜して行った訳です。

稲田社団化につきましては一つには運営の方向

性にタガをはめて、あまり逸脱したことをしない

ようにしたいということと組織としての体面を保

たなければならないために永続性が問われてくる

ということで考えています。

池田さんや広島さんのお話しに示唆されるとこ

ろが多いのですが、確かに組織は人だと思います。

また永続的な事業も必要となって参ります。その

中心にヒマラヤ研究所を考えております。人と機

能の2つの面で社団法人を運営しようと思ってお

ります。

ヒマラヤ研究所は情報管理を主たる仕事として

行きたいと思っています◎池田さんのお話しにも

ありましたようにHAJ外の英智を結集するよう

な努力が必要だと思います。情報管理の方法とし

ては一つにはモニター制を考えています。その他

2～3名の常駐するスタッフを置きたいと思いま

すし、多くの人がヒマラヤに行っているこれらの

体験を体系的にまとめて、それらの結果を各地で

開催する研究会にフィードバックして行きたいと

思っています。

池田そうですね、現在では直接的な情報を求め

る傾向が強くなっていますし、その結果知りたい

情報を得るとそれだけで全てを知ったような錯覚

にとらわれ易いようです。

ヒマラヤ登山の全体を考えれば、基本的な情報

センターさえキチンとしていれば、その年々変動

する事項なんかは、大騒ぎしなくても良いと思い

ます。そういう意味でも基本的な資料センターが

欲しいですね。

日本唯一の專門団体として
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稲田研究所は蔵書数を誇るというのではなくて

蔵書を動かして、どういう情報を造って行くかが

大切です。生きたルームを作りたいと思うのです

が実行する手法はむづかしい。

池田蔵書も市販されていて一般的に入手可能な

ものよりも、例えば登山報告書等を集められれば

大変有意義な資料となりますね。

ネパールの登山学校はユーゴが支援しています

が、日本は彼らにしてみれば、もっとやってくれ

てもいいんじゃないかと思っている訳ですね。そ

ういう意味でも交流という時はギブ．アンド・テ

イクでいかなければダメですね。

森田日本の登山界がまとまって行動するような

ことを考えていかなければユーゴのように国をあ

げて当たるところにはかなわないですね。

稲田実は今年ネパールから登山担当のシャルマ

氏に来日してもらい北は北海道から南は九州まで

5ケ所で講演、研究会を開いた訳ですが、これな

ども渉外、交流の一環と考えています。ただ登山

許可をお願いするということではなく、相互に交

流しながらお願いする所はお願いしていきたいと

思っています。今年はインドを予定していますし

将来はヒマラヤ関係諸国6ケ国のメンバーに一堂

に会してもらって討議するようなことも考えてい

ます。

遠藤日山協は公式な団体として動きにくい面も
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ある訳ですが、その辺をHAJが補充してくれる

といいですね。

森田HAJはいろいろな団体に気軽に呼びかけ

られる体質をもっていると思いますので、そうい

う時は呼びかけてもらいたいですね。

稲田これからのHAJは、みなさんのお話しに

ありましたように、ヒマラヤを対象とした日本で

唯一の団体として、HAJ外の協力も得てヒマラ

ヤ登山文化の中でヒマラヤを目ざそうとする全て

の人々が利用できる情報・データの蓄積と提供を

行い、ヒマラヤ諸国との交流の面でもより一層の

充実を計って行きたいと考えています。そのため

にも一刻も早く組織の充実を計り人材についても

皆様の協力を仰いでいきたいと思っています。こ

のためにも、社団法人化を当局のご指導の下に早

期に実現させたいものと考えます。皆様の益々の

ご協力をお願い致します。

山森本日は不充分な司会でまとまりのないもの

となり申し訳ありませんでした。皆様の貴重なご

意見を参考にこれからの会運営に当って参りたい

と存じます。本日はお忙しい中を本当にありがと

うございました。これにて座談会を終ります。

［ヒマラヤ100号/1980年3月号から全文を再

録したものである］



司 200号記念座談会
一

一

口万今

21世紀のヒマラヤを語る
1988年ゴールデン・ウィーク

三国合同チョモランマ／サガルマータ友好登山隊の狂騒曲がテレビを賑わしているゴールデン・ウィー

クの最中、ヒマラヤの高峰登山に造詣の深い7人の侍にお集り願い、「21世紀のヒマラヤ」について語っ

て頂いた。21世紀まであと12年、果してその頃、登山界は、ヒマラヤ登山は、ヒマラヤ諸国の情勢は、等々、

一体どうなっているのであろうか、ヒマラヤ登山を取り巻く21世紀の展望を様々な角度から大いに語って

頂いた。

尚、東北、関東、中部、東海、関西の各地からお集り頂いた、､7人の侍'′に忌悼のない発言を頂く条件

として、司会者は覆面記事である事を強要されました。司会進行上、これを飲まざるを得ませんでした事

をご了承願います。

日本の登山界の現状

司会先ず、21世紀の展望を語って頂く前に、日

本の登山界の現状を語って貰いたいと思います。

登山の多様化が叫ばれて久しくなりますが、日本

のヒマラヤ指向の登山者はどの位いるのでしょう

か。

G高齢者の登山者もヒマラヤのトレッキングな

どへ出かけるけどこれもヒマラヤ指向と見るの。

Dそこ迄含めると掴みきれないし、限りがない

からここではヒマラヤの高|峰登山を志す層を考え

るべきではないかな。

C山岳会の長期凋落現象が憂えられているが先

ず、組織登LI｣者の中から冬山登山者人口を見てみ

るのが手っ取早いでしょう。

A(社）日本山岳協会（以下日山協）の登録会

員数は、この日山協の「登山年報-1984年」を見

ると75,000人位いで横ばいと推定されているが、

重複加入もあるので実際はその半分位だろう。こ

の内、日山協の山岳共済加入者は8,896人（日山

協「登山月報」221号）と云うことだからその加

入率は約23％となっている。この山岳共済加入者

の約9,000人は冬山へ出かける登山者とみなして

良いのではないかな。

B日本勤労者山岳連盟（以下労山）加盟の登山

者も日山協と同数位なの？

Cそんなに居ないんじゃないの、少し古いけど

この「山と仲間」(No.166号）を見ると、「遭対基

金の対会員比加入率が37％で約5,900人（1983年

6月末現在）となっているから、労山加盟の登山

者は約16,000人と云ったところでしょう。

司会そうすると、日山協、労山に加盟している

組織登山者人口と云うのは約54,000人と云うこと

ですネ。

F未組織登山者数はどの位でしょうか？

c会社の職域山岳部や大学などの同好会、未加

盟山岳会でどの位になるかなあ～、ほぼ同数（組

織登山者と）とみてはどうかな。

司会そうしますと日本の登山者人口は54,000人

の倍で108,000人と云う事ですか？山の用具専

門店さんなどの発表数字とは2桁違いますネ。

C小売店さんの方は、登山者数と云うよりも購
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もかなり独断と偏見に満ているような気もします

が、兎も角、土台がなくては先を語れませんから

これで進めさせて頂きます。

司会それでは次にこの冬山登山を実践する登山

者の内、どの位の人がヒマラヤを目指すのでしょ

うか。

Fそれは最近のヒマラヤ登山の入山者数から推

定するしかないんじゃない。

AHAJの資料では1980年～87年の8年間に6,0

00m峰以上のヒマラヤ登山に出かけた人は、合計

3,454人。ネパールのトレッキング・ピークなど

若干のデーター収集洩れが仮に1割（そんなにあ

る筈ないが）あったとしても延べ人数で約3,800

人と云ったとこであろう。

司会そうしますとこの3,800人の内、8年間に

複数出かけた人が何人居るかと云う事ですネ。

D東京あたりではヒマラヤ・ニストの固定化現

象（行く人は何度も出かけると云うこと）が見う

けられると聞いてるけど･･…･HAJの人達も行く

買者数と云う事でしょう。1年に1回しか行かな

いような人でも必要なものは買うのだから、数字

としてはそんなもの（登山者が約10万と云う事）

じゃないかな。

司会そうしますと日本の冬山登山者と云うのは

これに先程の山岳共済などの加入率を桂ﾄけてみれ

ば良いのでしょうか。

A労山のは遭難基金と云う事でかなり加人率が

高いですが、この数字を掛けてしまうとかなりの

登山者数になってしまい、現状とかけはなれてし

まいそうだ。山岳共済だって義理で入っている人

も居るから桂ﾄけ率としては20～30%位が妥当では

ないか。

司会108,000人の22%と云うと23,760人ですネ。

展望を語って頂くのには少しでも多い方が明るく

開けると思いますのできりの良いところで日本の

冬山登山者人口は約25,000人と云う数字で如何で

しょうか。この人達がヒマラヤ指向を持つ可能性

を秘めた登山者と推定される訳ですネ。この数字

日本登山界の現状推察
超高峰無酸登山

登山人□
一

推定10万Z

フリー・ソロ

若者が減れば登山者も減るか？

／
〃

刀
ーーー一一ーー一

世間一般で推定され

ている登山愛好者

1千万人

／

他のスポーツ（趣味）

をする若者

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

／
〃

一一登山をする

若者

､、、〃､
画丘●
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人は何度も出かけているネ。

A然し、全体から見ればまだごく一部の人達で

しょう。感覚的に見て65～75％と云ったところじゃ

ないの。

GHAJの「獲得トータル標高」のデーターファ

イルでは分らないの？

Cあれはご存知のように頂上に登らなければファ

イルには載りません。誰かさんのように何度行っ

ても頂上に立たないと載せて貰えないの（笑い）

司会3,800人の65％と云うと2,470人、75%と云

うと2,850人ですから、そうしますと先程の冬山

登山者数が約25,000人と云う事でしたからその内

約10%がヒマラヤ登山に向っていると推定してよ

ろしいでしょうか。

Aこのヒマラヤ登山者約2,500人の中から、こ

こ8年間の平均では、毎年60隊、350人がヒマラ

ヤへ出かけていると云うのが現状かな。

21世紀のヒマラヤ登山者は

司会21世紀にはこのヒマラヤ予備軍とも云うべ

き冬山登山者人口は増えるのでしょうか？それと

も減少していくのでしょうか？

E我々が山登りを始めた昭和30年代後半や40年

代前半にあの頃山をやってた若者の兄弟数は何人

位だったかな、少なくとも現代のように平均1～

2人と云う事ではなかっただろう。子供が減って

くるんだから当然、山をやる者だって減ってくる

ヨ。

G確かに5人兄弟、6人兄弟は排卵誘発剤でも

使わない限り見られなくなった。少ない子供を大

事に育てる傾向が強まる中で、マイナーな山登り

などは益々敬遠されていくのか……

C逆に大事にされ過ぎて山に走ると云う事も考

えられるのではないかな。昔、谷川岳遭難者の検

死を一手に引き受けられてた水上の石川医師（故

人）が「文芸春秋」に吾かれてたのを読んだ事が

あるが、『谷川岳遭難者の統計を見ると、遭難者

の殆どが1人っ子、女の姉妹の男1人、長男、と

云った人に見られる」と述べられていた。

Aそれは遭難者の話じゃないの、大事にされ過

ぎた奴は脆いと云う．．…．。

F子供の絶対数もさることながら、今の社会人

山岳会や大学の体育会系山岳部の凋落振りをみる

限りでは、現状より増えるとは考えられないので

はないかな。

Eそれは今の若い者が組織に束縛される事を嫌

うからだよ。確かに登山者の絶対数は減ってるの

かも知れないが、山岳会などに属さない未組織登

山者が増えてるんじゃないかな。要は山岳会など

の在り方の問題だよ。

司会山岳会などの在り方につきましては後でま

たじっくりとお間かせ頂きたいと思います。

D大学進学率の高まりと共に現在の偏差値教育

はこのまま一層と加速されていくんだろうか？そ

うなると一生のうちで身体を鍛練するのに一番大

事な時に汗をかかなかった者が、大学に入ってか

ら山登りのような行為をするだろうか、否、した

くとも体力が伴わないために諦めてしまうのでは

ないだろうか。

C然し、そう云う暗い話になったら、それは単

に登山に限らずあらゆるスポーツ種目についても

云えるんじゃないの。日体協のスポーツ団体が21

世紀のスポーツ界の展望をそう暗くは捉えてない

と思うよ。逆にオリンピックの隆盛と共に益々明

るく発展すると思ってるんじゃないかな。暗く沈

んでいく考えになるのは我々自身が登山がマイナー

な行為だと思ってるからだよ。

A文部省だって莫迦じゃないから偏差値教育一

遍倒と云うのは見直されていくだろう。現に今年

の東大の定員割れで浮足だってんじゃないの。

司会具体的に21世紀には大学生などの若者はど

の位の数になるものなんでしょうか？

A文部省の予測データでは、受験人口は、1992

年の205万人をピークに減少、2000年には151万人

にさらに2005年には133万人まで落ち込むとされ

ている。大学進学率を現在の31～32%とすると、

1992年の進学者約64万人が、2000年には47万人に

なる勘定だ。こうなると大学山岳部が云々などと

云うよりも大学そのものが冬の時代を迎えると云

えそうだ。

司会そうしますとやはりこの絶体数の減少から

みて21世紀のヒマラヤ登山人口はかなり減少して

しまうのでしょうか。

Cそうなってしまっては、先の暗い話になって
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しまう訳で、ヒマラヤの魅力に取り懸かれてトチ

狂ってきた者としては寂しくなる。絶体数が少な

くなるんであれば、埋もれてるヒマラヤ指向者の

掘り越しなど、現時点から積極的に啓蒙活動など

を展開していく事も我々の役目ではないのか。

B誰かさん達のようにまわりに余りにも生活を

犠牲にしてヒマラヤにトチ狂ってる人を見るとか

えって逆効果になるんじゃないの。（笑い）

F文部省登山研修所で発行している「登山研究」

(Vol.3)に高校の登山活動に関する調査報告が

載ってるんですが、これをみると、調査対象校1,5

83校のうち、回答のあった学校は1,333校で、回

答率は84.2％であったと云うんですが、この1,3

33校のうち登山活動を実施している学校が515校

(38.6％）でこのうち部員数が11～25人のところ

が約50％あると報告されている。この数字をどう

捉えるかですが、この515校だけで約7,000人の高

校生が山登りをしているんですヨ／これは明る

い材料じゃないですか。これこそ21世紀の金の卵

じゃないかな。要はこの金の卵をどう育てるかで

しょう。

B山岳部の顧問と云うのは自分も一緒にフィー

ルドに出て汗を流さなければならないし、ひと度

遭難事故でも起せば裁判沙汰になって自分の一生

を棒に振りかねない、と云ったリスクがあるため

仲々なり手がいないと聞いている。その結果、登

山経験の殆どない新任教諭が顧問に据えられる、

と云うのが多いんじゃないの、尤もこれは僕らの

高校山岳部時代の経験だけどネ、然し、今も余り

変りないような気もするけどね～、それでは折角

の金の卵も孵化しないで終ってしまうでしょう。

全くもったいない。

A竹下総理の私的諮問機関であるスポーツ振興

委員会は、先にオリンピックで金メダルを取るに

はどうすべきか、と云う事を基調とした内容の答

申案を報告したが、その中の学校教育でのスポー

ツ指導の項で、教職員でフォローできない専門コー

チ等に地域の民間人を活用、と記されていたが、

山岳部などは正にそれで、登山経験の豊富なその

地域の人に指導を委ねるべきであろう。そして国

体競技に踊らされて真の登山を忘れてしまうよう

なことのないよう正しく指導して貰えば、やがて

はそれがヒマラヤの高峰に翔くようになるだろう。

Eそれにしても38.6％の実施率と云うのは少な

いんじゃないの、野球、サッカーなどはこんなも

んじゃないでしょう。

Bそれは今にはじまった事じゃないでしょう。

この数字をなんとか上昇させるような啓蒙活動が

必要なんじゃないかな。観客不在の地味な登山な

んて黙っていたら益々食わず嫌いの食べ物のよう

に若い人は離れていくんじゃないかな。最初のとっ

かかりと云うか、兎も角、一度は山に足を運ばせ

てみるような、登山の面白さを語っていかないと

駄目だよ。

Gと云うことはそれ以前に小中学生の子供達を

野外に連れ出して自然の良さと云うか面白さを味

わ々させてやる事が大切だネ。お父さん方はこん

な所で酒を飲んでないで、明日は子供を連れて奥

多摩でも丹沢でも出かけなきゃいけないよ。それ

が21世紀のヒマラヤ登山の布石になるんじゃない

の。

E二代続けてヒマラヤにトチ狂ったら奥さんに

何んて云われるの。（笑い）

Fこう云う高校生達には夢を与える事も大事じゃ

ないかな。○○さんには山やに勲章はいらないと

叱呵られそうだけど、やはり登山界にもスターを

作り上げる必要があるんじゃないの。

Eヒマラヤ登山では差当って山田（昇）さんの

様な人ですか？

F山田君は今の人だよ。10年後は三枝、小西、

早川など今8,000m峰を一つか二つ登っている若

い世代だよ。

Gある人が、山田は本を書かないから駄目だ、

と云ってたよ。いくら講演会で話したってその話

はせいぜい1,000人、いや500人位かな、まあ、そ

の程度の人にしか伝えられない。然し、本は何万

人と云う人に読んで貰えるんだから、ヒマラヤの

素晴らしさを書き綴れば、それだけ多くの人にアッ

ピール出来るんだから本は是非書くべきだ、とね。

E本が何万部も売れたらいいけどね。（笑い）

B確かに我々が山を始めた頃にはポナッティー、

テレー、レビュファー、リバノス、ヒーベラー……

と云った連中の本に少なからず影響を受けたんじゃ

ないの。それを考えればやはりヒマラヤに引きつ
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けるような本は書くべきだネ。

C何かの手段を使いながらヒマラヤの素晴らし

さをどんどん訴えていく必要はある。

E○○さんは地方新聞を私物化？してヒマラ

ヤの記事をじゃんじゃん書いてアッピールしてる

じゃないですか。

A栄光と悲劇を一緒にじやなくて、何んとか栄

光だけにして貰いたいネ。

F本もそうだけど、感動に震えるような山の映

画もないネ。これからはやはり映像によるアッピー

ルがいいんじゃないの。

E山の映画じゃ腰を上げてくれるところがない

んじゃないの。

F例えばレーザーディスクの環境ビデオなんか

でもいいんじゃないかなあ～・音楽を聞きながら

ヒマラヤの大自然を観賞するなんていいと思うよ。

国内合同の推進

司会先程、山岳会の組織の在り方について発言

がありましたが、只今のヒマラヤ指向者の掘り越

しなどもからめまして、と､うすれば21世紀のヒマ

ラヤ登山が開けていくのか、その辺りのところを

語って頂きたいと思います。

A昭和30年代に、<3人寄れば山岳会'′などと云

われて雨後の竹の子のように倉llられた山岳会が今、

創立30周年を迎える時期に来ている。30年もたて

ば会の負l1立趣旨が現状にそく．わなくなってきても

当然だろう。例えば、他会員との山行を禁じる'′

と云う会は結構多かつた。第2次RCC結成の初

期にはこの会則に縛られ､隠れRCC〃のメンバー

もかなり居たと聞く。どう云う訳か登山界と云う

ところは上部団体の岳連などもそうであるが、

｢縦割り構造（組織)」が好きなようだ。横への連

帯を何故したｶらないのであろう。おらがおlllの

大将で居たい人が多過ぎるんじゃなかろうか、然

し、現状の長期凋落振りをみる限りでは、横に眼

を見開かず、おらが、おらがと会放にしがみつい

て閉塞していくようなとこは、一層会員の高齢化

が進み、ついには登山活動とはほど遠いサロン化

した会になっていくのではないだろうか。ここで

山岳会はどうあるべきかを語るつもりはなかった

が変な話になってしまった。ここで云いたかった

のは、これからのヒマラヤ登山は国内合同の形が

一層増えていくだろうと云う事である。

G国内合同と云うのはどう云う形？

Aマスコミが好んで使う、寄せ集め登山隊〃と

云う奴さ。

E確かに現状をみる限りでは、単一山岳会に依

る遠征隊派遣と云うのは益々困難になるだろうと

云う事は容易に予測される。ヒマラヤ登山をより

活性化していくには、各会に’人、2人居る金の

卵を結束させて国内合同を推進していくべきだろ

う。

Gヒマラヤへは行ってみたいが1人では……、

と悩んでる金、いや銀でも銅でも良いが、その卵

らにこう云う方法もある、と云う事を知らしめて

いく事は必要だ。

c有機的に槌のつながりを求めていくのも判る

んだけど、余り横の鎖が太くなると山岳会に入っ

てる意味がなくなっちゃうんじゃないの｡21世紀

には日山協も個人加盟になってJAC(日本山岳

会）のような支部制にでもなるのかな？

Eどのような形になるかは別にして正会員46人

と云うのは、衆議院議員選挙のl票の格差のよう

な問題もあって、いずれ是正されていくんじゃな

いの。

Fこれからは、一層会のオリジナリティーが問

われていくんじゃないかな。会としてのバッグ．

ボーンがしっかりしていないところはどんどん淘

汰されていくんじゃないの。

E寧ろ、似かよった会どうしが合併していった

ら良いんじゃないのかな。それこそ山岳会の国内

合同だよ。

司会国内合同の推進から山岳会談義になってし

まいましたが、国内合同の推進にしても山岳会の

運営にしても詰まるところはマン・パワーの問迩

になろうかと思いますが、オルガナイザーの養成

はどうでしょうか。本日お集まり頂いた皆様は各

地域やそれぞれの立場、立場でオルガナイザーと

して70年代～80年代のヒマラヤ登山を牽引されて

きた訳ですが、21世紀を迎える時は皆さんも50~

60代と云うお齢になりますが、後継者の方はどう

ですか？

C21世紀と云うとあと12年後か、今の20代と云
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うとうちの方じゃ居ないなあ～

E○○さんは、日本のヘルリッヒコッファーと

して70（歳）になっても隊長を降りないんじゃな

いの･･･…。（笑い）

C唯、このへんの世代交替と云うのは仲々難し

くて、タイミングが悪いと重荷だけかぶせてしま

う形になって折角、盛り上りつつある気運も潰し

かねないからネ．．…．。

B21世紀にはオルガナイザーなんていらなくな

んじゃないの、気のあった者どうしが出かけてい

くような個人山行スタイルになっていくんじゃな

いかな。強いてオルガナイザーと云うのであれば

それは旅行エージェントだよ。

G然し、日本は広いし、世界はもっと広いよこ

れからは今迄余り活発でなかった県や国からも出

てくるんじゃないの、そこに有能なオルガナイザー

が居れば……。

Eここ20年位の間、余り変りばえのないところ

は、これから10年もそう変わる事はないと思うよ。

そこに芽ばえた新たなコアもオルガナイザーとし

て手腕を発揮する前に嫌気をさして国内合同の方

に結ばれてしまうんじゃないかな。

Eオルガナイザーと云う事であれば、これ迄70

~80年代にかけて数多くの遠征隊を送り出してき

たHAJ、カモシカ同人、イエティ同人、山学同

志会、群馬岳連、カトマンズ・クラブ、労山、J

AC、AACK･…“などが21世紀にはどうなって

いるかを語ってみては？

G私が云うのもおこがましいのですが、HAJ

は繁栄の一途です。（笑い）

（これについては種々ご発言がありましたが、当

り障りが有り過ぎると云うことでオフ・レコとさ

れました｡)

コマーシャル・エクスペディション

司会と､うもお話を伺ってますと現有勢力の将来

は余り明るいとは云い難いようですが、また新た

な時代に即応した組織なりオルガナイザーが出現

するのでしょうか。

G今後は、冬山10年やってそれからヒマラヤへ

行くような人は少なくなってくるんじゃないかな。

今後の経済情勢や給与水準を推測しても経済的に

は20代前半の若い人達でも気軽にヒマラヤへ出か

けられるようになるのは確かであろう。そうなる

と己れの技術、経験と云うよりも休暇、費用と云っ

た面からヒマラヤを捉えてくる人が増えてくるだ

ろう。そしてそれを見越したコマーシャル･エク

スペディションが増えてくるんじゃないかな。

B今、ヨーロッパのパーティに見られるエクス

ペディションが漸く日本にも広がってくると云う

奉り
手：

Aこれ迄もこの手のコマーシャル･エクスペディ

ションは日本でもやってこられたけど、もっと幅

広いコマーシャル・エクスペディションになって

いくんじゃないかな。

Bハウザー・エクスペディションやウィンクラー・

エクスペディションのようなもの？

Aそう、1～2人のガイドが10人前後のお客さ

んを連れてヒマラヤのベース･キャンプ｡に入り、

10人の内、何人かは山に登り、何人かは写真を撮

り、絵を描き、何人かはバイクやラフティングを

楽しむと云ったバラエティーなチーム構成でヒマ

ラヤを楽しむ。

Gヒマラヤン．キャンプなんかも多くなってい

くんじゃないかな。

A国際パミール・キャンプ。のようなもの？

Gそう、例えばインドのネルー登山学校やマナ

リの登山学校でやってるアドヴァンス・コースの

ようなものを実施するの、受けるんじゃないかな、

夏休み期間中にガンゴトリのタポバン辺りにくー

ス・キャンプを設けておいて、ケダルドームのス

キー登山コースとかシブリンの岩登りコースと云っ

た何コースかを期間中に開設する｡旅行エージェ

ントはキャンプ迄送り込み、キャンプでは高所登

山のインストラクターがコース別に指導案内する。

要するにヨーロッパ・アルフ°スでやられてるよう

なガイド登山の中でヒマラヤの高峰登山を体得し

ていくやり方。こう云う登山も出てくると思うよ。

Dインドの場合、エントリー・ビザの問題がそ

れ迄に解消されていれば、これはポピュラーにな

るでしょうネ。

B然し、そう云う便利主義に走りきったものは

登山と云えるのかいoこれからは益々、､自然に還

れ″と云う事が叫ばれてくるんじゃないだろうか。
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一部かも知れないが国内の山でもヒマラヤでもド

テッとした味のある山登りがまた見直されてくる

んじゃないかなあ～

Aそれは歳を取った人達のノスタルジアでしょ

う。これからの若い人達にそれを期待するのは難

しいんじゃないかな。唯、素晴らしい事は素晴ら

しい事として語り継いでいかないと駄目だネ。云っ

ても無駄だからと鼻から諦めてしまってはいけな

い。反応や結果はどうあれ語りかけると云う事は

大切だよ。

cヒマラヤ登山の大衆化現象がさらに広がると

云う事かな。

F今もそうだけどあと10年位は今の3つのパター

ンでいくんじゃないかな。即ち、1つはヒマラヤ

の高峰に憧れてほんとうに登りたくて出かけるタ

イプ°。これはより少数精鋭化してイージー．ルー

トの無酸素アルパイン・スタイルじゃなくてより

困難なルートのスピード・クライムヘと走ってい

くんじゃないかな。2つ目は、兎も角、ヒマラヤ

ヘイ丁ってみたいと云うタイプ。。自分で隊を組織し

て仲間達と出かけると云うのは減少の一途で、そ

れらの煩わしさはお金で解決するむきが多くなり

益々コマーシャル・エクスペディションに拍車を

かけるようになるんじゃないかな。3つ目は、こ

れからの時期にと云われるかも知れないが、ナショ

ナリズムを掲げたビッグ・エクスペディションも

無くなりはしない。今迄にヒマラヤで名を聞かな

かったような国の遠征隊が出てくるんじゃないか

な。この間のインドネシアのような国の登山隊が……

注目されてる韓国の中国登山にしてもそうだろう。

このテレビでやってるようなイベントものもこれ

で終り、これで終りと云いつつ厭もせずにいろん

な事がやられてるのと同じだよ。多分21世紀になっ

てもこの手のお祭り騒ぎのイベントは繰り返され

ると思うよ。

A今の例のコマーシャル・エクスペディション

は、登山者が高い費用を払って登山以外の余分な

雑事から逃げたいという事だと思うが、逆に自分

達の費用を外部から調達して来て、隊員の個人負

担金が10万～20万円という夢のような登山を続け

ているタイプ･も、コマーシャル・エクスペディショ

ンに入れるべきじゃないかな。

Dそういうタイプは、登山から外す方がいいん

じゃないかい。

E外す訳にはいかないよ。頭の方はコマーシャ

ル・エクスペディションかも知れないが、参加す

る若い連中にとっては、望んで個人負担金が安く

なったのではないのだから。

C余談になるけど、そんな登山では頭の方はグ

リーン車まで使うらしいよ。

A自分の金で登山の費用を賄うのなら、弁当出

そうが、グリーン車に乗ろうが、隊の合意なら問

題ないだろうけど、外から調達した金で登山をや

ろうとするのに、それはないんじゃないかい。やっ

ぱりこれも登山なのかなあ。

Fこれは、コマーシャル・エクスペディション

でなく三つ目のビッグ・エクスペディションその

ものだよ。ビッグ・エクスペディションは、登山

の中味がビッグなのではなく、鳴り物入りという

ことでしょう。

Aやはりそれは、登山から外した方が良いのじゃ

ないかな。いずれにしても鳴り物入りというのは、

一般の岳人には関係の無いところで発想され、一

部の特殊な人達のイベントだもね。

F山を対象としている限り、登山から外せない

し、ビッグ・エクスペディションは無くならない

と思うね。

21世紀のヒマラヤを取巻く国際情勢は

司会21世紀のヒマラヤ諸国の情勢はどうなるの

でしょうか？ネパールの立憲君主制はそのまま

でしょうか？

C国民総選挙の度に反王制派が優勢なんて報道

されるけど、今のシステムで王制がひつくり返る

事は先ずないんじゃないの。北と南の緩衝国とし

てのバランスが崩れた時には大国のちょっかいで

どう転ぶか判らないけど、まあ当分は現状のまま

いくんじゃないかな。

A21世紀には、ランタン谷入口のシャベルベン

シから中国のジィーロン（吉隆）に抜ける中ネ友

宜道路やムスタンのロー・マンタンからカンパ・

ラを越えてゾンパ（仲巴）に抜ける中ネ友宜道路

がオーフ。ンするんじゃないかな。

司会ムスタンのロー・マンタンはオープンされ
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ると云う事ですか？

Ap－・マンタンもドルポもオーフ｡ンされるよ。

D ジィーロンやカンパ・ラ が オ ー プ ン す る ん な

らシッキムからヤートン（亜東）に抜けるルート

をオープンされるんじゃないかな。

司会と云う事はチョモラーリが中国側から登ら

れると云う事ですネ。

A21世紀の注目される未踏峰はカンリンポチェ

とチョモラーリの登頂だよ。

司会ナムチャバルワやガンケルプンスムは残さ

れてませんか。

A残ってる訳がない。

Dガンケルは今のブータンの観光政策からみて

向う10年位は凍結されるんじゃないかな。

司会未踏峰の話が出ましたが、そうなると7,0

00mの未踏峰は殆ど残ってないと云う事で、今度

は6,000mの未踏峰ですかネ。

Aチベットに関して云えば、チベットの6,000

m峰と云うのは仮りに未踏峰だったとしても魅力

はないよ。そうでしょう4,000～5,000mの大地に

ピョコンとあるような山なんだから。

Fインドのインナー・ラインが変更され、パド

リナートの先の中印国境の山々がオープンになる。

(といいねと云う希望）カメット、マナ、チャウ

カンバ、ニルカンタ……等いい山があるからネ。

司会ナンダ・デヴィ、サンクチャリーはどうで

しょうか。

C向う10年はやはりクローズじゃないの。東の

アルナチャル・プラデシュや西のアクサイチンに

於ける中印国境問題も現状のまま。

司会印パ問題はどうでしょうか？

Cシアチェン氷河での印パの小競合はこれから

も続きながら今のままいくんじゃないかな。

司会ソ連軍の撤退が始まったアフガニスタンは

どうでしょうか？

B向う10年間は一層ドロ沼化するんじゃないの。

ワハンも当分無理でしょう。

ルピーは1円を割る

司会21世紀には1ドルがいくらになるでしょう

か。

A80円位じゃないかな

司会アメリカ・ドルにリンクしているヒマラヤ

諸国の外貨はどの位になりますか？

Cネパール・ルピーは0.1円、インド・ルピー

は0.2円、パキスタン・ルピー0.15円、ブータン・

ニュルタムはインドと同じ。

A中国元は15円、ソ連ルーブルは120円。

司会ネパール・ルピーが0.1円となるとポーター

の賃金はどの位になりますかネ。

Cポカラ・サイドで180～200ルピー位じゃない

かな。勿論、エベレスト街道ではもっと高く240

~250ルピー位になるんじゃないの。

司会最後に21世紀には日本人の8,000m峰サミッ

ターは何人になると思いますか？因に10年前の

1978年には39人、1988年5月現在で116人です。

これは述べ人数ではなくて8,000m峰に登頂した

人の数です。

C2,000年に200人と云うところかな。

司会女性の8,000m峰サミッターは如何でしょ

うか？因に1988年現在では、中世古直子、内田

昌子、森美枝子、田部井淳子、高橋通子さんの5

名です。

A2000年で20人と云うとこかな。

F6人目には木村文江が有力候補だね。

司会今日はいろいろと有難うございました。ど

のようにまとめたら良いのか悩んでしまいますが、

一度とりまとめまして後日皆様のところにお送り

しますから、その際に訂正なり書き込みをお願い

したいと思います。どうもありがとうございまし

た。

（文責：尾形好雄）

［ヒマラヤ200号/1988年7月号から全文を再

録したものである］
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HAJを支えた人たち

昭和44年度

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕山名二郎〔専

務理事〕沖允人〔理事〕善行久親薬師義美

加藤彰宮原巍B.ランジャン〔監事〕柴田君

江加藤復三〔顧問〕平野三郎依田孝喜川

喜田二郎水谷勇夫神谷貞義

昭和45年度

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕善行久親〔専務

理事〕沖允人〔常務理事〕加藤彰増田秀穂

B.ランジャン〔理事〕阿部淳橋本広近藤龍

良浜巖勝山良三1.M.セルチャン〔監事〕

柴田君江加藤復三

昭和46年度

45年度と同じであるが理事として以下追加

植竹清孝丸山信治沢田宗親

昭和47年度

46年度と同じであるが、理事の丸山信治が退任

し、新たに理事として稲田定菫と大谷徹を追加

★昭和48年度～50年度（任期3年)[1973-1975]

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕善行久親〔専

務理事〕増田秀穂〔常務理事〕加藤彰〔理事〕

近藤龍良植竹清孝稲田定菫阿部淳浜巖

木村与吉橋本広空昌昭B.ランジャンF.M

ハスナインA.クワジャ〔会計監査〕藤田昌平

岩水竜峰

★昭和51年度～53年度（任期53年8月まで76-78）

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕善行久親〔専務

理事〕岩水竜峰〔常務理事〕久保幸治〔理事〕

稲田定菫山倉洋一矢野郁雄藤井毅大崎正

信山森欣一黒沢文代 佐藤 優内 田嘉 弘

植竹清孝堀内立三 近 藤 龍 良 小 林 英 見

B.ランジヤンA.フィダ〔会計監査〕増田秀穂

松本香代子

★昭和53年度～58年度[1978-1983]

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕山倉洋一〔専

務理事〕稲田定重〔常務理事〕山森欣一岩水

竜峰角田不二〔理事〕植竹清孝堀内立三

近藤龍良藤井毅小林英見内田嘉弘清水澄

〔監事〕黒川篇藤江幾太郎〔顧問〕川喜田

二 郎 古 原 和 美 善 行 久 親

但し、57年5月30日近藤理事退任し、尾形好雄

常務理事に就任。58年5月22日山倉副会長退任し、

理事就任。さらに藤井理事退任し、八木原圀明常

務理事に就任。

★昭和59年度～61年度[1984-1986]

〔会長〕柴田金之助〔副会長〕遠藤登〔専務

理事〕稲田定菫〔常務理事〕山森欣一八木原

圀明尾形好雄飛田和夫角田不二〔理事〕

阿部淳植松秀之小島守夫小林英見岩水竜

峰内田嘉弘新貝勲〔監事〕黒川篇藤江幾

太郎〔顧問〕古原和美

但し、59年7月角田常務理事遭難死亡退任｡60

年5月11日藤江監事退任し、土居正勝監事に就任。

61年5月24日山田昇常務理事に就任。

★昭和62年度～平成元年度[1987-1989]

〔副会長・会長代行〕遠藤登〔専務理事〕稲田

定菫〔常務理事〕山森欣一八木原圀明尾形

好雄飛田和夫山田昇〔理事〕阿部淳植松

秀之小島守夫鈴木雄一岩水竜峰内田嘉弘

新貝勲〔監事〕舘野秀夫土居正勝〔顧問〕

古原和美柴田金之助

但し、元年2月山田常務理事遭難死亡退任。

★平成2年度～4年度〔1990-1992〕
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〔会長〕遠藤登〔理事長〕稲田定菫〔専務理

事〕山森欣一〔常務理事〕八木原圀明尾形好

雄〔理事〕阿部淳植松秀之小島守夫土居

正勝鈴木雄一内田嘉弘〔監事〕舘野秀夫

中岡久〔顧問〕古原和美柴田金之助

但し、2年9月舘野監事遭難死亡退任し、3年

5月25日酒井國光監事就任。3年10月土居理事病

死退任し、4年5月30日新郷信廣理事就任。

★平成5年度～7年度〔1993-1995〕

〔会長〕遠藤登〔理事長〕稲田定菫〔専務理

事〕山森欣一〔常務理事〕八木原圀明尾形好

雄寺沢玲子今村裕隆中川裕〔理事〕阿部

淳大内倫文植松秀之 西郡光昭八嶋寛沖

允人小島守夫名塚秀二酒井國光関根幸次

南勲林雅樹新郷信廣〔監事〕保坂昭憲

中岡久〔顧問〕古原和美柴田金之助

但し、6年3月今村常務理事退任し、6年5月

21日飛田和夫常務理事に就任し、7年8月退任。

★平成8年度～10年度[1996-1998]

〔会長〕遠藤登〔理事長〕稲田定菫〔専務理

事〕山森欣一〔常務理事〕八木原圀明尾形好

雄寺沢 玲子中川裕野沢井歩〔理事〕大内

倫文八嶋寛植松秀之名塚秀二酒井國光

古 関正雄田辺治林雅樹 南 勲 名 越 實

〔監事〕保坂昭憲中岡久〔顧問〕古原和美

柴田金之助

★平成ll年度～13年度[1999-2001]

〔会長〕酒井國光〔理事 長〕 山森 欣一 〔常

務理事〕八木原圀明尾形好雄岩崎洋中川裕

野沢井歩〔理事〕大内倫文戸谷薫八嶋寛

名塚秀二古関正雄田辺治林雅樹南勲名

越實〔監事〕保坂昭憲中岡久〔顧問〕古

原和美柴田金之助遠藤登稲田定菫

★平成14年度～16年度[2002-2004]

［会長］酒井國光［理事長］山森欣一［専務

理事］野沢井歩［常務理事］八木原圀明尾形

好雄名塚 秀二岩崎洋 中川裕田辺治古関

正雄 林 雅樹睦好正治［理事］大内倫文戸

谷薫名越實［監事］保坂昭憲中岡久〔顧

問 〕 古 原和美柴田金之助遠藤登稲田定重

評議員名簿

★昭和53年度～58年度〔1978-1983〕

阿部淳大崎正信（北海道）高橋亭夫（岩手）

池田昭二（山形）西郡光昭菊地薫（宮城）

桧 山隆（茨城）水野勉山里寿男黒沢文代

(東京）森岡武一（石川）沖允人（愛知）

矢野郁雄豊島正（京都）西村清一郎（兵庫）

八幡浩（広島）石橋保松本径夫（福岡)B.

ランジャン（ネパール)A.フィダ（インド）

★昭和59年度～61年度[1984-1986)

大崎正信大内倫文（北海道）高橋亭夫（岩手）

土谷正伸（山形）八嶋寛（宮城）村上泰賢

(群馬）土居正勝水野勉（東京）関久雄

(神奈川）豊島正（京都）岡田和泰（兵庫）

名越實（広島）国沢鎮雄（高知）倉智渭司

松本徒夫（福岡）肉丸剛（長崎）

★昭和62年度～平成元年度[1987-1989]

大崎正信大内倫文（北海道）高橋亭夫（岩手）

土谷正伸（山形）八嶋寛（宮城）村上泰賢

(群 馬）中岡久（埼玉）水野勉（東京）豊

島正（京都）岡田和泰（兵庫）名越實（広島）

国沢鎮雄（高知）倉智清司（福岡）新郷信廣

(佐賀）肉丸剛（長崎）

★平成2年度～4年度[1990-1992]

大崎正信大内倫文（北海道）高橋亭夫（岩手）

土谷正伸（山形）八嶋寛（宮城）村上泰賢

（群馬）水野勉（東京）岩水竜峰（岐阜）

南勲（大阪）岡田和泰（兵庫）名越實（広島）

国沢鎮雄（高知）新郷信廣（佐賀）肉丸剛

(長崎）

但し、新郷評議員は、4年5月30日理事に就任。

★平成5年度～7年度〔1993-1995〕

佐々木裕一（北海道）松舘正義（青森）土谷

正伸那須宗一（山形）渡辺斉（埼玉）出口

當 鈴木雄一坂上利明（東京）西嶋錬太郎

(石川）中村正勝（長野）岩水竜峰（岐阜）

名越實（広島）国沢鎮雄（高知）下田泰義
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(長崎）

但し、佐々木評議員は、平成5年9月29日遭難

死亡退任。

小島守夫（栃木）寺沢玲子（埼玉）天城敞彦

橋本康弘（東京）青木茂（山梨）西嶋錬太郎

（石川）中村正勝（長野）大西保（大阪）

今村裕隆（山口）国沢鎮雄（高知）下田泰義

（長崎）★平成8年度～10年度[1996-1999)

阿部淳辻野治子（北海道）松舘正義（青森）

丸山芳雄（秋田）那須宗一菅原和明（山形）

小島守夫（栃木）渡辺斉（埼玉）鈴木雄一

坂上利明橋本康弘（東京）上原昭則（山梨）

西嶋錬太郎（石川）中村正勝（長野）大西保

(大阪）今村裕隆（山口）国沢鎮雄（高知）

下田泰義（長崎）

★平成14年度～16年度[2002-2004]

辻野治子佐藤英樹（北海道）松舘正義（青森）

丸山芳雄（秋田）志小田美弘（宮城）菅原和

明鈴木正典（山形）小島守夫長繁夫粂川

章（栃木）後藤文明（茨城）天城敞彦（東京）

冑木茂（山梨）西|鳴錬太郎（石川）中村正勝

（長野）大西保樋上嘉秀（大阪）今村裕隆

（山口）国沢鎮雄（高知）下田泰義（長崎）

大住恵子（在パキスタン）

★平成11年度～13年度[2000-2002)

阿部淳辻野治子（北海道）松舘正義（青森）

丸山芳雄（秋田）那須宗一菅原和明（山形）
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0111池田昭二
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0203佐々木民秀

0204淡川舜平
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0206風間京子

0207馬場堅治郎

0208○上田安宣

0 209田村宣男
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0405
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0407

0408

0409

0410

0411

0412

0413

0414

0415

0416

0417

0418

0419

0420
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島津昌泰

島津洋子

塩原輝昭

畠中茂

掛見則夫

小泉博嗣

内田国博

一原有徳

石田岡ll

高橋ユウ子

斉藤勘次郎

渡辺正蔵

高橋正幸

高橋満子

仕名野完治

光澤昭夫

長谷川宗親

渡会伊良子
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光
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佐
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杉浦勝美
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小西喜助
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西村光枝

下志万嘉彦
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棟方亮

中馬董 人

山下靖博
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中村降哉

藤田昌平
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井口浩
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■501～600

0501×杉沢知勢子

0502．岩水竜峰

0503柴田勇

05 04○水野勉

05 05○奥田寛

0506阿部弘二

0507×今井千代子

0 508大 谷 徹

0509木村与吉

0510岡本紀昭

0 511関裕明

中村

島村

関谷

中村

金子

伊藤

中田

玉主

玉主

加 藤

黒沢

！､'－1村修一

薄地世史郎

督永進

清水洋 司

寺江情

伊藤弘子

×松島静吾

那須久雄

併井照和

佐野昇三

斉木紀子

0512

0513

0514

0515

0516

0517

0518

0519

0520

0521

0522

義治

唯岸

節子

茂樹

辰巳

博

友三

清

澄子

惠子

文代

0534佐藤

0535板倉

0536柴田

0537柳沢

0538横地

0539須賀

0540居林

0541○鍋島
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0544○打矢
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0546小林

0547折戸

0548野崎

0549安斉

0550＊水野

0551○粕谷

0552山根

0553矢島

0554神尾

0555寺田

忠明

忠一

正明

裕美

令子

淳子

俊矩

紀賢

勇

吉臣

作二

ヨシ

幸男

利雄

秀昭

康生

佳子

重麿

義雄

幸二

裕

道雄
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鷲北久子

林茂樹

中西喜和男

塚本重一

松田達夫

垣本百々子

川崎松男

人山憲一

能政信夫

岡清

辻好栄

鹿烏清巳

大塚清市

竹沢昴

岡村武

上沢容子

山口かつ江

大内健一
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小林昭治

玉木秀一

玉木きん子

寸田侑

木村智

今村信彦

本多日出彦

横尾光子

中村直子

0592亀井

0593伊藤

0594木村

0595．出口

0596伊藤

0597宮井

0598八幡

0599関根

0600鷲北
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叡
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戸谷賀一

福田順一

堀内孝恵
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滝口明

大塚理作

×高 頭清 次

氷高てる子

葉上光昭

増田豐

西野廣

新谷明喜

八木功
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柴田
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八嶋

小川

平野

一
滴
寛
男
衛
男
謙
一
郎
勝
子

太
紀
新
達
伸
道
栄

松田良治

藤井毅

加藤学

鈴木真一

菊地晶三

森本孝子

中島正晴

下田喜美子

横樺太

森田晃夫

武藤裕卸

片岡健一

山崎純男

杉崎満寿雄

佐藤邦雄
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９
９
９
９
９
９
９
９
０

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

夫
茂
志
勉
幸
俊
芳
進
重
子
彦
雄
広
夫
洋
隆
司
光
夫

久
誠
竹
邦
武
津
義
孝
義
義
文
隆
年
貞

佳

崎
木
藤
崎
屋
尾
山
本
原
田
水
井
川
永
田
越
藤
井
川

宮
鈴
工
宮
糸
成
舟
長
藤
早
清
下
西
松
成
吉
佐
石
小

◎
○
○
◎
○

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

５
５
５
５
５
５
５
．
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
司
次
樹
久
志
孝
明
夫
之
輝
男
夫
諭
弘
薫
夫
敏
幸

純
慎
安
秀
敬
安
清
幹
信
勝
久
一
敏
常
秀
和

紀
川

田
岡
山
中
田
津
暮
村
上
良
総
林
谷
浦
田
名
松
迫

和
笹
森
田
乏
深
小
奥
山
林
江
上
小
長
三
米
山
本
倉

○
◎
★
○

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

彦
彦
則
和
真
裕
導
広
郎
樹
優
悦
紀
彦
広
志
明
義
誠

直
雅
和
重
俊
良
邦
市
智
勇
裕
正
義
尚
啓
明

川

部
爪
村
倉
場
坂
倉
藤
鉢
田
坂
谷
玉
藤
谷
屋
藤

阿
橋
北
竹
小
馬
環
小
柏
伊
飯
石
高
森
小
佐
長
大
佐

★
○

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

■1601～1700

1601米川正利

1602佐藤清司

1603丸山史郎

1 604石川忍

1605 鈴 木 繁

1606○高羽秀徳

1607村串静江

1608阪上義次

1609小段賢

1610★肥田繁男

1 611二階寿人

1612米山和男

1613羽田明史

1614佐藤俊介

1615◎武部秀夫

1616○結城正明

1617○丸山芳雄

1618○高木敏男

1619桑名信幸

1620石川進

博
治
枢
裕
博
薫
男
夫
子
敏
三
文
一
彦
夫
誠
雄
三
仁
司

雅
良
親
光
幸
知
正
敏
倫
賢
敏
泰
敬
憲
博
俊

吉
云

田
代
本
川
重
藤
藤
田
野
山
内
橋
西
代
好
島
舛
田
島

森
宮
峯
中
陳
富
伊
遠
倉
立
栗
大
高
山
熊
三
矢
新
武
棚

×
◎
×
○
○
×
○
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

稔
俊
力
彦
博
徹
三
恒
恵
男
也
子
久
通
清
子
子
子
子
子

一
剛
侑
文
政
真
和
博
英
幸
純
昌
朗
直木

野
沢
輪
入
島
地
本
石
田
口
林
原
田
本
野
橋
楽
野
村
々

長
梅
三
坂
小
浅
岩
黒
亀
関
小
香
太
江
新
高
設
管
今
佐

○
○
○

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
子
司
也
一
一
衛
雄
博
幸
二
史
章
市
昭
子
昭
史
勲
純

幸
和
弘
和
輝
勇
幸
美
宣
雄
正
雅
信
信
和
善
雅
尚

允
黎

崎
野
藤
上
近
間
松
木
屋
給
辺
島
井
賀
野
森
田
田
貝
井

江
小
加
村
左
徳
笠
鈴
土
今
渡
中
藤
吉
西
大
梨
熊
新
松

○
。
○
×
★
○
。
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

司
二
見
夫
る
隆
勲
子
郎
修
志
子
男
彦
雄
明
喬
生
一
登

憲
研
一
幹
は
文
京
次
武
和
和
政
文
文
吉
圭

正
見

田
山
林
畑
上
浪
沼
地
井
田
藤
上
森
明
藤
藤
岸
佐
藤
藤

吉
園
小
光
最
高
菅
延
亀
古
佐
井
金
千
伊
佐
山
須
須
遠

◎
★
◎
。
◎

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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０
義
悟
雄
司
子
男
明
之
樹
勝
武
光
勝
一
弘
子
夫
邦
光
哉

帥
泰
卓
栄
節
道
利
昇
秀
久
祥
正
芳
芳
代
正
弘
重
守

１

一
塁
亘

卜
田
間
池
保
保
浅
上
瀬
田
田
越
木
村
山
林
塚
谷
戸
下

加
下
詫
菊
新
新
湯
坂
広
永
福
水
八
中
小
松
大
玉
唐
山
原

１
。
○
○
。
○
。
○

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

■
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

義
昇
郎
江
巳
次
り
右
郎
利
治
宣
晃
夫
二
二
郎
二
努
次

久
一
美
克
正
ど
浩
好
幸
清
政
正
俊
弘
英
次
隆
健

隆
芙
代
み
木
清

谷
藤
島
村
藤
ヶ
輪
谷
田
川
部
内
野
田
々
木
込
橋
樽
浜

俵
須
三
嶋
伊
八
三
入
山
谷
渡
大
西
成
佐
鈴
中
市
井
大

×
○
○
○
×
×
○
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1741稲木昌夫

1742山田修

1743平尾陽太郎

1744椎名晴夫

1745○伊藤哲朗

1746浅田晋平

1747◎岡田勇孝

1748水科善隆

1749阿部嘉範

1750渡辺繁明

1751神戸恵子

1752松本吉隆

1753○金森博之

1754新谷英世

1755◎岩崎洋

1756K.K.グハ

1757○督永忠子

1758○ナジール

1759塙勉

1760×斎藤安平

1761門島

1762柴本

1763松木

1764○馬場

1765梅野

1766◎寺沢

1767．塩田

1768小林

1769中川

1770◎金子

1771◎菅原

1772山本

1773○則友

1774川田

1775石井

1776○高橋

1777佐藤

1778浅倉

1779吉崎

1780杉山

逸平

武信

武信

博行

満雄

玲子

純一

憲生

紘一

英一

和明

茂雄

進

修二

情

敏雄

修

豐

岳

正樹

ィ
優
之
行
止
三
二
貢
治
康
一
男
児
隆
弘
緑
人
二
夫
三

デ
俊
良
仁
昭
謙
正
圭
和
英
正
智
邦
幸

ン

パ
村
井
地
林
谷
井
野
村
中
野
島
橋
口
島
藤
本
藤
元
松

，
野
福
榛
杉
東
平
星
中
村
中
徳
大
橋
川
佐
岡
加
松
小

○
○
○
○
×
○
◎
。
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

■1801～1900

1801◎渡辺斉

1802村上正

1803内村友宏

1804森山公美丈

1805○工藤哲靖

1806竹内敬一

1807沼賢亮

1808◎福山佶

1809○證佐強

1810◎佐藤光由

1811今井敬一

1812◎吉田文江

1813平元忍

1814×三枝照雄

1815泉洋一

1816佐々木みゆき

1817○木下祥子

1818早川昭子

1819茂木初邦

1820小林佳子

1821福田裕子

1822○市川春代

1823×峯本枢

1824○大藤たか子

1825○柳沢剛男

1826吉川勲

1827○鳥井修一

1828松浦浩

1829小泉武栄

1830○宮川清明

1831米田康男

1832佐々木禮子

1833◎今村裕隆

1834○溝端文則

1835井上道雄

1836船尾修

1837○川嶋保幸

1838町山健二

1839杉本伸一

1840柳澤和宏

1841丸山邦男

1842中島和彦

1843尾原由教

1844小川昌彦

1845永塚朗

1846小冊典宏

1847伊藤岡リ

1848◎石川龍彦

1849花高了三

1850細海昭二

1851石川啓二

1852○大金信夫

1853大久保主計

1854高橋孝次

治
り
尋
実
也
司
子
明
修
二
彦
昭
子
男
司
子
治
彦

充
ゅ
千
珠
俊
裕
説
隆
良
文
洋
津
岸
勇
雅
健
一

さ

水
津
野
子
橋
川
野
沢
水
口
暮
橋
橋
俣
問
田
田

清
南
菅
金
高
石
大
小
清
滝
小
高
堀
高
二
風
友
箕

○
。
★

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

二
収
一
一
雄
蔵
郎
悟
幸
信
雄
彦
志
護
子
寿
弘
郎
健

新
英
幹
栄
史
道
秀
克
義
克
和
幸
美
三

田

戸
田
宮
部
石
橋
尻
田
木
原
村
原
野
藤
小
野
田

綾
滝
荷
阿
小
高
林
石
辻
松
藤
江
菅
中
遠
志
奥
太

×
○
◎
○
○
◎

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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1897広本俊也

1898◎伊藤正毅

1899黒石川由美

1900村岡由貴夫

1895玉沢伸章

1896◎増田隆

1893○田部井政伸

1894渡辺寛治

1891◎藤原拓夫

1892渡部光則

■1901～2000

1901○古川英勝

1902佐藤哲

1903奥和男

1904○中山秀樹

1905梁永林

1906森山英穗

1907児島修

1908斉藤順二

1909佐伯成司

1910吉田能啓

1911岩坪宏

1912田尻信広

1913○藤田イII1-

1914斉藤祐一

1915◎田辺治

1916○戸川浩

1917清水保志

1918牧瀬敏裕

1919◎吉田秀樹

1 920井下隆弘

寛
武
枝
功
則
偉
晴
次
功
均
郎
堅
男
也
子
雄
二
秋
義
子

正
文
芳
湘
邦
一
芳
忠
和
恭
幹
秋
千
勝
明

原
田

井
上
住
上
瀬
野
上
笠
田
井
橋
古
鷲
山
長
村
谷
口
松

酒
村
浦
井
清
張
大
最
小
西
笠
高
井
尾
秋
神
西
渋
矢
小

○
○
◎
○
○
◎
○
○
○
◎

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

1961高柳

1962石津

1963×猿渡

1964綱島

1965増島

1966大類

1967鈴木

1968○室岡

1969野村

1970大勝

1971小原

1972○外山

1973秋山

1974○山本

1975○植松

1976○奥村

1977○伊藤

1978田中

1979鈴木

1980○川上

一
平
司
一
子
広
彦
博
勇
司
晴
平
人
夫
男
博
巳
喜
雄
茂

健
航
健
潤
葉
元
光
浩
和
勝
正
秀
満
克
基
秀

子
樹
子
子
彦
士
泰
誠
蔵
一
基
一
郎
光
雄
生
子
之
樹
守

幸
雅
信
弘
素
剛
徳
幸
龍
弘
公
次
國
峰
稔
優
龍
芳

吉
川

田
永
沼
田
尾
里
好
村
井
田
野
井
井
合
野
宮
川
中
谷

高
林
松
菅
安
永
九
三
澤
村
藤
菅
酒
酒
河
深
二
石
山
長

○
。
○
○
○
◎
○
◎
◎

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
二
毅
博
子
代
道
夫
夫
正
樹
男
造
郎
豪
次
子
男
男
彦

健
真
裕
尚
昭
一
常
珠
識
泰
二
幸
郁
幸
輝
靖

久
賢

岸
尻
川
原
崎
山
沢
本
幡
本
割
藤
崎
村
根
作
内
辺
田

峯
江
香
小
牧
柴
丸
柳
山
八
橋
長
伊
山
奥
関
矢
宮
渡
松

。
。
×
○
○
。
○
◎
○

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

■2001～2100

2001柿沼孝

2002尾形真也

2003○吉井英生

2 004伊藤剛

2005×石坂工

2006前野和重

2007．谷田川武

2008*田部井淳子

20 09伊藤龍治

2010○西川修

2011土田義人

2012山田良二

2013○谷口雅朗

2014山田政巳

2015畑典之

2016青田晋行

悦
子
篤
也
博
司
公
也
晃
子
教
史
明
福
一
子

雄
貴
哲
一
惠
真
陽
二
博
正
喜
紀
純

原

藤
葉
本
久
蘇
部
野
河
山
地
田
谷
分
蔵
川
水

遠
千
山
知
阿
服
沢
大
小
菊
吉
木
守
大
荒
清

○
×
○
◎

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

子
隆
均
平
夫
治
之
清
厚
晃
昭
夫
種
章
子
郎

孝
庄
功
雅
克
勇
栄
美
一久

藤
谷
保
島
島
木
田
田
田
場
藤
野
川
田
田

加
熊
久
鹿
福
鈴
千
藤
河
干
遠
伴
安
宮
藤
安

◎
○
．
○
○
○
○
○
。
○

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

り
煕
保
夫
子
紀
栄
行
一
一
清
淳
史
治
子
一

ど
光
裕
恒
祐
繁
朝
博
光
光
忠
浩
祥
幸
幸

み

浦
重
廣
吉
宮
口
上
星
野
原
野
崎
中
越
森

松
国
関
重
末
一
山
村
赤
彌
坂
直
川
田
塚
長

。
○
○
。
○
◎

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

郎
弘
修
司
一
志
哲
広
子
聡
廣
徹
治
剛
哲
克

一
充
賢
昌
俊
正
静
快
敏
明

裕
田
木

原
田
田
谷
井
藤
野
野
取
田
山
野
岡
々
村
木

石
岡
草
大
大
遠
水
狩
香
嶌
圓
宇
平
佐
西
鈴

○
○
○
＊
○

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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新海

冑山

西川

藤田

裕悟

暁男

勝生

和之

１
２
３
４

８
８
８
８

０
０
０
０

２
２
２
２

2085○河内

2086○平川

2087小野

2088益子

正樹

宏子

武彦

英雄

2089○居川

2090○伊藤

2091船越

2092○村~上

祐
樹
幸
男

康
吉
重
芳

2093白幡君太郎

2094◎後藤文明

2095○我妻邦夫

2096野上建紀

2097小太刀健

2098伊藤清春

2099○中村保

2100○中島雄三

■2101～2200

2101○伊藤英世

2102神戸治男

2103稲泉眞彦

210 4 松 浦 伸

2105◎田中一江

2106×波木井三寅

2107◎福山京子

2108○中山裕明

2109成崎公生

2110○早川晃生

2111松田仁志

2112和仁達朗

2113○大須賀春一

2114高田智博

2115小田隆三

2116○小西浩文

2117○江塚進介

2118×星野龍史

2119．喜内敏夫

2120◎戸部秀男

夫
治
雄
平
孝
介
子
嗣
俊
春
之
明
剛
勝
十
英
豪
博
る
喜

敏
清
昌
章
祐
幸
真
顕
雅
博
和
正
清
智
俊
は
豊

み
木

谷
尾
野
根
多
田
田
葉
口
谷
上
原
山
村
見
野
上
岡
川
々

中
中
今
関
本
合
沢
千
関
森
井
上
秋
田
高
杉
川
吉
北
佐

○
○
○
○
○
○
◎
×
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

穗
美
雄
克
彰
治
茂
人
由
實
記
郎
仁
三
歩
典
一
夫
子
信

満
睦
英
秀
幹
義
正
一
保
純
正
眞
貞
里
隆

井

居
島
石
倉
藤
木
崎
内
藤
田
山
西
口
沢
木
澤
野
田
田

中
中
平
柏
佐
荒
山
西
佐
井
丸
小
森
谷
野
鈴
渋
小
安
池

○
×
○
○
。
◎
○
○
○

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

郎
克
敬
昭
郎
男
靖
彦
春
悟
代
穣
生
斎
子
子
志
雄
一
司

二
誠
忠
義
次
憲
和
千
千
和
直
佳
人
正
洋
耕

功
田

村
江
村
山
田
房
野
山
村
山
藤
田
藤
子
森
岡
関
田
野

木
堀
中
杉
黒
花
小
秋
吉
米
加
柳
島
安
金
大
山
古
沼
佐

○
○
○
○
◎
○
◎

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

二
夫
義
夫
良
章
隆
之
子
仁
洋
健
康
雄
斌
里
広
郎
朗
里

謙
友
法
一
和
直
尚
典
雅
直
芳
千
一
一
愛

陽

辺
科
倉
田
本
栖
口
竹
木
野
藤
尾
谷
ロ
田
村
野
田
原

川
仁
陶
小
中
林
重
山
大
鈴
高
佐
森
渋
山
森
中
天
城
菅

＊

。
○
○
○
＊

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

■2201～2300

2201○賀集信

2202○内海努

2203○斎藤繁

2204○大西敏明

2205○鷲津清

2206小川和彦

2207小池正器

2208田村美奈子

2209斉藤和子

2210○石川富康

2211○大宮求

2212○白沢真弓

2213○亀田佳惠

2214山口恵美子

瀬
口
田
原
井
田
田
野
武
上
原
枝
藤

笹
河
岩
笹
洞
太
上
星
宮
尾
川
三
堀
伊

○
。
○
◎
。
○
○

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

史
攻
郎
樹
雄
夫
雪
光
淳
司
歳
子
音
範

雅
達
芳
孝
康
弘
英
啓
綾
宏

2229○林

2230○大槻

2231武田

2232○斎藤

2233○市川

2234野村

2235＊中山

2236北村

2237小川

2238山岸

2239金

2240山崎

2241○得田

2242久慈

孝治

利行

剛

勤

義輝

和義

敦子

俊之

裕正

憲

保國

裕晶

公明

正弘

彦
次
泰
一
彦
治
史
照
夫
壮
秀
人
彦
郎

和
賢
紹
昭
邦
正
貴
和
哲
嘉
澄
俊
治

田
川
保
総

塚
保
丹
谷
上
口
西
田
久
上
田
井
野

小
久
伊
長
池
西
河
平
栂
小
樋
武
荒
牧

。
○
○
○
○
○
○
○
○

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

道
修
子
学
純
郎
人
真
強
孝
子
豐
夫
広

正
英
一
和
奈
建
勝

信
美

野
野
瀬
取
井
國
藤
原
崎
川
藤
川
宮

高
岡
林
廣
香
藤
吉
後
西
宮
及
武
西
七

○
。
○
○
○
○
○
○
○
○

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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喜
治
清
勉
一
子

英
耕
誠
直

2271◎中島俊弥

2272○田中俊甫

2273 大 城 泰

2274大島義広

2275久保木学

2276★福沢卓也

雄
篤
二
男
史
生

文
重
参
宗
康
正

原

子
笠
井
田
手
田

金
小
橋
貫
溝
西

○
○
○

３
４
５
６
７
８

８
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

2289○井上

2290○原田

2291藤田

2292牛島

2293○関根

2294篠原

治
之
大
浄
勝
夫

菫
裕
鎮
敏

野
田
田
田
室
木

盛
鎌
石
寺
戸
正

。
○

５
６
７
８
９
０

９
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２

作
子
巳
二
明
紀

庸
代
勝
潤
正
宏

川
千

谷
関
野
藤
佐
邊

長
古
浅
工
遊
渡

○
．
○
★

７
８
９
０
１
２

７
７
７
８
８
８

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

０
明
司
勝
昭
男
寧
忠
幸
雄
裕
男
仁
穰
昭
郎
弥
治
夫
郎
茂

如
伸
隆
虎
永
永
清
美
教
治
達
達
茂
春
二

２

一
三
白

一
長

田
滝
富
川
田
藤
上
條
上
林
山
沼
島
野
南

１訓
南
吉
大
稲
堀
奨
飽
泉
斎
井
北
井
小
松
大
森
田
高
日
森

２
。
○
◎
×
。
○
×
○
○
○
×
○
○

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

■
却
却
却
却
和
却
却
却
却
皿
測
麺
麺
測
知
劉
麺
和
知
麹

子
信
則
司
雄
祥
幸
司
郎
斉
明
光
昌
道
敏
澄
男
世
秀
介

治
善
昭
耕
治
博
裕
一
正
邦
克
孝
正
秀
和
喜
寿
洋

康
寺

野
沢
原
田
波
岡
村
丸
岡
野
島
木
藤
黒
尾
島
岸
岸
亀
木

辻
寺
上
山
難
吉
木
金
竹
小
福
鈴
須
目
瀬
中
山
山
大
鈴

＊
。
○
○
○
。
◎
。
○
○
○
○
＊
★

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６

３
３
３
３
３
３
３
３
３
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2741○芹澤

2742○熊村

2743○田中

2744○萬徳

2745○浅野

2746内野

2747○亀井

2748○杢代

2749○宮川
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第Ⅷ部

創立30周年言己念報告
報道にみるHAJ



日本ヒマラヤ協会創立30周年記念

講演会＆祝賀会報告
1998年1月25日、本会の創立30周年を記念して

講演会と祝賀会が開催され、天候にも惠まれ多く

の参加者を得て盛大裏に終了した。

★講演会と記念楯贈呈の部

北の丸公園にある科学技術館・サンエンスホー

ルを会場に9時15分、尾形好雄常務理事の司会で

開会。初めに、オープニング映像として、東の雪

宝頂から西のクラウンまでHAJの登山の模様が

スライド100枚によって紹介された。未踏の地に

足跡を残したHAJらしく、新鮮な映像の連続で

あった。

次いで主催者の挨拶として、遠藤登会長が外国

からの講演者やHAJ創立者の柴田顧問等に謝辞

を述べた。そして、稲田定重理事長が30年の歴史

を振り返り、年代ごとの主な出来事を紹介した。

ここで柴田前会長が飛び入りで、HAJを創立す

る切っ掛けになった留学生受入れなどのエピソー

ドを紹介。

一記念講演－

1)名塚秀二氏

［世界の三大峰を語る］

冬期サガルマータ（エヴェレスト）南西壁初登

筆、チョゴリ(K2)北西壁初登筆、カンチェン

ジュンガ北東支稜（シッキム側）登頂など、ヒマ

ラヤの東から西の八千メートル峰に足跡を残し、

6座に7回登頂して現在日本で最も多くの八千メー

I

一

’

#可

ほ

こ72

げ排｡

曇’→鎧

職

Ｉ
‐
噂
雫
希
簸
函II鋤 ｛

r錘
一 ■一一4－一

謡

講演会風景、右上から講演する名塚、汪、カパディア、神原各氏と左は会場風景
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▼記念の楯贈呈者写真。左から汪､カパディア､神原坂口、

山本､近喰､督永､辻､田中､永田､香取､各氏と遠藤会長

トル峰の登頂者である氏が、登山の切っ掛けやヒ

マラヤへの係わり紹介し、スライドを駆使してヒ

マラヤの美しさ、楽しさ、厳しさを語った。

Ⅱ）汪鉄銘氏

［中国晋LUの現状と問題点］

中国登山協会の副主席である氏は、中国では古

代にも登山活動があったことを紹介し、｜日暦の9

月9日には「重陽節」と言って皆でお酒や弁当を

持って山に登ったことを紹介、一種の健康法だっ

たと言う。また、近代登山は、旧ソ連の指導を受

けて1955年から始まったと紹介。1979年に外国隊

に門戸を開いた結果、中国も多くの技術やノウハ

ウを学び、刺激を受けたことを紹介した。現在で

は中国人の登山活動も活発になり、特に若者には

スポーツクライミングが大人気であるが、資金的

に人工岩場や指導者不足のためレベル・アップに

時間がかかると指摘。環境対策も統一した部門が

ないので対策も遅れ勝ちであることを指摘した。

（通訳は中国登山協会の李豪傑氏）

Ⅲ）ハリシュ・カパディア氏

［インド・ヒマラヤの概念］

インド・ヒマラヤの東から西にかけて広く足跡
迅平吟玲乃 ､輯一F吾

:亀癖嘱､"‘、》罐驚"′響:、
法⑧

､:；師.

蕊 慰零

議翰鱗溌
鈍刊私

蕊蕊〃,…“蕊尉厨・蕊.‘淑
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？？!、識

稗玲6

蕊

癖
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I

織涛
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蕊 識
副M,､鰯蝿:蕊織鏑錐

▲飛入りで講演する柴田金之助前会長

灘…
罐

i懸当息錨！

を残している氏が、自国の山々を地域別に紹介し、

その後160枚に及ぶスライドを駆使して、シッキ

ム・ヒマラヤから東部カラコルムに至るインド・

ヒマラヤの全域について詳細に紹介し、ヒマラヤ

ン・ジャーナル編集長の面目躍如たるものがあっ

た。（通訳はHAJ会員の菅原愛里さん）

Ⅳ）神原達氏

当初予定していたネパールの元観光大臣である

ハルカ。グルン氏が来日できなくなり、原稿が送

られてきた。グルン氏は神原氏に代読を依頼。し

かし、それでは味けがない。神原氏は1960年から

グルン氏の友人であることも分かるように、その

時代のネパールの精通者であるので、氏の体験を

交えて紹介して頂いた。グルン氏の原稿にはネパー

ルの観光経済が沢山の数字を使って書かれている

ので大変興味深いものであった。

一記念楯贈呈一

HAJの30年の歴史を支えてくれた部外の皆様

に遠藤会長から記念の楯が贈られた。前記の講演

が1時間早く終了したため、来場済みの約半分の

方に贈呈され、残りは記念祝賀会会場で贈呈され

た。その後贈呈者の記念撮影があり、17時講演会

の部は終了した。楯贈呈は下記の皆さんであった。

（講演会の部の参加者数は240名）

中国登山協会／インド登山財団／チベット登山

協会／インド・チベット国境警察／日本山岳協

会／日本勤労者山岳連盟／東京都山岳連盟／日

中協会/ICI石井スポーツ／西遊旅行／ヒマ

ラヤ観光開発／日本メディコ／ティ・エッチ・

アイ／ダックス／エクスフ°レス・ハウス／日パ

トラベル／シカールトラベル／エアー・インディ

ア／東京新聞出版局／|｣｣と渓谷社／近喰組／ハ

リシュ・カパディア／ハルカ・グルン／中坪印

刷／

★祝賀会の部

九段会館に場所を移して行われた祝賀会は18時

頃からウエルカム･パーティ方式であったため、

あちこちで全国から久し振りに集まったメンバー

たちの輪ができ華やいだ雰囲気の中で始まった。

定刻18時半、八木原圀明常務理事の司会で開宴。

記念の楯贈呈の後、遠藤登会長挨拶、来賓代表と
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して日本山岳協会の坂口三郎会長、中国の汪鉄銘

氏、インドのハリシュ・カパディア氏、日本山岳

会の大森薫雄副会長、日本勤労者山岳連盟の安藤

英典副理事長と祝辞を戴き、日中協会白西紳一郎

事務局長から乾杯のご発声を頂いた。会場の2ケ

所にあるテレビには、日中合同ラプチェ・カンと

日印合同リモの登山隊の模様が映し出されていた。

宴もたけなわになる頃には、アチラコチラで同じ

隊員同志の記念撮影が始まり、最後には壇上での

撮影大会の様相となってしまい交通整理ができる

ほどの盛況であった。

稲田定重理事長の締めの挨拶があり、祝賀会は

無事20時半お開きとなった。参加者は270名。な

お、祝賀会参加者には、426ページのHAJ創立

30周年記念誌「雪の住処30年の記録」が贈呈さ

れた。

★御礼

30周年記念行事の実施にあたりまして、会員の

皆様に資金協力のお願いをして参りましたが、多

くの皆様からのご協力によりまして、式典関係と

出版の一部（記念誌発行）を終えることができま

した。引き続き出版関係をl1頂次実施する予定であ

ります。尚、野外と写真展につきましては、中止

とし、機会を見て別途企画致します。これまでに

寄せられました会員の皆様のご協力に感謝申し上

げます。（文責：山森欣一）

◎1998年1月31日現在資金カンパ

延べ人数：251総額:5,554,000円

下記の方々から31_1以上のご協力を戴きました。

［30口］八木原圀明［20口］遠藤登［15口］尾

形好雄［10口］柴田金之助／山森欣一／寺沢善

信・玲子／星野光／酒井國光／鈴木雄一／松舘

正義／井上功／佐々木千恵［8.8口］小林英見

［8口］八ll鳴寛[7D]稲田定菫／出口當／後

藤文|ﾘ1［5口］植松秀之／飛田和夫／名塚秀二

／佐藤光由／小島守夫／野沢井歩／中岡久／山

田豊／渡辺斉／土谷正伸／宮崎久夫／遠藤克昭

／滝口良二／吉田秀樹・文江［4口］久保均

［3口］古原和美／伊藤正毅／久保開次／中込

清次郎／植竹清孝／西郡光昭／高田幸子／平田

清志／岩水龍峰／山倉洋一／森山安次／天城敞

▼祝賀会風景、上から日山協会・坂口会長、

日中協会・白西事務局長、ヌン登山隊参加者

「

｜

I

ル

『

彦／片岡邦夫／阿部淳／今村裕隆／山崎幸二／

岩崎栄／橋本康弘・珠樹／市川春代／大西保／

督永忠子／保坂昭憲／石川龍彦／品川幸彦／花

崎洋／田村俊介／大内倫文／金子勇一／中川裕

／天宮央貴／匿名2名
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日本隊のヒマラヤ登山と死亡事故
（6.000m以上の燈を目指した隊を対象とした。1952年～I9BB年）

左欄：隊数

右欄:人数％=入山者に対 する死亡率
ヒ
マ
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ヤ
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難
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
助
」
の
達
成
を
″

上段：入山者

下段：死亡者
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Ｒ
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．
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９
．
１

６
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１
座
）
の
七
○
○
○
Ｍ
峰
に
初
登
頂
し
、
八

○
○
○
吋
峰
一
二
七
人
、
七
○
○
○
吋
峰
六

四
八
人
の
サ
ミ
ヅ
タ
ー
も
誕
生
し
て
い
ま
す

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
華
や
か
な
成
功
の

裏
に
は
、
無
念
に
も
か
け
が
え
の
な
い
生
命

を
落
と
し
た
岳
人
が
一
七
六
人
に
も
達
す
る

厳
し
い
事
実
も
あ
り
ま
す
。
入
山
者
約
七
○

○
○
人
に
対
す
る
死
亡
率
は
実
に
二
・
五
％

と
い
う
高
い
も
の
で
あ
り
、
四
○
人
に
一
人

の
割
で
死
亡
し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

8,000峰

％
幅
一

名

山
森
欣

原因別死 亡状況目標山岳高度別死亡状況地域別死亡状況

さ
ら
に
、
日
本
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
は
、

一
九
六
八
年
か
ら
八
八
年
ま
で
二
十
一
年
間
、

連
続
し
て
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
と
い
う
不

名
誉
な
記
録
を
更
新
中
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
年
は
二
十
二
年
目
に
当
た
る
の
で
、

死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
に
す
べ
く
「
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
躯
」
の
合
言
葉
を
考
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
で
は
、
日

本
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
か
ら
死
亡
事
故
を

「
ゼ
ロ
」
に
す
べ
く
、
関
係
者
に
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
岳
人
に
こ
の
合
言
葉
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
楽

し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
実
現
し
て
い
た
だ
き

た
く
「
岳
人
」
誌
上
か
ら
呼
び
か
け
を
行
う

も
の
で
す
。

誰
も
好
ん
で
死
に
向
か
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
潜
む

危
険
や
死
亡
率
の
高
さ
な
ど
を
知
り
な
が
ら

も
、
多
く
の
岳
人
の
深
層
心
理
に
は
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
！
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
の

も
ま
た
事
実
で
す
。

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
二
重
、
三

重
の
、
慎
重
な
ま
で
の
態
度
が
必
要
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
こ
の
合
言
葉
ｌ
「
ス
ト

ッ
プ
・
ザ
躯
」
ｌ
を
位
置
づ
け
た
い
の
で

す
。

遭
難
の
ま
と
め

過
去
の
死
亡
事
故
の
事
例
を
み
ま
す
と
、

■ ■ 可

（
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
常
務
理
事
）

雪
崩
七
七
人
（
四
三
・
八
％
）
、
転
滑
落
七

○
人
（
三
九
・
八
％
）
、
高
山
病
一
三
人

（
七
・
四
％
）
、
そ
の
ほ
か
ク
レ
ゞ
ハ
ス
転
落
、

落
石
、
ロ
ー
プ
切
断
凍
死
、
行
方
不
明
な

ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
遭
難
は
常
に
複
数
の
要
因
が
重

な
り
合
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
の
現
象
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

全
体
を
見
つ
め
る
目
を
養
う
こ
と
が
肝
要
で

す
。

過
去
の
遭
難
報
告
書
の
多
く
に
は
、
冬
山

登
山
の
経
験
不
足
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠

如
、
高
山
に
対
す
る
認
識
不
足
、
異
文
化
へ

の
理
解
不
足
、
攻
撃
と
防
御
へ
の
無
配
慮
、

流
行
や
模
倣
の
氾
濫
な
ど
、
反
省
が
繰
り
返

し
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
な
に
を
す
る
か

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
躯
」
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
向
か
う
岳
人
一
人
ひ

と
り
の
生
命
へ
の
執
念
が
必
要
で
す
。
目
標

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
計
画
全
体
を
も
う

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
特
に
生
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
し
た
登
頂
計
画
で
あ
る
か
ど
う

か
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
ぜ
ひ
と

も
過
去
の
失
敗
例
を
参
考
に
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
貴
重
な
る
生
命
を
失
い
、

遅
ま
き
な
が
ら
も
必
死
に
そ
の
原
因
を
探
り
、

反
省
し
た
報
告
書
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
彼

ら
の
失
敗
を
他
山
の
石
と
し
な
け
れ
ば
、
死

ん
だ
岳
人
が
浮
か
ば
れ
ま
せ
ん
。

高
所
登
山
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
複
雑
で
す
。

排
他
的
に
な
ら
ず
、
多
く
の
経
験
者
か
ら
話

を
聞
く
姿
勢
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

生
命
を
守
る
こ
と
ｌ
こ
れ
は
世
界
の

人
々
の
共
通
し
た
願
い
で
あ
り
、
共
通
の
利

益
で
も
あ
り
ま
す
。
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1985年(昭和60年)6月9日

日本ヒマラヤ協会の今年度派這吾山、探検隊

(K2以外は未踏|峰）

山，名．（標高海）地域．隊長、隊員
K2( 8 , 6 1 1)カラコルム飛田和夫-10人
ガンケルプンズム（7,541）ブータン大内倫文10人
クラウン(7,295）カラコルム館野秀夫10人
サセルカンリ2峰(7,531）インF未定12人
ギヤラペリ（7,1 5 0 ） チ ベ ッ ト 山 森 欣 一 5 人
ヤラダツオ（5,2 02）黄河源流八木原圀明21人
ムズ ターグ(6,638）昆高森美枝子8人
チベット高原縦断未定7人

日曜日 14片反匪…(1S)

①
■
●
●
●
凸
凸
、
●
●
■
●
●
甲
●
■
今
■
■
●
①
●
●
●
●
Ｆ
●
●
●
Ｇ
●
③
■
●
■
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
は
ほ
と
ん
ど
登
り
つ
く
さ
れ
、
未
踏
の
八
千
勝
級
睦
一
つ
も
な
く
、
七
千
麻
峰
で
も
十
座
を
深
め
て
き
た
。
各
国
か
ら
日
本
に

余
り
し
か
な
い
。
残
り
少
な
い
処
女
峰
を
目
指
し
て
、
い
ま
世
界
の
登
山
界
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
最
後
の
初
登
頂
時
や
っ
て
く
る
若
い
山
男
を
、
会
員
た

代
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
存
在
だ
。
昨
年
、
世

ぢ
が
自
宅
に
泊
め
、
一
緒
に
日
本
ア

界
の
未
踏
峰
で
睦
へ
五
番
目
に
高
い
マ
モ
ス
ト
ン
カ
ン
リ
．
（
七
、
五
一
六
呼
卿
）
の
初
登
頂
を
果
た
し
た
同
会
・
ル
プ
ス
な
ど
に
登
り
な
が
ら
、
技
術

ゞ
を
み
が
き
合
っ
て
き
た
。

は
、
こ
と
し
、
別
表
の
よ
う
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
八
隊
を
派
遣
す
る
。
う
ち
七
隊
が
未
踏
山
域
だ
。
一
つ
の
山
岳
団
・
ゞ
こ
こ
数
年
、
処
女
峰
の
登
山
許
可

体
で
同
じ
年
に
こ
れ
ほ
ど
処
女
地
域
に
多
く
の
隊
を
送
り
こ
む
の
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
。

が
よ
く
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
に
お
り

高
田
馬
場
（
東
京
）
に
事
務
所
を
登
山
界
壱
ア
ヅ
ど
い
わ
せ
る
よ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
こ

持
つ
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
柴
田
金
坐
左
ヘ
プ
な
派
手
な
氷
壁
ル
ー
ト
の
登
は
ん
を
ろ
し
た
〃
草
の
根
の
交
流
を
見
逃

灘 蕊鍾鐵鐘協＝

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
隊
が
初
登
頂
を
狙
う
ブ
ー
タ
ン
の
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム

（
七
、
五
四
一
府
）
Ⅱ
同
協
会
偵
察
隊
写
す

菫
菫
菫
鱒
隊
謹
篝
蕊
蕊
溌
蕊
蕊
蕪

蝋
哩
詔
緬
蕊
難
鶚
一
円
ｉ
笠
や
擁
職
鯉
窪
逵
諌
雛
》
彫
鰕
塞
鰡
既
融

騨
蕊
誰
嬉
藍
の
昔
毒
れ
趣
ぃ
山
々
に
コ
ッ
コ
ッ
ど
華
の
港
か
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
憾
言
（

鑿
蓬
這
霊
派
草
の
根
交
流
が
効
き

窒
謹
蕊
謹
検
ど
’
ん
と
登
山
許
可

鮭
菫
篝
鑿
探
篝
・
脅
素
パ
‐
ル
、
イ
ン
“
妻
ア
ッ
プ
し
て
篝
庭
．
産
童

た
。

Ｆ
、
中
国
な
ど
の
山
岳
国
と
の
交
流
事
上
の
要
所
に
近
い
東
部
カ
ラ
コ
ル

鱗 爵
沖説

Ｆ
、
中
国
な
ど
の
山
岳
国
と
の
交
流
事
上
の
要
所
に
近
い
東
部
カ
ラ
コ
ル

会
隊
が
初
登
頂
を
狙
う
ブ
ー
タ
ン
の
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
担
百
五
十
万
円
以
上
の
ケ
ー
ス
も
出

Ⅱ
同
協
会
偵
察
隊
写
す
て
い
る
。
妻
子
の
あ
る
隊
員
は
大
変

だ
ろ
う
。
八
一
年
の
ナ
ン
ダ
カ
ー
ト

と
昨
年
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
遠
征

で
計
十
一
人
の
会
員
を
雪
崩
で
失
う

と
い
う
痛
恨
の
遭
難
を
経
験
し
て
い

る
の
で
、
今
回
は
と
く
に
慎
重
に
動

く
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
ガ
ン
ケ

ル
プ
ン
ズ
ム
は
米
国
に
も
同
時
許
可

が
お
り
た
が
、
初
登
頂
を
意
識
す
る

こ
と
な
く
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
目
指
し

た
い
。

る
。
．
》
●
．
．
・
・
・
．
一
・
“
“
・
↓
｜
《

そ
れ
に
し
て
も
こ
ど
し
派
遣
の
八

隊
の
う
ち
、
七
隊
が
未
探
検
地
域
に

入
山
と
い
う
の
は
、
澪
き
だ
。
ほ
と

ん
ど
の
山
域
が
、
米
国
や
西
欧
の

隊
、
な
か
に
は
、
日
本
隊
の
申
請
と

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
許
可
を
取
得
し

た
。
‘

Ｋ
２
登
山
を
除
く
七
隊
は
い
ず
れ

も
探
検
的
色
彩
の
浸
い
遠
征
ば
か
り

だ
。
ブ
ー
タ
ン
の
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ

ム
、
Ｋ
２
の
中
国
側
に
ひ
っ
そ
り
と

立
つ
ク
ラ
ウ
ン
（
中
国
名
ば
皇
冠

峰
）
な
ど
ば
、
遠
望
写
真
が
あ
る
だ

け
で
、
登
頂
ル
ー
ト
も
は
っ
き
り
し

な
い
。
ま
た
、
今
回
は
偵
察
活
動
に

重
点
を
置
く
チ
ベ
ッ
ト
の
ギ
ヤ
ラ
ペ

リ
も
興
味
深
い
。
同
峰
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
を
貫
通
し
て
い
る
ヤ
ル
ツ
ァ
ン

ポ
（
ブ
ラ
マ
プ
ー
ト
ラ
）
川
の
大
湾

曲
峡
谷
沿
い
に
そ
そ
り
立
つ
鋭
峰

で
、
地
形
健
複
雑
を
き
わ
め
、
全
容

を
伝
え
る
地
図
も
写
真
も
な
い
。
偵

察
が
成
功
す
れ
ば
、
貴
重
な
資
料
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
（
武
田
）
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画
Ⅱ
』
。
寺
４
．
円
・

澱
・
一
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．
可
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一
証
《
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》
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、
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・
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琢
鴬
蚤

頂
時
代
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
る
日

も
迫
っ
て
き
た
。

今
季
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
シ
↓
ズ
ン

は
、
↑
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
Ｈ
Ａ

Ｊ
）
隊
の
ギ
ヤ
ラ
ペ
リ
初
登
頂
を
最

後
に
、
幕
を
閉
じ
た
。
こ
と
し
の
同

協
会
の
活
浸
は
め
さ
ま
し
く
、
》
チ
ヨ

ー
ア
ウ
イ
、
カ
ル
ジ
ヤ
ン
の
両
未
踏

峰
も
制
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
処
女
峰
三

座
の
完
登
を
記
録
し
た
。

・
中
国
領
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
、
社
会
人

中
心
の
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
に
対
抗
し
て
、
学

生
登
山
隊
も
が
ん
ば
っ
た
。
未
踏
峰

と
し
て
世
界
で
一
審
目
に
高
か
っ
た

ク
ー
ラ
カ
ン
リ
に
神
戸
大
が
登
頂
し

た
の
に
続
き
へ
、
東
北
大
が
一
三
ン
チ

ン
タ
ン
グ
ラ
、
東
京
農
大
趣
富
需
の

最
高
峰
（
七
、
一
六
七
牌
の
無
名

峰
）
に
そ
れ
ぞ
れ
初
登
頂
し
《
こ
の

と
こ
ろ
低
迷
気
味
の
学
生
登
山
界
に

大
き
な
朗
報
を
も
た
ら
し
た
．

・
こ
の
結
果
へ
世
界
に
残
さ
れ
た
主

な
処
女
峰
は
別
表
（
◎
印
）
の
通
り
と

な
っ
た
。
う
ち
、
世
界
の
登
山
界
で

最
も
関
心
を
集
め
て
い
る
の
は
へ
未

踏
峰
と
し
て
は
、
世
界
最
高
の
ナ
ム

チ
ヤ
パ
ル
ワ
（
七
、
七
六
二
厨
）

ど
、
ブ
ー
タ
ン
最
高
峰
の
ガ
ン
ケ
ル

プ
ン
ズ
ム
．
（
七
、
五
四
一
瞬
）
の
一
］
一

つ
。

両
方
と
も
霊
し
い
山
だ
。
ナ
ム
チ

ヤ
パ
ル
ワ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
貫
通

し
て
い
る
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
川
（
イ
ン

臆
側
で
は
ブ
ラ
マ
プ
ー
ト
ラ
川
）
の

大
湾
曲
峡
谷
沿
い
に
そ
そ
り
た
つ
鋭

峰
で
あ
る
。
地
形
は
痕
雑
を
き
わ

め
、
八
四
年
の
中
国
隊
は
登
頂
可
龍

ル
ー
ト
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
ガ

ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
に
は
、
．
昨
年
、
精

鋭
ぞ
ろ
い
の
米
国
隊
と
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
が

別
ル
ー
脂
か
ら
初
挑
戦
し
た
が
、
水

の
大
岩
壁
に
は
ば
ま
れ
、
今
秋
の
英

国
隊
も
や
は
り
失
敗
し
た
。
；
。
、
ゞ
・

注
目
の
ナ
ム
チ
ヤ
パ
ル
ワ
に
は
、

米
国
な
ど
各
国
隊
か
ら
登
山
許
可
申

請
が
殺
到
し
て
い
る
が
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
隊

が
一
、
一
一
年
の
う
ち
に
中
国
と
合
同

で
挑
戦
す
る
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

同
隊
は
、
先
月
、
大
湾
曲
峡
谷
を
へ

だ
て
て
、
ナ
ム
チ
ヤ
パ
ル
ワ
の
対
岸

に
そ
び
え
る
ギ
ヤ
ラ
ペ
リ
に
初
登
頂

し
た
際
、
・
地
形
を
じ
っ
く
り
観
察
す

る
磯
会
に
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ａ

Ｊ
隊
は
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
に
来
年

挑
む
許
可
を
取
得
し
た
。
さ
ら
に
同

志
社
大
も
東
チ
ベ
ッ
ト
の
秘
境
に

あ
る
未
踏
峰
カ
ン
ト
に
来
年
、
挑

む
。

こ
れ
ら
の
残
る
七
千
厨
峰
は
、
い

ず
れ
も
未
探
検
地
裁
に
あ
る
だ
け

に
、
、
ル
ー
ト
偵
察
な
ど
の
苦
労
を
伴

う
が
、
八
千
厨
峰
と
く
ら
べ
る
と
標

高
も
低
く
、
現
在
の
進
ん
だ
登
山
垂

術
と
装
備
な
ら
、
せ
い
ぜ
い
一
、
↑
二

回
の
挑
戦
で
登
頂
は
可
能
と
み
ら
れ

て
い
る
。
・
八
千
厨
峰
初
登
頂
時
代

．
（
一
九
五
○
～
六
四
年
）
に
締
く
第

二
の
初
登
頂
時
代
の
終
盤
を
い
ろ
ど

る
「
最
後
の
種
き
」
も
、
い
よ
い
よ

見
納
め
で
あ
る
野
・
い
ふ
昨
‐
ゞ
咽
・
ゞ
｝
↑

ゞ
・
《
．
（
武
田
）
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八
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鵬
尽
哩
罵
騨
川
飛
Ｖ
田
朏
室
￥
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田
戸
Ｎ
肛
声
戸
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四
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ｍ
一
）
川
軒
卜
棹
喧
ｕ
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謹
飛丘

旧
追
ぐ
ｕ
Ｓ
ｌ
匝
牒

暇
辛
謂
持
ｇ
捜
。
ｅ

ｕ
ｍ
ｕ
ｅ
犀
Ｊ
捜
禍
。

い
け
竺
臣
匝
但
，
図
岬

。
型
価
ｌ
寸
隙
側
／
皇

仙
骨
ｅ
／
／
穐
旦
Ｊ
い

－
而
国
半
Ｊ
ｕ
く
り
Ｕ
Ｊ

無
ｒ
い
迄
丑
Ｋ
Ｕ
Ｊ
鴨

興
叩
け
中
Ｓ
＋
叩
仰
却

佃
Ｖ
型
側
Ｍ
而
馬
伽
一

弧
９
／
識
。
帥
柵
閣
。

／
や
型
削
叩
、
劇
や
例

即
附
ｊ
Ｓ
や
八
ｓ
罵
騨

識
蛍
岨
い
に
什
趨
導
旦

削
削
脚
で
淵
試
／
棋
卦

興
岨
剛
や
９
１
発
三
豊

蝋
ヨ
冊
ｅ
旦
圭
伽
迦
壗

淵
。
旧
蛍
叶
く
囎
識
冊

Ｓ
ｊ
田
ヨ
器
符
伊
削
鴇

回
二
際
細
い
匝
穏
ｒ
侭

↑
担
ぐ
特
ｇ
や
冊
逆
庵

ｒ
伽
ｊ
ｍ
却
剛
Ｓ
州
塁

二
州
製
粥
Ｋ
剛
盟
嬉

息
Ｓ
／
遇
、
藤
棚
。
や
り
Ｊ
＋
卜
吊

Ｗ
Ｖ
竝
翻
八
堺
泌
製
歴
製
。
Ｋ
、
、
△

／
州
リ
言
牟
什
起
逗
縄
Ｑ
剛
即
黒
い
匝

幕
。
穂
や
。
試
ｐ
旦
粧
即
決
二
閨
ｅ
／

①
剛
冊
凶
心
さ
半
面
鴇
迷
調
牌
／
州
鴇

迫
曹
識
ｇ
二
二
ｍ
丹
Ｓ
忍
二
烏
迦
盟
蛍

余
鴇
劉
嚥
却
投
げ
匠
叩
／
興
鼻
ぐ
匝
ヨ

リ
脳
裡
Ｗ
Ｓ
伽
型
１
ｓ
心
阯
二
判
ｕ
期

刈
損
い
柳
判
潤
／
＋
勺
長
Ｊ
ｐ
囎
皿
八

ｓ
ｕ
服
国
捜
血
道
一
二
勺
闘
却
ヨ
＋
Ｒ

ｐ
届
淵
ａ
繋
ぐ
増
十
判
い
い
Ｊ
ｊ
肘
・

岬
即
侶
匝
押
冊
ｅ
増
担
ｒ
捜
長
Ⅱ
Ｈ

馬
制
農
却
睡
旦
唖
鳫
寸
さ
皿
坐
且
個
々
ｇ
倒
八
。
／
。
脈
Ｑ
州
刑
迷
特
ヨ
／
い
て
Ｓ
鳫
箱
型
逆

鼻
側
伽
ｓ
裂
剛
碧
刊
・
剣
淵
／
勺
川
里
樫
碧
心
迄
Ｊ
⑩
。
①
蝋
や
蝋
、
細
嘱
掴
塘
興
岬
ｇ
叩
く

蝋
一
而
悩
判
迄
Ｋ
追
贈
投
識
・
に
型
翻
／
・
側
／
卜
頓
瑁
景
剛
叩
ｅ
、
聯
。
や
わ
岬
旦
抑
一
廼
刈
や
扣

眼
無
細
①
Ｏ
鴇
○
且
迩
劉
叩
鰕
鵬
弾
Ｊ
仰
幻
哩
／
側
伽
Ｖ
碧
朴
抑
試
鯉
製
Ｋ
聖
掲
損
ヨ
ト
終
。
延
燃
。

ｕ
／
州
世
Ｏ
ｏ
ｈ
Ｏ
彊
朋
Ｓ
Ｓ
Ｇ
走
牒
照
や
掴
ｋ
悩
勾
鮴
遇
ｅ
叩
ヨ
て
辿
頼
襲
皿
。
岬
細
斗
皿
く
糾
ヨ
岬

Ⅲ
。
Ⅷ
寝
削
入
川
棚
側
幽
一
勺
叶
頓
臘
穏
珊
伽
／
導
興
淵
旦
。
君
ら
剛
笙
騰
枳
Ｑ
Ｗ
。
叩
ｒ
幻
ｅ
ｌ
ｕ
／
二

Ｋ
嬉
嗅
細
目
辛
円
翅
馴
耐
呉
係
穏
冊
旦
囎
珈
で
ｅ
畦
一
而
り
い
隅
い
側
一
程
Ｖ
墜
牛
噸
鳰
。
長
斗
。
頓
り
い

Ｓ
鯉
、
／
椙
什
／
・
ｈ
聴
什
。
農
冊
但
磐
肛
聯
罷
皿
仰
輔
冊
二
／
Ｊ
慰
干
朴
二
鮨
順
凹
型
員
ｅ
順
二
十
Ｊ
。

伽
伽
項
逆
二
Ｋ
届
八
Ｋ
一
組
鯏
溌
Ｊ
Ｋ
ｕ
淵
旦
逆
Ｓ
①
蛍
却
里
駅
一
隅
／
い
り
や
通
産
二
興
卜
判
／
ｓ
鰕

時
蕊
興
蛍
ぃ
一
鼻
辛
幻
洞
罵
盟
劉
に
伽
幻
塘
毘
／
一
項
剛
二
進
忠
恥
旦
叩
ｇ
随
型
脈
醤
判
入
型
①
Ｊ
判
押

旦
囎
加
。
匝
馬
Ｙ
蝋
什
興
ｅ
導
匝
や
襯
帥
哩
冊
縦
辻
八
Ｍ
ヨ
捜
匝
細
逗
唯
吊
悌
圧
叩
晦
州
こ
い
一
軍
駅
逆
加

心
担
灸
師
側
Ｓ
眼
Ｓ
叩
回
捜
聖
叶
匡
時
Ｓ
ｕ
咄
陥
岬
細
８
哩
瞳
置
叩
側
長
削
蝋
い
卜
長
押
庵
長
柳

塞
頓
幻
軽
騨
仲
ｅ
一
入
い
ぶ
、
ト
〃
辻
鞭
割
漫
〃
鰹
ド

里
佃
ｒ
岬
副
旧
畳
梛
坐
脚
劉
嬉
燕
隅
Ｏ
製
避
冊
〃
侭
起
例
／
皿
い
ま
ｐ
溌
寸
副

叶
く
型
二
Ｇ
コ
ｅ
ｒ
・
箇
Ｓ
州
削
十
Ｋ
ぐ
＋
識
く
儲
・
ｊ
ｕ
ｊ
州
ｊ
脈
以
心

雪
》
謝
掛
》
串
雷
錐
惟
州
峅
号
畢
｛
班
《
坐
岬
樒
引
梱
咽
》
》
》
》
》
》
》
皇

鋤
雌
剛
礎
神
詣
。
》
》
侭
哩
哩
呼
稚
卿
峠
鯉
到
趣
州
露
判
蝿
唖
鋤
叫
訳
州
酬
誓
澤

厄
日
。
牛
／
Ｐ
蝿
川
零
便
且
冊
旦
押
冊
ｊ
鴨
Ｏ
特
心
理
但
符
辿
謹
や
岬
型
／
．
ｅ

淵
く
い
〃
Ｒ
燕
ら
ｇ
増
出
叶
識
而
ｅ
許
Ｏ
ｍ
ｅ
穏
隠
国
撰
、
鯉
ｓ
ｒ
ｐ
Ｗ
回

議柵錨唱閣伽／哩馴側剛幻

棋へ)S!O・

匝遥4NSョ催橿｜帥黙剛

冊(MI)Uィト，ﾍ)′ヨ岨劉撰

&WmSU'IIEヨに旦閣図lo,雪
卜
侭
矧

閲
＃
鼎
側

侭
鯉
溌
田 田將』｣け|ﾊｷー 題州造坐叶鰕に－)狸「田將埜劉識e朏

臘」(IM)ヘj'KI|剛劉燕伽二､語－-L_)幽瞬、｣し|ハ
ギ」c､』""UI
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イ
ン
ド
を
代
表
す
る
登
山
家
が
来
日

ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｐ
司
令
官
だ
っ
た
フ
カ
ム
・
シ
ン
さ
ん

長
ら
く
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
国
境
警
察

（
Ｉ
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
の
尚
悔
を
務
め
て
、
昨
秋

退
官
し
た
フ
カ
ム
・
シ
ン
田
昊
目
〕

四
局
こ
さ
ん
が
来
Ｈ
し
た
。
一
九
八
五

年
と
九
一
年
の
来
Ⅱ
は
Ｈ
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協

会
（
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
の
会
議
に
出
席
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
回
は
イ
ン
ド
冬
期
競
技
財

団
の
寅
征
者
と
し
て
、
猫
前
代
で
州
樅
さ

れ
る
ア
ジ
ア
地
域
の
少
年
少
女
ス
キ
ー
選

手
権
に
参
加
す
る
選
手
を
引
率
し
て
来
日

し
た
。フ

カ
ム
・
シ
ン
さ
ん
は
、
今
年
五
十
八

歳
。
イ
ン
ド
の
ク
マ
オ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
パ

ン
チ
・
チ
ュ
リ
の
近
く
に
あ
る
ム
ン
シ
ャ

リ
で
唯
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
か
、
幽
立
ち

は
Ｈ
本
的
で
あ
り
性
格
も
温
厚
で
あ
る
。

十
九
戯
に
な
る
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
眺
め

な
が
ら
ム
ン
シ
ャ
リ
で
過
ご
し
、
Ⅱ
七
年

大
学
に
入
る
た
め
に
旧
英
国
領
時
代
か
ら

有
名
な
ヒ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
ア

ル
モ
ラ
に
移
っ
た
。

九
年
間
陸
軍
生
活
を
し
た
後
、
国
防
省

の
中
央
警
察
に
入
り
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ

ト
国
境
鮮
察
に
配
柧
さ
れ
長
ら
く
ジ
ョ
シ

マ
ー
ト
で
勤
務
し
、
後
年
は
一
一
ユ
ー
デ
リ

ー
に
移
っ
た
。

蕊
.q瀞

蕊議鍵患 騒一

フ
カ
ム
・
シ
ン
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｂ
Ｐ
の

益
川
隊
と
し
て
多
く
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
叢
川
を

率
い
て
き
た
。
七
○
年
に
は
ト
リ
ス
ル
に

隊
長
と
し
て
登
頂
し
、
七
四
年
に
は
シ
ヴ

リ
ン
隊
を
率
い
て
初
溌
肌
に
成
功
し
て
い

る
。
七
六
年
に
は
ト
リ
ス
ル
の
最
終
キ
ャ

ン
プ
の
六
四
○
○
Ｍ
付
近
か
ら
ス
キ
ー
滑

降
を
打
っ
て
い
る
。

八
○
年
代
半
ば
か
ら
は
、
東
部
カ
ラ
コ

ル
ム
が
制
限
付
き
な
が
ら
、
外
国
隊
に
オ

ー
プ
ン
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
合
川
溌
川
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
る
。
八
且
年
に
Ⅱ
Ａ

Ｊ
と
サ
セ
ー
ル
・
カ
ン
リ
Ⅱ
の
初
荘
頂
に

成
功
。
八
八
年
に
も
Ⅱ
Ａ
Ｊ
と
リ
モ
ー
に

ん
初
登
頂
。
九
○
年
に
は
台
湾
と
サ
セ
ー

さ子
ル
・
カ
ン
リ
ー
謡
頂
に
成
功
し
、
九
三
年

癖
に
は
広
鵬
の
会
と
ア
ク
・
タ
、
ン
の
初
叢
Ⅸ

Ⅱ鋤
も
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
間
、
九
一
年
に
は

左
Ｈ
Ａ
Ｊ
と
合
同
隊
を
組
み
、
シ
ッ
キ
ム
側

ん
か
ら
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
に
成
功
し
、

さ弓
九
二
年
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
み
、
女
性

罎
の
サ
ン
ト
、
ン
１
を
含
む
八
人
を
登
頂
さ
せ

輻
た
。
サ
ン
ト
シ
ュ
は
親
年
も
壷
慨
し
て
、

ＪＡ
女
性
と
し
て
初
の
二
度
盗
Ⅲ
新
と
な
り
、

Ｈむ
イ
ン
ド
で
一
躍
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
。

囲を
フ
カ
ム
・
シ
ン
さ
ん
と
Ｈ
Ａ
Ｊ
の
付
き

釦
合
い
の
蛉
ま
り
は
、
八
一
年
の
ナ
ン
ダ
・

中Ｉ
カ
ー
ト
の
遭
難
事
故
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

郡
六
○
○
○
牌
州
の
キ
ャ
ン
プ
で
七
人
が
行
方

／シ
不
明
と
な
っ
た
時
、
ｌ
Ｔ
Ｂ
Ｐ
が
膝
上
か

ム
ら
捜
索
隊
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
時
の
叫

劫
令
官
が
フ
カ
ム
。
、
ン
ン
さ
ん
で
あ
っ
た
。

フ
カ
ム
・
シ
ン
さ
ん
は
、
長
ら
く
イ
ン

ド
登
山
財
団
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
幹
事
も
務
め

た
。
八
・
ｈ
年
に
は
Ｈ
Ａ
Ｊ
の
イ
ン
ド
ヒ
マ

ラ
ヤ
会
議
の
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
講
演
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
格
調
高

く
、
自
然
の
中
に
占
め
る
人
の
役
荊
か
ら

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
住
む
人
々
の
存
在
、
そ
の

人
々
と
峰
の
か
か
わ
り
、
ま
た
探
検
家
た

ち
の
教
訓
や
そ
し
て
具
体
的
に
登
山
隊
と

し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柚
ま
で
、

そ
の
中
身
の
濃
い
講
話
は
、
参
加
者
た
ち

に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

フ
ヵ
ム
・
シ
ン
さ
ん
は
九
三
年
に
Ｋ
２

の
北
側
（
中
国
領
）
か
ら
の
登
頂
計
山
を
進

め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
中
国
側

と
の
細
密
な
協
議
の
木
の
汁
伽
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
計
両
は
残
念
な
が
ら
、
印
・
パ
の

微
妙
な
関
係
の
た
め
に
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
．
ま
た
、
九
二
年
に
は
イ
ン
ド

と
中
国
の
岡
境
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ

ィ
シ
ュ
に
舞
え
る
未
蹄
峰
一
一
エ
ギ
ェ
・
カ

ン
サ
ン
に
Ⅱ
Ａ
Ｉ
と
の
合
川
畿
川
を
進
め

た
か
、
こ
れ
も
当
時
の
巾
・
印
の
微
妙
な

関
係
の
中
で
シ
ッ
キ
ム
に
転
進
し
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
の
非
術
に
悪
い
、
そ
の
ニ

ェ
ギ
ェ
・
カ
ン
サ
ン
に
昨
秋
イ
ン
ド
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
隊
が
初
登
頂
し
、
今
年
は
こ
の
山
群

の
、
王
峰
で
あ
る
カ
ン
ト
（
中
田
側
か
ら
八

八
年
に
同
心
社
大
学
隊
が
初
登
煩
し
て
い

る
）
に
、
ま
た
し
て
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
隊
が
入
山

す
る
と
い
う
こ
と
を
川
く
と
、
な
に
や
ら

こ
の
ラ
イ
ン
に
動
き
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
思
え
て
く
る
。

退
官
後
の
フ
カ
ム
・
シ
ン
さ
ん
は
、
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
で
姦
川
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

扱
う
マ
ウ
ン
テ
ン
・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン
（
Ｍ
Ｅ
）
と
い
う
会
社
を
経
常
し
て
い

る
。
Ⅲ
本
の
磯
山
者
に
は
瓢
も
し
い
協
力

者
で
あ
る
。

（
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
・
山
森
欣
一
）

106
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聡
】
ダ
イ
ア
ナ
元
皇
太
子
妃
が

埋
葬
さ
れ
た
英
国
で
は
七
日
、

国
民
の
問
に
、
荘
重
さ
と
現
代

性
を
ミ
ヅ
ク
ス
し
た
「
民
衆

葬
」
へ
の
満
足
感
と
と
も
に
、

弟
の
ス
ペ
ン
サ
ー
伯
が
献
辞
の

中
で
展
開
し
た
「
王
室
批
判
」

へ
の
共
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

ブ
レ
ア
首
相
は
こ
の
日
午
後
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
会
い
、
今

後
の
王
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
う
。

七
日
付
の
英
各
紙
は
葬
儀
の

特
集
を
組
み
、
献
辞
の
全
文
を

掲
載
し
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
伯
が

遺
児
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
（
豆
）
、
ヘ

ン
リ
ー
（
三
）
両
王
子
に
つ
い
て

「
義
務
と
伝
統
の
み
に
し
は
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
に
歌

え
る
よ
う
な
お
お
ら
か
な
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
、
血
の
つ
な

が
っ
た
親
族
と
し
て
何
で
も
す

る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
、
格
式

重
視
の
王
室
に
対
す
る
「
大
胆

な
挑
戦
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

高
級
日
曜
紙
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

は
社
説
で
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
寺
院
で
行
わ
れ
た
葬
儀
史

上
、
最
も
感
動
的
な
ス
ピ
ー

チ
」
と
絶
賛
し
た
。
古
め
か
し

い
英
主
室
の
体
質
や
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
へ
の
強
い
不
満
は
お

は
自
分
が
即
位
す
る
か
、
即
位

せ
ず
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
に
王

位
を
譲
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ

る
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
る
。

一
方
、
大
衆
層
の
読
者
が
多

い
メ
ー
ル
・
オ
ン
・
サ
ン
デ
ー

紙
は
、
葬
儀
が
国
民
の
不
満
の

「
ガ
ス
抜
き
」
と
な
り
、
君
主

制
を
強
化
す
る
と
の
見
方
を
紹

介
。
ダ
イ
ア
ナ
さ
ん
が
ウ
ィ
リ

ア
ム
王
子
の
国
王
即
位
を
熱
望

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
同
王

急
な
ｖ
字
谷
を
白
煙
を
上
げ

て
落
ち
る
氷
塊
。
は
る
か
上
に

は
、
岩
壁
に
垂
れ
下
が
る
氷
河

の
端
Ｉ
。
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ

ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
ス
キ
ル
ブ
ル

ム
峰
（
七
、
三
六
○
樹
）
で
先

月
、
日
本
人
六
人
の
命
を
奪
っ

爆
風
伴
う
氷
河
雪
崩
堅
豊
雛
罐

た
雪
崩
は
、
地
形
に
よ
っ
て
起

き
る
、
爆
風
を
伴
っ
た
氷
河
雪

崩
だ
っ
た
こ
と
が
、
事
故
の
二

週
間
前
、
隊
員
た
ち
が
同
じ
場

所
で
発
生
し
た
雪
崩
を
撮
っ
た

写
真
で
分
か
っ
た
。

遭
難
し
た
「
神
奈
川
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
隊
１
９
９
７
」
の
尾
上

弘
司
隊
員
（
四
一
）
に
よ
る
と
、
写

真
は
八
月
五
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）
か
ら
撮
影
し

た
。
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
音
と

と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
北
側
の
壁
か
ら

氷
河
が
崩
壊
、
白
煙
を
上
げ
て

パキスタン・カラコルム山脈のスキルブルム峰

で、6人の死者を出した雪崩が起きた現場で
は、事故発生の2週間前にも、雪崩が発生して

いた＝「神奈川ヒマラヤ登山隊1997」提供

’
約
八
百
脚
流
れ
落
ち
た
。

六
人
の
命
を
奪
っ
た
雪
崩
が

発
生
し
た
の
は
、
約
二
週
間
後

の
二
十
日
未
明
。
就
寝
中
だ
っ

た
隊
員
た
ち
は
約
四
十
版
も
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
は
、
写

真
右
下
の
雪
崩
の
通
り
道
か

ら
、
約
六
百
肝
離
れ
た
標
高

五
、
三
○
○
厨
の
場
所
に
設
置

し
て
い
た
。

雪
崩
に
よ
る
爆
風
は
、
氷
河

な
ど
の
崩
落
で
大
量
の
氷
塊
や

雪
が
谷
を
流
れ
る
時
、
狭
い
谷

間
で
空
気
が
圧
縮
す
る
た
め
発

生
す
る
と
さ
れ
る
。
新
潟
大
学

積
雪
地
域
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー

の
和
泉
菫
・
助
教
授
（
空
く
）
は

「
大
規
模
な
雪
崩
が
起
き
れ

ば
、
谷
筋
と
違
っ
た
方
向
に
も

爆
風
が
進
む
地
形
だ
と
思
う
」

と
話
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
遭
難
史
に
詳
し
い

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
山
森
欣

一
・
専
務
理
事
（
三
一
）
に
よ
る
と
、

氷
河
雪
崩
に
よ
る
日
本
隊
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
遭
難
は
こ
れ
竪
別
に
二

十
三
件
あ
っ
た
。
う
ち
、
爆
風

を
伴
う
雪
崩
に
よ
る
も
の
は
六

件
で
、
十
四
人
が
死
傷
し
た
。

山
森
さ
ん
は
「
隊
員
の
予
想
を

超
え
る
規
模
の
雪
崩
だ
っ
た
よ

う
だ
。
爆
風
が
発
生
し
や
す
い

地
形
を
知
る
上
で
、
こ
の
写
真

は
貴
重
な
資
料
だ
」
と
い
う
。
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冊
製
杣
ヨ
Ｖ
川
柵
鬮
叩
裡
製
川
・
』
〃
側
，
４
。
隅
。
Ｏ
帥
睡
削
踞
駕
暇
９
十
墳
Ｗ
Ｓ
遇
／
即
墳
樺
ら
調
４
叩
帥
ｘ
Ｐ
Ｂ
ｇ
刈

綱
繩
朏
咋
訳
叶
可
叫
電
に
諏
蝶
聖
郵
鉢
哩
智
副
膨
蜘
叶
州
咀
繼
卿
齪
紳
惚
曄
Ⅷ
細
螺
哩
諏
鋤
慰
唖
殿
。
哩
斗
調
い
へ
岬
蝿
悪
柳
啼
隈
辿

》
岬
梱
壁
》
》
一
一
畢
岬
》
囎
諦
》
》
》
》
》
』
一
一
一
》
櫓
》
爽

馴
帷
出
也
印
帥
、
辨
剣
蝿
替
岬
澤
挫
岨
無
猟
坐
坤
鋲
蝿
蜘
概
鍜
錘
佃
帥
鋤
側
岬
唖
耀
軸
ご
令
率
↑
樺
γ
和
琴
醗
州
伽
誹
岨
發
巡
回
捗
一
悪
評
蜘
脈
エ
唾
坤
永

牛
伽
。
長
鮎
や
く
約
。
昂
箇
０
０
‐
刈
巡
趣
巾
回
叩
く
ｓ
叶
や
心
服
屡
雁
ｅ
舟
Ⅱ
ｓ
Ｊ
鼬
ｅ
‐
蝋
昌
鵬
叩
杣
旦
削
叫
侭
睡
判
中
囎

話
郷
帥

鯵
『RI『､、ミ4ヨ崖SK+会いミ

堂(単′1111<O")ドノ蝦皿′4

1<‐くe纏蝉押丑〕投黛MM三｣｣，

壺
田
循
一

'価ｷー 期ヨ数s趣1K鋤0墳′ヨ岬

veiZp韓旦鵬’，投・「禍#0

’
田
寸
Ｎ
皿
①
（
咄
①
憧
叶
）
叶
卜
①
①
一

良'18帆炉MⅢ詮翻心へ煙｣。

Ⅲ揺即洲⑮側で－r〈州一半八｡、

〔
白
剃
１
漫
巾
Ⅲ
岬
皿
叩
戸
出
Ｊ
八
馬
〃
渕
剛
通
ｇ
ｏ
。
燕
Ｒ
潤
捜
閏
蝉
隅
偲
鴨
閣
塘
二
画
鳫
田
Ｊ
巾

騨
〃
Ｋ
臘
卜
直
吊
く
ｅ
ｓ
鴇
珊
卜
扣
』
ｅ
・
旦
牒
（
Ｒ
や
Ⅱ
叩
卿
暇
旦
慨
／
－
部
寝
刈
旧
駿
舟
〃
／
，

》
一
》
抽
》
一
》
》
一
》
》
一
一
酔
》
一
母
一
一
唯
一
》
》
》
》

四
Ｎ
朏
進
叩
鴇
１
Ｊ
直
十
（
侭
和
相
。
Ｕ
・
く
国
（
Ｒ
ｅ
怜
唄
ｊ
Ｊ
〆
鴬
い
○
且
旦
品
Ｓ
浸
如
Ｐ
／
長
揺
終
趣
驚
い

く
。
味
１
舟
八
揺
蝋
Ⅱ
醐
叶
鰐
偶
上
棋
隅
昴
礎
１
劇
呉
竝
押
照
国
函
偶
判
馬
。
伽
。
増
梛
墳
則
似

や
長
湖
卿
売
蒋
「
彊
洲
直
醗
」

棚

＃

但
頤
ｅ
漫
罰
間

、

e

#’

齢

底
や
幸
一
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(鞭1）1997年(平成9年)9月11B

〃押
剛
涜
級
の
山

癖
晦
番
目
発
見

風
Ｋ
２
の
南
東
Ｓ
鍼

潮
北
京
加
日
Ⅱ
共
同
】
十
日

付
中
国
各
紙
は
、
新
彊
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区

で
こ
の
ほ
ど
、
標
高
八
、
○
一

一
牌
の
山
が
新
た
に
確
認
さ

れ
、
世
界
の
八
千
好
級
の
山
は

計
十
五
座
と
な
っ
た
と
報
じ

た
。

こ
の
山
は
「
中
央
峰
」
と
名

付
け
ら
れ
、
高
さ
は
十
五
位
。

７１
隻毒

』
》
》
》
》
》

一
ずタｆ－

Ｈ
］
一

雨
月９Ｊ年９

’
た
。

成
こ
の
山
は
「
中
央
峰
」
と
名

呼
付
け
ら
れ
、
高
さ
は
十
五
位
。

年
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
世
界
菫
一

ワ
の
高
峰
Ｋ
２
（
八
、
六
二
厨
）

？
の
南
東
約
八
散
に
あ
る
。
一
九

Ｆ
七
六
年
に
行
わ
れ
た
航
空
観
測

の
際
に
見
つ
か
り
、
近
く
の
高

山
と
連
な
っ
て
い
る
た
め
注
意

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な

っ
て
中
国
科
学
院
藺
州
氷
河
凍

峰
密
霊
諦
鋤
奉
諦
嶬
灌
や
独
立
一

１
画

カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
世
界
第
二

の
高
峰
Ｋ
２
（
八
、
六
二

肝
）
の
南
東
約
八
欲
に
あ
る
。

一
九
七
六
年
に
行
わ
れ
た
航
空

観
測
の
際
に
見
つ
か
り
近
く
の

高
山
と
連
な
っ
て
い
る
た
め
注

意
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
中
国
科
学
院
蘭
州
氷
河

凍
土
研
究
所
の
専
門
家
ら
が
独

立
峰
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

専
門
家
ら
は
「
中
国
地
質
学

上
の
大
き
な
発
見
で
あ
る
と
同

時
に
、
世
界
の
登
山
界
は
新
た

な
目
標
を
見
つ
け
た
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。暦1乗斤一一

一言害

,享月Eヨ 毒〒'害

I

1997年9月11日

草月日乗斤聞拒f二

弐重重力吉田徒ロヰ『

鱗
日二季上二

匹『

マラーャ吟一睡会

春′承一

S o o o _ X － ト ノレ極の叫』

1s蕾二目堯_尾言己事じこ－つし、－て

三壼言糸氏二本之日車目干U･つ－上言己言己事才聿貝挫至文L－ま’－－ブニー言己事･っ

Iﾌ勺容○つ「IEZの南東Sご￥ロ」力竜工EI－ノレナオ-ししま、こ三○ワ叫I

しま一弐重澪ラ声ロード-Iこぎ－クに戸二F煙二I峰と二呼、まオーし、且死しニー

ノマごキニヱタてこ〆慎U力、ら初壹］頁＝オーして才うり、まう逵、にP巨ヨ領リ

カ、らこ七J壹工頁＝オーし－てし、ま‐す。さらし二、ここcっ匹『君羊し主二'七I峰

とにF｢二虫書峰と二主1I隼力、ら丘免ってし、てご~ここロっ三三匹Iをご糸従天匡し

7己ノ竜一ラニイこも二二一つあり～－そのIﾌ勺②一一つ、ま日二本こ畦､で≦す。

＝老ミクろ久レニーに戸巨ヨで:貝反売＝オーし－てしV･毫一f一一万ラブ-Cっ一・ワニf皇也

区Iでしま標盲S○ｴｭｪr1、唾『二名しまZllo工工三sァa］1＝

とこうぎミってし、まずので‘、ここオーし、主にF｢二男昼峰と二言尺-f±・るでI~ノよ

う。まうこ、唾『とニネ雲二谷皇乖士力、ら＝イテーオし－て吟、‐る「唾『岳年

金監〃SS」のイ寸毒CD士f旦匡IEノ、ノレトロえf<亨可-､-､万うう-C
一］でしまう摩高Sooe工ローIエ'二芒rCエフーロード-I==~－ク
Cと 二老ミ三ってし､まず‐

Lユーヒ～参考まで‘二弐差ります。
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￥
㈱
中
国
で
十
五
座

鋤
鍵

ノ稀 認
一
一
恥
桂
筐
諦
毛
蝉
睡
評
》
却
一

「
新
川
膨
峰
」
は

登
頂
さ
れ
た
山

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

中
国
の
新
張
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
で
十
五

番
目
の
八
千
肝
峰
が
新
た
に
確

｜

’
た
が
、
一
九
七
五
年
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
隊
が
初
登
頂
し
た
カ

ラ
コ
ル
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
の
中
央
峰
ら

し
い
。
残
念
な
が
ら
、
新
発

見
な
ん
て
話
は
、
現
代
で
は

無
理
の
よ
う
だ
。

こ
の
報
道
は
一
九
七
六
年

い
っ
し
ゅ
う

に
行
わ
れ
た
航
空
観
測
の
際
一
蹴
さ
れ
た
。
こ
の
地
域

に
見
つ
か
っ
た
の
を
中
国
科
に
入
山
し
た
登
山
者
た
ち

学
院
蘭
州
氷
河
凍
土
研
究
所
が
、
ま
た
、
飛
び
回
っ
て
い

の
専
門
家
ら
が
独
立
峰
と
る
衛
星
が
、
八
千
厨
を
超
え

認
定
し
た
、
と
い
う
も
の
。
る
山
を
見
逃
す
は
ず
が
な

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
新
峰
」
つ
か
の
間
の
夢

念
の
た
め
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
詳
し
い
、
と
い
う
の
が
常
識
だ
ろ

い
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
う
。

山
森
欣
一
専
務
理
事
に
確
独
立
峰
と
い
う
の
も
疑
問

認
す
る
と
「
位
置
を
見
て
も
、
だ
。
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
は
主

中
国
の
地
図
を
見
て
も
、
ブ
峰
、
北
峰
あ
わ
せ
て
山
塊
を

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
中
央
峰
」
と
つ
く
っ
て
い
る
。
世
界
第
三

一
日
、
「
通
常
、
ブ
ロ
ー
ド
ピ

ー
ク
中
央
峰
（
八
、
○
一
一

腕
）
と
呼
ば
れ
る
、
す
で
に
知

ら
れ
て
い
る
山
で
あ
り
、
八
千

腕
十
四
座
は
不
変
だ
」
と
指
摘

し
た
。同

協
会
の
山
森
欣
一
・
専
務

理
事
に
よ
れ
ば
、
「
Ｋ
２
の
南

東
八
鍼
」
と
い
う
位
置
が
正
し

け
れ
ば
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国

側
か
ら
も
、
す
で
に
登
頂
さ

れ
、
中
国
の
地
図
に
も
載
っ
て ‐

い
る
。
今
回
、
報
道
さ
れ
た
中

央
峰
が
、
主
峰
で
あ
る
ブ
ロ
ー

ド
ピ
ー
ク
（
八
、
○
五
一
厨
）

の
衛
星
峰
で
あ
れ
ば
、
山
岳
界

の
通
例
で
は
独
立
峰
と
は
認
定

さ
れ
な
い
。
山
森
専
務
理
事

は
、
中
国
科
学
院
薗
州
氷
河
凍

土
研
究
所
が
登
山
に
詳
し
く
な

い
た
め
、
新
た
な
独
立
峰
と
し

て
十
五
番
目
に
数
え
た
の
で
は

ヨ

｜
’

’‐
位
の
高
峰
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
な
ど
は
、
主
峰
の
ほ

か
南
峰
、
中
央
峰
、
そ
れ
に

京
大
が
初
登
頂
し
た
ヤ
ル
ン

カ
ン
と
八
千
五
百
厨
前
後
の

峰
が
あ
っ
て
、
一
つ
だ
。

登
山
家
に
と
っ
て
、
未
知
、

未
踏
は
魅
力
。
こ
の
報
道
が

あ
っ
て
、
何
人
か
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
。
だ
れ
も
が
「
そ

う
で
し
ょ
う
ね
え
」
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
も
寂
し
く
な
っ
た
。

（
迫
田
泰
敏
）

な
い
か
、
と
い
う
。

一

1997年(平成9年)9月12B

雲月Eヨ蘂斤′吉
一

19ワワ年(平成9年）9月14日（日曜日

論説委員室から
崖司乗斤／_萱壽書ぞ

「
十
五
番
目
の
八
千
漏
峰
発
見
」
た
だ
、
新
華
社
電
は
「
ブ
ロ
ー
ド
高
い
山
が
あ
る
、
と
大
き
な
話
題
に

の
記
事
に
、
い
ろ
め
き
た
っ
た
登
山
ピ
ー
ク
と
の
間
に
七
、
八
三
○
勝
の
な
っ
た
。
一
九
二
○
年
代
の
探
検
家

あ
ん
ぶ

家
が
多
か
っ
た
ろ
う
。
明
り
ょ
う
な
鞍
部
が
あ
り
、
中
央
峰
が
「
八
、
五
○
○
牌
以
上
」
と
発
表

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
山
森
欣
一
は
完
全
な
独
立
峰
だ
」
と
も
い
う
。
し
た
中
国
一
周
海
省
の
ア
ム
ネ
マ
チ
ン

さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。
ま
さ
か
と
忠
発
表
し
た
研
究
機
関
は
単
に
独
立
峰
が
、
そ
の
山
か
と
い
わ
れ
た
。

い
な
が
ら
も
、
中
国
登
山
協
会
に
一
だ
と
い
い
た
か
っ
た
ら
し
い
。
戦
叫
多
く
の
探
検
隊
が
目
指
し

番
乗
り
で
登
山
申
請
を
し
よ
う
と
考
登
山
の
世
界
で
も
、
独
立
峰
と
術
た
が
、
接
近
が
難
し
く
、
冠
ぞ
の

え
た
そ
う
だ
。
星
峰
を
分
け
る
明
確
な
基
準
は
な
山
」
と
し
て
登
山
家
ら
の
注
目
を
集

し
か
し
、
念
の
た
め
地
図
め
た
。
新
し
い
測
量
で
は
六
、
二
八

負
を
、
記
事
の
琶
界
幻
の
八
千
勝
峰
一
雨
で
、
八
犀
に
日
本
の
上
越
山

第
二
の
高
峰
Ｋ
２
の
南
東
約
岳
協
会
隊
が
初
登
頂
し
た
。

八
キ
ロ
」
の
位
置
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ピ
い
。
だ
が
、
「
八
千
牌
峰
十
四
座
」
人
工
衛
星
で
地
上
の
あ
ら
ゆ
る
物

－
ク
（
八
、
○
五
一
府
）
の
衛
星
峰
の
数
え
方
は
定
菅
し
て
お
り
、
中
央
を
詳
細
に
観
察
で
き
る
時
代
だ
。
冷

で
あ
る
「
中
央
峰
（
八
、
○
二
峰
が
「
十
五
座
目
の
八
千
牌
峰
」
に
静
に
考
え
れ
ば
、
い
ま
さ
ら
新
し
い

綴
）
」
が
あ
っ
た
。
記
事
の
大
も
と
な
る
可
能
性
は
な
さ
そ
う
だ
。
巨
峰
が
見
つ
か
る
は
ず
も
な
い
。
そ

に
な
っ
た
新
華
社
電
は
緯
度
、
経
度
そ
う
い
え
ば
第
二
次
大
戦
中
、
イ
れ
で
も
「
新
た
な
八
千
府
峰
出
現
」

も
書
い
て
お
り
、
中
央
峰
に
間
違
い
ン
ド
か
ら
中
国
に
向
か
う
米
軍
機
が
が
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
気
が
す

な
い
。
と
な
る
と
、
と
っ
く
に
登
ら
高
度
九
、
三
○
○
府
で
山
に
衝
突
し
る
の
が
、
広
大
な
中
国
の
奥
深
さ
か

れ
た
山
で
あ
る
。
か
け
た
と
報
告
、
エ
ベ
レ
ス
ト
よ
り
も
知
れ
な
い
。
（
新
）

’

1997年(平成9年)9月16B

尋
一

Ｐ
一
一 事 〒 雪Eヨ
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冊
峨
ｐ
〃
い
く
園
運

上
鴫
細
心
罰
Ｋ
馬
越
週
、
Ｗ
ｇ

Ｋ
卿
劃
舟
賎
ヨ
Ｗ
Ｒ
６
く
凹
眠

Ａ
Ｗ
１
／
〆
期
。
填
削
十
ヨ
紅

て
く
鋸
負
黒
馬
刈
偶
９
－
面
Ⅲ
銅
Ｒ
Ｇ

Ｈ
汁
型
一
弐
心
増
Ｊ
ｊ
Ｗ
逆
ｊ
凹

噂
照
閏
期
駕
Ｖ
１
淵
仰
ぐ
期

田
型
皿

、
①
Ｎ
皿
①
（
叶
皀
慢
叶
肝
⑩
①
①
一
侭
蚕
寸
一
園
圃
閣
謂
閉
凶

ｌ
い
て
ｌ
く
〆
ｌ
卜
Ｋ
ｘ
ｅ
錘
ト
ロ
ム
Ｋ
１
校

・
昌
期
尽
望
慰
浸
噸

錘
ぐ
逆
細
佛
挫
黛
話
田
ｅ
塾
い
い
心
謝
細
卜
拭

・
罫
昼
型
凹
鋼
尋
く
將
国
浸
皿
数

四
Ｇ
口
泗
垣
星
〆
Ⅸ
璽
淫
塾
ｅ
趣
猟
単
三
特
国

・
四
如
露
心
良
三
工
諒
て
卜
糧
趣
圃
任

・
四
期
昼
浸
く
函
ｅ
園
ハ
ハ

ハ
ト
ｅ
貢
ミ
Ｈ
八
却
皿
談
Ｔ
つ
い
Ｊ
ｅ
諌
一
画
穏

・
到
農
弾
趣
崖
裂
ｅ
回
『
祇
糧
田
淵

・
潤
瀧
刈
雪
帷
鴫
畭
睾
浸
唾
咽
壼
ユ
ハ
、

’
１
１
１
‐
‐
‐
‐
Ｉ
｜
母
ヨ
期
ｅ
／
一
Ｋ
、
プ
、
Ｈ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
｜

「
■

州
耳
銅
四
頭
［

Ⅷ
項
『
国
頭
［

叩
項
画
岬
西
［

」
鵯
ロ
匠
函
「

財
Ｓ
雪

磑
霞
雪

射
程
雪

両
一

出
心

入
〈
Ｒ

Ａ
ｊ

入
雪
庁

卜
韓

９
冠

と
塀

△
「
、

Ｈ
瀞

入
く

典
１

Ｊ
四

凪
［
剛

削
上

尽
Ｋ

Ｕ
）
Ａ

Ｌ
Ｈ

Ｋ
お

き
Ｈ

そ
ｒ

Ｈ
〆

ｕ
皿

へ
卸
⑤
困

却
皿

却
唖

耐
叫
叫
蛸

無
堂
ｍ

－
Ｐ

、
。

一
一
ロ

巾
叩
［

型
一
一
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上

四
月
二
十
一
日
、
東
京
・
代
々
木
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「
プ
ラ
ブ
ー
ッ
突
然
破
壊
問
題
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
た
（
写
真
）
・

会
場
に
は
主
催
者
の
山
岳
四
団
体
（
日

本
山
岳
協
会
、
日
本
山
岳
会
Ⅱ
Ｊ
Ａ
Ｃ
、

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会
Ⅱ
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
関
係
者
の
ほ
か
講
師
、

パ
ネ
ラ
ー
な
ど
約
四
十
人
が
集
ま
り
、
熱

心
な
討
議
が
展
開
さ
れ
た
。

冒
頭
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
事
務
局

「
ブ
ラ
ブ
ー
ッ
突
然
破
壊
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
か
る

長
の
野
川
信
彦
氏
が
、
現
在
ま
で
の
経
緯

を
説
明
。

大
石
不
二
夫
神
奈
川
大
理
学
部
教
授
が

「
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
基
礎
知
識
」
を
テ

ー
マ
に
そ
の
特
性
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

「
こ
の
靴
は
い
つ
ま
で
持
つ
か
と
い
わ
れ

て
も
難
し
い
。
人
間
に
向
か
っ
て
あ
な
た

は
い
つ
ま
で
な
ら
生
き
ら
れ
る
と
断
言
で

き
な
い
の
と
同
じ
こ
と
」
と
語
っ
た
。

次
い
で
Ｈ
本
ス
ポ
ー
ツ
用
品
工
業
会
、

輸
入
販
売
側
代
表
と
し
て
重
廣
恒
夫
氏

（
ア
シ
ッ
ク
ス
社
）
が
、
プ
ラ
ブ
ー
ッ
破

壊
の
苦
情
発
生
か
ら
対
応
、
現
在
ま
で
の

販
売
足
数
な
ど
を
報
告
．

「
八
八
年
の
四
千
五
百
足
を
皮
切
り
に
九

六
年
予
測
も
含
め
る
と
、
年
間
約
六
千
足

前
後
（
ス
キ
ー
ッ
ア
ー
ブ
ー
ッ
含
む
）
の

靴
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
メ
ー
カ

ー
が
突
然
破
壊
を
予
測
・
予
告
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
。

破
壊
の
顕
著
な
ブ
ー
ツ
の
回
収
、
ポ
ス

タ
ー
や
広
告
に
よ
る
告
示
、
メ
ー
カ
ー
に

対
し
て
製
造
年
Ⅱ
Ⅱ
の
刻
印
指
示
な
ど
を

行
っ
て
き
た
」
と
説
明
。

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
コ
フ
ラ
ッ
ク
、

ダ
ハ
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ス
カ
ル
パ
、
ラ
イ
ケ

ル
な
ど
の
製
造
年
月
Ｈ
刻
印
場
所
を
提
示

し
た
。

プ
ラ
ブ
ー
ッ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
販
売

す
る
側
の
代
表
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス

ポ
ー
ツ
営
業
部
長
の
越
谷
英
雄
氏
も
最
前

線
の
現
状
を
説
明
。

「
プ
ラ
ブ
ー
ッ
問
題
で
登
山
者
側
、
輸
入

側
が
動
い
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。

小
売
店
の
立
場
と
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
が
残
念
。
売
る
側
も
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
の
は
当
然
。
し

か
し
Ｐ
Ｌ
法
が
成
立
し
た
こ
と
も
あ
り
、

輸
入
元
が
過
剰
な
自
己
規
制
を
し
て
、
商

品
そ
の
も
の
の
数
が
減
り
、
入
手
困
難
に

な
る
こ
と
が
心
配
。
輸
入
元
を
追
い
込
ま

な
い
方
向
が
一
番
い
い
」
と
語
っ
た
。

そ
の
後
プ
ラ
ブ
ー
ッ
突
然
破
壊
体
験
者

の
野
沢
井
歩
、
浅
見
昭
夫
両
氏
が
体
験
談

を
語
っ
た
。
最
後
に
重
廣
、
越
谷
、
野
沢

井
、
中
川
裕
（
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
、
熊
崎
和
宏

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
、
こ
の
問
題
を
ウ
オ
ッ
チ
し

て
き
た
近
藤
和
美
氏
ら
が
参
加
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

総
合
司
会
を
務
め
た
山
森
欣
一
氏
（
Ｈ

Ａ
Ｊ
）
は
、

「
一
番
心
配
な
の
は
、
突
然
破
壊
で
死
亡

者
が
出
る
こ
と
。
製
造
年
月
Ⅱ
刻
印
前
の

ブ
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
今
後

も
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
く
べ
き
。
登
山
者
は

登
山
者
の
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
締
め
く
く
っ
た
。
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④
スポットラ

日本人の
【ヒマラヤ8000m級14峰の山別延べ登頂者数（日本人)】
注:稚頂者数は〃＝5人【／】内は死亡考数/総入lll荷数▲=標高(単位:、）
街朴：’1本ヒマラヤ|肋会／''1森欣一（l”3年'2月現在）

カラコルム
K2／チョゴリ▲8611

ヒマラヤ登山
世界最高峰のエベレストを頂点に、高|峰が

初登頂；1977年8月8日 可西に連なるヒマラヤ地方は、世界中の

／めん角魚＝19人【3人/'86人】
ブロード・ピークM▲8047

初登頂：1977年R月8日

危い周●食心=35人【0人/84人l
－ガツシヤーブルムI▲8068

初登頂:1981年8月3日

心冷メーI'人【0人／75人】
J』′

ガツシヤーブルムⅡ▲8035
初登頂：1980年8月2日

A灼危絢令＝25人【4人/57人】

ガルワール・ヒマラヤ唖

"鯵ﾂ弱匡蝿万ﾘﾉ係ﾘ争醜△7"8

人の憧れである。人の‘瞳れである。日本でも第二次大戦後力

ら6000m以上のl1lに入lllした登111家は、延

J-Q9750人を超えている。しかし､その一方で

遭靴事故も相次ぎ、依然として「神の山」

への挑戦は難しいようだ。

N

C，,－瓢“，
600km

』

ヒンズークシュ

照茎転運” ／
Ｐ
‐
０
１

変

ｼｯｷｯﾑ､フ岩ﾀﾝ･ﾋﾏﾗﾔ
パウフンリ▲7125

チヨモラーリ▲7315

ガンケール・プンズム▲7541
クーラ･カンリ▲7554

アシサム・ヒマラヤ

言カント▲7089

藤識｡~…蕊
● デ リ ー ｰ ､ ¥ ト

ノ

〆

／ インド
ベ

．一一ノ
ー ロ

ネパール･ヒマラヤアピ▲7132
サイパル▲7031

ガンジロバ・ヒマール▲6883

ダウラギリI▲8167
初登頂:1970年10月20日

／心盈冷角/令角角冷=39人【8人/220人】
アンナプルナI▲8091

初登頂：1979年5月8日

／勺A=7人【10人/順人】
マナスル▲8163

初登頂：1956年5月9日

ん“＝14人【4人/134人】
ヒマールチユリ▲7893

ヤンラカンリ(ガネツシユ・ヒマール）▲7429
ランタン・リルン▲7234

ガウリサンｶール▲7146

|’

導餅|壇

露蕊

詮

~
,‐‐‐－F，

カンチエンジユンガM▲8586
初登頂:1980年5月141二|

/Cぬ殉4=18人【0人/96人】
ヤルン・カン▲8505

ジヤヌー▲7710
ヌプチユー▲6690

マカルー▲8463
初登頂：1970年5月23日

角洵勺魚＝'9人【'人/70人】
ローツエ▲8516

初登頂：1983年10月9日

心々＝9人【0人/40人】
エベレスト(チョモランマ／サガルマータ）▲8848

初登頂：1970年5月11日

危角角角冷角心bQA=47人【12人/536人1
川
罫

一
一

’チヨー・オユー▲8201
初登頂：1985年10月3日

【日本人のヒマラヤ入山者と死亡事故(1952～95年)】角角〃痴周殉勺ゐ角岱角角心=64人【0人/166人】
注：6〔)()0m以上の峰を目指した人を対象とし､年度がまたがるときは、死亡事故が発生した

年度で集計~した。齋料：ロ本ヒマラヤ協会／山森欣-4425(108)
1 9 5 2 - 5 9 年度：1960-69：197()-79198(》89
1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■｡－－【･學.｡,！勘承淫砥誇馨認壺諒蒋翫導】3腸やf蝿郷喰唾蓉;”- ユ 1990-95

’q■■■■■■■■■■■■

|●●590(7)

●●

●●

●●フ39<19）
2028(47）

●●《:

0
●●●

●●699(21）
/”-昂古

詩●●i蕊鐵

'ゞ●●春一

:36(01:46(O):e431(18) ：●●●1043(32）

8''!M)n';i;O(．：● ●●q
ll'fi

;::f:"in;:::""...!;""'堂I::::.､"”
：1§（

；62(O）：02"(5)；w・唾・●fり}：●＆11●●&●●’：－，Ⅳ≦〆
70()0m:

'''f:qi・：●QQQQ；●●＃●●#●q

瀞製獺群:｜灘議麓
；~28(O）
:｛･名，､

0IW"瀞■i""－

1”ぜ家.溌鰈撫州鰡艸繩聡鰯撫砿夛｡～‐－‘－目標高度別入山者数＝100人

朝上'現代川爵｣99?〆ボーﾂﾀｲﾄﾙ裏而に提供知惠
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鼻三月 堯斤′雪Eヨ

2○○○年(平成12年）11月25日

最
近
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
受
け

入
れ
国
の
規
制
緩
和
が
進
み
、

登
山
に
日
本
国
内
の
推
薦
が

必
要
な
の
は
ネ
パ
ー
ル
だ
け
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
公
募
隊
に

か
つ
て
は
面
倒
な
準
備
と
手
続
き
が

必
要
だ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
、
商
業

登
山
隊
（
公
募
隊
）
の
出
現
で
、
だ
れ

で
も
料
金
を
払
っ
て
簡
単
に
実
現
で
き

る
時
代
に
な
っ
た
。
半
面
、
高
所
登
山

の
基
本
的
な
知
識
も
な
い
ま
ま
公
募
隊

に
参
加
し
て
事
故
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も

事
故
防
止
へ
研
修
も
実
施

ヒ
マ
年
凹
渚
へ
？

海
外
情
報
迩
簿
ｆ

孝

恥

■

北

Ｄ

”

■

叩

■

即

■

叩

■

叩

■

咽

。

即

■

誌

”

雫

・

蒋

’

記

・

函

■

朝

■

叩

■

Ｍ

■

恥

■

叱

り

叩

■

叩

■

叩

■

肥

Ｄ

叩

■

叩

。

叩

■

謎

・

託

。

亜

■

叩

■

託

。

配

凸

守

“

・

酌

鷺
鬮
驚
蕊
憩
篭
爵
叫
駕
燕
溺
蕊
緋
蕊
溌
鴬
韓
蕊
溌
鴬
鬮
協
蓉
蕊
騨
斑
驚
識
駕
蕊
謝
翰
蕊
驚
鴬
溌
驚
欝
臘
蕊
蕊
篭
‐
‐
‐
制
・
叩
・
叩
‐
聯
肘
‐
‐
‐
●
‐
●
‐
●
‐
鯵
剛
‐
‐
●
．
Ⅷ
叶
鯏
洲
轆
尚
哩
１
．
、
：
‐
ｉ
…
‐
：
‐
；
●
．
‐
・
●
．
…
・
‐
，
１
，
‐
‐
”
”
・
”
・
●
‐
．
，
．
、
●
，
‐
．
￥
，
。
‐
・
‐
・
‐
“
．
”

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ヅ
ト
で
簡
単

に
応
募
で
き
る
な
ど
、
登
山
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化

し
て
い
る
。
だ
れ
が
ど
の
山

に
登
っ
て
い
る
か
を
掌
握
す
る

■
認
・
頭
・
認
■
叱
■
ぬ
’
叩
，
叩
■
叩
■
叩
■
叩
ｑ
認
’
叩
阜
判
・
謎
。
鈍
’
函
承
認
・
叩
・
印
可
函
■
函
■
肌
■
蹄
■
”
，
叩
，
乎
軟
乎
榊
舎
詫
な
北
Ｄ
叩
４
叩
・
詔
■
釦
■
“
■
認
・
謎
，
”
“
認
Ｄ
謎
・
認
や
軸
介
凸
酔
。
唖
・
函
◇
恥
◇
卯
◇
託
”
妙

Ｌ
・
・
■
。
・
・
■
ｂ
・
・
■
ｂ
，
■
・
■
■
■
■
■
，
ｑ
ｑ
■
■
■
ｂ
Ｄ
，
■
ｑ
■
■
。
。
■
’
”
◇
阜
■
■
■
・
・
阜
・
・
・
・
阜
Ｄ
’
’
■
ｑ
ｑ
■
，
■
■
■
，
。
■
，
。
“
・
■
Ｌ
◇
◇
“
■
。
▲
・
・
”
。
。
■
■
■
ｑ
ｏ
’
・
■
。
’
■
■
。
■
。
■
■
ｂ
ｐ
ｂ
◇
，
，
．
。
・
祝
。
，
．
ｂ
・
，
■
Ｉ
Ｏ
Ｄ
◇
Ｄ
Ｄ
Ｄ
。
Ｄ

登山4団体設立へ
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
山
岳
協

会
（
日
山
協
）
な
ど
全
国
的
組
織
を
持

つ
登
山
四
団
体
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
者

に
対
し
て
必
要
な
情
報
提
供
や
安
全
登

山
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
「
海
外

登
山
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
き

た
。

未
組
織
登
山
者
が
高
所
登
山

の
危
険
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

い
ま
ま
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
出
か
け
る

■
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
・
ロ
ｈ
ｈ
Ｇ
ｐ
■
・
■
■
■
■
■
Ｇ
■
■
。
。
■
①
■
■
卜
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｇ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｇ
ｐ
Ｇ
Ｇ
甲
旬
■
●
③
Ｐ
Ｇ
■
ｑ
■
・
・
・
■
■
●
Ｂ
ｅ
ｅ
③
甲
③
阜
貼
・
甲
砧
■
・
・
・

■
■
■
■
■
・
・
■
■
ｑ
，
■
Ｆ
Ｄ
，
。
，
■
、
■
■
ｑ
ｃ
，
■
ｑ
■
・
・
■
■
■
■
■
。
■
・
■
■
■
，
，
。
，
■
■
。
，
，
■
・
も
■
◇
，
。
，
■
，
“
■
。
■
。
■
少
少
■
，
“
咄
。
。
■
Ｃ
Ｄ
。
，
。

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
を
放
置
で
き
な
い

と
し
て
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会

の
呼
び
か
け
で
日
山
協
と
日

本
山
岳
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
と
の
四
者
で
海
外
登
山

情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
向
け

協
力
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。

今
夏
、
四
者
が
共
同
で
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
経
験
者
千
人
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
回
答
者
の
八
割
以
上
が
セ

ン
タ
ー
設
立
に
賛
成
し
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る
情

報
提
供
は
「
登
山
記
録
」
と

「
現
地
情
報
」
が
各
三
○
％
、

「
登
山
規
則
と
手
続
き
」
が
二

三
％
な
ど
だ
っ
た
。
高
山
病
な

ど
の
事
故
防
止
対
策
や
環
境
保

護
の
研
修
会
に
、
ほ
と
ん
ど
の

回
答
者
が
関
心
を
示
し
て
い

る
。

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
山
森

欣
一
理
事
長
は
「
六
千
燭
峰
で

も
高
所
の
知
識
な
し
で
登
る
と

死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
『
自
己
責

任
だ
か
ら
』
と
放
っ
て
お
い
て

い
い
の
か
ど
う
か
、
同
じ
登
山

者
と
し
て
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

--－一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一=ﾆｰｰｰｰｰｰ吾司.ﾛ.､一幸昌己壺矛舌宅邑弄亮
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＝匙■_虹X…転々巧~…瓦釘可亘くづ耳…㎡…ザゴ…一

W醐鰹
3 !■■-■■■■■■■■■宅-■=''■■■■■凸凸亘■こ■■耳■■-■▲毎F-■』三二='三■■記両■二''二■~'■~'■~テ'面'■■＝盲

－274－



窯二F雪雲月Eヨ

2002年(平成14年)6月全全日 14版1I垂リボーツ 20十曜日

窪
窪
蕊
耀
過
去
印
年
日
本
人
川
人
遭
難
死

一
剖
罷
姪
謹
繁
一
戦
後
日
本
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
印
年
間
の
日
本
人
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
と
遭
難
の
克
明
な

デ
ー
タ
を
ま
ど
め
た
。
近

年
、
欧
米
の
登
山
家
ら
が
組

織
す
る
商
業
公
募
隊
の
普
及

な
ど
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
身

近
に
な
っ
た
が
、
事
故
は
後

を
絶
た
な
い
。
（
山
田
新
）

蟇
塁
面
鰯
雪
帯
に
冨
晨
亨
尋
農
…
こ
ゞ

の
ネ
パ
ー
ル
側
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
Ⅱ
野
口
健
事
務
所
提
供
な
く
死
亡
事
故
が
起
き
、
不

上
冨
ツ
ヤ
、
甘
え
は
命
取
域

名
誉
な
記
録
を
更
新
中
だ
。

山
森
さ
ん
に
よ
る
と
、
原

因
別
で
は
雪
崩
が
１
２
５
人

（
妃
％
）
で
最
も
多
い
。
次

い
で
転
、
滑
落
が
ね
人
（
釦

％
）
、
疲
労
凍
死
８
人
（
３

％
）
な
ど
。
転
、
滑
落
や
疲

労
凍
死
の
ほ
と
ん
ど
が
、
高

所
の
影
響
を
受
け
た
結
果
と

想
定
で
き
る
の
で
、
高
山
病

の
副
人
（
８
％
）
を
加
え
た

１
０
８
人
（
虹
・
５
％
）
が

「
高
所
要
因
」
に
よ
る
遭
難

死
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遭
難

の
２
大
原
因
は
雪
崩
と
高
所

障
害
と
い
え
る
。

６
千
折
未
満
の
登
山
と
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
（
ふ
も
と
歩

き
）
の
死
亡
事
故
も
妬
件
、

別
人
に
達
し
た
。
中
高
年
者

の
高
所
障
害
に
よ
る
死
亡
が

圧
倒
的
に
多
い
。

山
森
さ
ん
は
「
雪
崩
の
危

険
を
察
知
す
る
能
力
は
、
雪

山
で
場
数
を
踏
ん
で
養
う
し

か
な
い
。
高
所
生
理
は
研
究

が
進
ん
で
お
り
、
事
故
例
の

報
告
も
多
い
の
で
、
積
極
的

に
学
ぶ
こ
ど
が
第
二
と
話

し
て
い
る
。

一
方
、
世
界
最
高
峰
エ
ベ

レ
ス
ト
（
８
８
４
８
厨
）
を

は
じ
め
と
す
る
一
部
の
８
千

厨
峰
は
商
業
公
募
登
山
隊
の

普
及
で
、
す
っ
か
り
雲
り

や
す
い
山
」
に
活
つ
た
か
に

見
え
る
。
だ
が
、
登
り
や
す

い
の
は
天
候
を
は
じ
め
と
す

る
諸
条
件
が
そ
ろ
っ
た
と
き

だ
け
で
あ
る
Ｃ

今
年
５
月
、
エ
ベ
レ
ス
ト

の
中
国
側
で
、
日
本
隊
の
高

所
キ
ャ
ン
プ
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
人
の
運
体
が
発
見
さ
れ

た
。
高
山
病
で
力
尽
き
た
ら

し
い
。
酸
素
ボ
ン
ベ
が
空
に

港
つ
た
あ
げ
く
、
高
所
障
害

で
シ
エ
ル
パ
ら
の
献
身
的
な

救
助
活
動
で
き
わ
ど
く
生
還

し
た
ケ
ー
ス
も
複
数
報
告
さ

れ
て
い
る
。
他
隊
の
シ
エ
ル

パ
ら
の
支
援
や
、
酸
素
ボ
ン

ベ
の
提
供
が
港
け
れ
ば
絶
望

的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

今
回
、
救
助
活
動
を
手
伝

っ
た
た
め
登
頂
を
断
念
し
た

と
い
う
、
医
師
で
登
山
家
の

今
井
通
子
さ
ん
は
「
他
隊
の

救
助
を
あ
て
に
す
る
甘
え
が

横
行
し
て
い
る
」
と
話
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
も
、
特
定
ル
ー
ト

に
多
く
の
登
山
隊
が
集
中
す

る
「
観
光
登
山
」
時
代
に
な

り
、
モ
ラ
ル
の
確
立
が
必
要

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
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＝舎璽箒ぞ雷 工F成14年(2002企手)e月S○日日曜日
一一一

↑

雌
坪
謹

（
叩
一
‐
●

歩
Ｌ

高
《
爽藤

つ
副

弁
心
ｉ

田
仲
讃

旦
取
泊
？

く

蕊
？

冊
但
が
？

雲
識

小
宮
‐
‐
一
‐
一
宮
一
・
‐
宮
‐
一
宮
・
・
・
‐
‐
‐
‐
宮

に
壬
二
一
三
一
レ
叩

蕊
鎮
謹
聴

鰡
詫
窪
瑳
鰭
錘

だ
け
で
九
人
が
相
次
い
で
登
頂
、
な
か
一
瀞
躁
い
蝉
一

蕊
識
識
溺

霧雛辮;灘鰯鍵蕊鍛鍵灘鍵蕊鱸織蕊蕊

エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
登
頂
者
卜
一
三
－
ス
・
コ
ム
」
に
よ
－
方
、
平
成
二
年
以
降
士
一
一
募
、
組
織
し
、
面
倒
な
登
山

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
る
と
、
初
登
頂
の
昭
和
二
十
年
ま
で
は
千
一
言
十
一
人
に
許
可
の
取
得
や
装
備
の
手
配

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
八
年
か
ら
平
成
二
年
以
前
の
の
ぼ
っ
た
。
五
年
に
は
一
年
を
代
行
す
る
。

提
供
し
て
い
る
「
エ
ベ
レ
ス
登
頂
者
は
三
日
八
十
五
人
。
間
で
亘
一
十
九
人
と
初
め
て
現
地
で
も
、
荷
物
は
ボ
ー

溺
離
淋
昆
卦
問
題
は
天
気
と
費
用
だ
け

も

蝿

三
ケ
タ
に
上
り
、
十
三
年
に

は
百
八
士
一
人
と
過
去
最
高

を
記
録
。
今
年
も
か
な
り
の

ペ
ー
ス
で
登
頂
者
が
相
次
い

で
い
る
。

こ
う
し
た
登
頂
者
数
増
加

の
背
景
に
は
、
ガ
イ
ド
登
山

の
普
及
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
登

山
は
、
高
所
登
山
の
経
験
が

豊
か
に
な
り
、
酸
素
ボ
ン
ベ

な
ど
装
備
が
発
達
し
た
こ
と

で
、
一
九
八
○
年
代
前
半
か

ら
欧
米
の
高
名
な
登
山
家
ら

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

一
年
以
上
前
か
ら
の
準
備

期
間
が
必
要
で
「
出
発
で
き

れ
ば
遠
征
は
八
割
が
成
功
」

と
ま
で
言
わ
れ
た
過
去
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
と
は
異
な
り
、

登
山
隊
を
専
門
の
会
社
が
公

世
界
の
最
高
峰
・
エ
ベ
レ
ス

ト
へ
の
登
頂
者
は
、
ガ
イ
ド

登
山
の
普
及
で
年
々
増
加
。

登
山
未
経
験
者
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
尾
根
を
歩
く
日
も
間
近
に

？

（
Ａ
Ｐ
）

募
、
組
織
し
、
面
倒
な
登
山
と
も
世
界
最
高
峰
の
頂
上
を

許
可
の
取
得
や
装
備
の
手
配
踏
む
こ
と
が
で
き
る
。

を
代
行
す
る
。
だ
が
、
ガ
イ
ド
登
山
の
實

現
地
で
も
、
荷
物
は
ボ
ー
用
は
決
し
て
安
く
は
な
い
。

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
に
よ
る

塁
用
だ
け
と
、
相
場
唾
二
万
人
万
職

（
約
三
百
六
十
万
’
七
百
二

タ
ー
が
持
ち
上
げ
、
ガ
イ
ド
十
万
円
）
。
｜
方
、
以
前
の

に
よ
っ
て
危
険
な
個
所
は
固
よ
う
に
自
分
で
隊
を
組
織
し

定
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
る
。
エ
て
準
備
す
る
場
合
だ
と
、
｜

ベ
レ
ス
ト
で
は
、
第
一
キ
ヤ
人
当
た
り
の
費
用
は
二
百
五

ン
プ
（
標
高
六
、
二
○
○
十
万
円
ほ
ど
で
済
む
。

届
）
か
ら
頂
上
近
く
ま
で
固
同
協
会
の
山
森
欣
一
理
事

定
ロ
ー
プ
が
つ
な
が
る
こ
と
長
は
「
登
山
未
経
験
の
人
が

も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
高
所
順
応
の
た
め
に
五
千
ｌ

く
れ
ば
、
基
礎
体
力
や
登
山
六
千
漏
級
に
登
っ
た
後
、
エ

経
験
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
く
し
ス
ト
に
登
っ
て
し
ま
う

が
、
天
候
に
さ
え
恵
ま
れ
れ
日
も
遠
く
な
い
」
と
話
し
て

ば
、
特
別
な
登
山
家
で
な
く
い
る
。
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時期どんに熱くヒマラヤを語り、ルームに足繁く

通う人もやがて会社や家庭など一身上の理由など

を口実に足が遠退いていく。これは地方も中央も

同じだ。

それぞれの時代に行動した人達の軌跡を纏める

のが「行動するHAJ」に相応しいと考えた。し

かし、それらの記録の全てが集積されている訳で

はない｡35年とは長い歳月である。幸い創立30周

年記念誌発行の時に可能な限り収録できた。今回

はその後の5年間を新たに収録したが、各登山隊

の報告中、30周年記念誌に収録した登山隊は重複

することも考えて主要部分のみを収録した。

年史は、どうしても編纂を担当する時代の主観

に侵され公平さを欠くことになり勝ちだ。しかし、

時代を再現することは難しい。それぞれの時代に

ついて座談会を収録することで、少しは公平さが

保たれることを期待した。膨大な情報が詰まって

いる機関誌「ヒマラヤ」については、別途総索引

を作製する予定なので割愛した。

ゆるやかな集団として存在するHAJの運営の

要は、「当事者意識」と「山は土石を辞さず、故

によくその高きをなす」原理であると思う。

35年を記念した行事にあたり、年史を纒めるこ

とができた。もとより完全なものにはほど遠いが、

これがHAJの現在の能力の限界でもある。この

記念行事に参加され、資金を援助していただいた

多くの会員に御礼を申し上げたい。（山森）

編集後 己
一
言
ロ

HAJが、ヒマラヤの山野を舞台に活動して35

年が過ぎた。発足当時のスローガンは「みんなの

ヒマラヤ」であった。その時代は、まさにトレッ

キングに代表されるように主街道を辿り、ヒマラ

ヤを「見て・知る」時代であった。やがてスロー

ガンは創造するヒマラヤ」へと変化し、街道から

道なき道を分け入り、未知の山を登った。このエ

ネルギーは大変なものである。よくも続いたもの

と、年史をまとめながら感嘆した。

ヒマラヤの高峰は国境地帯となっている。国際

政治のバランスが不安定な時代にあっては、その

ような国境近くの山々には近づくことは難しかっ

た。その結果として中国やインドには未知．空白

の山野が残される結果となった｡HAJが、結果

的に活動の大部分を中国やインドに求め、成果を

上げた事実から、ともすると一部にはヒマラヤ登

山の分野に遅れて参入した形になったHAJは幸

運であったと考える人たちｶﾒいるかも知れない。

しかし、HAJの運営の一角を担った者として感

じるのは全く別の事である。

HAJは、ヒマラヤに興味を持つ人は誰でも入

会でき、退会できるようになっている。このよう

に入退会がゆるやかな条件で運営されている会で

は、会の運営の中心になる人．サポートする人は、

時代時代によって変わって行くのが自然体だ。一

のワワ

ームイ1－





雪の住処35年の記録

(日本ヒマラヤ協会35年誌）

発行日

発行人

発行所

編集人

2002年（平成14年)9月28日

山森欣一

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

(TheHimalayanAssociationofJapan)
東京都豊島区東池袋4丁目2番7号

萬栄ビル501号（〒170-0013)

TELO3-3988-8474

FAXO3-3988-8502

山森欣一



1



堂

忌

〃ぬ

－
１
歳

砕

匡且

。
』

＆
、
｜

ぼ
ぎ
一

一
』

罰
Ｍ
冊
１
３
１
３
■
里
■
甲
目
的
凶
画
■
苗
討
■
同
凶
匿
噂
且
■
９
１
２
曾
闇
Ｂ
８
固
目
■
■
■
国
■
■
厚
遥
徹
貼
幽
５
園
■
ｎ
百
ｇ
■
胃
圃
Ｉ
Ｉ
９
ｆ
ｋ
且
Ｉ
Ｄ
Ｒ
圃
■
良
ｒ
■
■
Ｆ
Ｆ
Ｒ
ｒ
Ｉ
，
ｉ
０
ｒ
Ｌ
Ｂ
ｆ
敗
阻
８
Ｋ
け
‐
ｌ
１
ｌ
Ｉ
６
Ｋ
Ｂ
３
Ｂ
低
■
１
口
１
．
ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｉ
斤
口
“
岳
■
Ｂ
Ｂ
Ｆ
田
け
ｒ
ｊ
ｆ
４
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
０

昇

珈

識

劇
Ⅵ
円
価
弓
’
１
．

h

ザ

ザ

魂

I

3喝

魂

I

柘

零

朝

g毬

J 学

f

：三

宅

妾璃一

鳥

RI

零

舟

基。

１

口
亀

寺

内

１
１
１

；I




	雪の住処35年の記録 - コピー_124
	125-165
	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


	136
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1



